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建築と社会

特集

今 、 京 都

建築家のための設備知識一複合商業ビルによるケ ーススタディー
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。大阪方ス

「ココ」システムの一例

車ｾ，軍機用 室内4盛期 J 、ソコノ

コノ 卜ローラ コントローラ

- 各室内機の運転時間を計測

・テナントごとに空調料金を

自動計算

・空調料金の表示・プリントアウト

・各室内機の運転状況を監 視

・室内機のリモコンで熱; 原機を

ON・OFF

・各室内機の運転を制御

・パ、ノコン( オプ・ンョン) を使用

すれば請求書を自動発行

• 
※ この他、よりシンプルなシステ

ム、加湿や除慶機能も備えた

ノ、イグレードなシステムなど、

自由なシステム構成が可能

です。

別室

【ビルオーナー織にうれしい特長例】

⑦電気容量に、ゆとりができてくる。

⑧ランニングコストがおさえられる。

⑧ビJレに最適のシステムを、選べる。

と、「ココ」にはガスならでは、個 別 空調ならでbはの魅 力がいっぱ

いです。詳しくは、カタログをご覧 ください。

ガス空調マルチシステム・ココ

。

- ガス空調マルチシステム・ココは、大阪ガス・東京ガス・東邦ガス・西部ガス・北，毎道ガスが協 同で提案する個別空調システムてす。

・資料請求・お問い 合わせは、 干541大阪市中央区平野町4-1- 2 大阪カ'ス都市エネルギー営業部 霊堂 (06)202司 2221まで。



力ルチ工・ダム- ル一間野博氏¥小島孜氏に聞く

大阪 ｊ ＨＮｦのインナーリ ン グエリアには、ちた後 ＳＰ 年を純てｾ桁化した木造 ｬ ＧｩＺ ｬ Ｇｦ ｕ￩ 七 が ＲＰ J; f i ある

といわれています ｲ Ｇ ＺＺ ｪ ｊ ＡＮｴ成長期Ａに抗 ｉｉ ｲＡ ￮Ｉ ， ｭ が米ｾｽ例 ｬ ￬ｉｊのまま大 Ｎ Ｚ､ＺＨ こ挫 ｴｺｴ されたもので、佳作もま

まならず、 ｊａｦｩ 二 ｊ［Ｑ 境の ｾｬｬＮ ｉ［ 化ヵ、問題とな って います 。

ll:ij 丘、典1¥') Ｈ ｉ ｾＩ な本 ｬｬｦ ｩ 二色也、集地区である ｉＢｊｊＧＡ［ ｲＡ ｪＧＺ ｩｊ ｊ ｉＺｉ聞 ｊ において、 Ｘ 人の地家主が佳作 ι ｊ ｾ 業主 ＱＱ

イ＿をつくり、 Ｑ Ｑ＼ Ｑ 、 ｉＨＮｦ ，市の協力を利て、公 ＱＧ［ＧＱ 、道路等の行 ＱＱ ｲＡ ｉￆｾｚｾＡｾ Ｎ Ｈｩｩｩ ｬ と 一 体的に、ＮＭＱ ｾｬｬｦ 主七の

J た|百] ，illf十を 行 う 'J'd定、カルチェ ・ダムー ルが :iOJXしました。 本 給(I() な.-1，1'tfj: 1三密集地区，迎行と

しては ｾｾｉ Ｑ＼ Ｑ でも初めてのケースであり、また￭ｊ ｣ｦＮｴｦＷＮ . コミ ュニティーテザインに数々の，式みがな

され、新しい ｦｬ ｬＮ［ｽ 門 ｲＢＧ ，ｾ ｜ＧￎＧ，Ｇｩｊ干ｼみ Ｑ｜ Ｇｩｍ ｲ ｬｬＢ ｦｴＱ 三 のモテルとしても大きな ｮＮ ｵ を集めています 。

この 目 Ｑ Ｇ［ 業 の 成功には、コーテ イネータ Ｍ ｾＺ Ｚ ｊｾＡ ｦＧ川氏 と設Ｎｈ者 小 ｪ 訓文氏 のチームワークが大きな

7) とな って い ま す 今 凶 は 、 こ の お二 人を Inj ん で、 事 業 の ス タ ー ト か ら 街 の 完 成 ま で を 、 ス ラ

イドを交えなヵ、らおぷしいただき、また参加1'; 守の質疑ペコ立礼をお受けして全l - J . で話しイ干し、たい

と思います

日 時 1991 年 6 月27 日( 木) 14 :  00- 17 :  00 

会 場 制 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン ( 大 阪 駅 前 第 3 ビル 21 階)

事業の特徴

1  ) 老朽化した木員住宅密集地が 挙に生まれ変わった

2  ) ー敷地ではなく、道も公園もある P まち をつくった

3) 様々なタイプの権利者 B 人が共同で事実を行った

4  ) 複絡であいまいな権利関係を整理した

5  ) 区画笠理事業と再開発事業をミ y クスして、 4在>t rJ と空間のおりあいをつけた

6  ) 民間誘導による一つの住宅市街地再生' ] i " ; k システムを創リ出した

ＷＩ住環境ｾ備における一つの「公 ｊ と「民 ｊ (特 lこi也従者) の共同事業システムを創り出した

8  ) 事業を成立させるために既存の法制度、手，去を多面的に活用した

9  ) 低層高密図み型という一つのインナ リングエリアにおけるハウシング恩怨を具現化した

10) デザイン、設計、設備において新しい都市住民向け住宅を提示した

11) 電線のI也中化、インターロ y キング鏑袋、プラザ的小公園、ストーンオプシエ等. 新しい

コミュニテイ ・インフラを提示した

12) 完成後も 8 人共同で「まち J を管理する 。

所 在地大阪府門真市朝日町 1 、2

建築主朝日地区建替事集組合

コーディネー ト 間野まちづ〈リ研究所

位計監理へキサ {小 島 孜)

施 工大雅建段

開発菌積 7，416m' (宅地5，2B2m'，

道 路 上 回目m'、公園514m' )

建築面積 3，076m目

延床面 積 1目，205m'

楠 造 規 模 R C、日1、3 F 、4 棟

戸 数 136戸

住宅ヲイプ l K- 3 L DK ( 専有面積25- 105m')

. 多形式 2 L D K

駐 車 台 数 65台

工 期 19B9年 7 月- 1991年 3 月

設計者より

. 間野 1尊 まのひろし j

1947年号，尺空まれ

ＱＹＷＰ 定京都木学建築 会記 ｾ，［ＮＮＮ ｾｙ

1972年同大学院1:-' 士課程' 又了

1972 74年都市問題 ・径営研究所所員

1974 - 77年ア バン プランニンタ研究所所員

1977- 80年同研究所取締役

1980- 例年寝屋川市都市開究部非常勤嘱託

1980年一間野まちづくり研究所代技

1988年~福井工? 大学建設工学叫A 師

. 小 島 孜 こじまっとむ)

1943年大阪府生まれ

1965年大阪大学建築工学科空

1965- 71年安井建築設計事務所所員

1971 - 81年小島孜建築計画事務所代表

1981 - ヘキサ、共宰

共同住宅においては‘ 住戸面積が小さいとそれだけ、それを補完するパプリ y クスペース

の必要度が唱すという. 反比例的関係があリます カルチェ ・ダム ルの平均55m' という

住戸薗械は、住宅としての機能を一応は満たしているものの、ほとんど余裕がなく、そこ

での生活は‘ どうしても鯵小化し、函ー化しがちになります

1990- 近畿大学処築学科非常勤白品目市

〈主な受賞〉

1987年度学会賞 { 作品) 一連のコーポラティプ住宅

従ってそこでのパブリックスペ スには、子供のJ l f J . び場、主婦のおしゃべりの場、気附ら

しの散歩の場といった機能的補完に加え. 生活に生気と個性を与え、住むこ とに誇リと愛

芯を生み出すような、余裕の空間であることが求められます このような欲ばった要求に

答えるべく低層圏み配置型のカルチェ ・ダムールがどのように対応したのか、オープンス

ベースの空間構成、仕i卦け、デザイン手; 去を中心に報告します

ii' Ｑｾ＠ 30人

参 加 代 一般 2 ，500円 、 会 員 1，500円 ( ，下F 色 : 一 般 1.500円 、 会W ，OOO円 )

;::  ; ，仁川ヒ ール 、01 ジ ュ ス、ｩｬＧ ｪＧ ｬｾ 悦

1[ 1  j2:， ノ、ガキ、 F A X、電話で 6 J-J  19  U  ( 水 ) までに附 日本建築協会事業 課 へ お 111
込みくださ

い。f/l iし名 ( カルチェ ・タ ム ー ル- /i :Wi't'.Ii(X . 小島孜氏に I:[f l<  ) 、氏名、会以 ' - M止の

りIJ 、勤務先、参) )[1証送付先、" 山市得サをお知らせ原fi い ま す。

(州 1. - 1' : ' : 辿築協会事業謀 干 530 大阪r [ i 北 区 梅HI 1ート 3 - 2100

F A X  348- 0634 T E L  348- 0633 

:::事11II "rl を6 11201 1  ( 本 に発込 します

;:1111込町多数の場介 i Hal選で参 1111 片をaeJ 江します

建築と社会/ 1991年5 J P; '  1  



一 一一一 日本建築協会会告

4 大和銀行本庖ビル見学会

日 時 1991年 6 }  J  2  2  11  ( j: ，)  14  :  00- 16  :  30 

集 合 現地、kl f l i 玄関 ( 堺筋 !Hl I )

※ J也ド$1.; r  ｊＮｪＧ ｾ＠ ｾ万本 町 駅 」 よ Ｇ Ｉ 北 へ 徒歩 約 Ｕ 分

定 員 100人

参 加 費 会 Ｑｾ 1，00 0円、 一般 1，500PJ ( 合、川 '{'( Ｎｦ ￬ｾ Ｉ＠

※、"， I1 、'支:1・l にていただきます

申 込 ノ、ヵキ、 FAX、1 Lilt で 6 } J1311 Ｈ ｾ， Ｉ までに Ｈ ｗｉ 川、佐築協

会 'J'; ＱｩＧ， ｩ ｾ へ お ＱＱ Ｇ 込みください
ｭＺ し 名 Ｈ 大和 銀 行 本 ｉ ｲｬｾ ヒル

比 Ｇｴ 会 Ｉ 、氏 名 、会ｩＮＺｩ Ｎ 一般の 別 、 ＱｾｊＩ .f : i 5光、参加，hEi'E 付 先、

屯tilt 番 りーをお生11 らせ原( [ います

(紛 11 ｾＧ ， ｩｬｬ 築協会事業諜 干 ＵＳＰ 人 Ｚ ｉｾ､ｩ 北 ｼ メー悔川 トト Ｓ Ｍ Ｒ Ｑ ＰＰ

FAX 348- 063-1 TEL 348- 0633 

※ 参})IJ ，:IIーを 6 JJ 14 日 ( 令 ) に発送します

※ 111込 行 多数の場介は 1111iきで参}JJ1 r'i を決定します

大 和 銀 行 本 Ｑ ， Ｑ［ ヒルの ｻ立 ［ｩＧ ｬ する ｻ Ｑ ｩＱｩ 後 ｉｬｬｉ は 、大阪 のいわ ｉ､ ｬ Ｇ ， Ｉ な ｊｲｾ 1i' 地域

である I!() 坊の '1' ｾ た にある Ｇ ｊ ｪｾｬ 也は堺筋に Ｑ Ｈｬ ｩ し ｊｬ ｌｊ )j Jこ道路 をイ[ す る -

iJr Iメーを形成しておリ、総イ? 設計 :! iJJ 伎を採川 し、! ，';Jj 立以上克と調布lすべ

〈、また船場のむつ歴 史的? ?誌 と地域 l' i'I'I:に Wf.0 し、 ヒューマニテ

ィ の ｲ ｾ れ、 ｊ ｊ［Ｇ ｕ 克をつくる こ とを計 ｉｬ ｨｪ のぷ本とした

勺 他物は 、 ｊ 也ト ー ｈ 符 、地 Ｑ ＺＲ Ｔ Ｑｗｩ で 、 Ｇ ｊ Ｔ ・ Ｑ 住宅となるＨｊ ｕ ｦ￭ｴｾ ｩ と Ｋ ， ｾ ｉ ｉ と

なる ＱＺｾｊ ｍｪ 点 で村山 文 さ ｨ ている 。

地 下3 、4 Ｑ［ 許は機械本 ｪ えび Ｇ｜￬Ｇ ｬ ｩ 場 、 ｊ 也 卜 ＲＱ［ 符には ＷＰＰ 人以れの ｬ ｩｬ ｙＧ ｾ '; :;，: 

とレセブン ヨンホールがある 。(J UMNi を合めて 1 - 3 j : 許までヵ、常業

主とな っている 12、131析が食 ':;1: 、l喫-i't" 本守ーの! ソ' J:./jι :止である 。

)，，;  ;¥-，1;符'j';イ万本はサ イ ドコアと 2 ｾ ，の サ ブコアて 村山記 さ れ た ｬ 、 ＰＰＰＱＱＱ

ＩＡ， ｟ｱｪ 宅ｉｩ ｜ｊ であり 、 フレキシヒリティの ｲｾ 目 Ｚ ｊ ｾ＠ 、オフィス明 1:¥1 を構成 して

いる。 ( 'b，" )j: ・米畑1J  V )  
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-・・・・・ .置冒E 雪量5

. !ill-!l'i H正吹

!リr (1: j也 大阪r J jrJ ' 央区Wil 最前T2 1' II

往 築 j:，大手!ゆmJ

ふn日:U

'

ll "ム j トill 築，E.l:，lI "IH')l I;{r ・lIu Jl I往!I' i 'j'; {;l; I;) 十.J ¥'  

地 J'. Ｉ， ｉｊＩＨＺ 往 ･ 没 ・ 竹 Ｇ ｬ Ｇｕ ［ｬ［ Ｑ 市 ・ ｩ ｾ ｦｾｩ 也 ｭ Ｎ ｉｈ 十 ｛ＪＧＱ｛ Ｇ 町村化 ， ＨＱ ｊＧＮ ｾ ｾ＠ ，J  ¥ 

Ｇｽｦｾｪ ｬＡＡ ｬＨｬ ｩｨ Ｇ Ｈ 肘 ＳＲＲ Ｎ ＸＵ ＱＱＱ

，iJ';築llii h'( 2.733.29111 

Ａｷ［ ｉ ｾｉ Ｈ ｬｩｨ Ｇｴ＠ 59 .866 .24111 

情 ｪ｟ ｾ ｫ 財 児， ｾ Ｇ Ｚｪ ｉ ｍｎｩ ｓ 、 ｦｊ ｖ ｍｪ 出 ｓ R  C  (  日1¥5 )、I也1、ii li 5 H  C 、B 4 、24 F 、ド 2

11  {- /'，' Ｚ ｪｬ ｾＧ Ｚｪ さ ｊ Ｒ ｊ .()()111 

1'. JYI 1988王f二121ト 1991年 6) 1  (31か ) 1)

4 通常総会開催通知

‘|化成 3 ｾ存 度 ｾ Ｂ｜ 1  1111通常総会を Ffi じのとおり !日J m:  ｾ、たしますので 、

M小ご ，'1¥1市ド さい ますよう お昭iii ｾ、 ＱＱ Ｑ し 卜 ー げます

十t卜H法人 ＱＱ 本 ｩｬｬ ｾ 際 協 会会 ｌ 仏': '1'1' 正一

，; じ

と き ‘!と11文3 f手 6 JJ 26 1::1 ( ;J( ) 午 i去511年30分 - 611，y. 

ところ 社卜)1法人 日本位築協会会議宗

大阪 市北 lベ村正日 11 ー 1 - 3  - 2100 大阪駅前第 3 ビル211;符

ぎだい ( )) ‘1<成 2 年度 予業報竹並びに決t ) :.w; 守点必の 1'1-

Ｈ ｾ Ｉ 、 ｼ 仁成 Ｓ 年 度事 業 計 画並びに 収 ぶ ＨＭ t) :  /f. : 必の 1' 1

(:l )その! tl!.

2  

‘ 会員の受賞

このたび、 ド，ic会Hの諸氏は 、住設作における多年の J}) 献によ っ

て、K 杉を受けら} . L ました 。

ここに ，Lt して、その栄作をお 度び11

'

し 卜げます

日じ

イli r 六郎 I¥. ( 卜11IしUt;. 没会以 )

{紅型 j' 11::: 一 I¥. Ｈ 安 ｊｴ ・ ｩｬｬｾ ，没 ， ｩｉ 目 ｊ Ｇ［ 務 所会長 ｽ

正:J 僑叱! J J I¥. ( 1.免，:，Ij 処ぷIlfi lilJ )

IJ ｉ ｊ ｾ ｊ＠ ，'e:Ifi' l l¥. ( ) L '，Il 1 会長 )

時Ｉ｟Ｚね災 ｉ Ｎ ［ ｴ ｬ ｾ f;去d皇 帝 Ｚｾ ｉ ｴ 氏 Ｈ 11 ｾＧ ｉ＠ E) ｕ ｊｦ ｊ Ｉｾ＠ i，ill 会長 )

J /  ｦＮｴ ｾ ｾ ，＠ 光リJ I¥. ( 成本k:l l社長 )

LI ' l 綬 災 0';": 1均 本 行1'r:子I¥. ( U?{千11，[主計社 iよ)

IJ Ij，品 川 書lill{{I¥. ( nl ldi 問題対'i;¥' f，J f究所代表 )

ｾ ｩｬＡ＠ .: 可}l!l ll '1'  ｾ，ＱＺ＠ .;'i 

動三 洋 J;M 'j; :  I';'j 

11  11 

IJ 



料金受取人払

田園官

大阪 中央局

承 認

2870 

ｉｾｉｉ｜ イ ｩｩｩ ｩｊ ｊｕｉｉ Ｚｩ ｊ

ーl' 成 3 !j '- 6  JJ3011 

まで ( I;IJlィ、111 ¥

口口口口口

街Jf上所

f前l氏 名

- 記入日 1991年 JJ 日

団団回国固

( 受取人)

大阪市北区梅田 1-1-3-2100

大阪駅前第3ビル21階

社団法人 日本建築協会

編集部行

. ※ のt) j 所! ; l : u で開んで下さい 。

・，i)L -_r，-[l 分

1. 年側:t ，:主 ※ 2 男 女

※ 3 職務 ・ill '.i:':ぷJI - ・桃j2t 設計 ・設愉ぷ，i ! ・インテ リアぷ，H ・wrr hl. tu

・ ｌ 判 ｾｕＧｒ ・ 純 ｩ 工 ・ ，法築業寸先 ・ メイ ン テナ Ｏ ス ・ 往築指ＱＫ行政

.  r.J lrl i.i fi lhj ・続税 fi ー理 ・研究教育 ・γ ' 1: ・院 '1ミ

・その他(

・本アンケートの御怠凡を参考にして、必 I( !i の充実に役 ι てたいと

存じます 。 術 ｬ 多忙 のと こ ろ ｾ Ｚ ｈ ｬｩ ｩ ですが、 集計 ・ 分 析 の ｲＮｬ ＱｻＷ Ｑ Ｍ｟Ｙ Ｑ 年

61J 301日までに御送付を お願い 中 しJ: げます。

・ 「建築と 社会J 購読者のご紹介があれば、ご記入下さい。

御氏名

御連絡先 TEL 



「建築と社会j 誌、読者アンケート

• r建築と社会J について

※ l 毎月と' の程度読まれますか。

・通読する ・決ま っ た記事に服を通す . ザ ッとl I l l . を過す
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・感性の時代の外装材
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. オフィス プレジャー

. 建築の1!lJ3止

. 東海支部30周年記念

口 i'(数 ‘p: j さJ 的 lこ、 ・ 多 い . 適吋 . 少ない

日投 J ＦＮ紙、 ｬ ｫｾ 'J与のレイアウトが、 ・i込ぃ . まあまあ ・惑い

ＵＮＱ 品械を明まれる， ￬｣Ｇ ド Ｈ シリ ー ズ ・ 特集Ｉや、ご意見を ｉｾ 111にお l'Fきドさい。
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エン トランスホール

藤村大和生命的レ

所 在 地 大 阪 市 中 央 区 伏 見 町4丁目 41、42

敷地面積 902. 96m'  

建築面積 792. 26m'  

延床面積 9，659. 66m'  

構造規模 S 、 SRC、82、 IIF、 PHI

工 期 平 成 元 年 1 月一平成 2 年 11月

最 寄 駅 地 下 鉄 御 堂 筋 線 ・京阪電車 淀屋 橋

撮 影 川 元 斉

設 計 監 理 大 林 組

施 工大林組・鹿島建設共同企業体

也 染と 社会 l抽 1'1' 5  ) 1';- 5  



正 1n 1 外観見上げ

いちょう佐木の来しい御堂筋に 1( lj して立つオフィ おとすこ とで 、ぷ仙 のあるカーテンウォ ルとな チ 常 I:lj は 、ステイタス性を屯枕して fiVt 成 した 。 エ

スビルである 。 術 位みにふさわしい胤怖のあるビ って いる 。 アルミハネルには 、ウオールスルーエ ン トラ ンスホールは 、rl] 央古11の k J Iーを，¥' :j < し 、111'1

ルのテザインをテーマとした 。 アコン周のJ J f J II 古11が組み込まれている 。 サイ トの梁 1担を 4 本の丸主主で支え、 述絞した天' 11

iillJ.; :t1i1jf Hl Iは、カ ーテンウオールの IlldlI，品をイEi 土iイ1で 伏見町11! リは、イヒi土iイil 仙の PCI 阪と償i主窓を J，l;牛;に のルーパーと怪際の! 日! 被 II{{I リiで宅I / l J をii I ( 出した 。

of¥みをむたせた外観とし 、ピルの) { ; じ組りは 、f{J し、外装材やガラスの 色作えにより 、中央古I1をリ虫 色彩は、 l木 ，I涯の大旦I! ィi 、天 JI のノU .J:;〆 、ネル 、) L

I也の特' ドlーを '1:. かし 、処物の 1，I，j戸j をヒロティでIJf J)jJ( ，Ol ，j し御主 筋斜線による形態のみだれを立識させな れ寺、全て (1 で統一し 、悦快さを C&JJt，してい る。

し た カ ー テ ン ウ オ ー ル は 、 ミラーガラス ・アル し、工 夫をした カーテンウオールにいちょう， ｉｦ ｾ木が ｈ 央える綴は 、

ミハネル ・ イＡ で 椛成し、横線 ＱｾＺＱ 測 とした 。 アルミ ヒロティからエントランスホールを J凶り、光経の !YI  j ，'l '泊り の似1) * である 。

ノ、ネルとカラス Ｑｍ と に凹凸 をつけ、ノ ドードに ｉ ［ｚ［ｩＡｾ を 比えるエレ ベーターホールに 宅るまで のアフロー ( 三 谷宇司 ・小 111 (1孝一/ ) d材II 設計部 )

6  



正前外観 比 l→げ

北側外観

一一
ー一一一ーノ

I  f!:JI. BIJ I  

④ 

IrlDltijjj l  

基準階平面図 I  :  800  

7  



アサヒビール株式会社博多工場観音山ゲストハウス

設計施工 銭 高組九州支庖

使対( 人ーホール f1!1))

この，建物は、スー パードラ イでお馴染みのアサヒ i! J ! . 蔵文化財として、半氷久的な保存を求められて 食品工場のイメージア y プとと もに、米答者の" ー

ビール株式会社陣多工場の中にある観音山と 11千ば いる立地条件の "1' て¥古肢を生かし、景観をj j [ わ jyl 一会" の触れ合い の場として 、見学修了後 、綴

れる川ビ ール図跡地に、今回一新された工場比学 ず周辺の調和にとけ込んだ，建物を目指した。 に ｼ 耳 ｼ まれた， Ｇ ｪｊ ｪＧＨを見ながら、 ｡ｾ 米たて の ビールカ 、

コースのいゲストハウス η として笑現 した 地訟で 外観は家形地輸をイメージに 、倣より長 〈突 出 し 楽しく美 ｬ 床しく試飲が出米る、山潔Ａ必 の ある ｾｉＺＺｉ

ある 。 た下木を梢 j立tl とし、外部デザインに生かした 。 を例リ tHしている 。

場所は、 ｴ ， ， ｽ多駅より丙ｾ の ｪ R 九州鹿児，1: ，) ＭＱ ｾｩｪｾＡｾｻ 円、 内部は、工場凡学者 の動総を巧 I曲、し て、隣接の1:1: X 、I1'，¥I 日ijil -j ｊｬｉ｜文諜による指導 のもと 、世Ｑｪｊｾ ， Ｇ ， 坑 を

にあり、こ の飢71 山一 叩: は日111'，告1I 以 ，'j JJt とl呼ばれ、 込械より見 学 ＺＺｩｴＡ￭怖を接続し、日 Ｑｉ に ｬ ｩ ｬｾ Ａｬｾ平 Ｑ Ｑ ｭ 出米 る 見'''/: ｮｾ 米 るよう、 工場 と ｊ 也ｽ 攻 ｦ Ｚｩ民 Ｏ土 史跡、 愛好家と

，'j  Jj ・(11. '1'代 ( 6 世紀後半 ) の前万後F ' -IJj'(の - f{.j にあ ょう玄関ホールを持ち、 11滑に 100 名収容の大ホ の コミ ュニケＭ ［Ｏ ョン を図るべく ｾｈｾＱｬｩｩｩ Ｇ ￞ である 。

る。 ールを 、 2 階に 20名収作の小 ホールを設けた 。 m向車Il 九州支防 )

8  処法と H 会 ，99 1年 5 J  J  ｾ［＠



⑧ 

断面図 I  :  500 

所 在 地 福 岡 市 博 多 区 竹下 3 丁目 l ー l

敷 地面積 約2，450m'  ( 工場内当該敷地 )

建築面積 349. 92
m

'  

延床面積 412. 70m'  

構造 規 模 S 、 2 F

工 期 平 成 2 年 6 月一平 成 2 年 11 月

最 寄 駅 J R九州鹿児島本線竹下駅

撮 影 河 野 博 之、 N スタジオ

1m大 ホ ー ル

9  



六甲 "K "L I NEハウス

設計施工 竹中工務庖



この建物は 、ある海運会社のゲストハウスとして

計画された 。敷地は六甲山の頂上近〈、 ドライブ

ウェイから奥ま った東海自然歩道に隣接する林の

中である 。 J i ' l 上近くとはいえ余り眺望のIJf. Jけない

条例ーであ ったため 、設計にあた って は開放的であ

るよりむしろ自然、と共存し内に向か つて 泣かな空

間1を作るよう心がけた 。

外観は、 平面的に建物の 中心 となるシリンターに

Y 型の建物が支持されながらかみ合った立体構成

をと り、 ン リンダー 外壁には六 1'1'1の玉石を 、屋線

材には玄 畠石 を採用し 、木立の 中に風景として溶

け込むことをねらいとした 。

杉木立の 中のアプ ローチを級け、コ ンク リート打

ち放しの象徴的な丸柱に支えられたピロティーか

ら玄 関を入ると、 y リンダー内部のl吹き抜けとな

り、 2P皆へ通じる回 り階段が内部空間にアクセン

トをあたえている 。 l 階には 、ラウンジ、食堂 、

管理人主 を配し、 2 1;皆には 、4 つの客室 を配した 。

客室は 、すべてタイプが巽なり、それぞれが完全

なプライパシーをもつよう面白琶を行 った。

内装に あたっては 、くつ ろぎと安らぎを与える こ

とを重視し、木 ( 南洋綴 ) や織物クロスを 中心に

選定した 。 また 、家具は 、ブナ材を使用して この

建物のために 特別にデザイ ンを行い 、 コンセプト

とした内部空間j の豊かさの表現の一助 とした 。

井 上 正一波/ 竹中工務庖設計部

1  ，首平面図 1: 5∞ 

所 在 地 神 戸 市 灘 区 六 甲山 町北 六 甲

敷 地 面 積 6 ，903 . 74  m'  

建 築 面 積 378 . 93 m'  

延 床 面 積 499 . 5I m'  

構 造 規 模 R C、2 F

工 期 1990年 3 月 一 1990年 12 月

最 寄 駅 阪急神 戸 線 六 甲 駅

撮 影東出，青彦
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大阪に生まれる

東京芸祢f大学絵画科卒業

イタリア政府奨学生として渡伊

1960- 62 ローマ国立美術学校で絵画を学ぶ

1966 ミラノではじめて立体作品を発表

帰国

1967 第 2回現代日本彫刻展で

宇部市里子外局 ｾｾｉｊ 美 神 ｦ 館 賞 受 賞

197 1- 72 ハーノてード大学視覚芸術センターより

客員芸術家として招かれ渡米

1973 ハリー . N ・ヱブラムスネ土・ ( N.Y. ) より

作品集生並皇u出版

1979 第4回吉田五十入賞受賞 第 8回現代

日本彫刻展で国立国際美祢T館賞 と

兵庫県立近代美術館貨を受賞

1984  兵庫県立近代美{ 憎官で個展

「呼吸する彫刻たち」

1986 横浜ビエンナー レ百彫刻展てった賞

受賞 第 18回日本芸神T大賞受賞

1987- 88 世界巡回野外彫刻展「ウインドサ カ

ス」 をヨ 一 口ツノマ4 都 市、 アメ リカ の

5都市で開催

1989 パ リ ・アー ト・センタ ー (パ リ) で個展

パ リ ・アー ト・センターより S H ING U出版

華応朝社より風のサ カ ス 出 版 第 6 回

へンリー ・ムーア大賞展て4寺別優秀賞受賞

199 1  ロッジア ・テ・ッラ ・メルカンツイア( ジエノノて)

で個展

12  控提と 11 会 199 1年 5 JJ サ



「霊気楼」

一つの11: :，拡が生まれてくるのに、はたして決ま ったやり

方や法則のようなものがあるのだろうか。私自身、新しい

アイデアがひらめく時、いつも 不思議な気持になる。それ

は一種の偶然とか奇跡としか言いようのないもので、私の

場合、好奇心とか、強いこだわりがきっかけになっている

ようだ。

この「掻気J楼」という散水装置は、* が空気rl-It こ描〈 美

しい放物線、 パイプの中を圧力を高めて通過していく流

れ、 パ イプの形や回転 ｾ ｬｬｨ から 生 まれる回 転運 動などから成

り立っている。水の持つ性質、空気 引力といった地球特有の

要素を、ひねくりまわすことなく最小限の人工物と自然な形

で一つにしたものだ。回転し、移動しながら: tNi き出される

水の放物線は、無限のヴァリエーションを展開する。

送水管を兼ねる匝1'1云古11の構造、形態などについては、ク

ボタ 二 仁業の技術的な協力を得て ｉｚｨ ｬ 百 ｪ 特 許を申請 ｾ ｉ ＺＺｲだ 。

企画協賛: 株式会社9: ; マ

13 



書 評

視点を設備に移した発想、一一 格好の設備読本

か つて白川英二 は、 1 ・今日の建築もやはり人

11:1のとI'. r，' i をし、 il る苦持 fこ' とL 、うことカずできる 。 しか

も、単なる生理的な生活ではなく、人間的な、快

適で、ときには能E千三的な生活を営むために椛築さ

れた宅 11:1 " と、そしてそのセルタ ー では へ建

築を外界 の 気候に適応させる Ｍ ｩｾ ￭ 町内 な Ｉｹ 法 。

設備を完ＱＴｉ ｩ して外 界 の出王寺Ｎｾｾをはねかえす 一一 服徴

的な万法J とも述べている 。

日IJ な凶l でと らえれば、建築は 1'1'1>的な If rj を持ち、

そこに取り付けられた設備は動的な If I i を多分に持

っとも表現出米る 。

したがって 、市河内な建物の中に動的な設備が柔

らかく包みこまれ札ぱ、設備はそのill 物に対し、

気持ちよく 1動いてくれる 。 しかし相|末に扱われた

り、必いはがんじがらめに取り込まれると必ず千

椛1いし っぺがえしをするものだ。

すなわち 、住築と設備は本米異質なも の と与え

るべきだが、これを 一 つの建物に共生させ、それ

ぞれの Fl fl(J を又共通した目的を達成させよ うと す

るのであるか ら、なかなかに難しい 'J'; 刷と L いえ

よう 。

これに対し本立? の J有者もまえがきで、 " しかしこ

うした設備は、主I! 築のなかにうまく納ま って こそ、

その機能 を十分に発揮できる 。" と述べて いる 。 ま

たこ の )' (，1' 1なも の 同士を、建築の 中でど う訓利 l さ

せてい くのかも、大いに考えなければな らない 'J';

と巣立 った配慮が必攻となり、設備 の納め方も簡

単ではない。

そして現イl' の ように、' ! : . r，'i の快適さがますます

攻: 望される時代、設備の機能 Ifli はより多機性とな

り、その機桃も絞雑にな って来たが 、一方建築意

16: の方も負けじと多彩化の i可lJi'J が焔くな って来た 。

このようなことから 、怨w! とi設備のJ量点の交わり

は年とともに、より深まり、住宅設計において各

設 備 か ら 彰国社

。

、ご

了
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河 津 隆 之

}j やディ テールの 作成法などを見つめ、巧 える L

の で、こ の ように祝 ｉ ，ｉ ， ｉｾ を設備に移 し た発泡Ａ は 、 Ｑ 血

にt ( lを凡ない のではなかろうか。 これにより、住

築，llilhj 、デ ィテールにおいて従来と は x. YI:; なった

多 くの I } ｾ＠ I安を抗 1，1こ与今えるであ ろう こ とを 附い す

るも のである 。

また 当主t は杉 1"1社の「 デ ィテール J ，誌に j1f・|世さ

れた記 ・J'; を- llI tの本として再構成 したも ので 、先

ず一般的な水担り の空間を 4 1; 1: に分f，( lする とと も

に、 ;[生11mシス テム日IJには 5 訟の| メー分を行ない、，¥1

9 1';'t て' 記述 をまとめている 。

そし て、そ の記述は設備 の J H泣fl(j るも のか ら、

メンテ ナ ンスの Ti法、地工f 9IJ の初介にも及 び、そ

の 1'. 、設1J i ii の他築への納め万にも ，-"1' J止す る とい っ

た、 ｉ ｴＮｾ りが ｗｉ の ｼ人 ｪ 干千とな っ ている 。

と くに為市tCT) 終リ の「 テクニカル ノー ト」 は、

充実 した技術的内容を L った表 ・図 ・式 な どを jV}

，1在し ている し、J i l抑j による詳しい解説し、吹・1;)[ に

"/ ( (.とと らにそ の(yIJが付け加えられ、 !ill 築校制:i r，ー

に と っ ては 絡 ｾｦ の 設 ｗｩ 読本であ ＱＩ 、，没 ＱＱｭ t:lt ￭ｾ Ｚ ｩ＠ r，に

対し て ら知" 哉の桜島! に) ( ¥、に役立つ ものであ る

抗行の一 人は、以前にも 梢't ' i エネ ル ギ- fi:'七の

存え }j " とい う.' ｾ Ｚを ｮｾ し 、 そ の Ｇ Ｎ Ｑ｝ には独 特 の イ ラ

スト が|油所lこ仲人され ている が 、本. '! にも 〉くこ の

うなイ ラストが 入り非常に読み劫 〈、1'; の説 ら

ない技術IJ Fとな っている 。

mである 。 これについても蒋者は J 、また往築乍川 たた"11¥しいこ とには、こ の なかの|刈:liUl が小さ

のデ ィテールにおいて、設備機株が取 って 付けた 所にその心配り の 必生 ｧｊｾ が大 きく な っ ている 。 くて 多少 ｉｉ ｾ ｉし みづら いという懸念は あ る が 、これも

ように くっつ いている の ではなく、建築的に納ま その ためか、住定処築設計 の ための往 築の技術 撚'J!? の似干IJ さから B 6  ""J の大 さき とな った て“ あろ

っ ている必裂がある 。Ｂ とも記している 。 Ｇ ｉＧ Ｍ ｾ Ｚ 、設備関連 の 人門 』 等々、そ の や ｒｗ 、出版点数 うこ とを 辺、え ば 、多少欲ば ったこ とかも しれるい

すなわち、処築と設備の相互接点領域の扱い }j はこの 1年 11¥1だけでも枚挙にいとまがなし、。 ( かわず . tこ力、ゆき/ ; 可津隆之事務所)

は純々な弘子干に 問題になる 。 とくに I'i: ;乞では、設 しかし本訟はそ の タイト ルにもあるように、、設 設備から考える住宅の設計

制HtJH失は比較的小さいが、老人や幼児、男女が24 1AHから考える住宅の設汁仰 である 。すなわち、設 真鍋恒i専知久昭夫丸谷↑ 専男著

H寺1II1 その I t 宅の1土人となるため、他の附世(l の建 物 Wi に視点を仲i えそ の延長線 | に往築計 l岨の とらえ 彰国社 1991 年 l 月 10日刊 B  6 辛IJ 220頁 1，900円

. 短 評

バ ウハ ウス 叢 書 l 国際建築

ヴァルタ ー ・グ ロピウス 著/ 貞 包 博 幸 訳

中失公論美術出版 199 1. 2  . 20干IJ B  5卒IJ 130頁 5，500円

本書は、お待ち旅ねノ〈ウハウス議:!?の記念すべ き こ の 第一巻 「 国 ｼ 祭建築 」 は、 ＢｉＡ ＺｴＮあり悦 ｾｉｾ ・ スケ

ｾ 一 巻 。 Ｑ ＹＲＰ 年代にｻￋＺ閲されたこの殺 古 の ｆｉｊ 行投 ッチありの図版集とな っている 。 符者グロピウス

びパウハウスそ の ものがナチスによ って解体を j U によれば 「近代建築家たち のflll 作ii ' "i1[f) J について展

られたという ・J';笑を踏まえれば 、ここ に日本( ftfJt Ji ｾ裂をあたえ、今日における往築 の 泣形的発展にっ

として繰ることは似しいかぎりである 。体 J"&やレ いても習熟させてくれる 」 とい っ、まさに時代を

イアウトも同披卦初!坂本の趣をそ の ままに、パウ 筏ても 色あせないノ、ヮ フルな図版mなのである 。

ハウスの行りが) ;' しい。 ( 1 )  
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|新建材紹介コーナーNo.185

ノーマッドタイル

日本建築協会建材委員会l

. 住友スリーエム株式会社3 M

マッ ト製品営業部

本 社 158 東京 間世 間谷区I i 川fi2 33-1 ｾ丘 話 Ｈ ＰＳ )3709-8232 

k 阪 .!t li 'j 532 大阪市淀川区州' 1"，¥4 1  Ｑ 目 的立 ｮｮ ピル ｾ Ｑｌ Ｂｦ［ (06)305 7828 

急速なタイルカ ーペン トの普及にともない、タ ・製品特性 ( 表ー1) の1m閉 の邪魔 になると い うような 問題が生じま

イルカーペ ッ トの汚れをいかに| 紡ぐかと き うおが 、

ビルメンテナンス上の大きなポイントとな って来

ています 。

この度、スリ ーエム社では玄以J 7 ッ トとして定

評 の 有 る ノ - 7 " ド7 '，ト' を表而素材としたタ

イルカーペ ッ ト形状の画期的な 7 '，ト、 . ノ- 7 ッ

ドタイル. . を開発しました 。

今後一 層のTiiJJ t I が見込まれるビル|人l でのタイル

カーペ ッ トフロアの録用、そのよりファ ッシ ヨ/

化指向を考えた時、ヒルメンテナンス上こ の ‘ノ

- 7 ッ ドタイル は大いに寄与する裂 JI 3だと思わ

れますので、ここにご紹介致します。

・“ノ ーマ ッ ドタイル" 開発の必要性

l タイルカーペ y ト市場の動向

タイルカーペ y トの普及はここ数年目覚まし

いものがあり 、1989年には 1000万 m!を突破した

といわれております。普及の要因は様々ですが

オフィスのフラ y トケーブル化に j直している 、

現場施工が附似、 OAフロアの急IVi などがあげら

れます。

今後はオフィス ili 場のみならずホテル等の商

業エリアにも市場が広ま っていく傾向が有りま

す。

2 タイルカーペ y トメンテナンス上の謀組

地工場所の多様化とともに顧客からのニーズ

が製品の機能だけでなく、よりフア ツン ヨン化

指向にな って来ているため 、よ りカラフルさ明

るさをや耐えたタイルカーペ ッ トの製品化が必要

とな って来ました 。 その結果として汚れが目立

ちやすいという ー而も否定しがたく、汚れから

どの様にしてカーペ ッ トを保護するかが諜題の

ー っとな りま した 。

オフィス内において汚れやすいエリアは限ら

れています。 そこで特定のエリアに汚れを取り 、

しかも洗いが簡単な く7 ッ ト〉を敷〈事で対処し

ていくことを考えました 。

しかし 、従来のスタイルの 7 " トを敷いたの

ではズレてしま ったり、足 を引掛けたり、ドア

表l而# 村 111; 化ビニ J レ・コイ Iv構造

パ y キング I孟ビ樹脂、ガラス繊維布

サイ ズ/ 入目 500mm x  500mm 8校/ ケース

l平み 約10mm

_il1-:'f  約1，5kg/ 校 (約131，g/ ケース )

カラ ー グレー、ダー ククレー 、ブラ ック

レ y ド、ブラウ ン、ブルー

防炎刊二能 Ilj] 炎試験登録番号 。E T 900195

( / - "7 '， ド>"7 "1 ト

指ぷ今

i也干j : "7 " ト

転 μ 長
土砂 似 入 =全: Q: : : : 三£金全

土砂侵入量比 較

( ダイエ ーでの実数値)

%  

100 

日

72 .6  

50 

225g 

7 ，7  

14g 

7 -，/ 卜なし ノー? ッド 従来の? "'/ 卜

す。

したが って、形状はタイルカーペ y トであり

ながら く7 ッ ト〉の機能を持つ製 品 ( タイルカ

ペ y 卜の代わりに敷ける物) が必要となりまし

fょ。

. “ / ーマ ツドタ イル" について

I 表面素材の特性

ノ- 7 " ドタイルの表面素材は出L化ビニ ー j レ

. コイル椛j主( 表ー 1 ) のノーマ ッ ド7 '，トを使

用しています 。 ノ- 7 '，ドマ ッ トは土砂を除去

すると共に、そのコイル構造の 中へ これ らを保

有 す る キ ャ ッチ& ホールド" 機能を持 った優れ

た7 ッ トです。土砂除去率が 4 歩歩行で 92 ，3% 、

6 歩歩行で 99 ，4% という実験データも 出ていま

す。

2  ノーマ ッ ドタイル の特長

(a) キャ y チ& ホールド機能により汚れをキ ャ y

チし逃しません 。 従 っ てｾ ｾＭ にオフィスの美観

を{呆つこ とができま す。

(b) タイルカーペ ッ トと同型の500mm角サイズを係

用し ていますので施工が簡単です。

(c) 通常はバキ ュームクリー ニ ング又汚れのひど

いH寺は床からはがして水洗いが出米 、 メンテ

ナンスが簡単です。

(d) i ' & ち着いたヨーロピアンカラー ( 6 色) を採用

していますのでオフィスをハイクレー ドに演

出出米ます。

(e) タイルカーペッ トと 一緒に敷き込むので、7

y トがズレるという こ とはありません 。 スウ

イングドア部分にも使用可能 です。

3 施工場所

。 オフ ィス 出入り口 。給湯室 。 I"J I!反機所l

。 トイレ出入り口前 。 水回り

4 耐久性

メンテナンス等によ っても呉なりますが目安

として約 100万人通行が可能です。

( 西川純一/ 建材委員)

池 袋 と 社 会/ 1991年 5 JJ ぢ 15 



国固回目

国図固図

面画圃園

周囲圃固

回四日圃

CADスクール

C AD のス ムーズ な 導入 に 、新 人 教 育 に 、

C AD ス クー ル を ご 利 用 くだ さ い 。 受 講

される 方 の 目 的 、 レ ベ ルに 合 わせて 半

日と 3 1: 1の コ ー ス が設 け られ て い ま す。

詳 しい日 程 な ど は、 お 近 くのC A Dス ク

ールま で 直桜 お 問 い 合 わ せ くだ さ い 。

DR A- CAD2の導入を検討されている方のた

めに無料体験コースを行っていまれ

コ ー ス 紹 介 (大阪本町校の場合)

. 体験コース (半 日) 無 料

D RA- CADの噂入を検 .H している }j を対象とします。

D RA- CADの特長. 線分・火・ 'i:の品目き応、点 モー ド、

レイ ヤ などの説明 を受けながら、簡単な作 1";( 1を体験し

てい ただきます。

. 初級コース (昼間部 3日)5万円

D RA- CA Dを初めて 操作 する }j を対象と します。 fi' I'xl

の基本傑作 を身につけて f(i きます。

. パ ソコンの取り扱い、プ ログラム起動

. 線種、色、点モード、レイヤ、文字、移動、複写

の 機 能

. 線の編集の練習

. 簡単な平面図を描きながら、通り心、柱、壁など

を各種の パ ター ンで描く 。

( その他のコース)

・中級コース

・コマンド・プログラミング・コース

固構造システム

. 大 阪 支 社 .

干541 大阪市中 央区瓦町3- 4- 8

アサヒビル3階

TEL.06- 203- 3346  FAX.06- 203- 41 17  

Ｕ 月 ｾ Ｘ 月の日程

ｉ Ｚ ， Ｚ ｾは情 ｪ￢ＺＺＮＮＮＭￃ テム Ｑ Ｈ Ｈ Ｇ ，［［ ［［校 の ＱＱ ｦＧ，Ａ です 。

I:"e以外のCA I) スクールの II r，l はお近くの CA I)

スクール までお11: 1¥、合わせ ください.

金 沢 校 : 0 7 6 2- 9 8- 4 1  1  6  

"' 名 古 屋 栄 校 : 0 5 2- 2 6 3- 6 3 0 8  

名古屋大須校: 0 5 2- 2 2 2- 0 2 2 3  

名古屋名駅絞: 0 5 2- 2 6 3- 6 5 8 6  

豊 橋 校 : 0 5 2- 2 6 3- 6 5 8 6  

［ Ｚ ｾ 大阪本町校 ・ 0 6- 2 0 3- 3 3 4 6  

大阪国ッ橋校 ー 0 6- 5 4 1  - 4 1  9 0  

広 島 校 ー0 8 2- 2 2 3- 1 6 5 5

福 山 校 0 8 4 9- 2 6- 3 9 9 3

高 松 校 ・0 8 7 8- 5 ト 5 2 5 5

松 山 校 : 0 8 9 9- 2 1  - 6 7 9 9  

"， EOは憎J構造ンステム直営伎です

l  I N F O R MA T I O N  お知らせ l

芸 術が都市をひらく 国際デザマン・コンベンション '91

一フランスの芸 術 と 都 市 計 画 一 一 神戸と 福 岡 で 開 催 ー

フランスで ＮｩＱ￟め ら れ ている ｭ ｬｲ ｬ ｬ ｾ 主 ｉｈｊ づく り のプ ・国際デザイン・コン ベ ンション '91ー兵庫

ロジ ェ クトを悦 J刊や ドロ ーイング、完成写 点、設 日 l時 1991年 7JJ 12 I:l (付 10 :00- 19:30 

計|孟|などで相介する 「芸術が都市をひらく 」展が、 会 場 料I戸間 工会議所会館 3 r  r事11陥i ホ ル」

横 浜 ビジネスハークで l)fJ かれ ている 。 入場無料 。 テー マ ・)，1; 調講 iiii ｲ デザイン活 ｷ ｬｊ の Ｊ ｊｾ を高め

CHJ.::'f: )、'1-" 下回健一氏 ( 行川! J i )、大村 z弓

虫、1¥(辿Ni i守)、J反下山氏 ( ンャーフ )

・特別，i，Yi ii.il r アジアのこころ J / 朴大伴

氏 ｕ ｩ ， ｬｬ ｾｪ 大 Ｗ 校長術大 γＧＺ Ｉ

・テザイン ・トーク「デザイ / の新潮 流」

/ Ms.  RiLa  SL， CI加 、 Ms，Mai  Felip  Hossel  

banh、竹 山夫氏 (. l_ll 築家 V JI存)j: 三雄氏 (グ

圭己
るJ / 同中央氏 (神戸公 lf. i工科大学) ラ7 イ， :7 1) )、Mr. Hel ml lL Langel  

£込

"" 

JUI 1991年 5 )oJ  2 5 日UJ - 6 月16 日(11)

10:0 0 - 17 :00 ( 入館は 16:30まで)

・デザイン ・トーク 1 r私の デザイン手

法 J / Ms.  Ri ta S山山( 1 1 ) ) 、Ms. Mai F，向

会 場償浜ビジネスノ ぞ ーク内線 Ｇｩｩｊｾ ガレリア H  osselba n  h  (1 1) ) 、Mr. HelmuL L anger 

( 術浜市{ 採土 ヶ谷区制I戸町 134 ) (デ ラ7 イゾ:7 1) )

交 j泊 中11鉄線天」ミ町駅 ・徒歩 4 分 ・デザ イン ・ト - ｾ＠ 2  r (jl]; さのモノっく

出品作家 ジャン ・ア7 ド、荒川修作/ 7 ドリン 1) J  / 中白木博氏 ( ル; ( 造形大"j I: ) 、黒 川雅之

・ギンズ 、 ダニエル ・ビユ レン、シ ャ 氏 {挫築家 ) 、 EST 川同教氏( 11) )

マイ ・ハベーノレ 、ダニ ・キャラファン 会 議 定 只 3001' ， 一般 6，000問 、学 生3，000円

ヒォトル ・ワコルスキー 、ニ シム ，;1 トーク 定n1501' ， 4 ，000円

ルカド 、百'; IWJ 愛子 、7 ルタ ・パン 、ジ 申込先 ( 財 ) 凶| 努デザイ ン交流協会 ( 大阪市北区

ヤン= ピ エ ール ・レイノ一 、 ジエラー 悔 II Iト3- 1- 800 T EL. 06- 346- 26日)

ル ・サ ンジエ 、タキス、ニ ルス ・ウド、 ・国際デザイン・コン ペンシ ョン '91 九州

? ルセル ・ウ' アン ・ティー不ン 、ベ ル 日 H寺 1991年 7JI 1 8  ｉｾ Ｈ 本 ＮＩ 10 :0 0 - 18:30 

ナール ・ヴネの27プロジ ェ クト 1991年 7J-J 19 I:l 附 10:0 0 - 15:  10  

本誌正) - J 号から C Gにより表紙 をデザインして

いる グラフィックデザイナーの ｉ ｾ r正 人氏が 、問

機 の手法を使 ったCI、V ll l止近作 を、ソニーサロン

でJR 7); rl' . 人幼児1，1，料

!UI  I日1 1991年 6 1-1 4日(刈 - 9 日(11) 11: 0 0 - 19 : 30 

会 場 大阪心成紙のソニータワー 9 F  

第 8 回A+ E F ORUM開 催

I:l 11与 1991年 6 J1 2 8 1:l 附 18:30- 2! :  00 

会 場 エル ・お おさか ( 大 阪 1J'. 1ii.. 労働センター )

J位以{ 会 rM遊館1と天保山 ハーハービレ y ジ」

主 fIi ¥ 償浜市、ヨコ ハマ有11r11テザインフォ 一 会 場 ソラリア凶欽ホテル 8 F r彩誌の II l! J ，i，¥';r，lji :  ，'.1，¥川省二 ( 竹 ':1] _[ 務 J，Ii ) 一 兆Jl t-

ラム実行委員会ほか テーマ ・ ｊ ふ淵講 ｩｾＨ r アジア太平洋時代のデザイ 交流会立食ノ、ーテ ィ

|問 介 先 ヨ コ ハ ? 者日市 テa ザインフォーラム実行

委n会 'IQ :Ji局 ( 横浜市在11市計画局内、

T EL. 045- 671- 3851)  

1 6  也 誌と H企 1991年 5 )1 日

ンJ / ';1 L1 協氏( JI[ ，; ( 造形大"( : ) 参JJII'I'! 一般4，0001斗 U Iー会以 5 ，000ド1)

・ハネルディスカ y ション「国際交流の Ｇγ ・ ｾ ｉ ミ Ｒ ， ＰＰＰ 円 ｕ ｉ ， 会以 Ｓ ， OOOP- J  )  

ための ) ，1; 総幣制il J / 山11唯夫氏 ( 九州 J芸術 申込先 大阪大学環境工学科1
1
'IFE S AE 事務局
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建築技術安全審査委員会について

1. は じ め に

当委以会は 、Ui:l手[150年 1 ) - ] 近畿建築行政述絡会議の要請によリ ，建

築主中の諮問機|基! として発足し、 '"1連絡会議が定める構造等取扱嬰

符lに掲げられた建物等の安全半在住 ( 以下 「審ft J という ) を行うこと

を目的としています。同望号令ii (は、 H召和56年 6 月の建築恭準法施行令の

改正に wなって建設省住指発第96号の通達を受けて改訂され 、高 さ

が45 rn ( 鉄筋コンク リート造は 31rn ) を越えて 60 rn 以下 の高層建築

物についての安全性を判断する 「評価」が追加 されました 。

なお、当委員会では jf l : 畿以外の地域の物件についても「評価」や

「審作」 を行 っておリます。

2. 運営

当委以会は、主に近畿における大学の先生方で村L日記されており

月 l 回聞かれる常任委員会において申込み楽件を審議し 、案件ごと

に 2 ・3 ｾ円 の委員からなる 小 委 Ｑｾ 会 Ｈ 部会 Ｉ を設けます 。 詳細審議

はこの小委員会で行われ、通常 2 ・3 回I ' fl かれます 。審議終了後 、

相当会以により報告訟 ( 楽) が作成され、常任委民会での若手議を続

て報告 ｩ ｾｾＺ が交付されます 。

常任委 Ｑｾ 会で の受 付から報告書の交付まで の ｗｉｉ ↓ ｉＱ をできるだけ ｴＮ ￼

ＪＱＨＱ するよう配 ｬ 志しておりますが、その ｗｬｬ￭ ｬｬ は ｩ 並 ｲ［ ｟ ｾ はほ Ｒ ヶ月余とな

っています 。

3. 申込み方法

建築主事から建築雑記、申 jf i 予定物件について、当委員会の評価iあ

るいは辞任を受けるように指不された場合 、下 記の書士Ii をそろえて、

常 任委民会開催 1 il ! i ! 間前までに当試験所にお申込み下さい。

なお、資料等の作成にあた っては 、-' IXriij に当試験所と相談の」二、

進めていただくようお似し、します 。

0 評価ji 又は審査申込書 ( 当試験所所定の用紙 ) ..... ....一 ・・ ー1 j凶

o 控築主 事の意見書 ( 待合1項目を記似したも の) ……・ …・ ・・・1 j邑

0 総合説明書 ( 常任委主i 会 l立び小委員会用資料 ) ・・… … .. 18帝11

4 評 価 ・ 審 査 の 手 数 料 に つ い て

常任委員会での受付終了後、当試験所より申込者に対し、請求書

を送付しますので 、務議終了までに所定の銀行に jJ i 込んで下さい 。

5. 常 任 委 員 会 の 開 催 日

平成 Ｓ 年 ｬ 支の常任委員会 Ｑｾ ｦＮ ｬ ｈｩ ｩ 日 は、 ｉｉ Ｇｆ年同様 、 ｬ 京 ＡＱ Ｑ Ｑ として ＱＱ Ｉ 片第

3 71<11111日です 。但し 、平成 4 年 l 月は第 4 71<11111 日の予定です。

資料ｾ ， Ｇ ｐ ｬｴ およびお問し、合わせは、 当所企画室 ( T E  L  06- 872- 0391)  

までこ"j !Jf給下さし、。

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 0 ・吹田市穣白台5- 8ー1 干 565

電 話 (06) 872- 0391 F A X..  ( 06) 872- 0784 

業務時間・平日 9  :  ｏｏ ｾ＠ 17 :  00 

土曜 9 :  ＰＰ ｾ ＱＲ＠ :  oo( 第 2 、第 4 土曜休日 )

'ト 岳 11 全 /1¥ !N: ...j 

点細胞見瑚1

"A-!'. I.j 的1¥，.且 l

評価・審査に伴う事務手続き フロー

建築技術安全審査委員会委員名簿 ( 曲閥、略 50許制 ) ( 4' 成3年 4 J  1  I II #1. .(，，) 

委 只 長 備 尾 義 11 京郎大学i民営教校

副委只 長 。帯 林 賀 日本建築総合試験所長

委 只 浅 野 幸一郎 関西大 学工学部也築学科 教 ｴｾ

五 十 嵐 定 義 大阪産業大学工学部環境デザイ ン学科教技

石 田 修 三

井 ヒ 一 郎l

井 上 ｾ Ｍ ｾｾ＠

k 谷 宏 二

O内 回 直 樹

大 場 新 太 郎

O健 闘ti ifi 

金 谷 弘

/'11 ｾ＠ j草

川 村 純 夫

O河 ri ' 允主

河 村 1111 

O EI下宮I1 特

閤 枝 ifi 郎

'1' i1・1j ) 失

柴 III 道 生

O鈴 木 計 夫

O m 川 健 百

竹内六' ; 1 .

旺l 付 時

O辻 文 三

i;:; 水 車

Ｐ Ｊ ヂ ｬ 興史 ｾｉ ｉ

ｬｦ 岡弘 Ｇｾｉ

中 間 啓 一

O中 村 武

中 村 N ;g. 

'f 中 袋二郎

雌 原 悌 三

O点 塚 達 夫

益 尾 jt 

1晃 'f 善 治

松 井 記 iを

松 11、 初 之

O南 昔 ; ー

筒 井 良一郎

六 111. 明

首長岡 司 郎

O 八 尾 真 太 郎

山 同 月 期

山 旺l 捻

脇 山 広 三

Oi庇 辺 史 夫

京都工芸繊維大寺工ぷ学郎造形工ワq 十数段

大阪大学工宇都主s築工学科助教校

大阪大学 工 ｾ￭［ ｦｩｉ ｬ 控築工 学 科教校

京都大学工学者111 . 且築年科助教校

株式会 社日也J 9 : Ji 大阪情泣設備 '1>務 所長

大阪工業大学工学部主s築学科教N:

京都大学防災研究所教綬

神戸大年工学部挫築学 科教技

京都大学工学日11挫築学第二学科教授

大阪市立よ; 学工学部主s築学科教授

京都大 Ｇ ｾｉＭ 工学 ｲｭ｡ 築学第 二 学科助教 ｴＱ

神戸大学 工Ｇ下部 建築竿科助教 ｴｾ

神戸大学工学部挫築学科教校

京都大学防災研究所助教段

京部大 Ｇ ｾｦ Ｚｔ ＭＧＺＮ Ｇ￭ ・部挫築学部 二学 ｈ 助教 ＱＺ＾Ｇ

m南大学工学部位築学科教綬

大阪大宇工学部建築工学料教段

ｫ ，ｾ 井大学工学部環境 ｳ 世， Ｑ Ｇ Ｑ 工学科教 ｴＱ

大阪: L: l ' 1. kヲ仁γ':ffMJ ! 築ザ件数t 1

日本主主築総合試験所付科試験宅' *

神戸大 学 [:'i" 部環境計画学科教校

京r . 11; k f̂; 工学部建築' トw，二")' :H助教l ' . ¥'

京都1こぷ繊維大，" { 工: &宇部造形 [:γ 科助教校

京都大"'1 工ザ百11l . s' i i ザ科教t1

近畿大'γ 埋工宇都l . s 築" ' / - : け助教ti

京削工工ミ織紘 ｫ￯ 工芸宇都造形工 Ｎ ｙＺ ｈ 教 ｴ ｾ

京郎大 Ｇ ｾￏＢ 工学部ｬＮ￟ｾ島 Ｗ 科教 ｊ 受

京郎大学防災研究所教校

京 ｲＮ ｾｫ＿ 防災研究所教段

株式会社東畑住築 1>務所大阪 1>務所以

日本主 ￟ 築総合試験所構造物試験宅 ｌ ｾ 代 ｐｉＧＮ

日本生s築総介試験所情造物試験不 u

明石工業高等 リl 門常校往築" t H教段

mm大'γ 工' Trm- i l l 築ザ件数段

品1山大学 工.!_'I-: 苦Ilill 築学 科教段

京郎大学防災研究所教段

京郎大学工学部l . s 築学第二学科教11'

京郎大学工学部挫築学叫教t1

関西大学工学部控築竿 科教校

関西大学工学部挫築竿 科教校

神戸大学工学部建築学科教授

大阪大学工学部品i築工' 干科教技

京仰大' 宇工マ部主s築学科助教段

。 印は. 常任委民会委日長 O向l は 常任委 u会畳以

也悼 と社会/ 1991年 5 11ぢ 17 



DR A - C A Dユーザが開くC A Dスクール

凶 ｡ 詰 ｅｾ 株 式 会 社 パ ス

20台の PC- 9801シ リーズの 1670万色対応のフレー ム ・バッフア、

ハー ドディスク付きの機器で学習ができます 。

出力機器は A 1 サイ ズのベンプ ロッタ ー( 式滅工業 F901) 、レ ーザプリンタ ー

( キャノンレーザショ ッ ト) フィルムレコーダー( 1: 1本ア ビオニ クス) などを装備しています 。

J受業 は教( ¥I li の操作を 自分の席で確認できるシステムです 。

CAD教材

学 習内容はステッフ字 習です.

内7; 外壁・外壁目地を作る

S  T  E  P  I ー 1 . ，. ワスになれる

S T E P  1 - 2  全コマンドを: r t える

よれから作目する揮分

S T E P  2 - 1  編 集

日記

S T E P  2 - 2  製 図のノウハウ

S T E P  3 - 1  出 力

S T E P  3 - 2  出力マユ A アルの作成

S T E P  4 - 1  C A Dに よ る 文 訟 の 作 り 方

S T E P  '1 - 2  プレゼンテーション

S T E P  -1 - 3  C A Dによる 11. ¥型作成

S T E P  5 - 1  デ ー タ の 恒郎 W 沼間: E' <1>( 書事込みレイヤ 寄りグルーア暑qJ をヒ噌トー

S T E I' 5 - 2  データの ill 利fIJ
｀凸 カ ー ソルで Ｎ ｾ込 ａ よみレイヤをヒ Ｗ ト ＨＡｩＧ ボタ ンＩ .  

S T E I' 6 - 1  A R M ( 3次元 C A  Il ) になれる

⑨ 301o! l と入力

<ll ofJ ーゾルでサプメユ且 ーシー ト外をヒ 7 ト {宝ボタ ン) .  

S T E I' 6 - 2  A R M ( 3 1X元 C A  D) で エスキース

都グ品ル回J 'レ67イ3番今号寄り

璽「"

S T E P  6 - 3  A R M ( 3 次元 C A  Il ) の出力
' 部品グループ 30 

S T E P  7 - 1  企 開iW: H 1  ( 臼 彰計 算 と C A  D)  色 地 凸

S T E P  7 - 2  企 画 設 計 11 ( 検索 ソート . ｭ ｾ Ｇ十ｽ | 岨 剤 |

S T E P  7 - 3  企 画 段 計 四 { エス キース )

Q  白Q色Q白
S T E P  7 - -1 企画: l l : l t I v ( 分 析 )

S T E P  8 - )  M本 設 計 1 Ｈシｾ ｾレ ー ゾヨンＩ

S T E P  8 - 2 1 1本 位 計 11 ( 1正本役 計 の コマンド )
[ 部分固め喪示] を川いてE 慢されている画面を喪示し ます，

S T E P  9 - )  1.i.胞設 計 1 (1.i. 胞 設 計 の コマンド )

圏

直司

S T E P  9 - 2  1.i.胞設 計 11 ( 図面 作 成の手順〉

S T E PI O- I  C A Il マネー ジャー ( ハ ードウエアー の メ ンテナン ス}

Q  自
S T E P I I - I  設 計事 務所 目 O A化

S T E P I 2 - 1  総 合 学 習 { 他 物の投! t )

ステップ学 ￭Ａ ｾ Ｑ では ｃａｄ を使 っ たことのある

人はI ! "!I 床のある講座を取ることができます。

. I! ・

C A Dを使 ったことのない人は S T E P 1 - 1

から 受講 します 。

テキス卜の一部

受講テキストは平均70ペー ジほどです。

内容は C A Dを使う 手)1頂で書かれています。

受講 テキストは 会社のCA D教育にも使えます 。

開校講座予定表 ( 6月) 開綬講座予定表 ( 7月)

日 月 火 水 木 金 j ;  日 月 火 水 木 金 土

S T E  P - 3  S IT  E  P - 14  

6  

l  2  3  4  5  

2  

S T E  P - 2  S T E  P - 3  

7  8  7  

S T E  P - 5  S T E  P - 3  

12 13  

3  4  5  6  8  9  10 11 

9  

S IT  E  P  - 14  S T E  P - l 、

15  14 

S IT  E  P  - 14  S T E  P - 5  

20 

10 11 12  13  14  15 16  17  18  19 

16  

S T E  P - 2  ， S  T  E  P - 3  

21 22 21  

S T E  P - 3  S IT E P - 14  

27 

17 18  19 20 22 23 24 25 26 

23 

S T E  P - 1  S T E  P - 2  

28 29 2日B

S T E  P - 5  S IT E P - 14  

24  25 26 27 29 30 31  1  2  

ＱＱ 年 ｉｉ ｗＮｾ ｊ

1時 間 11 :  10: 00- 11 : J 5( 休 旭 日 分 )

2時 liill l :  11 :30- 12: 45  

H  Ji :  12: 45- )3: 45  

3時 11¥11 1: 13: 45- )5:00( 休 姐 15分 }

4 時 1¥¥11 1: 15' 15- 16: 30 

費用は l S T E P 37j 円です 。S T E Pによ っては 5 万円もあります 。

四 棟 式 会 社 ， は 大 阪 支 社

T 550 大阪市西区南桝江一丁目 11- 21 架建 ビル別館 8 F

T EL. 06- 541- 4198(  {-O F A X  06- 541- 5320 

担当: 近藤 (詳しくは上記までお問い合せ下さい。)
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都市行政の課題・駐車場対策ー建築基準行政の取り組みー

今、駐車場対策は都市行政の重要な課題であり、

新 聞 や テ レ ビ の7 ス コ ミ で も 大 き く 取 り 上 げ ら れ

ている。

こ の 発 端 に な っ た の は 、 道路交 通 法にもとづく

ｾ法駐車に対する取り締まりの強化である 。 違法

駐車による交通渋滞の解消をはかるため、近年、

違 法 駐 車 の 取 り 締 ま り が 厳 し く な っ て い る 。 そし

て 、 こ の こ と に よ り 自 動 車 は 人や物を輸送するも

の で あ る が 、 走 っ て い る 時間 よ りも駐車 ・停 車 し

. 別添ー 1 第 39回全国幹事行政庁会蛾資料1111111111111111111111111111

昭和59年 5 月

姐E訟省建築指導諜

立 体 自 動 車 車 庫 の 取 り 扱 い に つ い て (抜すい

1. 建築物として取り扱う根拠

建築基準法第 2 条第 l 号中、 「高架の工作物内に設

ける事務所、庖鋭、ｾ府場、倉庫その他これらに類す

る施殺」に該当するものであるため。( )j IJ 図 4.Si : は省略)

2  建築物として取り級 う範囲

照会回答中にあるもの (}j IJ 図①、②) のほか、)l IJ図

③、@ に示すものについても、上記根拠により建築物

として取り抜うことが適当である 。

なお、低層のものについては、従来いわゆる準用工

作物として取り扱ってきた機械式駐車装誼と実態的な

差がなく、従来どおりの取り扱いに止めて差し支えな

い。その範囲は、槻ね次表に示す通りである 。

従来取り扱う範朋

自走式 11百( 2段) のもの

階j荷カ咽月確なもの

| … も つ|

エレベータ ・ス 3層 ( 4閥以下、

た床版を有す
ライド式 かつ 8m以下のも

るもの
(乗降のみ自走 σ〉

のものを含む)

エレベータ ・ス 3府 ( 4間以下、

階府カ切立月確な
ライド式 かつ 8m以下のも

もの
σ〉

吊上式 8m以下のもの

*  1崩 ( 2 段) と は、 l 階部分且び屋上都分 を相1mするも の を指す.

(屋上部分 さらに属級を股けたも のは、通常的 2階建となる .)

* 向き の算定 It . ① ー③にあ っては展縦 (床版) の段高部分又はパ

ラベ y トとみな しう る部分向上雄、 ⑥ にあ っては 当該建祭物内最

高部分と する.

3. その他、指導上の儲意事項

① 当該駐車場が、他の建築物の部分と 一体とな って

いる (一様とみなしうる ) 場合には、) j IJ 表にかかわら

ず建築物の部分として取り扱うこと 。

② エレベータ ・スライド式、吊上式について床面積

の算定が困難な部分については、収用 l 台当り 15m' と

して fl: 定すること 。

③ 階l習が不明械なもの (拡がりをも った床版がない

もの、及ひ' 床版が可! f ! IJ王止のもの) については、階数の

算定等について昭和35年住発第368号通達に準じて扱わ

れたい。

④ 準用工作物として扱 うものも、構造、防火上の安

全性の確保、良好な市街地環境の確保の鋭点より十分

な指導をされたい.

て い る 時 間 の 方 が 長 い と い う 事 実 と 、 特 に 大 都 市

圏 に お い て は 駐 車 場 が 不 足 し て い る と い う 現 実 が

浮 き 彫 り に な っ た。駐 車 場 不 足 か ら 、 建 設 がWlill l.

で 経 済的 で あ る と し て 、 プ レ ハ ブ 型 式 の 1 層 2 段

自 走 式 の 駐 車 施 設 が 開 発 さ れ 、 多 く の メ ー カ ー に

より製造される状況になった。

こ う し た 状 況 下 で 、 駐 車 砲 設 に 対 す る 建 築 基 準

法 の 取 り 扱 u、について、活発な議論が展開される

ことにな った。建 築 基 準 法 上 の 議 論 は 、 主 と し て

. 別添- 2 平 成 2年11 月26日付建股省通遺(1)111111111111111111111111

平成 2 年 11 月初日

建設省住指発t ; l 738号

1 層 2 段 の 自 走 式 自 動 車 車 庫 に 関 す る

安 全 性 評 価 等 指 針 に つ い て ( 抜すい)

近年、自動車車庫に対する需婆が増大しているため、

I 層 2 段の自定式自動車111廊 ( 1階部分及び屋上部分

を自動111の駐車の用に供し、屋上等に駐車する場合の

移動を、自動車を運転して走行させることにより行 う

形式の自動車車庫をいう 。) の建築が各地で計画されて

おり、今後も I削[ 1 することが見込まれる 。

自走式自動車III 庫のうち、建築基準法令の規定が予

想しない建築材料、構造方法が用いられているものの

建築の際には 、 建築基準法Ｈ昭和 ＲＵ 年法律買 ｾＲ ＰＱ 号 Ｉ 第

38条及び第67条の 2 の規定に基づ き、建築基準法令の

規定によるも の と同等以上の効力があることについて

建設大臣の認定を受ける必要があるが、上記のよ うな

状況にかんがみ、 11晋2段の自走式自動車耳I nJ i の計画 ・

設計の合理化と、認定の円滑化に資するため、建設大

臣の認定の指針を別表のとおり定めた 。

第 1 :寧 総 則

l  目的

この指針は、建築基準法 (昭和25年法律第201号) 第

38条及び第67条の 2 の規定に基づ く認定の指針として、

自走式自動車111J l I l . の櫛造計画、防災計画、維持管理等

において、その安全性の担保等のために考慮しなけれ

ばならない基本的事項を定める。

2. 定義

この指針において 「自走式自動車車庫」 とは、屋上

等に駐車する場合の移動を、自動車を運転して走行す

ることにより行 う形式の自動車車庫をいう 。

3 . 適用の範囲

この指針は、次の各号に該当する自走式自動車車五11

に適用する 。

① 鉄 骨 造 で あ る こ と 。

② 階数が I であること 。

③ 床 面 積 が3，000m' 以下であること 。

④ 車両総重品 (道路運送車両法 ( 11召和26年法律第185

号〉第40条第 l 号に規定する車両総量訟をいう 。) :が 2

トンを超える自動車を昼上に駐車させないものである

こと 。

第 2 章 精進強度

1 . 柱の脚部

(1) 構造耐力上主要な部分である柱の脚部は 、基礎に

アンカーボルトで緊結しなければならない。

次 の 2 点についてである 。

(1)  建 築 物 、 工 作物 の判定 基 準

(2) 特 に 住 居 系地域 に お け る 駐 車 施 設 整備 の 誘 導

方 策

ここでは上記の 2 点 に つ い て 、 建 築 基 準 行 政 の

こ れ ま で の 取 り 組 み ( 別 添 ー 1 ) と 、 現 在 の 状 況

をご紹介する 。

建 築 物 、 工 作 物 の 判 定 基 準

特 に 大 都 市 圏 に お け る 駐 車 場 の 不 足 か ら 、 プ レ

ハ プ 型 式 の l 府 2 段 自 走 式 の 立 体 自 動 車 車 庫 が 開

発 さ れ 、 多 く の メ ー カ ー によって製造さ れ る 状況

に な っ た が、 この車庫の製造に 際 してメ ー カ ー は 、

この車庫は建築基準法の「建築物」に該当しない、

したがって建築基準法の諸手続きが不要であり、

諸規定の適用を受けないため、「早〈、安〈、 簡 易

』こ」建設できるものと解釈したようである。

建 築 基 単 法 の 「 建 築物 」 の 定 義 は 、 要 約す ると

(2) ( 1 ) の規定は、次の各号に定めるところによる場合

においては、適用しない。

① 地震力又は風圧力によ り、柱の脚部が移動し、又

は柱の脚部に浮きよがりが生じないこと 。

② 柱 の 脚 部 の 按I也圧が地耐力を超えないこと 。

③柱の脚部は、地下埋設物に悪影響を及ぼさない位

置に設置すること 。

2. 屋根床版及び傾斜路の床版

屋線床版及び地上から屋上に通ずる自動車進入用の

傾斜路 (以下 「傾斜路」という 。) の床版は、集中荷 量

及び衝撃荷量に対して安全なものでなければならない.

この場合において、エキス パン ドメタル、グレーチン

グメタル、 パン チングメタル等を昼娘床版及び傾斜路

の床版として使用する場合においては、集中荷重及び

衝撃精霊に対する安全性が笑験により磁かめられたも

のでなければならない。

3 . 積載荷m

自走式自動車1111車の各部の積総荷量は、当該自定式

自動車車庫の笑況に応じて計fl: しなければならない。

ただし、次の表のか、淵 lに掲げるものについては、同表

( ろ) 欄に掲げる数値によ って計算することができる 。

(吋 (ろ)

構弘司勢の対象 積載荷量伸佃唱1m')

屋根又は何緋階; 300  

大iまり、柱又は基礎 220 

地 震 力 120  

4 . 構造に l刻する布Ii sIJ

自走式自! f ! IJ111ヰl Ji1i の構造強度lこ!剥して 、 l から 3 ま

でに定めていない添項については、建築基準法施行令

(昭和25年政令第338号) 第 3 章第 1 節、第 2 節、第 5

節及び第 8 節の規定に適合するものでなければならな

し、。

M3 章 火 災 の 鉱 大 の 防 止

1 . 火災の拡大の防止

屋根床版及び傾斜路の床版に用いるエキスパンドメ

タJ レ、グレーチ ングメタル、 パンチングメタ l レ等は、

笑験等により防火上支障がないことが確かめられたも

のでなければならない。

Ｒ Ｎ 隣地等へのｾ焼の防 止

自走式自動車111廊には、隣地等への延焼を防止する

ため、外周部に防火性能を有する桜いを設けること、

延焼防止上支障がないと認められる位置に建築するこ

と等の措置を鱗じなければならない。

第4. 避難

l . 二以上の避難通路の確保

自走式自動車111庫には、屋上から地上に通ずる こ以

也 築 と社会/ 1四l年 5 月号 19 



ikの と お りである 。

① 土地 に 定 着 し て い る 。 か っ

② 屋 根 を 有 し て い る 。 か つ

③ 柱 も し く は 壁 を 有 し て い る 。

メ ー カ ー な ど が 「 建 築物 」 に 該 当 し な い と し た

論拠 は、 次 の と お りである 。

(1)  基礎がなく 、単 に 土 地 に 置 い て い る に す ぎ な

い。 し た が っ て 、 土地 に 定 着 し て い な い。

(2)  屋 上 の 床 版 は 、 穴 空 き チ ェ ッカ ー プ レ ー ト 等

の 、 穴 の あ い た 版 を 使 用 し て い る 。 屋 線 と は 雨 露

を し の ぐ も の と 解 さ れ る か ら 、 穴 の あ い た 版 は 屋

根 で は な い。 し た が っ て 建 築 基 準 法 の 「建築物」

に該当しない。

上 記(1) の「定着」に関しては、参考事例として

海洋 建 築物 の 事例 がある。

こ れ は 、 不用 に な っ た 古 い 客 船 を 港 に 数 カ 月 か

こ の 場 合 は 、 土 地 に 定 着 し て い る と み な し て 「 建 建 築 基 準 法 で は 、 主 要 な 用 語 に つ い て 定 義 が な

築 物」 と し て 取 り 扱 う こ と に な っ て い る 。 こ の 考 されている 。用 語 の 定 義 の 中 に は 社 会 慣 習 上 の 概

え 方 と し て は 、 す で に 船 の 機 能 ( 人 や 物 を 海 上 輸 念 と 異 な る 場 合 も あ る が 、 こ う し た 場 合 、 法 の 目

送 す る 機 能 ) を 失 って お り 、 建 築 物 の 機 能 (居住、 ￅＧｾ ・ 構成にＡ照らして判断すれば理解できる内容に

執 務 、 作 業 、 収 納 等 の 機 能 ) を 有 し て い る 。 した な っ ている 。 「 屋 線 」 に つ い て は 、 条 文 規 定 は な

が っ て 、 安 全 性 を 機 保 す る 観 点 か ら も 「 土 地 に 定 い。 こ の こ と も 「 屋 根 」 の 定 義 に つ い て 種 々 の 考

着 し て い る 」 と み な し て 建 築 基 準 法 の 規 定 を 適 用 え 方 が 出 た 一 因 か も 知 れ な い が 、 こ う し た 場 合 に

す る こ と が 適 切 で あ る と す る も の で あ る 。 も 、 法 の 目 的 条 文 に 則 し て 判 断 す る こ と が 必 要 で

海 上 に 浮 か ん で い る 船 を 「土 地 に 定 着 し て い る 」 ある 。

と み な す 上 記 の 事 例 に 照 ら し て 判 断 す れ ば 、 単 に 今 回 の ケ ー ス で 重 要 な こ と は 、 床 版 に 穴 が あ い

土 地 の 上 に 置 い て い る の で あ る か ら 「定 着 」 と は て い る か ど う か と か 、 そ の 空 げ き 率 が い く ら あ れ

言 え な い と す る 考 え 方 は 、 と て も 受 け 入 れ ら れ る ば よ い の か と い う こ と で は な く 、 こ の タ イ プ の 駐

ものではない。 車施設が建築基準法の諸手続き( 審査、検3 ! E 等)

上 記(2) の 「 屋 板 」 に 関 し て は 、 さ ら に 活 発 な 議 を 経 ず に 大 量 に 建 設 さ れ て い く こ と が 、 都 市 の 安

論 が 展 開 さ れ た。 r穴 の あ い た 床 版 は 屋 根 で は な 全 と 環 境 の 商 か ら 許 さ れ る か ど う か で あ る 。

い」とする考え方は、 「屋根ではないとする場合 行 政 は 、 経 済 的 側 面 よ り も 安 全 と 環 筑 を 重 視 す

ら 数 年 間 碇 泊 さ せ 、 ホ テ ル や 事 務 所 等 と し て利 用 の 空 げ き 率 は 何 % 以 上 必 要 か 」 と い う 議 論 に も 発 る が 、 メ ー カ ー な ど は ど う し て も 経 済 的 側 面 を 重

す る 場 合 の 建 築 基 準 法 上 の 取 り 扱 い の 事 例 で あ る 。 展 し た。 視 す る こ と に な る 。 駐 車 施 設 が 不 足 し 、 安 〈 簡 易

上の避難通路を設けなければならない。 この場合にお

いて、傾斜路は、避難通路とみなすことができる。

2. 開放性の確保

自走式自動車車庫は、火災による熱又は煙の過度な

滞留を防ぐため、熱又は燈のjjt W に有効な開放性を有

する構造としなければならない。

第 5 章 維 持 管 理 及 び 使 用 期 限

l  維持管理

自走式自動車車庫の所有者、管理者又は占有者 (以

下 「自走式自動車車庫の所有者等」という 。) は、当該

自走式自動車車庫の構造上及び防火上の安全性の確保

を図るため、避難施設等に闘し維持管理計画を定め、

当該自走式自動車車庫を適切に維持管理しなければな

らない。

2. 使用制限

向定式向動車車庫の所有者等は、精進計針。の前提と

した自動車以外の自動車が屋上部分に進入しないよう、

表示、ゲートの設置等適切な措置を講じなければなら

ない。

第 6 :車 市街地環境確保のための配慮

1. 騒音に対する措置

自走式自動車車庫の所有者等は、当該自走式自動車

lj 1 [ J 車の適切な配置、遮音壁の設置等の措世を講ずるこ

とにより、周聞に対する騒音の低減に努めなければな

らない。

2. ライトグレアに対する猪苗

自走式自動車車庫の所有者等は、当該 1司走式自動車

11'日i の適切 な配置、植栽又は目かくし板の設泣等の措

置を訴ずることによ り、光が周聞の建築物に頻繁に当

たることがないよう努めなければならない。

3. 排気ガスに対する措置

自走式自動車車庫の所有者等は、植栽、へいの設置

等の措置を講ずることにより、担| 気ガスにより周囲の

居住環境を害することがないよう努めなければならな

し、。

4 . 美観上の配慮

自走式自動車車庫を建築する際には、周辺市街地と

の調和を図るように努めなければならない。
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平 成 2 年 11 H 26 日

建設省住街発m147サ

自動車車庫に係る建築基準法

第48条第 1 項から第 3 項までの規定に

基づく許可の運用について (依すい

第一種住居専用地域、第二種住居専用地域又は住居

地域においては、 一定規模以上等の自動車車庫を建築

する場合は建築基準法 (以下 「法」という 。) 第48条第

l 項から第 3 項までの規定に基づき特定行政庁の許可

が必要であるが、今般、これらの規定に係る許可の割高

ijlJ を別添のとおり定めた。

自動車11T. J i l ! に関しては 、住居系地域における良好な

居住環境を機保するため規制が行われているところで

あるが、近年のモータリゼーンヨンの進展、大規模な

共同住宅の判官加等から、居住者等が利用する自i f V)IIUII

庫が現行の規制の範閣内では必ずしも十分ではない場

合が生じている。 こうした場合には、良好な居住環境

の確保に配慮しつつ、位置、規模、構造等が一定の条

件に該当する向動車11[1卓の建築を許可制度の活用によ

り認めることが適切であることから、今般、向動車車

庫に! 刻する許可準WJ を定め、住居系地域において居住

者等が利用する自動車車庫の建築を促進することとし

た。

記

l  本許可準Hリは自動車車庫に係る法第48条第 I 項か

ら第 3 項までの許可に附する 一般的な考え方を示すも

のであるので、建築計画の内容、敷地の位置、敷地の

周聞の土地利用の状況、交通の状況、公共施設の務備

の状況等からこれによることが必ずしも適切でないと

考えられる場合は、総合的な判断に基づいて開力的に

運用すること 。 なお、本許可準則は、その掲げる基準

に該当しない向動車車庫の許可を禁止する趣旨のもの

ではないこと 。

2. 本許可準Hリによる法第48条第 l 項から第 3 項まで

の許可については、自 Ａ｛ｾＩｉｉＱ 率肢が住居系地域の居住者

の保有する向車 ＯＩＱ ド の Ｑｾｾｾ のため必要であること等に消

目して行われることにかんがみ、自動車車庫が他の用

限等の居住環境を確保するための条件を付すこと 。

4  本許可準UIJ に係る事務の執行に当た っては、その

迅速な処理に努めること 。

( 別添)

自動車車庫に係る建築基準法第48条第 1項から第 3 項

までの規定に関する許可準則

第 1 許可方針

第一種住居専用地域、第二種住居専用地域又は住居

地域において良好な住居の環境の確保を図りつつ、居

住者等が利用する自動車車庫の建築を1 J t if主するため、

第 2 の許可基準の l から 3 までのいずれかに適合し、

住居の環境を害するおそれがないと認められる自動車

1lIllli については、許可制度の積極的活用を図るものと

すること 。

第 2 許可基準

l  建築物に附属する Fl ifV)車車庫にあ っては、次に掲

げる条件に該当するものであること 。

(1)  当該自動車車庫の床而般の合計及び階が、用途

I也減に応じて次に掲げるところによること 。

イ. 第一種住居専用地域にあ っては、床面積の合計が

600m'以下てーあり、かつ、 l 階以下の部分にあること 。

ロ. 第二機住居専用地域にあ っては、床而械の合計が

3，OOOm' 以下であり、かつ、 2 階以下の部分にあるこ

と。

ハ 住居地域にあ っては、 3 階以下の部分にあること 。

(2) 当該自動車車庫の床面積の合計が建築物の延べ

市般の 3 分の l 以内であること 。

(3) 次のイ又はロのいずれかに該当するものである

こと 。

イ. 当該建築物の居住者が保有する向i f V)111の保管を目

的とする自動車車庫にあ っては、その規放が{ 主戸の規

模法び戸数を勘案して適切なものであること 。

ロ イに掲げる自動車111庫以外の自動車車庫にあ って

は、 当該建築物の規模及び用途、敷地の周囲の土地利

If lの状況、周囲の道路の務イ筒状汎等から判断して当該

規模の向動車車庫の石ｻｾ保が必要て Ｇ あると認められるこ

と。

(4) 当該向動車車庫の敷地のfiLtu' & びi立的? との関係、

椛iiE等が次の条件に該当すること 。

途に転用されることのないよう、長期的 ・総合的観点 イ. 殿下f

から当該自動車車庫の必要ー性に闘し十分検討すること 。 周聞に対する騒音の低減を図るため、敷地内の建築

また、本前可単fliJ により建築される自動車I j 1Ji li につい 物の配置を踏まえた適切な配置、地階への設置等を行

ては、台帳の相品、定期報告の実施等により建築後も うこと 。 これらの対応が困難な場合にあ っては、遮音

引き続きその状態の把握に努めること 。 笠の設世等を行うこと 。

3. 本許可様HIJ による許可を行うに際しては、必要に ロ. ライトグレア

応じ、自動車車庫に| 測する夜間iの自動車のl出入りのIG1j 光が周聞の建築物に頻繁に当たることのないように



に建設できる駐車施設に対する社会的需要が高ま おりである 。

っている状況を考えると、行政としても経済的側 (1)  工作物として取り扱うもの

面を軽視することはできないが、だからとい って ① 3 層 ( 4 段 ) 以下、かっ

都市の安全と環境の商で安易な妥協は許されない。 ② 8 m以下、かっ

それは行政が担 って いる社会的使命を軽視するこ ③自走せず、 ( 人が乗らずに ) 車のみが機械にょ っ

とにつながるからである 。 て昇降移動するもの

現実の社会状況を踏まえた幅広い観点から検討 (2) 建築物として取 り扱うもの

され、 別添 - 2のとおり、平成 2年 11月26日付で

建設省通達が出された。 これにより、改めて 「建

築 物」 であることが明確にされるとともに、建築

基準法の単休規定については建設大臣の認定によ

ることとされ、集団規定については各特定行政庁

の建築主事の審査に委ねられることにな った。

大阪府は、府下の特定行政庁の建築主事によ っ

て構成される検討部会を設置し、 1 層 2 段 自 走 式

の自動車車庫以外の機械式立体自動車車庫の取り

扱いについても検討を進めた。 その車古来、大阪府

下 の 統一運用基準を定めたが、その内容は次のと

するため、敷地内の建築物の配置を踏まえた適切な配

置、地階への設誼等を行うこと 。 これらの対応が困維

な場合にあ っては、植栽、目か くし板の設置等を行 う

こと。

ハ 排気ガス

排気ガスを排出するための換気孔等を設ける場合に

は、適切な位置に換気孔を設置する 等により、周囲に

筈 を及ぼさな いよう配慮すること 。これらの対応が困

難な場合にあ っては、植栽、塀の設置等を行うこと 。

ニ. 接道条件

① 出入口は、交差点の近接部、急勾配の道路、 バ

ス停の近接部等自動車の出入りが道路交通の支障とな

る場所又は自動車の出入りが困難な場所に設けないこ

ととし、極力周囲の居住環境や道路交通に対する影響

が少ない場所に設けること 。

② 自動車車庫の規模、自動車の出入り の頻度の相

違に応じ、適切な閥只の道路に接すること 。

③ 自動車車庫と道路との問には、自動車が停車又

は転回することができるとともに、自動車lli J i l f に出入

りする自動車か ら前面道路の通行の見通しができるよ

うにするため、適切な空地の確保等を図ること 。

ホ. そのイ也

向動車車庫の形態及び君、匠は周囲の居住環境と調和

するものとなるよ う指導すること 。

2 . 建築物に日付属しない独立の自動車車庫にあ っては、

次に掲げる条件に該当するものであること 。

(1)  当該自動車l lI Jil i の床面積の合計及び階が、用途

地域に応じて次に掲げるところによること 。

イ. 第一種住居専用地域にあ っては、床面積の合計が

300m'以下てーあり、 I 階以下の部分にあること 。

ロ. 第二種住居専用地域にあ っては、床関税の合計が

1. 500m'以下て・あり、かつ、 2階以下の部分にあること 。

ハ住居地域にあ っては、床面積の合計が1，500耐以下

であり、かつ、 3 階以下の部分にあること 。

(2) 当該自動車車庫の敷地の周囲における自動車車

Jni の設置状況その他の土地利用の状況、交通の状況、

周辺の道路の繋備状況等から判断して当該規模の自動

車車庫の確保が必要であると認められること 。

(3) 当該自動車車庫の敷地の周辺の居住者が保有す

る自動車の保管の目的で利用されることが確実である

と認められること 。

(4)  1  (4)に掲げる条例ーに該当するものであること 。

3 . 地区計画、再開発地区計画、 一団地の総合的設計

等の制度の活用により計画的に開発される区域 (1Jl{1!1]

として、 1 ha  以上の面積を有する区域に限る。) におい

て建築される自動車車庫にあ っては、次に掲げる条件

に該当するものであること 。

上 記(1)以外のすべ て

Ｈ注Ｉ ・ 上 記 ＨＱ Ｉー③について は、他府県 での ｬ ｬｾ 散 事 例 を 踏まえ

て要件 とし たものである.

- 高さは、町、1111 としてGLから の苅さ とする。

住居系地域における駐車施設整備の誘導方策

住 居 系地域の自動車車庫に係る建築基準法の規

定は、安全と環境の面からかなり厳しい内容にな

っている 。他 方では、前述のように特に住居系地

域の駐車施設整備が求められている 。

こうしたことから、平成 2 年度に建設省を 中 心

として「都市部における駐車場 ・自動車車庫の設

イ. 当該自動車車庫の敷地の位置、規模及び構造、地

域の土地利用に関する計画との盤合性、公共施設の整

備の状況等か ら判断して適切と認められるものである

こと 。

ロ. 1  (4)に掲げる条件に該当するほか、原則として、

自動車車庫又はその出入口が計画的に開発される区域

の外に直接面することのないように配置すること 。

第 3 自動車車庫の用途に供する工作物への適用

1 . 自動車車庫の用途に供する工作物については、 「床

面積の合計」 とあるのは 「築造面積」 と読み替えて第

2 の許可基準を適用すること 。 この場合において、当

該工作物の規模、高さ等が良好な住居の環境を確保す

る観点から適切であるかどうかについて十分に検討す

ること 。

2. 同一敷地内に自動車車庫の用途に供する建築物と

自動車車庫の用途に供する工作物がある場合について

は、 「床面積の合計」とあるのは 「床面積の合計と築造

而積の和」 と読み替えて第 2 の許可基準を適用するこ

と。

Ｎ ｾｉｊ 添 Ｍ Ｔ 大阪府下統一適用基準1111111111111111111111111川1111111111111111

住居系地域内の吊り上げ式自動車車庫の

取扱について

大阪府下特定行政庁連絡協議会

1. 趣旨

近年、大阪府下では、 「ク/レ7 社会」の急速な進展を

背裁として、駐車場需要が飛躍的に 明大し、 他方、 地

価の高勝にともない、土地の合理的な高度利用が求め

られているため、駐車場を立体化することにより駐車

場供給を促進することが要請されている。

そこで、大阪府下市街地における建築物の不燃化と

吊り上げ式自動車車庫の建築技術の進歩とその普及に

鑑み、吊り上げ式自動車車庫の階数の取扱について明

雄にし、 「住居系地域j (住居地域、 tn2種住居専用地

域、及び第 1 種住居専用地域をいう 。) でも建築できる

こととすることにより、自動車車庫の供給を促進し駐

車場不足の解消に資することを目的とする。

2. 取扱方針

(1) 防火規定関係

1  ) 法第27条、第61条、第62条の規定の適用に当た

っては、次の各号を満足するものは、階数が 1 の建築

物として取り扱うこととする 。

① 耐火建築物または法第 2 条第 9 号の 3 ロに該当す

る附易耐火建築物とする 。

世適正化 等誘導方策検討委員会」が設置され、そ

の検討結果を踏まえて、平成 2 年 11月26日付で別

添 - 3 の 通 達 が出 された。 これにより、住居系地

域の駐車施設の整備促進をはかろ うとするもので

ある 。

また、大阪府としても、前述のとおり検討部会

を設置し 、その結果を踏まえて別添- 4 の 「 住 居

系地域 内 の吊り上げ式自動車車庫の取級」基準を、

府下統一の運用基準として定めた。 これにより、

これまてー住居系地域て・は建設不可て・あった 吊 り 上

げ式自動車車庫が建設可能にな った。

なお、住居系J也滅の安全と環境を守る観点から、

「全屋内型式」を基本的要件とした。 また、大阪

市を除〈地域については 、 高さは原則として 31 m

以下とし 、大阪市域については附属車庫に限るこ

ととする 。

( 大阪府建築部建築指導際主幹兼審査第 l j f，，m 建築主事 )

現・同建築娠興銀主幹 中谷麻差男 j

② 木造建築物が密集している市街地で他の建築物( 耐

火建築物または簡易耐火建築物を除< .) または隣地境

界線から 5 メート l レ以下の距離に建築する場合には、

列M塗を不燃材でおおい、かつ、地盤面からの高きが15

メート J レ以下の外壁の部分を耐火構造とすること 。

③ 前号の場合で、延焼のおそれのある部分に車両の

出入 り口 を設ける場合には、これに防火戸を設けるこ

と。

④ 木造建築物が密集している市街地で既存の建築物

または建築物の他の部分と一体に建築する場合には、

当該既存の建築物または他の部分を②にいう他の建築

物とみなして②及び③によること 。

2  ) 大阪府建築基単法施行条例の規定の適用にあた

っても、 1  ) に準じて取り扱うものとする 。

(2) 用途規制l関係

法第48条の規定の適用にあた っては、階数が明確でレ

ないものは原則として階数 1 として取り扱うこととす

る。

(3)  その他

1  ) 床面積は、収容する自動車 l 台に当たり 15平方

メートノレとして算定する。

2  ) 特定行政庁は、地域の状況により次の各号の条

イ牛をイ寸力目することができるものとする。

① 吊 り上げ機等の騒音により周囲の環境を害するお

それがないように、遮音性能を有する外壁、屋市良及び

扉で覆われていること 。

② 自動車のガソリ ン等の臭気により周囲の環境を筈ー

するおそれがないように、外壁、屋綴及び扉で覆われ

ていること 。

③ 道路及び隣地の境界線から一定距離以上壁面を後

退させ、後退部分は、緑化に努めること 。

④ 外観上、美観に配慮がなされていること 。

⑤ その他地域の状況により必要と思われること 。

3  ) この取扱は平成 3 年 4 月1 日から実施する。
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都 市 景 観 を 形 成 す る 要 因 ー 今 昔 一 新 し い景 観 の 発 見 の た め に

普 の町並 は 美 し く 、 現 代 の町並は混乱していると言う 。 その原因を考えてみる 。

① 昔 は 屋 椴 も 壁 も そ の 土地 に 生 え て い る も の を 加 工 し て 家 を 造 っ た 。土 や 樹 木 が 形 を 変 え た だ け で あ っ

た 。 だ か ら 自 然 と も 良 〈 調和 した。今、材料は異国の石油や鉄などから加工される全国画ーの大量生産。

原 色 が 野 山に あ ふ れ る 。 し か も 材 料 の 寿 命 は 短 い。 造 り 手 が そ の 材 料 に 習 熟 す る 間 も な く 次 の 新 製 品 に

変 わ る。 本来年月をかけてその材料に馴れ親しんでいる聞に、単なる生産技術は伝統芸術? となる 。 ② 昔

家 々 は 村 の 共 同 作 業 で 造 ら れ た 。従 っ て 人 と 変 わ っ た 家 は 造 り に く か った。今、家造りは一括3背負で使い

捨て 。 変 わ っ た も の を 造 ら な い と 注 文 が 来 な い 。 ③昔大工達は徒弟制のもと絞雑な寸法体系を習熟し、

それに よ って 町並 み の 一 軒 一 軒 を 手 掛 け た 。従 って町並みはおのずと 一 つ の 寸 法 体 系 の 中 に 統ーされた。

今、共通寸法はなく 町 には曲線があふれる 。④ 昔 貧 し き も 富 め る も 同 じ 間 口 と 高 さ の 家 を 造 っ た 。 今高 め

るはますます広〈、ますます高〈 。

町並 み その も の の 造 り 方 や 使 い 方 が、 この様に桜本的に違ったものになりつつある 。 我 々 は そ れ を ふ ま

えて 、ま ず 新 し い 景 観 の 理 想 像 を 持 た ね ば な ら な い 。都 市 景 観 の 新 し い 条 例 が あ ち こ ち で 造 ら れ 、 材 料

や 色 等 が 規制 さ れ る こ と も 多 く な っ た が 、 そ の 背 景 に 昔 の 景 観 が 理 想 像 と し て あ る な ら 問 題 で あ る 。 も

う少し創 造 的 な 眼 て ま ず 新 し い 景 観 を 再 考 し な け れ ば な る ま い 。 (S. O)

伝 統 工 芸 技 術 と 美

最 近 、 伝 統 工 芸 に 携 わ る 人 の 話 を 聞 いて 、 自の党めるような思いをした 。伝 統 工 芸 は 、 単 に 、 古 い 伝 統

を守ってい るのみではなく 、長 い 年 月 を か け て 洗 練 さ れ て き た 。伝統工芸の物づくりの精神の線本は、

素 材 の 性 質 を 知 り 抜 き 、 そ の 素 材 を 如 何に最大限に活用し得るかにあるとし寸 。 材 料 を 加 工 す る 過 程 に

お い て は 、 最 良 の 材 料 を 使 用 し 、 そ れ を 極 限 状 態 に ま で 追 い つ め 、 長 年の経験と 技 術 を 駆 使 し て 最 も 良

い形へと加工するのである 。 そ の 作 品 は 長 年 の 使 用 に 耐 え 、 変 色 変 形 を せ ず 最 良 の 状 態 を 保 ち 続 け る も

のとなるのである。

デザインについても 、 自 然 界 の 動 植 物 等 を 主 な 題 材 と し て い る も の が 多 い が 、 そ の 素 材 の 美 を 極 限 に ま

で具象化 し、最良のデザインとして形づく って いる 。 そ の 作 品 に こ そ そ の 形 や 、 デ ザ イ ン し か な い と 思

わせる ものである 。そ こに し か 存 在 し 得 な い と 思 わ せ る 存 在 感 を 有 し な が ら そ の テ サJ インには、現代にも

十 分 に 通用 す る よ う な 、 洗礼 されたシャレたものが多し、 。 これらのセ ンスは 如 何 に し て 謄 か れ た も の で

あ ろ う か 。 自 づ か ら の 目 で物 を見、 自づからの手で物を宕IJ り 出 す 積 み 重 ね の 修 練 か ら 、 自 然 界 の 割 和 の

法 則 を見つけ、 作 者 と し て の 美 意 識 を 培 っ た の で は な か ろ う か。 こ れ ら 先 人 の 生 き ざ ま は 、 現 代 の 物づ

くりにも通じる多くの学ぶべきものを含んでいるのではないかと思う 。 ( 1 .  K )  

建 築 士 と 建 築 家

言うまでもなく 、建 築 家 は 英 語 の ア ー キ テ ク 卜 に 相 当 す る 言 葉 で あ る 。 日本の建築士法は建築技術者と

し て の 資 格 を 認 め る も の で 、 建 築 設 計 を 職 業 に し て い な く て も テ ス ト に 合 格 し て 登 録 し た 者 に 資 格 を 与

えるものである 。建 築 士 法 に よ る 建 築 士 は 、 欧 米 の 建 築 家 の 資 格 の よ う に 設 計 者 と し て の 経 験 を 必 要 と

せ ず 、例 えば 1 級 建 築 士 の 受 験 資 格 に 要 す る 2 年 の 実 務 経 験 は 、 大 学 院 で も 、 現 場 経 験 で も 良 い こ と に

なっている 。従 って 日 本 の 建 築 士 は 欧 米 の 建 築 家 と は 別 物 で あ る と い う の が 定 説 で あ る 。 つ まり欧米の

建 築 家 法 に よ り 登 録 さ れ た 、 い わ ゆ る ラ イ セ ンスド ・アーキテクトとは呉なるということであるから、

厳 密 に 言 え ば 建 築 家 法 の 無 い 日 本 に は 、 建 築 家 は一 人もいないことになる 。 日 本 で 建 築 士 が 建築 家 を 称

する こ と が で き る の は 、 鳥 無 き 里 の 煽 蝿 と 同 じ で は な い か。

また教育面を見ても 、建 築 家 は 単 な る 建 築 技 術 者 と 違 って 、 文 化 の 創 造 と 公 共 の 福 祉 と に 奉 仕 し な け れ

ば な ら な い と い う 職 能 倫 理 の 教 育 を 受 け た も の の み に 与 え ら れ る 称 号 で あ る か ら 、 建 築 技 術 教 育 は あ っ

て も 建 築 家 教 育 の無 い 日本て、建築家が育つ土壊は無い 。 今 、国際化の激しい H寺代にあって、外固め建築

家と 接 す る 機会の多い今日、 何 も知 らない 相 手 か ら 建 築 家 と 肴1放されて応対しながら、「無烏盟の幅明な

のだが」と 内 心 '1萱 促 た る 思 い を し た こ と の あ る 人 が 果 し て い る だ ろ う か。 (A . N)

いい j干j斑そう

建 設 業 の 3 K とか 7 K とかい って建設業の現場の技能者になろうという人がいなし、 。建 築 学 専 攻 の 学 生

まて" が施工管理の技術者になるのを敬遠し出している 。マ ス コ ミ が 3 K や 7 K を 大 げ さ に 騒 ぎ た て た せ

いてポあろう 。建 設 業 の 実 態 を 正 確 に 把 握 で き な い で い る 過 保 護 の 学 生 や そ の 両 親 を む や み に 不 安 に 陥 ら せ

て い る の で は な い か。偏 差 値 で 専 攻 学 科 を 選 び 、 親 の 丸 が か え で 花の 大 学 生 活 を 満 喫 した学生な らば税

の 言 う と お りの「よらは。大樹の l'会J r 大 き な 傘 の 下 」 の 大 企 業 に 就 職 し て 3 K や 7 K な し に 安 楽 に 家 庭 第

一に暮らそう と思 うのは当然、であろう 。企 業 選 び も 親 が か り で 大 学 の 就 職 指 導 に 両 親 が 出 席 す る 。 彼ら

の半IJ 断 材料 は 就職 情報誌の歯の浮くょっなコピーや新聞の株式欄とテレビ の コマーシャルしかない 。 ? ス

コ ミ の 学 生 に 対 す る 影 響 は 大 き い。就 職 し て も 現 場 の 施 工 管 理 で な く 内 勤 を 希 望 し 、 学 生 の 頃 に ろ くに

関 心 も な か っ た 設 計 や 開 発 を 担 当 し た い と い う 。 い つ か ら こ ん な に 軟 弱 に な って し ま っ た の か 、 生 活 が

楽 に な っ た せ い で あ ろ う か。建 設 業 界 も 反 省 し 、 体 質 改 善 に つ と め て は い る が 、 社 会 基 盤 を 建 設 す る の

に い っ た い 誰 が 汗 を 流 す の か 。最 近 の 何 処 か の 国 が や り 玉 に 上 が って い た が 、 わ が 国 に は そ う い う 考 え

方はもともとなかったはずである。 (M.O)
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大西園太郎

京都が抱える 景観の課題

京都は、いま様々な景観問題を抱えて揺れ動いている 。表聞

に大きく現れて問題とな っているものや、潜在して有識者の聞

で憂慮されているものなど、多様な診ｾ題を背負 っ ている 。具 体

的に挙げていくと、建築物の高層化が京都の景観全体に大きな

影響を与えつつある問題、建築デザイ ンの画一化によ ってどの

通りも街も特色のないものにな ってしまい、京都の歴史的個性

が喪失しつつある問題などがある 。 また、都心部に点在する H町

家、l町並みの滅失の問題もある 。 これらの町家群は、京都のイ悶

性ある景観を形成するばかりでなく、その中で営まれる衣、食、

住にわたる生活文化や伝統産業を通してハー ド、ソフトの両国

から京都らしさを感じさせている賞重な要素である 。 これらが

ここ十数年で失われようとしている 。 さらに、市民の地域イメ

ージの構築に重要な役割を果たしてきた徒歩交通のネ ッ トワ ー

クが、自動車交通の激増によ ってズタズタに分断されてしま っ

ている 。一方で・は、新たな地域特性すなわち「新しい京都らし

さ」の創出が不足している問題がある 。来たして、われわれは、

昭和|時代のものとして後代の人々を強〈印象付吋得る何ものか

を、残してきたのであろうか、甚だ疑問である 。

なかでも建築物の高層化の問題は、京都駅ビルの超高用化計

画、京都ホテルの高層化、社寺周辺の中層ビル建設などに見る

ように、いま京都の景観を大きく変貌させようとしている 。超

高層化や高層化によって京都全体の景観が大きくバラ ンスを崩

す恐れがあること、社寺などの歴史的景観や東 山などの歴史的

自然との調和 ・不調和の問題などが予想される 。 このように建

築物の高さの問題は京都全体の景観に大きく関わるが、それだ

けでなく、高さと密、接に関連する建築容積や都市機能の配分な

どを通じて、 「京都のまちづくり 」そのものに大きく関わ ってくる。

以下、建築物の高さを中心にして京都のグランドデザイ ンを

考えてみよう 。表面化している大きな問題を分析するとともに、

現行の都市計画や景観保全の制度がどのような経過 を経て成立

してきたのか。 その基底に流れる基本姿勢を確認するとともに、

そのプラス面、マイナス函を把握して今後の参考としたい。 ま

た、終わりに問題解決のための方向付けを提案したい。

京都駅ビル超高層化が提起する もの

まず、京都駅ビルの高層化計画が京都の景観にどのような影
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響を与える恐れがあるのかを検討していこう 。 この問題を最初

に取り上げた理由は、京都駅ビルの超高層化が、京都の景観全

体に大きな影響を与えるだけでなく、 「京都のまちづくり」その

ものに大きく関わる問題であり、この検討を通して京都の景観

やまちづくりが抱える問題を提起することができるからである 。

京都駅ビルが、もし ] R 西日本の望むような高さ 100数十 メー

トルにも及ぶ超高層になるならば、京都の景観全体が大きくバ

ランスを崩してしまい、ひいては京都の歴史的な個性を喪失さ

せていく恐れがある 。 その原因として次の 4 点が挙げ‘ られる 。

第一点は、京都駅ビルは、京都盆地のほぼ中央にあり、浴 中の

範囲に位置する 。この位置に 100数十メートルにもおよぶビルが

建っとすると、京都全体の景観の中で形態的に異様に突出した

ものとな ってくる 。 そればかりではなく、その建物は強烈な 印

象を持 って人々に迫 ってきて、いやでも、その建物は京都のイ

メージを代表するかの如き位置を占めてしまう 。 もともと京都

の良さは、特色をある雰囲気や景観を持 った多様な地域が寄り

集ま っているところにあり、そこから人々は京都らしさを感じ

取 っている 。京都のまちは、城下町におけるような城郭や高層

の天守閣を中心にした単純なヒエラルキーを持 った構成にはな

っていない。京都駅が現在の位置にある以上、浴中全体を代表

するかのような、あたかも千二百年の歴史を従えて建つかの如

き印象を与えるようなことをしてはならない。

まして、駅ビルの大部分が、ホテルや百貨J苫などの商業施設

とい った計画である 。 こうい った商業ビルが特例的に高さを認

められ、これによ って京都のイメージを大きく変えるようなこ

とになれば、京都の将来にとって誠に由々しいことであり、 心、

に寒々としたものを党える 。水島の一大工業地帯を抱える倉敷

市のイメージが、あの倉敷河畔の歴史的 ・文化的な最観にある

のとは反対に、歴史都市 ・京都のイメージが、超高層の京都駅

ビルにだぶ ってくるようなことになる恐れがある 。

第二点は、京都の歴史的自然との調和の問題である 。京都は

盆地 であり、周辺の 山並みと市街地の標高差もそんなに大きい

ものではない。特に束 山の第一稜線は低〈、 図一 1 に見るよう

に都心部と東山の襟高差は少なく、四条通の延長上で120メート

ル余り、京都駅前の七条通の延長で200メートル前後であり、京

都駅ビルは東 山の第一稜を越えるか、 それに近いものになる 。

東京、大阪、神戸といった海に面した広々とした環境では、

超高層ビルは新しいランドマークとして輝くであろうが、狭い

盆地状の 旧市街地では異様に目立つ存在となり、調和しないで



発を求めるのか理解に苦しむ。今日では、超高層ビルは 中小者[1

市においても 珍しいものではな い、単に高いものを求める、理

念のない開発を何故望むのか。京都でしかできない質の高いす

ぐれた開発がある筈である 。新しい京都のイメージの表現は、

さらにもう 一つ心配なこと

は、この駅ビルがき っかけにな って、京都駅周辺から京都全体

に建築物の超高層化や高層化 がなし崩し的に進む恐れがあるこ

とである 。

しかし、京都駅ビルの計画を現行の高さ 31メートルに抑え込

んでしまうことも賢明なやり方ではない。市民のコンセ ンサス

を得た上で、建築計画上の自由度を確保するため、 60メー トル

程度の高さは認めていくべきではなかろうか。本来であれば、

駅ビル ・コ ンペの前に京都全体にわたる建築物高度の地域的な

段階構想、を示して、市民のコンセンサスを得るべきである 。

おおむね京都駅以北は、集積する歴史的遺産との調和、調整

を考えて 、高さのffj l] 限を緩和することなく 、京都駅及びその南

ここに 60メ
音ｾ 一 帯Ｚの地域をバ ッ ファーゾーンとして位置付け 、

その南

音[1の業務地域で高さ 制限 を撤廃 して積極的に開発していくとい

う3 段階方式を考えるべきではなかろうか。

もっと 南へ持 っていくべきである 。

そして 、
ートル程度の高度制限地区を設けてはどうか。

図- 1 市街地と東山第 l 陵線の様高差

あろう。また 、パ リのよ うに都市計画の中で、 また、京都の開発ポテンシャルを吸収する受け皿 を南部に用
エ ッフェ ル塔な

意するため、大規模な先行投資を行 ってい く必要がある 。そ し

ここを新しい京都創造の場とすべきである 。

どのシンボルが明確にイ立置付ーけられているのとは異なり、京者E

こうした受け

皿がないことが原因とな って、駅ビルや京都ホテルの問題が持

て、
駅ビルの超高層化は、単なる思い付きの域を 出ないものであり 、

比較することはできない。

第三は、京都の歴史的景観との調和の問題である 。も し、 100 ち上がっているからである 。

北部の拡充整備か南部開発か、

数十メートルにも及ぶ超高層ビルが建てられた場合、周辺一帯

の文化財群 (渉成園、東西本願寺、三十三間堂、東寺その他)

を従えて立つことになる 。

これまで南部に開発の受け皿 を用意しようとして
京都には 、

これらの庭園や境内地から西欧の流

できなかった経緯がある 。1960年台後半につくられた 二つの計

れを汲む異質なデザイ ンの巨大ビルを眺めることになる 。

欧米では、教会などの歴史的建造物の近くに、総ガラス張り

の超高層ビルなどを建て、両者が結抗した対比的調和をそこに

見出す考え方もあるが (勿論反対もある) 、

謝

野

的

整

備

この場合両者はとも

にヨーロ ッパ文明から生まれた同質のデザイ ンであることを忘

れてはならない。 もともと H 本建築には、西欧の建築のように

一つの大きなマ ッス を感じさせるようなものはない。寺院など

の大規模建築においても、寺院全休が一つのマッスとなって迫

ってくるものではない。境内地の中に、いくつかの棟が分散し、

建物一つ一つも、壁は柱 ・鴨居などで分割され、屋根は深い軒

の出を持ち、屋根瓦の微妙な陰影によ って分割されている 。境

そこから眺
内地に展開する陰影の深い細やかなたたずまいと、

める京都駅ビルの巨大なマ ッス、 この両者の間では対比的調和

積

極

的

開

発

も恐らく成立しないであろう 。

第四は、開発の質の問題である 。駅ビルの100数十メートルに

も及ぶ超高層化 に賛成する人達の多くが、その超高層化が京都

活性化のシ ンボルであるかのよっな発言 をしている 。筆者も京

都はこのままで良いとは思 っていない。 活性化が必要である 。

字泊川

長期開発計画案 における「開発と保存の考え方」と「都心機能の配置 J
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図- 2
しかし、何故、駅ヒ、ルの超高層 化の ように他都市を後追いする開



画を比較検討することによ って、いくつかの教訓を得ることが

できる 。

1966年に策定された 「長期開発計画」では、東 111、北山、西

山の山麓や山地部を保全し、こ の内側 に困まれた j R東海道線

以北の既成市街地を調整的に扱 って整備を進め、その南部一帯

を積極的に開発し、ここに公共投資を集中させるというもので

あった ( 図- 2 参照※1)。

目標年次を 1980年に置 き、都市の骨格をかたちづ くる道路 ・

鉄道網整備事業、宅地 ・住宅の大量供給をはかる洛西ニ ュータ

ウン事業、西部 ・南部に配する工業団地・卸売団地、流通セ ン

タ一、北部既成市街地に配する文化中核施設、南部の軸状都心

形成の七大事業を、望ましい土地利用を先導するものとして位

置付け、南部開発を進めようとした。 なかでも、現都心を中心

とする 一点集中型の都市構造を是正すべ 〈、南部における iMI状

都心の形成に力点が置かれた。 この軸状都心形成事業は、目標

年次を越えた長期構想、とし て提案されており、市域南端の流通

センター設置と呼応して、京都駅南部地区の再開発を行い、そ

の聞に幹線道路 ・高速鉄道の建設を進め、土地利用規制も含め

た総合的な誘導拙策を行い、周囲の都市活動の高まりに対応し

て、漸次軸状の者日心を形成していくとし ていた。

この場合、北部の保存調整については、風致地区や歴史的風

土保存地区などの規制を 一層厳しく適用するとともに、これら

を含めて景観総合対策を樹立、実施するとしていた。

また、上記の七大事業とその関連事業、これには含まれてい

ない教育や福祉、上下水道や廃棄物処理などの諸事業について

も投資的経費の試算を行い、 事業の実行性も検証していた。

この案に対して大部分の市民が住む北部既成市街地への投資

が余りにも少なすぎるとの意見や、福祉切捨て、大企業に奉仕

する産業基盤の劉lij との批判が出された。各界の代表を網羅し

!図

図- 3 まちづくり構想における「開発と保存の考え方 J r都心機能の配置J

28 

拡

充

格

備

た審議会の意見を反映させるかたちで、成案が固められてい った。

ところが、翌1967年当時の市長が急逝、代わ って革新市長が

全国大都市のト ップを切 って誕生、状況は大きく変わ った。 長

期開発計画が、保存と開発の調和という京都にと っての宿命的

な大テーマを北部保存、南部開発の方向で解決しようとしたの

に対して、新市長は、 「まちの主人公である市民を中心にすえる」

「人間尊重」を計画の中心 とする 一大方向転換を行い、計画の

練り直しを 言明した。

そして 、1968年に 20年後の京都の理想像 を「 まちづ くり構想、の

基本的な考え方」 として発表、各界の反響や批判をもとに肉付

け作業を行い、翌年 「まちづくり構想一一20年後の京都」とし

て打ち出した( 図- 3 参照凝り。 この構想では、北部の都心が動

かし難いものであることを認め、これを拡大整備するとともに、

南部では伏見の大手筋を中心とした副都心を設定している 。 南

部の軸状都心形成 を削り、北部の都心と南部の副都心の大小 一

つの核を中心として都市形成を進めることとした。「人の動きは

北に J i 物の動きは南に 」分離し、北部は都心部を情報流通、対

人的サービスの場として拡充整備し、 山麓部までの聞は住宅地

として整備再編成し、南部は物の流通や生産の場として開発す

ることとした。

幹線道路・高速鉄道網については、前の計画と考え方はあま

り変わらず、 j各西ニ ュー タウンや工業団地の造成事業も掲げら

れた。新しいものとしては、生活環境を 一体的に整備する手法

として緑のネ ッ トワ ー ク構想や住区構想が掲げられ、住区、地

区、都心レベルにおける諸施設の体系的整備が強調きれた。 ま

た、総合的な市街地景観対策が明確に位置付けられ、長期開発

計画では後回しにな っていた既成市街地の再開発も取り上げら

れた。

長期開発計画が先導的な事業を中心にまとめられていたのに

対して、まちづ くり構想では、長期的な展望に立 って京都の都

市像を描き、それへの整備の方向を明らかにする 「構想」とし

ての性格付けがなされていた。 その後、この構想、に基づいて事

業の実施がはかられたものは、幹線道路 ・高速鉄道網、洛西ニ

ュー タウン、総合的な市街地景観対策、再開発事業であ った。

副都心の形成については、特別 な誘導の措置はとられなか った。

1970年台の様々な公害の激化に対応して、公害の防除に力が注

がれ、その一環として下水道整備に 重点をおく都市政策が進め

られた。 また、福祉施策が充実され、各種の福祉施設が建設さ

れてい った。

IJ fI 

市街地景観条例と 高度地区の指定

発

南部軸状都心、南部副都心の両者ともにその計画的な誘導を

見ることができないままに、南部地域における幹線道路の整備

や区画整備事業が進められた。 中心核を持たない市街地が南部

地域に広がり、北部都心の負担を増大させ、 北部既成市街地の

開発ポテンシャルをますます高めてい った。



1960年台前半には、美観地区についての調査研究が進められ、

景観対策のための基礎的な調査が行われたが、当 時の開発一辺

倒の世論の中では笑現の機会をつかみ得ず、調査報告書 として

まとめるのが精一杯の状況であ ったf 3丁度、報告書が完成する

1964年には、京都タワーの建設が強行された。

その後、長期開発計画やまちづく り緋想の中で市街地景観対

策が位置付け られ、総合的な対策樹立のための組織的な準備が

進められた。原案をもとに一年間にわた って美観風致審議会で

討議が重ねられ、そ のつど結果が公表され、市民の世論を盛り

上げてい った。最終的には市議会の議決を得て、 1972年に 「京

都市市街地景観条例」として成立したr4この市街地景観対策は、

まちづくり構想の示す北部拡充義備 ・南部開発の方向をベース

にしている 。

この条例では 、三つの制度が用意された( 図- 4 ) 。 まず、都

市計画法 ・建築基準法に基づく美観地区の制度が活用され、同

地区が条例 に位置付けされた。美観地区では 、一般建築物がそ

の地区の景観特性に調和す るょっ 、そ の高さ 、形態 ・意匠など

が規制 された。 ビルの谷間に埋もれつつあ った御所、二条城、

東西本願寺、東寺の価 値ある大規模な歴史的建造物の周辺地域、

鴨川の両岸沿いや町家群が集積する清水地域に指定された。 こ

れ らの歴史的 ・自然的景観に近接する地域には、美観地区の第

一種地域 (l 5mの高き 制限) が、その外周部に第二種地域が指定

された。高層マンション ・雑居ビルが次々と建ち、 地域住民と

施主のとの問で紛争が起こ っていた鴨川東の広大な地域には、

第二種地域が指定さ れた。 この第二種地域においては、高さが

- 陛史的風土特別保存地区

医 西 風致区

皿 皿 芙鋭地区、」二作物規制区域

ｾ＠ 巨大工作物規制区域

0  伝統的独造物群保存地区

f B J 歴史的界わい景観地区

図- 4 京 都 市 の 各 種 景 観 地 域 地 区

15mを越えると承認申請が必要となり、さらに 20mを越えると

自動的に美観風致審議会にはかられるため、大部分のものは 20

m 以下にな っている 。この20mの目処は、鴨川東の地域における

度重なる紛争を市が調停した笑拙からきているもの である 。

次に、巨大工作物規制区域という市独自の制度が用意された。

j  R束海 道線以北の一帯の地域や東寺の周辺一帯に、また 山科

や伏見の 山麓沿いに指定された 。 この制度は、京都タワーやテ

レビ塔のような巨大な工作物、高架道路のような長大な構築物

を規制するために用意されたものである 。京都タワ ーに類似す

るようなものは建たないであろ 7 と考えられていたが、 1960年

代後半に東寺に近接して電々公社 (現NT T) の電波塔が計画さ

れた。京都タワーの二の舞を踏まないよう京都市が替え 地 を斡

旋し 、公社側 の深い理解のもとに解決をみたが、その聞には、

市長が公社の理事に会 って要請する :場面もあ った。

三つ自の特別保全修長地区も市独自の制度で、歴史的な町家

群がモルタル塗りやアル ミサ ッシ に変わりつつあ った清水の産

第坂地区や祇 園の新橋地区に指定された。 この制度は 、前二者

'と異な って伝統的な建築様式を継承していくため、地区指定が

巾該地域の発展方向を制約し、日常生活にも影響を与えていく 。

そのため、 地域でのコ ンセンサスの形成に特に配慮され、また

補助金が用意された。 その 四年後に 、漸く文化財保諮法の改正

が行われ伝統的建造物群保存地区の制度が生まれ、 町並み保存

の事業が徐々に広ま ってい った。京都においても、さらに嵯峨

鳥居本、上賀茂社家町の両地区が指定 をみ ている 。

一方、 1970年代初めの建築基準法の改正により、建築容積制

が採用され自動的に高さの制限が撤廃された。 これに先立つ上

記の総合的な景観対策策定作業の中で、京都市全体の建築物高

度の地域的な段階制限が検討され、美観風致答議会にもはから

れ、高度地区指定の準備がなされていた。 その当時、高度地 区

指定を考えていた大都市は、京都と横浜の両市のみで、京都が

景観問題からア プ ローチしていたのに対して、横浜では首都圏

からの膨大な 人口流入を 防止するため検討がなされていた。 京

都では容積制への移行と同時にほぼ全市域にわた って高度地区

が指定された。都心幹線道路沿いの45m高度地区から周辺の住

宅地へかけて31m、20 m、10mと段階的に指定された。その後多

少の変更があるとはし、え、現行の高度地区はこのH寺にその基礎

が定められたといえる 。当時は20mと10mの聞にもう 一つの15

mの高度地区が考えられていたが、京都市と隣接市町 との整合

性の関係で実現を見なか ったことがある 。関係者の聞では、大

変惜しいこととして語り継がれている 。

建 築 物 の 高 層化と景観 問 題

一 総合設計制度の導入と社寺周辺地の中層ビル

上記の高度地区やこれに 対応する用途地域、さらに美観地 区

や 巨大工作物規制区域の指定のもとに 、建築行政や都市施設の

整備が進められてきた。高速道路の計画についても、東海道線

以北 については地下化の配慮が払われてきた。
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しかし、 1988年の建築物の総合設計制度の導入以来、状況が

変わってきた。鴨 川の東一帯の地域や北山 の山麓部につながる

地域、その他 風致地区、美観地区、第一種住居専用地区を除い

て、 この制度が適用されることにな った。ここでは、敷地が一

定規模以上でかつ道路条件が適合する場合、 一定の公関空地 を

確保した建築物に、容積率や高さの緩和を認めるものである 。

その高さの緩和の限度を、 45mの; 場合は60mlこ、 31 mの場合は 45

m にと い うようにーランクづ、つ上げている 。すでに京都ホテル

が60mて・承認され着工している 。 この60m問題が大きな関心 を

呼んでいるが、都心部の幹線道路沿いでは何らかの緩和を考え

てもいいのではないかと私は思っている 。 むしろ 、他の地 区が

ーランクづっ上がってしまうことの方が恐ろしい。都心部の幹

線道路の 内側 の地域には町家や町並みが点在しているが、 この

地域や、第二種住居専用地域、住居地域も 、その他 すべての地

域の高きが緩和] されていく恐れがある 。 このような 画一的 な扱

いが大変危険である 。こ うした地域に大規模施設が進出し、地

域の景観や環境を大きく変えてい ってしまう 恐れが多い。

総合設計命IJ 度の導入に当たって 、 もう一つ残念なことは、審

議会にはかったり、市民の意見をきく機会を持たずに 、性急に

ことが進められたことであった。

さらに 、力IJ えて京都駅ビル問題が起こ り、京都の景観が大き

く変わ ってしまうのではないかと 市民や有識者の間で大変憂慮

されている 。H乍年末から様々な団体や機関によって、景観につ

いてのシンポジウムが開催され続けており、また行政当局へ多

くの要望書が提出されている 。図- 5 は現行の高度無制限地区

を示した パターン 図である 。名神高速道路以南で、桂川以来、

新高瀬川以西の地域については 、意図的に高度地区が外されて

北 11.1

西
ド
米

1I 1  
四

111  

1I1  

ｾｒ 軍海週櫨

高遭遇路

凡例 Eコ 工 業 地 区

区ｾ意図的 に高度地区がはずされている地域

図 5  現行の高度無制限地区
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いるが、その他 の無指定地区は容積率200%の工業地区であり、

ここには超高層ビルの建設は予想されていない。 この図を凡て

も京都駅ヒ、ルの超高層化が如何に現行の都市計画制限を無視し

たものであるかがわかる 。変更が必要ならば、市民のコンセサ

スを千尋て堂々と変更していくべきである 。

さらに、京都は、もう一つ性質の異なった建築物の同さ問題

を抱えている。それは、主に鴨川の東の地域で、社寺境内地や

|町並み保存地区の周辺に 中! 日ビルが建ち、 地域住民 ・社寺側 と

施主 との間で紛争が幾っか起こ っていることである 。京都ホテ

ルや京都駅ビルの問題は、行政が制度を変えたり、 ] R西円本や

行政が現行制度を無視したことから起こ ってきて いるが、これ

に対して、この問題は現行制度の制限を満たしても、なお環境

や景観を阻害するとの指摘が地域住民や社寺側から起こ って い

るのである 。

景観の保全 ・整備とまちづ くり の方向

上記に掲げた問題一一建築物の高層化がもたらす対観問題

一 ーを解決し 、望ましい方向へ誘導していくためには、何をな

すべきかを検討していこう 。 まず、その前提となる都市整備の

方向付けがどのようにな っているのかを見ていこう 。先に述べ

た 「ま ちづくり構想」にもと づく 都市づく りがどのように進め

られてきたか、そして、その後に策定された長期的な柿恕や計

画は何を目指しているのか、その推移と相違点を見ていこう 。

1970年代は、 「まちづく り構想J Iこもとづいて都市計岡が進め

られてきたが、先に述べたように、構想、に掲げられた事業のす

べてが推進されたわけではない。市民の住環境整備のための治

問及び、向島の両ニュータウ ン、商品剛地域における大規棋な住宅

同地の造成、不良住宅改良卒業などに力が注がれ、公者対策と

下水道整備、清掃工場の建設などに重点が置かれた。 また、市

街地長観対策の実現を見たことはすでに述べた。一方、幹線道

路 ・高速鉄道などの交通施設の整備は遅れ勝ちであり、工業同

地の造成は見送られた。 南部地域の区画整理事業は順調に進ん

だが、伏見の副都心形成のための誘導策は何らの措置もとられ

なか った。各種の文化施設は依然として 北部既成市街地に建設

されていった。結局、南部市街地の計画的形成のための誘導は

何らなされなか った。 唯一南部の区画整理事業に関連して名神

高速道路 ・南インターチェンジ付近に、経済界の協力のもとに

繊維関係の却売団地ができた程度であ った。

1970年代から徐々に経済の地総沈下が表面化してきた。工業

出荷額や商品販売額の全匡|に l片めるシェアが年々低下を続け、

市民所得も 伸 び悩んでいた。 また文化機能の 中央への集 " 1 が続

いた 中で、京都が持つ文化機能も相対的に低下してきた。 人 1I

のドーナツ化現象はさらに進み、市域外へ流出 し、工場や大学

の流出 も増大してきた。 さらに高齢化が進み、都心部では特に

顕著にな ってきた。技術革新や高度情報化が進む 中で危機感が

つのり、 1980年代前半に 「京都市基本構想 J r京都市基本計画」



が策定されることになる 。制

この構想、( 1983年) 及び計画( 1985年) は、京都市では初め

て市政の全分野を含んだ総合的なものとな っている 。「基本構

想」は 、まちづくりの目標を 示す 「基調テ ーマ」や 「都市像」、

各分野の施策を方 向付ける 「施策の大綱」などから成り、 1980

年を起点にしておおよそ20年の将来を展望し、市政の基本方針

であ り、市民のまちづ、くりの指針となるものとし ている 。 この

「構想、」が「ま ちづく り構想」にもとづく 政策と異なる点は 、

それまでの環境保全や福祉の重視に加え て、産業や文化 ・学術

の面にも踏み込み、その発展のための方向付け をしていること

である 。 その根底には、京都の深刻な地盤沈下の認識がある 。

策定に当っては、行政だけでなく各分野の学識者を含む調査研

究会で原案が作成され、市民意見や論文の募集、各区毎ーの説明

会の開催、各界を網羅した審議会での討議 ・修正を経て、最終

的に市議会の議決を得ている 。基本計画においても、様々な市

民意見の反映がはかられた。

「基本計画」では、 「構想」に掲げた京都の将来の姿や施策の

方向を 、七つの部門毎に具体的に示すとともに、 10年の期間に

取り組む施策 ・事業を 特掲し ている 。 この中の「都市空間の整

備」部門で土地利用の方向付けがなされているが、 これによる

と、現在の一点集 中型の都心形成を改善するため、南部地域に

おいて南北交通幹線沿いに中心業務機能や流通・情報業務機能

を配置して 、都心的機能を持つ都市制! の形成を 目指すとしている 。

その形成を促すために 北部都心、京都駅付近、 名神高速 ・南イ

ンター付近を結ぶ南北軸に高速鉄道 (地下鉄) 、高速道路 (北部

では地下化) を 配し、その南端に研究・ 業務、文化 ・レクリエ

ー ション などの複合機能を持つサイエ ンス ・タウンを建設する

としている 。 この軸はさらに伸びて京阪奈学術研究都市につな

がっていく 。20年前の南部調" 状者ル心構想、が復活したと見てよい。

また、東の 山科と北部都心、 さらに西部地域を半円状に結ぶ高

速鉄道を配し、それぞれの地域の 中心核( 再開発事業地) を結

んで、東西聞の連係をはかることも一つのポイントとなってい

る。 これらの計画は現在事業化 されるなど進捗を見ている 。一

方、市街地のそれぞれの地域で、職と住が阻害 し合わずに共存

し、地域の産業や地域核を育てその個性を生かした地域づ くり

を進めるとしている 。 これまでの計画や構想、がとってきた職住

分離政策の欠点を正式に認め、都心部を初めとする地域で、で

きる限り l級住共存を可能にする施策を推進するとしている 。

これまで述べてきたように、好余曲折 を経てはきたが、南部

iliill 状都心形成の条件は徐々に整いつつあると見てよい。堀川通

が南部で接続する油小路通は、 一部を除いて50mのl幅員で整備

されており、その上には、第二京阪道路に接続する都市高速道

路 (北部では地下化) の計画が進められている 。高速鉄道( 地

下鉄) は、北部の北山通から京都駅の下を通り名神高速 ・南イ

ンター付近まで南下し てきている。こうした南北交通幹線軸沿

いの地域の高度利用を計画的に進め、また、市城南端の巨椋池

干拓地に計画が進行しているサイエンス ・タウ ンの建設を促進

して、高層や超高層ビルの受け皿を整えていくことが重要で、あ

る。21世紀初頭には、おそらく近接市町も含め、広大な巨椋池

干拓 地全体にわた って計面的な開発整備が進め られ、 「新京都」

ともいうべき拠点都市ができるであろう 。

また、市民の意見を反映して総合設計制度を見直していく必

要があるのではなかろうか。私の考えでは 、都心の幹線道路沿

いについては、なんらかの高さの緩和も必要で、あろうが、他の

地域では 、緩和 を必要と しない のではないかと思える 。様々な

角度から慎重に検討を加え、市民的なコンセンサスを得ていく

必要がある。

いま 一つの、鴨川東地域の 中層ヒル問題については、 一般 的

な景観保全策の策定はそんなに難しいものではない。 しかし、

社寺や歴史的町並み周辺地域の住民の合意を可能にする施策と

なると、余程の工夫を施さないことには、ものにならないので

はなか ろう か。祇園新橋地区 (町並み保存地区) の周辺地域に

第一種美観地区 (15 mの高さ制限) が計画されたことがあるが、

地域住民の反対に合い 、その規模が大幅に縮小 されたことがあ

った。周辺地域の人々からすれば、社寺や町並みの景観を守る

ために、 何故われわれが制限 を受けなけ ればならないか、納得

がいかないとの心情がある 。周辺地域の人々にと ってもメ リッ

トがあるように環境や景観の保全向上に寄与するような手法や

制度を工夫していく 必要がある 。

また 、上記二つの課題検討に関連して前述の15m高度地区の

再検討を行ってみる必要もあるのではなかろうか。 いままでに

述べてきたことは、建築物高度に関わる景観問題のごく 一部 で

あり、その他様々な問題を抱えている 。 また、冒頭に述べたよ

うに 、市街地の景観問題に限定しでも 多様な課題を抱え ている 。

京都市当局においても、 1991年度の予算において都市景観基金

(50億円) を創設し、これまでの風致課を整備拡充して新たに

都市景観部を設置した。 その意欲を笑らせていくためには、行

政の企画力や実行力も必要であるが、市民や地域住民のコン セ

ンサ スを得て い く努力と 工夫が何よりも必要だと思 う。他 の都

市に比べて景観施策が充実さ れてきた 京都市において、今後必

要となる市街地景観施策は、 地域住民の自発的な景観づく りを

支援する制度であり、 景観と密接に関係するまちづくりを誘導

し、 支援する 制度である 。 そのためには、技術的、資金的な支

援制度が必要であり、これを運用していく行政 ・民間両者に於

ける人材の養成こそが何 よりも重要で、ある 。

i主釈

※ l  長 ｊｾ ｊｉｪ日発計画案 筆者も京都市在職中 (以下問) この計画に スタッフの

一貝として参画し 、景観整備構想、南部取I i 状都心構

泡1、建築物答税制査等を担当した。

※ 2  まちづく り締想 筆者もこの梢恕スタ ッ? の一員として参画し、最観

整備総売虫、緑のネ ッ トワーク鳩想、住区制氾! を担当した。

※ 3  美観地区調査 筆者もこの調査にスタ y フのー貝 として参画した。

※ 4  市街地景観対策 筆者は、この調奈、計画、実施後の運営にいたる各段

階において、 一環してそのチームのチーフ として、こ

れらをまとめあげた。

※ 5  基本構想・基本計画 筆者は、この椛恕 ・計画の策定に当た って、その策定

チームのチーフとして、これらをまとめあげた。

(おおにし くにたろ フ/ 京都芸術短期大学教校)
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北山、東山、鴨川

一一 京都の背景一一

•... ... .; : : ・

ー・ . 一 一

. ・

吉村元男

1  . 風景 として の北山 、東 山、 i鴨川

北山 、東山、鴨川 という 地理的に異なった 山 と川 を、一緒に論じ

るのは難しい 。 しかし、 この異なる要素をいちどに風景に収めてし

まうところがある 。 高野川 と加茂川が合流して一本の 川すなわち鴨

川になるところは 、出町 とl呼ばれてき た。 そこに架かる今出川大儒

(1J日茂大僑) とい うのがある 。その僑からの眺めは 、まさに この三

つの異なる 山 と川 をノ f ノラミ γ クに お さめている 。 ( 写真一 1 ) 怖

から 北 を展望すると 、すぐ手前 二つの 川の合流する三角州、|の位世

には、こんも りとした森がある 。品しの森 である 。 この森の背景に 、

北山 の: i l l i 峰をはる か に望む こ とができ る。遠近の森と 山並が重な っ

た盟か な紙のなかに建物が点在して いる。 河面を輝かせて 、Ii! i らか

にながれる高野川、 加茂川。 このふたつの 川 と北山 の連峰が重な っ

た風景は 、まさに京都という人工の都市が 、大きな自然の循環のな

かに立地 している こ とを、風景が お しえてくれる 。京都は、 山 と川

と都市が一体不可分のl謝係のなかで存在している こ とがわかる 。 こ

の風景に こそ、 山河襟帯の者11市 といわれる都市美のエ y センスを今

日においても確認ができる 。京都は盆地のなかにあり 、d;' らかな水

の流れ 、動きのある水がいたると ころでみる こ とができる山紫水明

の都市なのである 。

北山 の連峰を右に辿 ってゆくと、い ったん 山並が途切れるが 、ひ

ときわめだ った山が目にはい ってくる 。それカ、 比叡 山である 。都の

東北に位置し 、まさにランド マークとしての美しく 、堂々とした威

風を感じさせる 。

この比叡 山からその 山並 を右 に辿ってゆく 。 そうすると東山の柔

らかい姿がつづく 。如意ケ獄 、通称大文字山 と呼ばれている 山が 、

続の上から真東にみる ことができる 。比叡山よりもこぶりであるが、

夏には大の字に火がはいり、送り火と称してこれも壮大なる都市の

シ ョーとなる 。三十六峰、ふとん着てねたる姿や東山と呼ばれてい

るように、 山並も柔らかく 、 しかも 市街地にすぐ近いところに立地

しているのカ吋寺徴的である 。

この三つの要素を一つのランドスケープ ( ｬＡｅｾ対 Ｉ のなかで眺める

ことができるのはこの今出 川大僑が最 も良し、。 しかし 。実際にこの

怖からながめると 、鴨川 の J択が わに建築が建ち 、氷 山や比叡山 の山

並のスカイラインをあち こちで分断 していることがわかる 。山河機

慌の者11市という風景が語る 都市の構造の一角が 、特に束 山の山鐙で

ij! i れだしている 。

2  . 地域 として の北山、 東 111 、鴨川

異なる 三つの 山 と川の要素がひとつの風景のなかに入 って、あた

かもひとつの地域の ζ とく恩われヵ、ちであるが、実際にはま ったく

ことなる 地域である 。北山 と一 口にい っても、その 山並は 、制井県

との県上克まである 。 そこに広河原 、久多とい った山間の集必がある 。

これらのよ長絡は、山岳登 山の拠点として 、おおくの登 山愛好家にし

たしまれてきた 。北山 はそうい った意味では、京に旺l舎ありという

よりも 、京に野生の自然あ りとい った奥深さがある 。事笑、北 山に

はツキノワク 7 が相当数生息している 。政令指定都市で熊が野生の

状態で共存しているのは京都市 くらいではないか。北山 はまた 北山

写真 一 1 今出川大橋から京都の背景 を眺める

3 2  控築と社会/ 1991年 5 月号



杉とい ったブランド名てヲE り11:¥される木村生産の地でもある 。 しか

し、そこでは単に杉林があるのではなし、 。 それら の杉林は怨像もつ

かない美林にそだてあげられているのである 。生産の場が、これほ

ど美しいｽＡｬ ｩ｜ ＺｬｾＨに ＧＱ 伝化できうる労働の価値観はどのようなところから

出現するのであろうか。

いずれにしても奥地、山u ; -というイメージが法剥である北山であ

るが、もうすこし里に近づ くと ./E1'f ，大原、i ' f f . 原 ( 写真一 2 ) とい

った京と関係の深い集絡が出現する 。花背は若い議術家やi ! i i : 外から

の芸術家が{ 主みだし 、国際的な芸術の里として新しいイメージが付

け加えられようとしている 。 しかし、大原、 三千院で代表されるよ

うに 、北山 は逃避の場のイメージがある 。北 山ではないが、修学院

出ft宮にもこのような現実の世 界からの逃避の場とい ったイメージが

つきまとう 。

一方、東山は鴨川を隔てて、高1¥に近か ったせいか、遊高佐の虫とい

ったイメージがあたえられてきた 。紙図の存イE もそうである 。平の

HY践の六J皮雑。足利義昭による銀| 証!寺などに代表される東山文化。

東山はこの遊離というイメージを基調にして独自の地威アイデンテ

ィティをつくりあげてきた 。 また I!? 水寺 、南禅寺、知恩院など東山

は信仰の場であるとともに 、庶民のレクリエーションの場として親

しまれた。特に h' i 水寺にみられる傾斜につくられた独特な建築併は、

自然との調和に大胆な解答を 出 している 。 こうい った傾斜地にたて

られた建築群のように、* 山は、』反の町でもある 。産寧I反、 二寧板 、

五条坂。 これらに共通しているのは門前町であるということである 。

鴨川は、京都の環境イ ンフラストラクチュアとでもいえる 。 いい

かえれば文化や都市の歓楽街をうみだしたセントラルパークとよぶ

べきものである 。 河原者と呼ばれた芸能人や芸術を産み 11¥した 。 "払

妹伎の拠点である南座が鴨川のほとりにあるのは偶然、ではない。高

瀬 川 、木屋町、先斗町、寺町など ー 述の界限は ｉｉｾ 日川とは切り出 ｦｴ せら

れないウォーターフロントシティとい ってよい。

このように、北山 、東山、鴨川は、いろいろ異な った地域、地区

のイメージがぱら l; r らに存イlごしてきたといえる 。

3  _ 新しい京都のアイデ ンテ ィテ ィとして の

北山 、東 UJ 、鴨川

しかし、最近この三つの呉なる地域があるまとまりのある地域と

して認識されだしてきた 。あるやEの新しいアイデンティティとでも

いうべきものであろうか。今までは 、北山や束 山で言われてきたと

ころは 、いわば 、ひとくくりの治外て' あ った。i各外とは、治 I:t をと

写真一2 山に抱かれた静原の里

りまいた田舎、詰11の地域を示す地域の総称である 。 しかし、その治

外も色々な築 j再や地域の集合体であることが理解されたであろう 。

それが、近年一つのまとま った地域として認知されてきた 。 その

兆しは、いまから 100年桜遡る 。琵琶湖疎水が蹴上げの ill りから 北

上し、岡崎 、 浄土寺、北白川、日 Ｑ Ｑ Ｑ Ｇ 、下 ｉｉｾ 日、上鴨とい っ たそれぞれ

異な った地域に水を供給したのである 。 この運河が、北山、東山山

続の与もなる地域を ー休の地域として結び付ける役割をはたしてきた。

この五 ｾｩ ， ｛ｲ 沿いの道は哲学の道として縦しまれている 。 Ｈ 写 真 一 Ｓ ) こ

の述河沿いに京都大学、銀閣寺、法然院、京都工芸繊維大学などが

あって、京都が大学都市とよばれるにふさわしい I'fi. かで、部ち活き

のある魁をこの辺両Iは提供してきた 。

そして、これらの地域を、さらに今日 的な手段、つま りIglifi lJ ljl 道

路によ ってより緊密に結び付ーけたのが白川通り、北山泊りである 。

この二つの通りに共通していることは、共に山の山箆に平行して走

っていることである 。北山山鐙の北山通り、東山 山績の白川通りが

それである 。 このふたつの通りは、比叡山の麓、岩合の J也てi 立角に

結ばれている 。 そして北山通りは、高野川と加茂川 を横切 ってさら

に1! . 13の地域を 一体に取り込みつつある 。

山1 f t J . に走るこのふたつの j凶りが、今までは別の地 域であ ったもの

をひとつのまとま った地域に作り上げつつある 。 このふたつの通リ

に沿 って、大学、研究所、ホテル、 ft 宅街、柏物園、図占館などが

ある 。 出ｾ水はまさしく述河とい う ゆ っ たりとした水 の 流れが共通 の

対鋭から のアイデンテ ィテ ィであ った。

- ) j 、この二つの itfi りの共i I 1 i の対観は、通りにそ って縫っシ ョー

トケーキのような若者向 きのモタ ンな雄物i洋である 。喫疾病、レス

トラ ン、ブティ ック、ショールームなど、ここは束京の-，';: 山が 'J 1っ

越してきたか の ような若者の IUT あるいはファ ンシ ョン ストリート

の IIH礼とい ってもよいだろう 。 jli - くには、国際会議場もあ って、従

米の占ぃ京都とは全〈巡 った新しい地区が出現している 。一 口にい

えば 、疎水に始まり、 二つの泊りに受け継がれているこの新しい地

I創立、いわば北山、東山の7 ウンテ ィン サイドシテ ィ ( 山鐙都市 )

とu乎んでよいであろう 。

そしてこの都市は 、従来の京都の図式からいえば、 i作11' に対する

市外という一段低いヒエラルキーに位置づけられてきたが、いまで

は京高I1の中心地区とは全くかけ離れた独自の価値からっくりあげら

れる都市とみなしてもよいのではないか。歴史郎市京郎における伝

統の継点、発展の一つの典型をこの地域で見るおもいがする 。

( よしむら むとお/ 環境事業計画研究所所長 )

写真一3 市民に親し まれて いる哲学の道
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東山との対話

.. ... .. ... 
梶 田真章

-ー・・.
・.....

・・・.・.  

ｾ［ｌ 、が住職としておあずか り いたしてお り ます法然院の仙 Ｑｉｾ ＱｦＮは、 ｷＺ

山三 | 六昨の一つに数えられている普気 山の山総にあ ります 。 r w:

山三 | 六降、 ，'11' かに 11民る丑三つ 11寺一 」の名制チはあまリにも有

名ですが、いつごろ誰がどの三十六の峰々を数え上げてそ のように

名づけたのか、縦かなことはわからないようです。 当院の山号にも

なって おります普公山はその中にあ って、際尚4 7 7 mの如意ケU ( 8  

Jl 16  Hの送り火で匁l られている大文字山 ) の 凶j Hl J に、大文 'j 二山の前

山のようにイF，( Iーしています。

法然院のｽＮｩ ｾ Ｑ 人 ｬ は、 ｔｉ 子 ＳＱ 山から在 ＱＱ 立ヶ ｪ 設まで統〈森が東側にあるた

めに、 市 街地にほと ｪ Ａￍ い場所にありながら比較的 ＱＲ かな ｉ ｾ 然カ、似た

れています 。境内の森はシイなどの! 開業樹を 1.1" 心とした森で、スギ

やムク、ツバキなとの大木も点イ1: し、夜になるとムササビが木々の

ＱＱ｜Ｑ を ｊ ｉ ｾ び交い、たけのこの予三郎 ｉ にはイノシシが仇 ＱＱ 監のすぐ ｪ Ａￍ くまで

:J'I 没したりします 。鳥u[ も 50的M以上が( i ni 認され、年 中そのさえず

りが 11[ 1こえます 。 ホンドリス、タヌキ、キツネ、テンなとのIlili 乳動

物も観祭されています。 また、術的の手飼iには池の上に帰り :lJ した

木々の校にモリアオガエルの産卵が凡られます。 当院を訪れて 卜さ

る}j 々は、このような1 "1然の世かさと伽監の配位の妙が織りなす境

内の j瓜1文をぷえてくださいますが、それはまさし く東山によ って ぷ

えられているのです 。 ｬ Ｇ ｉ ｲＮｾの 巾 にある社寺は全 ｩ 玉 Ｑ ，、たるところに今

でもたくさんございますが、大町11市の市街地のすぐ近くに1 ' 1 然を -，"f

jit とした人 l二位造物ヵ、存作することが京 Mのまちの大きな魅力にな

っております 。いいかえれば、東山、北山、内山という京高11のまち

を1mむ山At みが、 J;¥Mのアイデンティティーに多大の氏献をなして

いると思うのです 。

*  *  

{i 、は ，' ;UI山の l有に続く虫干干の境内で育ちました 。 そして 以後は法

然院で '1三川いたしております 。JI主初J に触れ ましたように 東山 は三 卜

六昨とも呼ばれる 山並みの総本f;なので、同 じ京都に育った字iーでも fi

った場所によ って私の 東山 というものがあるのではないかと存じま

す。ぷにと っての東 山は今日にいたるまでず っと変わらず、主に世11

立ケ j止とその周辺の山並みを指しています 。がJ い頃は朝夕大文下山

を眺めて過ごし 、現イ1:は普気山と大文字山に抱かれて必らしている

のです。つきあい万は変わりましたが生まれてから今日にいたるま

で、 J友山は砿の心に知らず知らず多くのことを教えてくれているの

ではないかと存じます 。

中京の町家からでも周囲の 山並みが途切れずに見える、これが広

告11らしさだ ったと年輩の万々はおっしゃいます 。確かに背はそれヵ、

あたリまえだ ったのでしょう 。 しかし東 山の佼線は、今や鴨 川の{ i

Lいからでも 一望することは困燥になりつつあります。今はまだ京都
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盆 ｊ 也 を囲む三 山 の緑はそこそこに残ってお ります が、 加 ｝ｘＡｾ ケ ｊ ， ｩｫ の 北

11111にゴルフ場が計画され、大阪の! 処の大見に総合公園ヵ、計画され、

四 lねの山すそに高速道路 をi!!i そうという 時代です 。 このままの万 II'J

'1"1: では 、「昔は東 山、北山 、凶 山は紋に綴われていたのになあ 。」 と

H英息する時がや って こないともかぎりません 。

*  *  

このような状況の中て¥当院では 1985年の JJ 月から市民を対象に

「 法然院森の教室 」 をｼ井 ｬ いています 。 ｽｾ 一 回、室内での講演会や野

外での観察会、写真展や背 ｩ 集会などバラエティーに白んだ五ｾ営を続

けており 、身近な自 然観祭から熱':l'iFli 林の破壊の 問題にいたるまで 、

人1: ¥1が 1'1 然の一部であり、 1'1然とのぜましいつきあい} ) をしてゆく

にはどうすれはいいのかを ｊ 号える活 動 をさまざまな ｉ ｦ ｾ で行 っ てい

ます 。現どE、以境問題をテー? としたテレヒー報道が41): 日のようにな

されており、それな りに n然環抗の危機についての作発にま1)梨: をあ

げているようですが、やはり Mとい っても、 一 人でも多くの人々に

n分で自然に税しむ機会をも っていただき、そして ド| 然を多角的に

促えていただくことが故も必要なことではないのかというのが治動

の出発点でした 。 当院の抗|刈 から大文' j - :山 を主たるフィールドにし、

身近な 1'1 然に触れることで n然の」引I，'i. らしさや大切さを 一 人でも

多くの人々に改めて認識してもらい、人 II ¥Jが、 J也J - i &レベルで、同レ

ベルで、あるいは世界レベルで地球に何を行 ってきたのか、ある

いは行な っているのかをもう 一度よく自覚していただきたいと願 っ

ております 。先日も 「必の教主」の活動で比叡山に行 ったのですが、

点目11の市街地から大 l京へ辿じる i立を凡下ろして、この j且が立派に

なり交通量が培えるにつれて、点 山 と北 山の問のけものの住米が次

第に現fr しくな ってきているということを 改めて教えられました 。東

山の山総という忠まれた 211岐を 利用 しての活動ですが、当院のおか

れている自然環境は昔であれば京都の 山す そるらどこにでもあった

ものです 。 昔日の ｼ薗 ［ｪｦｾ を 比較的維持し ている伐された 』 生成 のーっと

して 、日本人 が自然に対する議j花さを取 り戻すために「余の教室」

の活動が一助となればキいであると思 っております 。

*  *  

背は京都のまちの人々の必らしは 三 万の山と分かちがたく結びつ

いていました 。 山すそに住む人たちばかりでなくいわゆる町なかに

必らす人々にと っても 山は単に眺める対象としてだけでなく、生活

を支える存在として無意識のうちに 必 らしに溶け込んでいました 。

京都の町家てーは 井戸水がよく 利用 されていましたが、それは周凶の

山から流れ出る盟かな伏流水であり 、いわば地下 をi!!i して京都の 町

衆と周囲の 山々は文字通り 密接な |具l係 を保っていたのです。 しかし
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その井戸も今は利用できるものがどんどん少なくな ってきているよ

うです。いや井戸ばかりか 、町なかではかつてはたいていの商家に

備わ っていた嵯そのものが姿をげj し、ビルにと って代わられている

のです。生活の J H! i としての7 ) < を. i ! 1 i しての山々 との結びつきがなく

なり、家から山. . t E みも眺められなくな った今、回I なかの人々の必ら

しは周辺の山々から急速に孤立することになりました 。そしてマン

シ ョンに住む人々は jli- 所つ‘ きあいにおいても次第に狐立化の追を歩

んでいるのです。

ｽｾｉ ，ｾ、おこせば、水は日本人にと っ てふるさとそのものでした 。 各

村にはふるさとの l沫のする水があり、それぞれの米どころに特色の

ある 地 ｩｩｬｬｪ が有 っ てきました 。 ｨＧｾ まいりのときにネイ Ｗ に水をかける刊

わしも、亡き人にふるさとを忘れさせないようにするために行われ

るのがもともとの立l沫だそ 7 です。京行11においても水は特色のある

} 矢野菜や豆腐、 iL; 柴などを提供して京料理を育て、伏見の銘柄を育

んできたのです。

家々に紘がなくな っ て市街地はビルが林立する ｩｬｾＱ ｾ、のない町とな

り、山並みもよLえなくなれば心にやすらぎを与えてくれる自然を求

めて山へ出かけて行かねばなりません 。 そしてそれが東山や北山に

を ってありのままの自然に触れて白然のすばらしさを感じようとす

る姿勢で行われるのならば 、大いに歓迎すべきこ とだと ｉｾ せます 。

しかし、今日、日本のいたるところで進められているリゾート開発

がそうであるように 、自然、の中に巨大な施設を作 って自然の中に 行11

玄を持ち込むというやり方を続けてゆく l浪リ 、それは自然を制11切れ

にして大いなる泣産を食ぃ出しているのに過ぎないのです。

*  *  

彩、は、京高11で今後なされるべきことは残された三 山の自然を細切

れにすることではなく、京都の市街地に自然、の ilMj いを取り戻すこと

ではないかと考えてお ります。u体的には、統合などによ って開校

になった小学校の跡地を区民の森 ( 都市公園ではありません ) にし

たり、新たに用地を買収して森をつくりあげることなどです。 まさ

に改めて市街地に内然を持ち込むのです。 これはまさに H寺代を逆行

法然院 山門

させるような自作業であり、経済効率至上主義の今日においてはま っ

たく夢のような話ですが、しかし京都のまちも Ｇ ｊ ｾ ここに立ち至 っ た

以上、これく らいの荒療治が必嬰なのではな いかと考えておリます。

そして私はそれが京都のまちの未来に必ずや好ましい結巣をもたら

すと信じているのです。

しかし、現実問題として、 三 山を.EJl.，{正の状態で*-H与するにしても 、

市 ｪＱ ｩ 地に本 をつくりあげるという， ｾ ｩ Ｚ のような話にしても、その実現

には多似の資金が必要となリます。 とても京都市民だけの力で 目相

を達成できるとは忠われ ません 。 したがって本気で京都のまちの存

イ仁価値を維持するためには、京行11を愛するすべての人々の物心 "Iij rlli 

でのよt: J l 1J と |五l家 II(J なとリくみが今や不可欠のものとな っております。

「京都トラスト 」 という J在金の fjl J 設がまさに必袋とな っているので

す。 そしてその前縫条件となるのは、多数の京都市民が今後の京都

のまちづくりについて12任ある 1'1党をし、大いに発言してゆくこと

ではないかと 思 うのです。

*  *  

私は最近 、a(の笑現に li'J けての小さな第- ) j ; 、として、 7じ談半分・

本気半分で r j  R 京都駅前に本をつくる会」を設立しました 。現ギ1:

質問者をｾＧｦ っ ている故 中 です 。 京高 ＱＱ の市街地に新たに森をつくるこ

と、いわばこのことが、私がこれまでの大して長くもない「東 山 と

の一対話」によ って出した一つの終えでした 。 これが全くのひとりよ

がりの与え )j なのか、あるいは多くの人々の共感を得ることができ

るものなのか、成り行きを楽しみにいたしております。法然院には、

)J 丈庭園の中ほと1こ'; ;¥.U寺めさ出る米があ って rig- 公水」と呼ばれて

おり、飲料水として利用いたしております。 まさに毎日東山に、 1'1

然界からの 11(": リ物を届けてもら っているのです。私は毎日いただく

数料ょのお茶をやl' 立ちに、文字通り「東山との対話」を重ねておりま

す。 そして、一人でも多くの方がそれぞれの立場で、東 山、北山、

西山と の実りのある対話を重ねて下さることを心から願って おりま

す。

( か じた しんしょう / 本山獅 F 谷法然院l ' t セ )
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酒蔵・マンション・伏見のまちづくり

八木雅夫

酒づくりの町のイメージ

ここで述べようとしている伏見の111 ] は、ほぽ秀吉が建設した伏見

城下町の範囲を指すが、正確にどこにあるのかを理解している人は

意外と少ないかもしれない。京阪本線と近鉄京都線の丹波橋、伏見

桃山、桃山御陵前駅で下車すれば、もう足を踏み入れたことになる 。

線路の西側IJ にひろがる南北約 2. 5km、東西約 1kmの歴史的市街地て・

ある 。

伏見といえば日本酒の産地である 。 I:t l には会社組織だけが残り、

外の自主造; 場に生産を依頼し何とか銘柄を維持しているという企業も

あるが、 H乍年の資料では伏見区内の酒造業者は38社を数える 。 その

すべてが立地しているわけではないが、伏見の町なかを歩いている

とあちらこちらで酒蔵が自に入 ってくる 。 しっくいの白、焼き板と

瓦の黒がつくる引き締まった印象と、木のもつあたたかみとの調和

が心を和らげる 。酒蔵と伝統的な町家が述なる景観に加え、町をと

りかこむ濠川の親水空間がうまく組み合わさっている。私自身、飽

きるぐらい問 を歩いたつもりだが、訪れるたびにいつも感動がある 。

たしかに 地場産業である酒造業がこの町の骨格を維持してきたの

は明らかであるが、すでに大手の企業は冬季のみでなく年中醸造で

きる近代的な施設を、この町のさらに西側j の地区に建設し生産の基

盤を移動している 。 そして、元の伝統的な酒蔵は l吟醸酒などの付加

価値的な酒づく りに利用しているとい 7 。 もちろん、これまでの楢

蔵をとりこわし、四季醸造用の箱設を建設したり貯蔵用施設の高用

化をおこなうなどの近代化を計 った企業もある 。 このように、 一般

にイメ ージさ れる酒づくりのH円とは異なる側聞も生まれてきている 。

町なみの解体

京都市域の開発について、「北は保全、南は開発」という図式がよ

く持ち 出されるが、伏見の町は都心的機能を有しながらも歴史的な

地区であり、南部にあ っても単純に開発の対象にあてはまるところ

ではない。伏見の町なみは早くから注目され、文化庁の伝統的挫造

物群保存対策調査をはじめ、建設省、国土庁、京都市の再開発方針

写真 l  宇治川派流沿いの月桂冠酒造の酒蔵

伏見の代表的な景観の l つ。しかし、水聞をはさんだ反対側には 7 ンション が建って いる。
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等の調査がここ十数年の聞にめまぐるしく笑施されてきた。 しかし

その背京には激しい町なみの変化があ った。酒蔵がマンションに建

てかわったのは今に始まったことではなく、昭和50年代中頃から 60

年代の初めまでが一つの 山であったように忠われる 。 この時期に 8

階建て以上のマ ンションに建てかわったものが 4 例あ った。参考ま

でに課税対象家屋の延べ床面積から算出されたこの町の容積率を示

すと 、昭和50年 (1975) で67.4 %、昭和55年 (1980) で71. 0 %であ

った。こうした環境の 中に 300%を超える建物が建つわけであるか

ら、住民には耐えられない話であったと恩われる 。当時は、計画が

明らかになるたびに周辺住民の反対運動がくりひろげられていた。

最近は酒蔵用地の担保価値が高ま った ためか、廃業に追込まれそ

うな楢造業者の l噂は聞かれない。 それよりも、商業系の地域をヰ1心

に老朽化や相続を考慮した町家の建てかえが多くな ってきた。その

多くは 4 - 5階建てとなり、 l 階を庖舗、 2 - 4階をワンルームマ

ンション、そして最上階を自宅にするとい ったものだ。大規模な敷

地の場合や数軒を同時に建てかえる場合は 7 - 8 階建て以上のもの

になる 。こうした変化によ って伝統的な町なみが失われていく事情

は京都の都心地区とあまりかわるところはないが、伏見も軒並こう

した変化が速な ってもおかしくない状況にある 。敷地の奥行が深〈、

l 戸のH汀家が40戸のワンルームマ ンション になることさえある 。

伏見の まちづくりをかんがえる 研究会

こうした町の変化に対して、伏見のｊｬｾＮ産である歴史的環境をまち

づくりに活かし、住みよい環境を次代の子どもたちに伝えていくた

めに、町のことをよく知り、積極的にまちづくりを考えていくこと

を目 的につくられた組織が伏見のまちづくりをかんがえる 研究会で

ある 。主婦を 中心とする地元住民に専門家や学生が加わ った会員椛

成で、新町にある小さな l町家を利用した伏見まちづくり官官を拠点と

し、調査研究所動、研究会やシンポジウムなどの酒蔵を活用したイ

ベント開催、町なみ絵はがきや 「子育ての町 ・伏見J ( 都市文化社)

の出版など多彩な活動に取り組んできた。機関誌として昭和58年か

ら発行している l町並み誌はすでに 22号になる 。昨年 6 月には京都で

開催された全国町並みゼミの笑行委員会の 中心的組織としても機能

伊

写真一 2 酒蔵の外観をとり入れた京都市営住宅桃陵団地



した。先年、こうした活動の蓄積によ って京都市のHOP Eすまい文

化立を受n・している 。

現在の課題は、具体的なまちづくりの実現を模索することである 。

たとえば、地元の大手筋商庖街が1994年の伏見城築城四百年を節目

に、歴史という経営資源の活用を柱とした城下町構想をつくり新た

な商庖街づくりに取り組みつつあり、この動きとの交流もめざして

いる 。 この商庖街では、各庖昔前にからくり l時計をつけるなどの都市

空間の演出が実践されることにな っている 。

酒造業者のメ セナ

芸術活動などに対する企業の文化支援( メセナ) が、今、定着の

きざしを見せつつある。私は、伏見のよフな市街地の中では、産業

施設としてかなり美しい伝統的な酒蔵の維持自体を 地域に対する文

化的貢献とみなしてもよいのではないかと考えている 。

清酒業の最大手月桂冠制は伏見南浜で350年の歴史を有する企業

であるが、経営者である大倉家は地元の企業家として、これまで寄

付によ ってさまざ まな公共的施設を建設してきた実績がある 。最近

では、酒蔵を活用した企業博物館である大会記念館においてコンサ

ートや寄席ーなどを企画し、多くの人々に喜ばれている 。 またハード

商でも、大倉記念館と吟醸酒を主に生産する酒蔵、大倉家本家、月

経冠酒造本社屋などの建つ本材木町一帯は、京都市の美観風致n特

別立を受賞するなど伏見の代表的な町なみ景観を形成しているが、

この修京も 地道な企業努力に負うところが大きい。

また 、来高瀬川に面する松本酒造の楢貯蔵用の倉庫は鉄筋コンク

リート造で、木造の酒蔵にくら べるとかな りスケールが大きいとは

いえ、外観を酒蔵風にうまくまとめている 。 この建物も、早い時期

に美観風致貨を受賞- している 。

酒蔵の活用

伏見で酒蔵を活用した施設はわずかで、先に述べた大倉記念館の

ほかに漬物販売庖やサラダ毘がある程度である 。 この町を訪れて酒

蔵で伏見の酒を味わいたいと考える人が多くいるかもしれないが、

笑際には 山本本家酒造の一角に 、酒蔵を活用した烏料理と伏見の酒

が楽しめる庖がた った一軒あるのみで、いつも満員盛況とな って い

る。海外の事例で、オーストリアの首都ウィーンを訪れた観光客が

夕刻になるとワインを飲みにホイリゲ( 居酒屋) の並ぶ近郊のワイ

ン村グリンツインクへむかうことが 1つのコースとなっているが、

このウィーンとグリンツインクの関係を京都の 中心 音 ｾ と伏見との関

係にも活かせないものかと考えている 。最近、中小の酒造業が組合

をつくり醸造施設の集約化を計った結来、空になった酒蔵の所用が

現実の問題になりつつあるという 。近い将来、楽しい町の動きがで

てくるかもしれないと WH寺しているところである。

まちづくりの試み

示者11市内で文化庁の伝統建造物群保存対策調査がおこなわれたの

は、東山産寧坂、紙図新橋、嵯峨野鳥居本、上賀茂、鞍馬、伏見の

6 地区である 。鞍馬と伏見を 除く 4 地区はすでに重要伝統的建造物

群保存地区に選定され保存修祭事業が実施されている。伏見につい

ては、産業施設と住環境との共存の問題や地区設定の困難さなどの

謀題もあり 、町なみ保存の施策について京都市が手を 出せなかった

経緯がある。しかし、選挙期間中、地元の府 ・市議会議貝候補者の

ほとんどが、「歴史的な町なみをまもりましょう」と述呼するように

なった今、手遅れだという声があったとしても、範囲を限定してで

も伝建地区指定をおこなう価値は充分にあると恩われる 。

一方、ウォータ ーフ ロン 卜の整備は現実に動き始めている 。H乍年

の 1 月に新聞の全国版で報道されたが、運輸省の歴史的港湾環境整

備事業のモテ"ル地区として、京都府によって伏見港の面影を再現す

る試みがおこなわれつつある 。伏見の町を 川辺からみつめなおすよ

い機会と環境をつくることだろう 。ただ、坂本龍馬で知られる寺田

屋の前( 寺田屋浜) のようにワンルームマンションが建つなど民有

地の場合は、運輸省の卒業ではどうすることもできないという 。地

元自治体に民有地 を口収してしまうぐらいの迫力を期待したい。

近年、地価が建物の価値をはるかに超えてしま ったために、むし

ろ建物に付加価値をつけることはたやすくなったように考えられる 。

伏見の民聞の建物でも低層部を町家風に修策するとか、菱商を酒蔵

風のデザインにまとめたりするなど、外観を中心に伏見の地域性に

対する考慮を試みているものが出てきている 。 また、京都市も民間

に負けない努力を始めている 。かつての伏見奉行所跡に建つ京都市

営住宅桃陵団地は、平成元年度、 2 年度と建て替えがおこなわれた

が、新しい建物はコンクリートの萎壁を酒蔵風のデザインにまとめ

ている 。北川 酒造跡に昨年完成した市立呉竹文化センターにも、酒

造家の外観イメージを継承しようという努力が見られる 。

以上のように、マ ンション 問題ばかりが耳に入ってきた時期にく

らべると、明るいニュースは格段にふえてきている。こうした情報

が今後のまちづくりの発展につながるよフ、伏見の住民に的確に伝

えることも研究会に課されているように思われる。

(ゃぎ まきお/ 明石間専処築学科講師・伏見のま ちづくりをかんがえる研究会会m

ｾｾ ［Ｎ［［＠

写真一 3 平和，酉造の酒蔵跡に建つマ ンション

ｾｦｩ ￬ｊ 語 置、

写真ー4 朝 日新聞 に紹介さ れた記事 写真一 5 寺田屋 付 近 を中心とし た 「伏見の浜ゾー ンJ

護備のイメージ図 (朝日新聞1990年 1 月 4 日の記事より )伏見の町家のデザイ ンとはいえないが、低層部の外鋭に対す

る配慮は見ならう べ きものであろう .
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西陣の町並みの変貌

片方信也

織屋建住宅の変容パ ターン

四 ｉ ｾ ｉｉ 機業に 関 連して発展してきた形 態 をもっ織昼建住宅は 、 業務

宅IHJ ・生産空間 ・生活空間 とい う3穏類の空間1を結びつけている 。

空間変容は、この 3種類の空間の結合関係の変遷であり、そ れには

生産空間の消滅過程が大きな影響を与えていることは勿論である 。

業務空間 ( ミセ - M と表示) は、販売 ・流通・ 企悶 ・応接 ・物流の

ための空間で、完成し た織物の販売、原料 ・図案 ・織機などの処理

を行う 。生産空IHj ( 工場- K と表示) は 、織機による製織を行う空間

で、務経、糸総、 車IJ しゅう 、仕上加工などの関連工程を行う 部屋も、

生産空間に含める 。生活空間 ( 住宅 J と表示) は 、織兄の家族など

が居住する空間である 。織元の敷地利用形態 をつかむために 、個々

の織元が 3種類の空r: nをどの ように 配置しているかを織元への調査

によ ってみると、次の 5 つのパ ター ンがある (図ー 1 )。

(1) 業務 ・生前 ・生産空間iの 3つの空間が同ーの建物内にあるもの

Ｈ ｍ ｊｋ Ｇ￭ｾ Ｉ＠

(2 )業務 ・生産主I:¥J が同ーの建物にあり 、織元家族、従業貝が通勤に

より仕事をおこなうもの (M K型)

(3)他の二つの空11I J から離れて業務空間が単独に立地 し、工場と住宅

が同ーの怨物にあるもの (j Kむ)

(4) 業務笠間 と住宅が同ーの建物にあ り、工場が分離しているもので、

生産を全部出機化 している場合もある (MJ 塑)

(5)  3般類の空間から各々伺の建物にな っているもの (伊|別引)

機業の砂 り変 りは、 1965年以降急速に附えて きた。 それ以前は

MJ K烈が大半であ ったが、 65年以降はそれから MJ 砲、 MIく平lへの ll¥i;

化 が起 っ ている 。 さらに、近年になると、 ｊｋ 、例目 ｉｊ ｝｜ｾ へ の転 化 も見

られ、 MJ K型は半分以下とな った。

従来は織元の建物は MJ K. MJ 型の 2 極頬であ った。業務空間、生

産主I: -¥J、生前空r: ¥J の 3 つの空間は一つの建物や同一敷地に共存して
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西陣地域と製織の後退

京都の西|陣地域は、旧市内の西北角に位置し、京都最大の地場産

業である西陣織機業の集積地であるとともに、 我が間最大の機業地

である 。伝統的な短冊状の敷地割を現在に継ゑし、古来の街路構成

を維持しながら大都市機業地 を形成している西陣は、機業の生成 ・

消滅とい ったいわば新陳代謝を繰返してきたが、用途混在の居住地

という土地利用 の性格は今までそ 7 大きな変化 もなく 推移してきた。

中心地区は原糸商、産地問屋、規模の大きい織元、各種の関連業

ならびに金融機関の本庖 ・支庖が集 中立地 し、丹後地方などへの 出

機を含めて西陣織生産の頂点をなしている 。 また周辺地区には去l社長

の小 さい織元、 関連企業やその下請業者が立地 している 。T色接rl 1場

へと流通することは少なく 、中心地区をその I:¥J に介復させて西 IW地

減の外部と接する 。

西陣織隙J iili 団体、協同組合、クソレープ (共同して展示などをおこ

なう任意の同体) 、西陣織関係青年会の所在地は、大部分がほぼ中心

地区にあ り、西陣地域の歴史的形成過程を示すとともに、経済的 ・

社会的な中心性がよく現れている 。西陣地域の 中央に位置する今出

川通 りの周辺は、西IW機業のセ ンタ一、行政地設、公益施設などが

集中 して '-1-' 心紘をなしている 。 さらに 、学校や集会所、寺社、市場、

商問衡などが学区、町の絞にな っている 。今出川通り や加川通り の

ような広域幹線道路 とともに、大宮通 り、干YJむ光院通 り、寺之内通

りなどの地区内の通りが重要な交通路にな っている 。西 IWでは、こ

のような地区内の幹線道路網につながるかたち で、路地や通りが発

達、西陣織従事者や住民の 11'i ;¥の暮らしをささえているが、その構

成の仕方は、かつての市電外周線のための区画整型による道路建設

の経過があり、 1-1=1心部と周辺部では異 っているのが特徴である 。西

陣の地域の、やや北寄りの市街地のなかに烏のように浮ぶ船岡 山の

すそには 、今でも瓦昼棋の家並みがひろが り、 周辺昔11の町並み、景

観 を特徴づけている 。 このように 、施設、通り 、独立丘陵などが 中

心部 と周辺部におけ る近隣の空間構造をつく り、西陣地域をそれ以

外の市街地にはない固有の居住の単位としている 。

しかし、 現在はい ったん失われた製織空間は新たに再生する条件

は厳 しくな り、年々の製織空間の脱落で 、西陣全体 の変化は不可逆

的様相 を示している 。現地調査によれば、織機の7干のする建物はま

ばらで、集積に歯抜けが起きていることが知られる 。建物の跡地が

駐車場に転用されている 例が中心地区全体にかな り見られ、機業の

減少 と対! 照的 である 。 また 、高層マンションの立地が都市幹線道路

である今出川巡り とその周辺に増加し ていることが分かる 。マンシ

ヨン などの立地は織元の跡地の利用 によるものがかな り見 られる 。

その ような変化によ って、織屋建などの西|律らしい家並みが失われ

つつある 。

織機 の総台数は、 1966年を 100 とする 指標で見ると、 87年は 77_ 2と

なってお り、出機が市外 (京都府丹後地方中心) に多くなる傾向と

合わせて考えてみると 、西陣地域内の製織機能の低下が著しい。同

時に、 出荷額ベースでは、製織が大手機業に集 中する 傾向がある 。

38 挫築と 社会/ 1991-'1' 5  JI サ



姥ケ寺之前町の通

姥ケ北町の通

凡例
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図- 2 西陣・典型街区の土地利用状 態
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図- 3 図 2 と同一街区の空間変容の予測

いるか、生産空間を出機などのかたちで地区に置いていたが、近年

では、出機化を押し進めることで、生産規模を拡大してきた。業務

空間に 一定の段階までは地区内生産空間の跡地が転用されてきたが、

生産規模J広大にともなう製品の企画、流通、管理の業務拡大に対応

して業務空間の拡大要求が大きくなり、業務空間拡大の道を歩んで

きた。 しかし、生産規模がさらに大 きくなると、ついには業務空間

と生活空間の併存に困難を発生させ、建替えをともな ってそれぞれ

の空間を分離する 個別立地型へ移行してきたのである 。いまなお

MJ K， MJ 型が半数存在するが、それらは一定の条例ニのもとで他のパ

ターンに転化する可能性があり、ノ マターン変容の傾向は、織屋建の

滅失の方向に傾斜している 。 このように、その一連の動きは、業務

空間重視の空間変容と見てよい。

一方、 MJ K か らM K，J K へのパターン変化 は、 地区内生産を指向

したもので、 地区内生産にと って有利となるように、それぞれ 2 つ

の空間の結合要求にもとづいている 。また、 MJ K は同一敷地内 での

生産を安定させることができるような 3 つの空間の結合要求の存在

を示している 。 この結合要求は、西|俸における 製織とそれに従事す

る繊手の後退への大きな抵抗力とな って作用している 。

街区の変容予測

つぎに、現在まで比較的西陣らしい町並みを残している典型的な

街区について現在に至るまでの推移と現在の土地利用( 図 2  ) を

みる 。すでに街区北東角、 中央東側の敷地が更地になっており、後

者はマンションを建設中である。両者ともに 以前は織元の住宅が立

地し ていた。寺之内通りには、織元所有の 7 ンションがあ り、 自身

も事業を続けつつここに住んでいる 。土地利用の特徴は、織元や比

較的大きな敷地 をもって立地 し、織物関連業をあわせると西陣関係

抑

制

N

3
比

四

の土地利用が大きな位置を占めていることである 。通りに面した部

分ではあまり建替えは起 っておらず、大宮通り以西に一般的にみら

れる敷地割の織成を残しており、西|感らしい町並みが形成されてい

る。 この街区において、前述の織元の空間結合パター ンの変容法則

を組込んで街区への空間的影響の予測を行 ってみるとどうなるか。

〈将来予il!l J 1  > マンシ ョン建設 まず現在建設中のマ ンションが完

成する 。 さらに街区北東角の更地にも同様にマンシ ョンが建設され

る。 この 2 つの土地は以前は織元が立地していた場所であり、この

街区にも西陣関連以外の投機的土地利用が侵入してくる 。 これには

大手機業と 中小織元問の矛盾激化による 中小織元の脱落がつながっ

ており、街区の空間的問題が新しい段階へと進行していることを示

している 。

〈将来予測IJ 2  >織元の建替え MJ K ， MJ 型で今まで地域内の生産を

重視してきた織元が生産形態を 地区外依存へと変更し、業務ビルに

建答えられる 。この街区は準工業地減、建ぺい率60%、容積率200%

とな っており、業務ビルは 3 階程度、 18 0 %程度のものが予想され

る。地区外生産への移行がさらに進行し、また業務空間と生活空間

の摩擦がそれに 比例し て強くなる 。。 織元のパターンは個別型へ転化

し、建物は完全に業務空間のみに利用するために 中層ビルへと建替

えられる 。街区の中には生産のための空間はほとんど無くな ってし

まい、同時に、街区内に居住する織元も地区外に居住を移してしまう 。

〈将来予 iJII J 3  > 関連業者への影響: 生産の地区外化による生産形態

の変化 にともなう影響が競走激化のかたちをと って関連業者へ現れ、

いくつかの業者は転廃業を余儀なくされる 。更地がふえれば不動産

企業にまとめられやすくなり 、 これによ って、貸しガレージを持つ

マンションが建設される傾向は一気に強くなる 。これは今までよ り

もさらに投機的な意味合いの強い土地利用 を目的にするために、容

積制限ぎりぎりの200% ( 5 階で、建ぺい率40% を想定) の建物が建

つ。街区の細長い敷地響IJ は乱れ、 町並みの連続性は失われる 。 旧来

の住民の流出が続き、コ ミュニティが弱体化する 。マンションは狭

いため、居住者の地域への定着は低〈、コミ ュニティ活性化につな

がらず、人々の地域への愛着は育ちにくくなる (図- 3 ) 。

町並み保存の原J l IJ

こうして、西陣らしい町並みを残す街区でも、これまでの細長い

敷地割が乱れ、 l町並みの連続性が失われる可能性が大きいことが分

かつてきた。織元の敷地は比較的大きいものが多〈、ビルなどへの

建替えによる周辺への影響は大きい。織元が今後どのようなパター

ン変化 を遂げて行くかで、西陣の町並みのあ り方が変ってくる 。特

に 3 空間の緊密な関係の維持によ ってなりたつ職住近接の地域構造

は、その変化によ って大きく左右されることになる 。

織元の空間は、それぞれのパターンの転化を繰返して、やがては

分立化、消滅へ移行する傾向を持 っているが、その背後には前述の

ような 2 - 3種類の空間の結合要求がある。 その中では、 3空間を

つなぐ MJ K 型 を和hとして 、M K、J K 、MJ の 2 空間の結合状態が生れ

る。 その要求を変化 に組込むことが課題であり、それによって動き

のある形で歴史的な町並みを継承することができる 。また、 中心地

区内での生産要求をベースとしながら 、機業の地区内移動( これは

中心地区の集積を 地区内立地で生かしたかたちをとる ) 、転入などの

行動に対応して、製織空間の存続を目標とした新規立地、再立地の

誘導地域指定などを土地利用計画として、緊急に検討すべき時であ

る。

(かたがた しん や / 京都大学助手)
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洛北・戦前郊外住宅地の家並

田 代 純

京都市左京区の吉田 ・銀|拡l寺 ・北白川 ・下鴨から北区の小山 ・紫

竹にかけては大正から昭和 lの初めにかけて形成された戦前の住宅地

である 。 その家並の統ー された素材や造作は落ちつきと i聞いのある

独特の質感を生み、その規模や密度に応じた多様な住戸形式は変化

に富んだ景観を生んできた。 し か し 築 後50年以上を経て建て替え

が進む中、かつての質感は失われ、家々は周辺との脈絡を断って硬

く閉じようとしている 。

戦前住宅地の形成

大正元年の京都の地図をみると、京都市東北部の市街地は、相国

寺の北の鞍馬口通あたりを限りとしている 。 そこから東 山・北山 の

山裾にかけては一面の田園で、その中ほどを明治23年に主に農業権

減用水としてつくられた琵琶湖疎水分流が流れている 。郊外には、

山沿いに、白 川村 ・修学院村 ・松ヶ崎村 ・上賀茂村等の集落が点在

し、また、加茂川 と高野川が合流するところに下鴨村がある 。戦前

の裕北の住宅地は、 主として、①これら 旧集落が住宅地化した部分

②市街地やこれら旧集落を伎に大正年間にスプロールした部分③昭

和初期の区画整理事業による部分 (下鴨北部 ・紫竹 ・小山・北白川

等) からなり、面積的には③が過半を占めている 。現在でも地図を

みると条理制による浴中の南北縦長街区と、区画経理事業による j各

北の東西縦長街区、そして所々に点在する不規則な街路形状の旧集

落汲びその周辺部分をそれぞれ読み取ることができる 。

配置図 1 :  600 

事例1 吉田下大路町の家 (問軒長屋のうちの一軒) 1階平面図 1 :  200 

40 組築 と社会/ 1991'1' 5 J l サ

戦前住宅地の空間構成

般の寝床と呼ばれるいわゆる「京のl町屋」が京都に於ける都心型

住宅の典型であるとすれば、 これら j各北の住宅は戦前の郊外型住宅

といえる 。しかし、当時、路地裏の借家人から、学者 ・文人までi様々

な階層の人々が京都の都心や市外から治北へと移り住んだものとみ

られ、住戸規模は大小混在している 。そのため街区のネ ッ ト密度で

みると都心のそれに比して逆に高密な所も多〈、現代のいわゆる郊

外住宅とは趣の異なるかなり濃密な空間構成とな っている 。

戦前住宅の家並は、家々やその門構え、塀などにみられる素材や

造作の統一性ゆえに極めてアイデンテティーの強い風景を生み出し

ている。大きな家も小さな家も基本的には同じっくりである 。空間

構成については規模 ・密度に応じた様々な形がみられ、小規模住居

においては、長屋、棟割長屋、露地玄関を鍵型に囲むタイプ等のい

くつかの基本型とそのバリエーションにより、敷地の規模や形状に

馴染ませている 。何れの場合にも、表の通りと居室の聞に前栽や露

地玄関 を介した り而格子の 出窓、を設ける など、気配を通わせつつ柔

らかく閉じる空間椛成とな っている 。 また、現在の建築基準法には

馴染まない露地裏宅地等も多いが、通りに面した表の家の裏庭空間

に日照 ・採光の可能性を委ねる一方で弘、路地空間に表の家の庇や基

礎のフーチングが越境し、或いは各種配管を埋設することを許容す

る等、高密度下に於ける「お互い様」の論理とい ったものが働いて

いる 。

写真!

... 

吉田下大路の家
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〈事例 1 ) は、吉田下大路町の 4 軒長屋である 。吉田の住宅地と

しての歴史は古〈大正年間に現在の京都大学の東から黒谷にかけて

の一倍が既にほとんど宅地化し ており、不規則に入り組んだ細街路

と吉田 山の傾斜地が変化 に富んだ空間を生みだしている 。京都大学

に隣接しているため古くから下宿をかねた民家が多い。 この事例も

その一つであるが、下宿屋とはいえ石灯能のある前栽を備えた立派

なものである 。 また当時の小住宅としては珍しい中廊下型の間取り

で、部屋の通り抜けなしに玄関や台所 ・便所にアプローチできるよ

うになっている 。全戸とも間 口4 聞の同一プランだが、 2 階は関口

3 聞で隣家との間に 2 聞の聞きをとった棟割形式とし、全体をアー

ティキュレートすることでマ ッシプになることを避け、周辺戸建住

宅のスケールになじませている 。現在では 4 戸のうち 2 戸を内部で

つないで家主親子が居住し、残 り2 戸が借家及び下宿とな っている 。

く事例 2 ) は大正J tl lに建てられた下鴨の住宅である 。下q! 島の戦前

住宅地のうち北大路より南のエ リアは鞍馬街道沿いの 旧集落を核に

住宅地化 したところで、細街路が複雑に入り組み、住戸規模も大小

様々で自然発生集落の趣を残している 。 この住宅は、大家( 本家) +

隠居家十借家( 2 戸) の計 4 戸が一組で建設されており、これに本

家の倉を加 えて 5 棟の集合体となっている。これは、都市定住に必

要な、「世代交代に伴う近親者の近接住み替え J i 敷地からの現金収

入」それに「家財の蓄積」という 3 つの条件を満たす居住単位の形

態として大変興味深い。デザイン的にも、隠居家を敷地南西角の一

番目当たりのよい場所に配置しこの隠居家を道路側に寄せてアク

セン トをつけながら、本家の塀を隠唐家の外壁よ り少 し前に 出すこ

とによって本家の構えの正面性 を保つなど巧みな面がみられる。

持家と借家を一体的に建設している例はこの他に も多くみられる

が、大規模住戸と 小規模住戸が適度に分散されながら違和感な〈組

み合わされている点、定住性と流動性という都市居住の二つの要素

が同一スケールの空間の中でうまく処理されている点等、現代の住

宅地計画に対して示唆するところも大きい 。

事例2 下鴨宮崎町の家1階平面図 1 :  200 

戦前住宅地の変容

近年これら洛北の戦前住宅は建て替えラ ッシュ を迎えている。下

'I! 島や吉田てもここ数年の聞に街並みレベルでかつての面影を残すと

ころは随分少なくな った。老朽化に加えて、狭さ、空事さ、設備の悪

さ等に居住者の不満のあることも事実である 。調査を依頼したある

お宅の主婦は「今どきゃ ったらもっとうまいこと建てまっしゃろ、

こんなもん調べてどうしやはるん」といぶかしげであった。 しかし 、

昨今の建てかわりによ って戦前住宅地はその特徴とする奥行きのあ

る透明な質感を失いつつある 。大きな家は、 小 さな建て売り住宅に

分割されたり、スケールアウトな小規模マンションに建てかわった

り、或いは、移り住んだ新興食族階級の白くて硬い場違いな家に生

まれ変わ ったりしている 。小 さな家は、敷地いっぱいに増築し、或

いは塀をとっぱらってガレージとし、アルミサッシの掃き 出 し窓や、

白い吹付け壁、アルミのカーポート屋綴や門扉、モルタルやタイル

で夜われた硬い地面とい ったものばかりが目に映る 。

このような無秩序な建て替えが進む一方、戦災を免れた京都では

戦前住宅は今なお住宅スト ック のかなりの比率を占めており、その

更新のきれ方如何が将来の京都の趣を左右するといっても過言では

ない。京都の風景の波密さは、「近い過去を透して遠い過去をみる」

とい った歴史性を備えた都市空聞の重層性によるものと考えられる 。

現代における生活の舞台として機能すると同時に伝統的風土との質

感の連続性をも備えた戦前住宅地はそのようなノマー スペクティブの

いわば近景に位置するものと 言えよう 。今後とも低層 ・高密 ・戸 建

今後とも低層 ・高密 ・戸建という現在のグラ ン ドプランを踏襲し

てゆくのであれば、戦前住宅地の良さを生かした空間構成秩序の構

築、環境単位の形成を図れないも のだろうか。また、その I聞いのあ

る透明な質感を基調とした家づくりの作法とい ったものが見いだせ

なし、ものだろうか。

( たしろ じゅん/ 大阪芸術大学稼師・田代純建築設計事務所)

配置図 1 :  500 

写真 2 下鴨宮崎町の家
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新しい京都の住宅地 「桂坂」 の計画

道家駿太郎

京都の西端、丹波 ・丹後へ向かう 山陰街道、老ノ坂峠の少し手前

の高台に建設中の街が「佐坂」です。

開発面積約130ha、計画戸数約3000戸ほどの民間開発による住宅地

ですが、京都市民の聞でるは「ヰこを坂」と 言えば、高級住宅地のーっとし

て、すでにそのイメージが定着しています。 また全国的にも新しい

街づく りとして評判が広がり、都市計画やニュータウンづくりの関

係者たちの見学も、数多く行われています。

ところで既存のニュータウンづくりでは、技術基準や、経済的制

約、法的または行政の管理の制約等によ って、日本中どんな地形、

風土であっても、ほとんど似たような、しかも往々にして無味乾燥

な町になっています。

「娃坂」の建設では、それらの常識や基準に捉われることなく、

人々の生活や環境等に基づいて検討し直し、多くの努力を費やして

笑現してきたものです。

この様な計画の積み上げが、入居後数年しか経っていない街であ

っても、人々の暮らしと、成熟した環境を感じる街にな っていると

思われます。 また、こういう街の雰囲気の中に、 他の都市のニ ュー

タウンと異なる「京都らしさ」をも感じる素があるのでしょう 。

この様な街づくりが、どの様に進められてきたか、 またその考え

方について、少々触れてみたいと思います。

1. まちづ くりに風土や文化の反映を

京都の風土 ・文化 を実感するため、京阪神の著名な住宅地である

芦屋、宝塚や京都の下鴨 ・御室 ・衣笠などを、度々歩き回りました。

最も違いを感じたのは 、2Eの明るさ、透明きの違いです。京都の' l U

気の1毘り気は、街や山の輪郭を柔らかくし、軒の陰影や木々の緑に

微妙な表情を見せます。

また街の姿ても 、あまり高い塀や大袈裟な石造の塀などは見られ

ず、強い自己表現を好まない京都人の気質が、住まいの外観にも表

れています。 この様な感性と、生活する 人のこまやかなアメニティ

感を大切にすることが、最も 必要なことであると 確信しました。

「歩〈人のアメニテイ」これが、この街の計画の板底にあります。

2. 人か千哉りなす京都の まち

京都市では、学生や大学教職員、研究者、芸術家、宗教家、弁護

士、技術者等の比率が他の大都市と比較して、かなり多くな ってい

ます。これらの比較的自由な、知的活動を行っている人たちが、様々

な社会的活動や発言をすることによ って、京都のまちづくりも機々

な綾が織 り込ま れています。

そんな人たちが住む街には、 何 となく土地柄が表れてきます。

桂坂では 、東山文化、北山文化 になぞらえ 、次の時代の文化 を担

う西山文化の地 として思いを込め、創造的活動を行う人々の住む街

42 
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を目指しました。南側には京都市立芸術大学もあります。 また 山陰

道は古代、朝鮮から様々な工芸や技術の入ってきた道でもあり、そ

の京都への入り口にも当た ります。 そんなことから、特に工芸家 ・

デザイナーの方々に肘- 住していただく努力も行っています。

仕事場のある街づくりを考え、特定の区画には、まとま って職住

型の暮らしの 出来る場所を 地区計画で考えています。 その l つは C.

E .D と呼ばれる小単位のコミュニティーゾーンです。

その他、地区の 中央部に石丑の歩率共存型コミュニティー道路を

設け、庖舗や美術館、飲食庖など住みながら経営出来るゾーンも考

えています。

日本文化研究所も日本文化研究のメッカとして、これから世界中

の人々が出入りすることでしょう 。

桂坂の会の活動や、様々な居住者の リレーションが新しい街の文

化や、表情をつくり上げていくことになります。

3.人のつながりと 暮ら しを大切にするまち

人と人との関係がスムーズになる様、コミュニティーを小規模化

することを考えました。街区の長さも長辺で'70m- 100m位に 抑 え、

1つの通りで10戸- 15戸位の小単位が日常の顔見知りになります。

|町内会もここでは 200戸 - 300戸程を単位とし 、各単位毎に児童公 l霊!

と町内の集会所を持 っています。京都ではお寺の境内、日当たりの

良い通りなどが日向ぼっこの場所となり、老人が孫を見る子育てや、

情報交換の場所とな っていました。

道路もこの様に生活環境の一部です。家の前の道を歩車共存のボ

ンエルフ (農家の庭先) 型にしています。車が、我が物顔に走らな

い様に、フォルトを置いたり、コレクタ一道路からの入り口にハ ン

プを設けるなど、車の注意を促しています。 また道路体系も旗竿型

とし、通り抜けの出来ない形態とな っています。 この街では道路で

子供たちがキャ ッチボールをしたり 、遊んで、い る光景も復活しました。

写真 ポン ヱルフ道路の街並み



自然の帯を形成しています。

開発地の緑化復元のためには最新の技術を用い、岩の多い法面も

緑道 特殊な工法で 2 - 3 年で完全に緑と貌われています。土質の改良も

最も重視し、工事費の多くを客土に当てています。

7 ォノレト

路
一
守山総幹、

、
、

ハンプ

コレタタ一道路

図- 1 旗竿型道路モデル

φ  

トｾ
パ ッ 7 7 一 水路 幹線道路

図- 2 入口部幹線道路
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4. 歴史が重層する まち

新しい開発地では往々にして、その地の歴史や記憶を全て消し去

ってしまうことがあります。

桂坂では、その土地が持 っている歴史を出来る l浪り残し、また新

たな意味付けを行う様、心掛けています。

中心部には群集古墳がありましたが、ここは 出来るだけそのまま

保存し、周辺部を整備したり、また、やむを得ず取り壊した古墳の

内、 1 基を移築復元するなど野外ミュージアムが出来上がりました。

こうい った史跡以外にも、かつてこの地に大伽藍のあ ったと 言わ

れている峰ヶ堂、景観のポイントでもあり明智光秀が本能寺の変で

利用した唐組越えなどを大切にし、その歴史を現在に結び付ける事

業なども今後考えられています。

お寺や教会など宗教施設の導入も進められ、人々の意識の中での

歴史のつながりを期待しています。

5. 自然と 豊かに関わるまち

自然と生活の距維感をもとに、遠くにみる自然、一大自然、街中の

人の手が多〈入った自然一中自然、そして手元の身近な自然 小 自

然と分けて、それぞれに多くのカを注いでー自然の再生を図っています。

まちの 中央部、古墳公園から近隣公園にかけて、ベル ト状に大き

な緑の河をつく り、また緑道網を東西、南北に配して緑の格子を形

成しています。緑の河の 山麓には、人工的に池を造り、京都野鳥の

会のメンバーの方々と協力して 、野鳥の公園ー聖域ー をつくってい

ます。庭師の技術で、自然の池の様な雰囲気にもなり、すでにカワ

セミなども飛来しています。

緑道の緑も庭園木中心 と言 うよりは、自然の大きな生け垣、イギ

リスの田園にあるへ ッジローのイメージで、虫も鳥も花も寄りそう

6.人の感性を大切 にす るまち

まちを歩いていると様々なものが目に入 ります。人が触れ、 目に

付〈場所の造り方に、土木構造物は極めて無頓着です。 また 人の寸

法に合った都市施設のスケール! 惑なども大切なものです。

桂坂の幹線道路は 16m幅員です。 スケール感としては低層住宅の

街並みに合 った、丁度良い広が りになっています。

車道官[1は 2 車線。歩道は思い切り 広〈 、4. 5m とし、連続する植え

込みや街路樹が広々と校を広げています。但し通過交通が起こらな

い道路体系や、沿道利用が出来ない様な対応をして、渋帯を避ける

工夫も取り入れています。

また交差点にロータ リーを取 り入れるなど、 イ| 妻景と交通制御 を同

時に解決する工夫も しています。

河川 もa緑道沿いなど目に触れる場所については、石造河川 として

います。大きな擁壁面や石造河川等には、彫刻家の参加 を求め、石

材の選定から現場での石のカ ッ トの仕方、積み方までも指導をいた

だいています。

アメニティを阻害する要素を 排除することにも気配 りをしていま

す。工事中の街は、荒れた現場が目にイ寸 き、汚い街になりがちです。

街づくりも、入り口部から完成をさせ、常に自分の家へ着くまで完

成した街並みの 中を通る様に配慮されています。

特に入り 口音[1のメイン道路は、西側に 4 mほどの緑のバッファー

ゾーンを造 り、大きなケヤキの街路樹や桂の木の緑のトンネルがこ

のまちの景観のシンボルともな っています。

7. 京都 らしいまち景観

建物による街並みづくりは、あえてデザイン様式は定めていませ

ん。一応、風致地区並みの扱いで、建築協定と 地区計画で規制lがか

かっています。建物の基本は、木の文化 を基礎に置く技術を受け継

ぎ、在来木造を中心的工法としています。

画一的な街並みを 避け、かつ一定の雰囲気が生ま れ る様に 、スタ

イルの規制 でなく、 知 恵と見識の水準を定めることにしま した。京

都で日頃、住宅の設計を多〈手がけている建築事務所や工務庖 を リ

ス トア ップし、作品や作風を理解した上で、 何 人かの建築家に設計

を依頼しています。

街づく りの考え方を述べてきましたが、桂坂はハード な面でもま

だ途中のものです。 また生活の面からも 、これから 人が育ち世代が

変わっていく、新たな歴史づくりが始ま ります。京都のま ちが千年

を越える時代を生きてきた様に、桂坂のまちも時代を重ね、いろい

ろな物や事柄が集積し 、厚みのあるまちに育っていくことを願って

います。

注釈

なお、側西洋環境問発がディ ペ ロ y パーのこのプロジ ェクトに、私がコンサル

タントとして参回したのは 10年ほど前からで、街の骨格となるマスタープランの

作成段階からです。 このプロジェクトを進めるために 、実に大勢の様々な知恵と

努力が集積されています。従 ってここで触れる部分は、私がl刻わり、その中で考

え、また感じた司王であ って、必ずしも全てを 言 い表しているのではない事をお断

りしておきます。

( どうけ しゅんたろう / 都市居住文化研究所代表取締役)
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洛中・鉾町

一一都心の空洞化と祇園祭 を支える町一一

望月 秀祐

鉾11f Tと私

私は生まれて問もない昭和のはじめから Hi':5和45年までの問、京都

の都心である 中京 区新町通錦小路上る百足摩町に住んでいた 。四条

烏丸から西へ 2 筋、 北へ l 筋上 ったところの持崩である 。その鉾の

名は南観音山といい、かつては山であ った。山 と鉾を合わせて 山鉾

というが、 山 と鉾の構造上の述いは、かっ き' 式にな っているのが山、

単が 4 輪あ って縮l ヲ|き式にな っている のが鉾である 。 もちろん鉾の

字が示すとおり心棒の最上端に疫病除け の鉾が付いているから 鉾 と

呼ばれるのではあるが、南観音 山は心俸が枝葉の付いた本物の松の

木でできていて、それでも鉾と呼ばれている 。 同じも のに北観音山

や岩戸 山がある 。壮年になるまでの私の人生にはいつも鉾があ った。

鉾町 ごとに 山鉾保存会がつくられ、町内 の人々はすべて会員になり、

l町賀 の他に保存会費を支払 っている 。鉾H汀が故に 町内の結束が強か

った。 いまは治西の桂に住んでいるが、毎年祇園祭の日が近づくと、

必ずとい っていいほど鉾町に住んでいた良き 11寺代のことをな勺かし

く思い出している 。

昭和59年 3 月、 j  R 京都駅南口に 「アノ 〈ン テ イ」 という名 の市街

地再開発ビルが完成し営業オ ープン した 。 その l 階メイ ンロビ ーに

本物の部材を集めて組立られた鉾が H主常設展示 されている 。京都

に来た人々にまず鉾を鑑賞していただこうというのが直接の狙いで

ある 。鉾の常設展示は地元の 山鉾迎合会の切なる願いに市がこたえ

たものである 。幸運にも 私は当時京都市都市計画局に在戦してこ の

アパンティを建設する直接の任に当 っていた 。私が鉾町に住んでい

た縁が深〈関係したものと思 っている 。

鉾 IIIT と町名変遷史

私の知人に松本利治という人がいる 。京都市立小学校の元校長て¥

定年退職後、倒人で京都市町名変選史研究所を設立し、以後20年の

長きにわた り資料収集調査を夫婦とアルバイトで超人的な手作業を

続け、遂に京都市町名 変遷史全36巻の超大作の出版をはじめた 。平

成 2 年 1 月、その第 3 巻 目として「鉾町周辺 1 ( 中京区 ) J が発刊

された 。 A 4 サイズ、 1543ページに及ぶぽう大なその資料の中に山

鉾町に関する古い記録が詳しくのせられている 。仔IJ えば「現在の山
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鉾は大体において室町末期に 堅い、山鉾は地点を表わすのに使て¥

ii lぃ、うとな く山鉾名をも って町名を呼ぶようにな った。 しかし 八幡

山という山を出しながら 三 条町と呼んだように別名の町内もあった。」

と記されている 。次にこの資料 のなかから祇園祭の沿革を記す。

晴氏 l羽祭の沿1 F -

点観 5 年 ( 863 ) や11泉先において初めて街l霊会を修する 。

ｾ￭ 観 ＱＱ 年 Ｈ ＸＶＹ Ｉ この年疫病流行、よ って鉾を立てて牛頭天王

を祭る ( 最初の紙図会と伝える )。

保元 2 年( 1 157 )  御益会祭礼の! 劇薬を正すため、告IJ 鎌 鉾 を社家

に下し、浴中広家をして馬上役を差し定める 。

必株元年 ( 1225) 紙図社に 長刀を調進する 。

延度 2 年 ( 1309)  科l 門閉鎖、神輿改造のため以後 9 年間祭礼な

し。

永和] 4 年 ( 1378 ) 御輿迎えなく鉾のみ、将軍義市i桟敷において

これを見物する 。

応永 31年 ( 1424 )  

応仁元年 ( 1467 )

明応 5 年 ( 1496 )  

山鉾御所へ参上、後小松上皇 これを見物する 。

応仁の百しの兵火により多数の山鉾被災する 。

紙図会再興、山25、鉾 l 、巡行順位 を決める

くじ取りを行う 。

明応 9 年( 1500)  官祭の色彩 を脱し町衆の祭となる 。

天文 2 年( 1533) 6 月 6 日、幕府突如として神事停止を命じる 。

下京町人等、紙図社に群参し、 「神事これ無くとも、 山鉾渡

したし 」 と陳情する 。

天正元年 ( 1573) 織間信長入京。信長上 ・下両京に矢銭を諜す 。

これに抵抗した上京一術焼打ちに遭う 。

天正 19年 ( 1591) 秀吉 、京中 の屋地子を免除し祭礼につき地の

日米制度を定める 。

宝永 5 年( 1708 ) 市中大火あり、僑弁慶山など多〈被 災する 。

天明 8 年 ( 1788) 正月大火あり、函谷 ・菊水 ・南観音 ・船 ・草11

巨 ・姶榔等多数の山鉾被 災する 。

寛政 2 年( 1790) 天明大火被災の放下鉾以下i斬次復旧する 。

元治元年( 1864 )  

慶応 2 年 ( 1866 )  

る。

明治 2 年 ( 1869 )  

7 月、兵火により 山鉾被災する 。

針l天神 ・草11巨 ・伯芽山以外は撞極にて巡行す

函谷鉾、占出 ・{ 呆昌 ・山伏 ・孟宗各山鉾再興



山 鉾 r，懸装名 製 作 地 製作期 製 作 地 及 び 呼 称 製 作 即j 勝 入 時 期

ｉｪｾ＠ 控ト べ j レンヤ 17C 

ペル y ヤ

17C 

ポロネーズ

長 刀 鉾 Ijij Uト 特注インド 18C 

後 掛 ペ J レンヤ 18C 

インド( 現パキスタン)

17C 

ラオール

前 掛 ペ j レンヤ 18C 

インド( 現パキスタン)

17C 度安11( 1650)

ラオール

函 谷 鉾 胴 掛 ペ j レシャ 18C 特注イ ンド 18C 後半

胴 掛 ペ ル ン ヤ 18C 特注インド 18C 後半

後 掛 ペ ル シ ャ 19C 特注インド 18C 

iill 天神山

1(; 胴掛 コーカサス 18C コーカサス 19C 天保11( 1841)  I  

常胴11ト コーカサス 18C コーカサス 19C 天保11( 1841 )  

前 掛 《ミ j レンヤ 18C インドペルシャ 17C 

胴仙東 ぺ J レy ャ 18C 特注インド 18C 3i暖13(1763)

放 下 鉾 胴J針西 ペ ル ン ヤ 18C インド・ペルンヤ 17C :Il:延11( 1749)

胴持十 ペ ル シ ャ 18C 特注インド 18C 

後娃ト ハミ J レンヤ 18C 特注インド 18C 宝歴 4 ( 1754)  

1同控ト べ l レy ヤ 18C 特注インド 18C 

岩 戸 山 胴控ト ペ j レシャ 18C 特注インド 18C 

後 掛 特注インド 18C 

旧前掛 エ ジ プ ト 18C 特注インド 18C 

ｉ ｪ ｾ 掛 特注インド 18C :Il: 政12( 1791)  

北観音山 1同掛東 特注イ ンド 18 C 宝歴11(1752)

胴11ト西 特注インド 18C 宝暖11 (1752)

後控ト ペ ル ン ヤ 19C 特注イ ンド 18C :Il:政12( 1791)  

前 掛 ぺ J レy ャ 17C 

ベルシャ

17C 

ポロネーズ

南E見台山 綱掛束 特注イ ンド 18C 

Ａｉｾｻ 計百 特注インド 18C 

1五 品ト 特注インド 18C 

前提ト - - . : ，レンヤ 18C 

イノド (現， <キスタ/ )

18C ｍｾ Ｑｩ＠
ラオール

月

鉾目同掛北 ペ ル ン ヤ 17C 特注イ ンド 18C 

胴掛南 コーカサス 18C トルコ ・アナトリヤ 19C 

i主 掛 ペ ル シ ャ 18C 

7 7 ガニスタン西北

17C 

ヘラ y 卜
」 一

祇園祭名品集別表

太陽暦の採用による 祭日を 7 月17 日 ・24 自の

する 。

明治 9 年 ( 1876 )

両日に改め る。

明治 17年 ( 1884) 11 月、山 鉾を京都御所に曳行して天覧に供す

る。

大正 12年( 1923) 山鉾町i A 合会を組織し 、初めて京都市から 祁i

助金の交付 を受ける 。

昭和18年( 1943) 太平洋戦争のため 以降 4 ヵ年 、山 鉾を建てず

神幸祭も 中止する 。

昭和22年 (1947) 戦後初めて長刀 ・月鉾の 2 恭を建て、長刀鉾

のみ巡行する 。

1I ?:i 和27年( 1952) 戦前通り 全部の山鉾ヵ、巡行 に加わ る。

昭和28年 (1953) 菊水鉾88年ぶ りに 再興する 。

昭和31年 (1956) 7 月17 日の巡行路 を変更し、寺町 を北上 、御

池を 西行 とする 。

昭和36年 (1961)  寺町北上 をさら に河原町北上に改める 。

昭和37年 (1962) 紙図祭山鉾29基が文化財保護法による重要民

俗資料に 指定される 。阪急地下鉄工事のため巡行中止となる 。

U?:i 和41年 (1966) 先の祭( 17 日) と後の祭 ( 24 日) の 山鉾が合

同し て17 日の 1 日のみの巡行に 改める 。

明愉"Tt<

li .ll. 町

ｾ←ー

鉾111]" の現状と課題

γ 年の都心の小学校の入学児童数が数名と い うところがあると 聞

いている 。都心の人口の杢洞化 はすさ ま じい ものがある。当然、鉾

町 を支える若い人が激減している 。 それでも鉾町の人々は結束 して

山鉾の巡行を遂行している 。鉾町人口 の U ター ン化が悠 〈望 まれる

が、一方て-"1; 土高層 7 ンション反対運動が激化し てい るのは 皮肉なこ

とである 。いま鉾町で問題にな って いる のは、人口 減だけでな く、

鉾町の町並みを壊しているのに 半務所 ビルや7 ンションがあ る。差

し船け 震桜 と平 入り建物で確 保 されていた 町並みの 水平線が無残 に

も破境され続けてい る。行政の責任もあ るが、壊して い く市民と建

築士にも大いなる責任がある 。

今後は市民と建築士が結束 して、京の古い 町並みの風情 を残 し、

長屋の良さ部分を生かした 近代町家街区を 形成するための努力 がな

され なければならない 。遅 まきなが ら本年 1 月、 京都市 では 「まち

づく り再生の ため の試案」が発表され、 まち づく り再生のための 見

直しが行われようとして いる。古くて 良 き伝統 と新しくて美 しき創

造とが符然一体となる時代に変革されよう とし ている 。その ために

はまっ'鉾町が立ち上 らなけ ればならな し、。そのためには 建 築士 が決

起しなければならない 。そ してその良 さ町並み を創る ための活性斉IJ

にならな ければな らないと 思 う。

ひですけ/ モチケン コーポレ- ; / ョン代表取締役 ¥ 

元京都市計画局長、( 社)京都府建築士会会長/

働

門

仙

陶

l

湖

町

，・

州 州 ;

人. . 司"。川

鉾 町 周辺 の 町 名 の 変 化 ( r 京都市町名変遷史 5鉾町周辺」よ リの資料

}j IJ 表に示す ように 、山 鉾を飾る豪華な織物の 多 くは 西域からの輸

入 品 であ る 。 しか も 、そ の製 作 ＱＱ 寺 ｊ ｕｊ が古 い のにｾ か される 。 こ れ ら

の高価 な織 物 を購入した町 衆の意気込みがひ しひしと感じられ る。

f' "・1

図

山鉾と西域織物
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容しはじめた祇園町南側の町並み景観

昔

紙国 ・花見小路に建ちはじめた 3 階建 て建築

八坂神社石段下、四条通りの南、祇園 Ir
l
音11南側と呼ばれる地域一

備にはいかにも京都らしい紙図の風景がある 。ーカから建仁寺門前

まで、その花見小路の町 なみに 3 階建てが建ちはじめた 。花見小路

は高塀の上に見越しの松、建物も町家のようでいてどこか数寄屋が

か り、耐ilt 図のなかでもはんなりとした個性を漂わせてきた 。横道に

入ると、こちらは表に建物が面したいわゆる祇園らしい町家がまだ

まだ軒を辿ねている 。町 なみ保存地区に指定されているわけでもな

いのに、これまで町なみ景観が守られてきたのは、お茶屋組合によ

る環境管理! の伝統が生きているからだ 、 と回りの人たちは安心して

きた節がある 。 ところがこの l 、 2 年にな って、改築する家が出始

め 、それらがたいてい 3F符建てて¥高さ、テザインとも以前からの

本囲気にi 1Ui しを持ちこみはじめている 。既にそういう建て替えが 6

'l i I を数える 。 いったい、何が祇園町南{ 目IJ で起きているのか。町の内

耳11から、また 外部からもこの変化 を心配する声があが り、経済学者、

処築家、ジ ャーナリストなどが集ま って「紙図町南側IJ の町並みを考

える会」 をつくり 勉強会をしてきた 。私もその一員に加わ ってきた

ので、そこで知 ったことに私なりの見方を加えて、祇園の景観変化

の現況と 問題を報告したい。

お茶屋営業の縮小

四条から南の花見小路のー帝約 7 ヘクタール、家数約90'lif の土地

は学校法人八坂女紅場学医|が所有している 。( 図ー 1 ) 八坂女紅場学

|苅とお茶屋組合は両方の理事を兼務している人が殆どだから 、借地

の運営は性絡にいえば女紅場学図だが、 一般に 言われてきたように

お茶屋組合が管理しているとい っても大差はなし、。女紅場というの

は明治初期に女子のための家事 ・生産の教育の場として設立された

学校であ った。 その一つであ った八坂女紅場は今では芸妓 ・嫁妓の

教育の場にな ってつづいている 。八J反女紅場設立H寺に 付近の土地 を

所有することにな り、その後ここにお茶屋を中心 とする町なみが形

成されたいきさつがある 。 この借地管理の不動産業を 2 代にわた っ

て勤めてこられた吉村議之助氏も最近の祇園の変化を心配する一人

で、先述の会で幹事的役割l をつとめておられる 。以下に述べる 町の

情報も吉村氏を通じて得たところが大きい 。

雨 ｩｬｴ 図のお茶屋の営業が、実は困［ｲ ｦｾ な状況に陥 っ ている 。 それが、

今回の町なみ景観の危機をもたらしている恨本的な問題とい ってよ

い。時代の流れの中で容の趣味、遊び方が変わ ったのカ、大きい原因

だろうが、その詳細lは本仙の課題ではないので省略させていただく 。

どれだけ長退してきたかを芸妓 ・妹妓の数でみると、昭和 8 年頃に

はおよそ千人いたのが 、昭和30年頃には 400人弱になり、それが現在

では 100人、うち舞妓は 18人という数にまて1減少している 。お茶屋は

版図町南1H1J で76粁が営業している 。 ちなみに北側は 36軒にまて、減少

している 。 しかし南11l1J のお茶屋で繁慌しているのはわずか 10' 粁ほど
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図 l 破 線内が女紅場所有地

Ｎ ｉ￪ ｛ｬは ＳＱ 帯Ｎ｜ｊｬ て Ｎまたは Ｑｾ の ｉｾＮｾ い ＲＱ［ 背Ｎ｜ｊｬ て に主 ｉｉ て ｮ え た家以

という 。他 はおかみさんが高紛化、これは80歳位の人が多いといい、

あるいは後淋者がないなどのl ' 1 I l佳l で細々と営業している 。 後を*' *ヵ、

せたくないという声も 聞 く。お茶屋の営業不振は 地域の|共]i ! 主業的に

も当然悪 ［ｪＡｾ 響が及んでいる 。 これらの事態は営業不振の悪循環をも

生んでいる 。一 見さんお断 りというー令官閉鎖的な伝統が紙闘の付加l

i剛直を高めてきたのも "- J'. 実だが、単純な開 j皮でもない段階的な| 井J ) ，皮

の!j 攻略がいま求められているようである 。

それでも、借地代は千円/ 坪という安い値段だから営業が続けら

れないわけではないはずである 。 そこに近年の地価高騰が泣産相続

税の問題を生じることにな った。付近の地価高騰のあおりで、f J lJ え

は花見小路は去年の路線価がー坪 1400万円を越えた 。平均的な町家

で約40坪あり、借地位が地価の70% に評価されるから、 111- 1也してい

るだけて'"jfi 産相続税が 3 - 4 億円といフ膨大な金額になる 。今の大

半のお茶屋には支払い不可能な金額である 。 そこで借地権が売られ

る事態が生じ、高額で買 っ た Ｑｦｴｬｊ から床面積を ｾｬ 大する建て答えの要

求が出ることになる 。今はまだこうした 4J;;'19IJは少ないが、これから

増えると想定しなければならない。伝統的なお茶屋の営業不振はま



た、地域の業傾の変化を促進している 。 お茶屋から料ＮＧｾＮ ・ 料開 ｪ 苫へ

の転身である 。料理屈の数はすでに女紅場の官邸! する地域の 4 分の

l にまで hti加している 。お茶屋の場合は l 附にひとつ座敷があ り、

2 階で生前すればや っていけたというが、料理庖になれば床面積が

必要になる 。現イlーまでの状況では 3 階建て への改築例はこのケース

が多い。

消えてゆ くIUT家大 工の技 術

ここまでは、建築に直接関わらない問題だ ったが、建築ドl 身の側

の問題もある 。 ひとつには、建物が老朽化してきたことである 。 こ

の地域の建築の大半は明治WIに建設され 、百年近い年月を経ている 。

改築か、大規悦な修理! ・改造の時期を迎えているものが多い 。 とこ

ろが、そこに歴史的町なみ景観の継ゑにと って| 棺害がある 。紙闘で

さえ施主側の中に伝統的な意匠を嫌う人もでてきているという趣味

の変化の問題もあるが、同時にっくり手似11の知識と技術も問題であ

る。高価 な数寄屋を専門とする工務庖はあ っても、町家を倣う伝統

的な意匠と技術を知る工務庖がr ，i どない 。 これまで町家を新築する

機会がなか ったため、町に元から出入りしてきた大工は修理を業と

しており、建物建設の請負ができる工務庖には成長していない 。後

継者も育たないままに、丁寧な仕事のできる大工は高齢化している 。

それは紙図にｼ浪 っ たことでなく、京都全体にあてはまる 。 代々 ｾ ｲ ｦ 家

を造 ってきた伝統的大工技術がいま消えてゆこうとしている 。紙図

では商売州もあ って、改築 ・修理! は庖の答: である建築家や工務自に

依頼するのが普通にな っている 。そしてたいていの場合、その建築

家や工務庖が伝統的建築に無関心なのである 。建築家 ・工務庖が伝

統的町家と町なみを研究し、尊重する態度で，建設にあたれば、それ

だけでもかなり事態は改善されるはずである 。

法制度は歴史的景観の保全 ・継承を阻害

次には、建築と都市計画の法的な問題を指摘しておかなくてはな

らない。 たとえ紙図の施主と建築家 ・工務脂が伝統的な絡子のある

町家を建設しようとしても、それは法的に禁 じられている 。かつて

洛中と呼ばれた京都の歴史的な市街地部分は全而的に準| 坊火地域に

指定されているが、ここ紙 ｬ 羽も準防火地域内にあり、建築Ｉ，ｾ準法に

よって、延焼のおそれある部分について防火戸と粁裏の主主込めが義

務づけられているからだ。木造絡子戸や 出格チ: 害、は i違法になる 。法

の 目をくぐるため、主要構造の過半を残して笑質的に建て答えると

いう方法を取 った家もあるが、工費が相当調l高にな ってしまう 。有

名なお茶屋 「ーカ」にいた っては、四条通の路線防火地域に入 って

いるから、いつかは鉄筋コンクリート造にせよと法律はい っている

わけである 。京都の祇園で、 R C造を建設する自由はあ っても、終

一子戸のある町家を建設する自由は認められていない 。木村の不燃化

処理もとうの昔に開発され、消火の技術も進んでいる 。現在のi ¥! i l切

火地域の規11) 11 と同等の防火性能を保ちながら、伝統的木造建築を尊

重する 町づくりが工夫されるべきだろう 。

市 ｩｬｾ 困 一 骨 ｦ が商業 地 域に指定されていることも問題を生んでいる 。

風俗業に分類される業種が認められるには用途地域指定は商業地域

でなくてはならない。 ところが商業地域であれば、建築恭準法の定

めるところによ って、二階建て町家の集積する祇園町のような歴史

的街区であ っても、容積率制限は4 0 0 %よ り厳しく設定することはで

きない。市の美観地区第 2 積地域に指定されているから、高さ 11)11限

は20 mである 。 こ うした規制は祇園のような臆史的地区ではむしろ

図 - 2 八坂神社の五 重塔の乗観シミュレ ー ション

尚さ嵐制枠を立体的に図示したむの. *山! 日IJ か句望んだ図

11日発促進の効果をも ってしまう 。 2 階建て建築に見合わない地価li に

も、 ｉｉｊＧ ｉ らかに谷村 ￮ ｾ 字の ［ｪ￭ ｪ 轡がて 、 ている 。

ｌ 日 途 ｉ 也 ｊ 攻指定・容 Ｚ ｦｬＧｴ率・高さ規制といっ連鎖ｼ品 ｩ 係が市 ＱＱｾ 図の歴史的

景観におよぼしている ;μ 響をいくつか紹介しておきたい。女来上場所

有地の束に隣接する有楽町では、伝統的町なみに 4 階建て維居ビル

の建設計画がもちあがり、それを認めるか否かで町内がついに 2 分

し、新イI 楽町が結成されるとし寸事態まで起きている 。 ビル建設は

ほに着工されている 。八坂神社南門の門前、下河原通も紙闘らしい

的祁ある町なみで知られるが、やはり商業地域指定であり、その容

的王手を利用して巨大な 7 ンション建設が相次いでいる 。下河原通の

雨tJi; にそびえる八 J反五重俗は東山の長在J I . に欠くことのできない存在

だが、その周囲を建築高さ 20 mまで建ててよい区域が取り巻いてい

る。すべて高さ 20 mの建築が建設されれば、八坂塔は最上層だけが

ｾｴ￭ をＺｊ｜す形になる 。 Ｈ図Ｍ 2)  

地域の努力を 支援す る公的制度が必要

話を紙図町南側I j に戻そう 。! 夜史的地域の環境と景観をまもるため、

上地所有者である女車l. 場は長年にわたり借地内の建築について独自

の指導をおこな ってきた 。昭和45年以後は公正証i '- r - で木造瓦立 H 符

往てを! 束、I ! I J としてきた 。 それが昨今の建設要求の圧) ) に抗しきれな

くなり、遂に 3 階往て建築が続出する :J'; 態にな ったという 。放近は

i lUIM住の売買があると必ず町家を取 り壊し建て伴えが行われる 。 そ

れでも、高さ 10 m以下とする、雑居ビルとしないなどの縦約書を {lf

地人と の問でかわし、傾斜度般をつけるようデザインへの注文もつ

けるなど環境 ・景観保全の努力をつづけている 。 それを守らない例

も: : 1 : ¥ているが、裁判には コf っていない。.f!1l 't>; のひとりから 「特カず 2

1: 符建IUT家で環境をまも ってきた所に、高さ 20 mのビルを建ててよい

という都市計画は殺生ですなあ」 という 芦 を聞いた 。女主1 : 場のこれ

までの努力は高〈評価したいし、それが今後とも健作であることを

願うが、今や公的な制度をまE備し、地域の努力を支援すべき時がき

ているのではないだろうか。

相i1¥図IHT南側はその 'ft の高い 町家の集積からして、法的な iltlJJ 支の強

った伝統的建造物群保存地区に指定し景観保全をはかるべき場所で

あろう 。それ以外の方法では準防火地域指定の変更は困難にちがい

ない。 しかし、それが実現したとしてもそれで問題が解決するわけ

ではない。伝統的関l なみと共存してきた生業の再生がともなわなく

てはならない。 また、紙図下河原など周囲の環境形成の問題も残る 。

京都市 当局のよりきめ細かな都市計画を期待したいが、市の努力だ

けでは解決困難な部分もある 。全国一律の建築ぷ準法と都市計画法

を、地域の実状に見合 った融通性のあるものに変更しなくては、京

都の歴史的景観の破壊が法的に強制されているとい っても過言では

ないように思われる 。

( やまざき まさ し Ｏ 点目 ＱＱ Ｎｫ，ｻＺ ｾ ｉ ｊ 千 Ｉ
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「銀河鉄道梅小路」の彼方に

一一古都の空間活用一一

磯野英生

数百メートル先にある I王にそびえ立つ古城の三基の熔は、赤、育、

自の 三 色の光でＡＡＨｾらし出された 。 花火がまたい っ せいに打ち上がる 。

城では、背後からの光線に浮かび上が った豆粒ほどの小さな人彬が

旗を娠 っている 。 その人物よりもはるかに大きな旗は黙さ目が見え

るほどに透き通り、波打 っている 。

われわれの自の前の馬場のような舞台では、やはり 三色の脱が娠

られ、人々がい っせいになだれ込んできた 。色とりどりの衣服を身

につけた市民が総出て: . ｉｾｉｾ 命の成就を祝おうというのだ 。「 リベルテ 」

の歓呼。

※  ※  

i誌は、 1989年の夏、フランスのフォアという町に 2 週間十1!? イ1 した 。

西南フランス最大の都市 、トウールーズから車で約 1 I時間。もう少し

走ればそこはピレーネ山脈である 。 この町に日本で知り合った建築

家が住んでおり、ちょうどフランス "'f 命200年祭で「スペクタクル」

をi 1 1 ¥し、自分も出演するので是非来い、と言ってきた 。40年この方

アジア以外の国には行 ったことのなか った僕は、これを 一 つのき っ

かけとして 2 ヶ月のヨ ー ロッノマ旅行に旅立 ったのであ った。

昼:は近郊を4 I で見て回 1) 、夜は 「スペクタクル」の稽古を見学す

るという毎日である 。トウー ルーズから来たという演出家の指導のも

とに稽古が行われていたが、感心したのは市民が中心にな ってすべ

てが運営されているということであ った。聞くところによると、出

術者も市民がほとんどで、馬乗りなど一部に専門家がいるという 。

おもしろいのは 、 まったくフォアの町と関係のないプロウァンスか

ら来たという若い夫婦も出演していたことである 。何度聞いてもフ

ォアの町 とは関係がないと 言っ ていたので信用しないわけにはいか

なし、。併前の後は、反省会もそこそこにワイン 、ノマン、ハムなどを

食べながら、談笑に花がl咲くのであった 。

この「スペクタクル」は、この町の歴史を、旧石昔話時代からフラ

ンス革命まで摘こうというもので、もう 10年ほど続けられているら

しい。せりふはすでに吹き込まれたものを使うため、出演者はずぷ

の素人でもできる 。 この歴史劇を 「スペクタクル」 というにはわけ

がある 。l長IJ は、千数百人は座れそうな仮設の観客席の前の馬場で行

われるが、同時に数百メートルほど先にある中世の古城も舞台とな

っている 。 それは常に 主}."t fi の背景とな っているとともに、ある時

は城が同時に舞台ともなり、その奥行き感がとてもダイナミ ックで

まさしく 「スペクタクル」なのである 。例えば、城建設のH寺代には、

前の馬場で工人達が仕事を進める一方で、遠くにある城では悌子が

掛けられ、人々の活動する風景が見える 。あるいは 、攻城I械の折り

には 、攻城側の将兵は馬場から馬に乗 って城に挑み、また城を守る

Ｑ ｾｉｊ もその城主とおぼしき人拶が Ｗ ントを制して城壁に立ち、それを
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迎え討つ。 そうした仕掛が劇の随所に仕込まれ、それがけ っこうょ

くできていておおいに楽しむことができたのである 。

それから 、僕は約 2 カ月、フランス、スペイン 、イタリアと旅を

したのだったが、ローマ近郊チボ リにあるあのハド リアヌスのウィ

ラでは 、そ のロー" 711寺代の遺跡、の 1:1コに似設のスタンドが 2 j1ii j所組ま

れてあるのを見いだした 。 ウェロナでは、やはりロー 7 時代のアリ

ーナを利用して毎夏、歌ｉＮ ｾ ｉ ｊ が Ｑ 寅じられていることを知 っ た 。 このヨ

ーロ y パの地では、廃史的 j立産を現代に活用し 、さまざまなイウェ

ン トのｾＢｴ ｦ￬ として使うことがごく当たり前のことであるらしい 。 こ

れらの こ とを見て、ｻ実は意をｾＡￍＡくした 。 現イ Ｑ 京都で進行中の計画は

狐立無援のものではないのだといつことをあらためて倣認したので

ある 。

※  ※  

1990年、長い準備ののちに、ささやかな催しが、過去のものとし

て忘れ去られようとしていた場所で・行われた 。 わずかに 2 日聞のこ

とであった 。

柳小路蒸気機関車館。 そこはかつて操車場として使われ 、旧国鉄

の心臓部の一つであ った。仕事を終えた機関車がその骨を休め、再

び出て行 っ た場所であ っ た 。 現イ ｬ は、 ＡＮｊｾｾ ｾｩＨ 機関車の博物館として Ｗ

ニアの聞では知られた存在ではあ ったけれど、すでに過 i 、のものと

して打ち姶てられたも同然で、はそぼそとその運営が続けられてい

たのだ った。

そのような場所のもう 一つの可能性を見いだすために、 i業もその

メンバーの一 員であるを↑ M-J 活用舎が主体とな って、ある企画が待f か

図 梅小路蒸気機関車館の配置図

ｾＨｩ ｨＮ ょ ｩ 宜 線 、山路線、 ｩ 也 ｬ 献に って ｦ ｬＱｬまれた日 ＱＱ 世界を円 って い る



に進行していた 。

※  ※  

空間活用舎は 、京者11の空1111活用者の集ま りである 。 1987年の末、

刑囚友也の設計し た東山会館の保存運動を行 うなかで、この組織は

作られてい った。不幸にして 東山 会館は取り壊され てしまっ たが、

その時運動にWj J わった建築研究者、建築家、彫刻家、演劇人が* ま

ったのである 。行政1ft1J のIlfJ < 耳持たぬ硬直し た姿勢に[1't りつつも 、

われわ れ自身も良い建築を生かしきっていないのではないかという

反省があっ た。東山会館の石臼: の中庭で行うべくさまざまな計画が

立てられ 、そ のほんの一部は笑行され たが 、ほと んどの計画は 問題

の拡大を恐れる行政のシャ y ト・アウトで実行不能とな った。

そうした中て¥建物の保存を l叫ぶだけではなく、その運用も合わ

せて考え、その可能性を追求して行こう、それが建物の活性化にもつ

ながり、ひいては良い建築や空1:1J や景観、風京の保全にも つ ながる、

そしてそれがこの袋弱した京都の生気を取り戻すーっの手段ではな

いか、などという考えが; ! . j - :生え始めた 。 そこ で、われわれは東山 会

館に代わる新たな建築空1 i 1J 、A H青らしい建築空間l であるにもかかわ

らず その活用方法が見いだせずに限 っている さをJHJ 、そのような空間

を京都で探し始め たのだった 。

そして 、1988年、春。 この活動に理解を示してくれた東本断、干の

好意で、十只殺邸とその庭園が全面的に貸して rrl けることにな った。

画期的なことであ った。

「春やむかし の春 ならぬ」

この初めての試みに銘 打 ったこの言葉は 、われわれメンバーの東

山会館への追慕の恕いと新しい世界へ跨み出す決意を よ く表してい

たと思う 。主主は 、大茶会、夜は下f 楽会が{ 保され 、やや総花的な きら

いがあったにもかかわらず、会は思いのほか雌況であった 。

※  ※  

1989年の春。今年も 何か を試みた いというこ とで、われわれの与

えにふさわしい場所を京都で採し始めた 。 多 くの場所を見、議論が

なされた 。 その結果選ばれた場所が、椀小路蒸気機関卓館であっ た。

かつての採点場てーあ ったこのぷ気機関車館は、工場のような荒々

しさ、力強さ をまだ備えて いた 。 ;/.完全t機関卓の l吐き 出す煤が 、むき

出しのコ ンクリートの件 、l性、天井にこびり っき、屋内は 泉々とし

ている 。そして、娘卓場特有の 、転車台を 中心とした放射状の杢lilJ

が、鉄路のにび色に輝 〈線によってくっき りと 浮かび上が っていた 。

このような求心的なプランが、これほど線形のままで現れる空間は

日本でも少なし、。 そのうえ、 地図で見ればよ くわかるのだが、そこ

は東海道線と 山陰線ともう一つの線によって切りとられた一つの I!f J

さされた世界でもあ った。

来気機関車そのものの迫力も位、像どおりにすごいものであ った。

欽 そのものの存在感が見る者を圧倒す る。今のわれわれはこのよう

なもののあり方、人と物との関係をあまりにもないがしろにしてい

ないだろうか、とも，思 った。ぷ気機関車を動かして み たい という 思

いもますます強 くなっ た。

そのうえ、 Ａｾｾ Sえや汽笛の昔、 ilhのにおい、近 く速くを通る 91
J 'Ii の

7干、機関車の鉄の素肌と の その存在感など、視覚的なも のだけで な

く、聴覚や削! 党など人聞の五! 惑に訴えるものも多い 。 そうしたもの

がわれわれになにかを恕起させてくれはしないか。

こうして、こ の場所は 、新しい京都の宇宙紬として、十11.芸専の場と

して見立てられた 。鉄道といっ文明 ・文化と のかかわ り合いとい う

こともあり 、われわれのメンバーに演劇人がいたこともあ って、宮

写真 蒸 気機 関車退場の場面

機関'1111. '111i 1[の中にM;i_ 付け句れた仮設の観答11/:を、ま っ二つに切リ製くかたちでi且場してい った

沢賢治原作の演劇 r j J { 河鉄道の夜」が選ばれることとなった 。

この場所の固省性をできるだけ明らかにしたいということで歴史

を調べて見ると 、次のような ことがわか った。第二次世界大戦末期

に、アメリカ軍は日本の降伏を促進させるために原-f-燦 ']iji. を落とす

ことになるのだが、その最初の標的は当初京都であ ったということ

はよく知られている 。 そして、その投下恕定地点がこの辺りであ っ

たのである 。 もし京都に原子爆 ']Iji _が孫ちていたとしたら、その求心

的形状からい って も、 この怖小E路品のJ操桑主卓巨士場易が投下I地也也酢釦，'，点"

ことは怒想!刊{像象に首剣難If. < な い。

さらに、歴史を遡 ってみると 、ここは平安京の朱* 大路が lT < 場

所でもあったのである 。

こうして見ると、この怖小路蒸気機関卓館の場所は、正の意味で

も、負の意味でも、一つの宇宙軸 であ り、世界 を集約し 、世界を切

り聞 く「率点」であることカずわかっ た。 そこは、まさしくゲニウス

. ロキ (j 也のあ'i :];t ) が宿る 士会所な のであった。

※  ※  

1990年 9 月、 23 日と 24 日の両日、「銀河鉄道梅ノト路」と銘打たれた

一つの 現象が、 め ｩ ｴ パ Ａ 賢治原 作 の ｩｾ Ｈｉ ＾＾ ｉ ｊ r銀河鉄道の夜」 を通して、生

起した 。宮沢賢治の言う「歴史の歴史」が悔小路ぷ気機関車館の こ

の場所で現成したのではなか っただろうか。 人聞の 「記憶」 が、ぷ

気機関車 を司祭として 、ひそかに観約: のひとりひとりに持ち込 まれ

はしなか っただろうか。

仮設の観客席の上部からは、議か l古l こうに新幹似の車両が走り去

るのが見え 、そ のさらに 向こうには、ｊｴｾ 寺の五重の熔が泰然と立っ

ていた 。時々 、 IJ 仏にある 山陰線の高架をタIJ 'I[ が緩やかな l同線を摘い

て定るのが見えた 。 こうして、時間と さをlil Jの奥行 きが、幾層にも重

なり合 っ てい っ た 。 司祭を務めた蒸気機関車が観綜 Ｑｦｴ を断ち切る Ｉｦｾ

でi呂場していった H寺、そ うしたないまぜの恕いは大き な感情の高ま

りの中で一つに昇華してゆきはしなかっただろうか。

※  ※  

京都は古都 である 。由緒のある社寺fム|制も多し、。京都の持つ歴史

的時|昔lはかけがえのないものである 。 そうした歴史的記憶を生かす

仕事は、京都のいたるところで見いだすことが でき るはずだ。場 所

の持つ固有の 力 を 見いだし、そ の 可能性をｾｪＧｪｊｊｩＮさせること 。 われわ

れに残された作事はあまりに多い。「事」はまだ始ま ったばかりであ

る。

( いそ の ひでお/ 磯子f 英'1二ill 築研究所主宰 )
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京都の商業問題について

古山正雄

1  . 生菓子司の話

今から 25年以上も前のことである 。 当時高校 '1'.であ った私は、 f昨

年お正月の年始答のための生来 f を買いに行くのが役目であ った。

その年の暮れもおしつま った12) 130 日、私は弟を辿れて、かねて注

文してあ った必チを受け取りに 11¥かけた 。九九i凶りを布に折れ、正

月の装いも怒 った通りを J t いて行 くと、 - f; の タクシーが、目的の

府の前で停まり、 50年配の男 の人がj汚に入 って行 った。あい次いで

私達も! 苫内に入 った所、件の存と 60年配の和服姿のj市主とが11j 1し問

符をしていた 。 そのやりとりは、およそ次のようなものであ った。

存は、正川の正H を求めに、今 'm工fl< 点京から新幹線で: L ¥かけて

米たという 。だが、応の主人は 、正) 1  ffi の生糸イA は、予約的のもの

しか造っておらず、 お売リ l山|ハl企オ米1帳ミる仏lはま 1無!照里いというのだ。存lは立j: 'j附|

えて、「お宅の 品は、東京では千に入らなし、 o ，1'1' Ｇ ｉ ｾ ｉ ｊ を ｪｬｦｬ きつけて 、 新

幹線で出かけて米たのだから、何とか分けてくれないか」 と似んで

いる 。 その時の主人の応答は、今も忘れられない。

「そうでしょうとも、生m-f を* 京で売るようなまねは出来ません。

i伎近、やり手の人は東京の fll 'i: mに! 市を tJ ..ll していて、私も京都の手LI

* 子のためにと 言っ て、 H寺々" 売われるけれども、私はとんでもない

ことだとお断りしています。東京でも京高11でも、そもそも百 l'i: mに

庖を出す人の気が知れません。 そ うでし ょう ? (iI'i: ]自の食品売坊は

地階と相場が決ま っています。 しかし人様が歩< ) { の下に食料品を

iiE くということが解せんのです。作も右:でn分の食べ るものを、他

人僚の下足の下から買 ってわせるという心境カ、下11 らん 。」

主人の気迫に押され、私iiーも助け( i l を出すことも出来ず、結局そ

の答は、干菓子を民 って帰 って行 った。

頑迷な保守性、製造と直 l版、* 京への感情的反発、近代化への不

安といらだち、週! 不尽なまでの誇り、経済と文化を分離し符ない意

志の ｾｪ 甘さ、これらはすべて、慨に神話化されてしま っ た京都物語で

ある 。だが、この場 1(11を恕い返すにつけ、決イー司の主人の宙ぶらり

んのラジカル性に奇妙な税近感を党えてしまうのである 。

京都では、商工会議所、 I(.f 、di 、商! 市街を fif せてi 1' jj 業の近代化に

取り組んでいる 。昭和]61年度に報告15が山された後、 |喧伝、平年談所助

を経て、本年からは笑胞計画の策定作業が行われる 。今までのところ、

比較的スムースにJ - il!. 元の合芯形成が行われて米たように息われる 。

その理 由 は、 ｬ つには、近代化計画を策定する動機が、大Ｉ｜ｾ I市の出

席対策にあり、地元商広街のテコ入れという! H l IIWをも っていたこと 、

2 つ目は、商庖街の近代化を、総設や道路などのハード面の終備技

術に観案して理解しようとした点がA 号えられる 。

しかし、商業の近代化といっ問題を巧える際にも、京都らしさと

は何かという諜題をさけて通れなし、 。 これは景観問題に似て、合意

形成の難しい謀題であるが、商業と文化の関係を断ち切れないのが

京都の宿命である 。
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2 . 部分と全体の話

京高[1の商業施設は、キメ絢iかく、 一様かつ密に分布している 。 こ

のことは 、買物行動が歩行によ って行われてきたことを物語ってい

る。 また 、 多くの路線商応街が京都の人工分布を特徴づけている小

学校区 ( ) じ学区 ) のJ完界線上に立地している 。つまり、小学校と商

庖街は、お IJ. ｾ、に図と ｉ 也の関係を保ちつつ、日常生活圏を形成して

きたのである 。

貝細川のレヘルで比 ると、|品|条 l' 刊 ;t llrr 、京都駅周辺、伏見大手筋

の 3 つの峰と、千本今 :H川と山 IIrr の 2 つの Ii : に商業築制が認められ

るが、これらについても人工. 分布と距離抵抗を用いて労出した潜在

; お安の分布から説明することが出米る 。i位寄品にしろ、買廻品にし

ろ、京都の商業施設の分布は、人工分イ! J から導かれる 内然な要求に

よってj見lリl できるものであ った。

一般に、商業は立地産業であると百われる 。商業は、魚釣りのよ

うに、 j市古i I i の位置{ にしばられている 。 仁:;tーでは、製品を工場から世

界の人々に送り届けることカ、: J J 米るのに対し、商業では、各: を自分

の位iFi にまで米させなければならない。 その意味で、商業にとって

交通網の改変は極めて大きな ;μ 科をもたらす。

例えば、地下鉄鳥 Ｉｕ Ｚｊｩｬ の 延ｦｩＱｬ、 Ｇｉｾｲ｜Ｊ 総 の ｉｾｾｉ 通、地下鉄東西線の計

画によ って、商業集約にど の よ うな変化がもたらされるであろうか。

まつ 、従来の歩行に法づく 而的分命ーから、ターミナルを中心とする

1，1，1:[ドJ集約へと集約されることが予氾! される 。特に鉄道線上に乗らな

い千本今出川附近は、 ｉｾＧｉＺｊ えに立たされることになるだろう 。

￦ に、従来の ｉｽｾ 条河原町 ｈ 誕中心から、京都駅、 二 条駅を含む、

多妓心へと移行することがA 号えられる 。 その移行過れでは、激しい

地成11¥1競争が予氾! されるが、 -' I¥. 例として凶条 i河原町周辺の動向を概

観してみよう 。

京阪 Ｇｉｾｲｾ 来線の ｬｾｦ Ｎ ｬ ＮￌＡￚにともなり、川端泊りが経備され、東術交通負

荷を 川端通りに集約させることによ って、木屋町通り を歩行者優先

道路として荷終11i i 1 できる条件がっくり ，'1-'， された 。加 えて、先斗町の

ｾＱ Ｑ￬ 装改修の実地、 三 条 ｟ｪｊ ｌｊ 条 ｉｴ ｜Ｑ の鴨 川 に歩道怖を先日ける 計画 が進行

している 。 これら 一述の動きは、 PLJ 条河原町を中心とした人の動き

を点へ誘導していく効栄をもたらす。

l 亡々 100万都市の中心街としては歩道 11Iが狭〈、 M維の古11には人出

は少なく、四条 .'i ' II rr以西では歩行者流は半減してしまう 。 このこと

は、四条烏丸を中心とした、銀行や証券などのオフィスが四条通り

を東進し、宿命 ｬ ￬ を業務 ｾｴ Ｚｮに変えてきたことと関係している 。 この

傾向は、様々な努力で小休止しているが、広告曲集積が業務空間に千三

蝕される恐れは米だ残 っている 。 こうした絞合的な理由によって、

中心街も決して安心していられない状況であり、変化への圧力が高

まりつつある 。

この 191
J のように、交通網の務備は 、一苦11の地域を特化させ、 これ



まで築いてきた全体の調和を乱すという結果 表 l  商業指標の比較

をもたらす。j逆に言えば、全体が苦11分を 仰圧

してきた結" * 、全体の体力が弱ま り、音11分が

1'1 由を求めて動き出したとも 言える 。苦11分と

全体、音11分相互の競合、ここでもまた景観問

題と同僚の構造に出会うことになるのである 。

3 . 影響 と効果の話

l X 

行 政 人 工 間r ，t ; 数 ヲZ 場 1(Ij h' t  

小 先 %i ‘p: ; j と当り 行 政 人 工 1 m当リ| 似

年 11¥1 1似先制 フ白台i; _I .. τnヤ，)  
当り 72 上向 ヲ1己古([ (  (( }j '  

( 人 )
(  1;lj )  (  111 '  )  

行 万 円 fi J J l 工]/"1" 万 rq / 人 円 / 1，1; )  

五¥M市 1. 466， 986 23 . 815 1，139，68 1  152 ，362 134 103. 8 6 . 4 

大 阪 市 2 ，535，46 1  51，354 2. 484 ，061 39 1，861  158  154. 6 7 . 6  

神 戸 市 1，392 . 172 983 . 806 983 .806 136 . 442  139 98. 0 6. 9 

表 - 2 中心街への来街目的

ｾ＠
'I e  宣下 一 舵 日 ｾｊ 一 般 向 糾 文 化 喫 』 怯 ウイノド fl 引の 泊 fh .

レ，ス 4ポc -

{ 個! と

[111許r.， 宜科品 食料品 雑 t't J-:. i 1 凶品 n 恒I.¥":. ffJ .:-:. ノ ヨ ビ 泊学 的
Y  押 い ｾＮ＠ <  

その他

院 入 陪 入 崎 入 町 人 町 人 防 入 食 事 〆 グ J 主 中 i主 '1'
。1、 宅事

，; .:  1m 駅 11，1 辺

393 161  209 81  21  6  15  2  22 12  24 20 

41. 0 % 53. 2% 20. 6% 5. 3%  - 1  1. 5%  ＳＮＸｾＺ 色 0. 5
0
1) 5. 6%  3. 1%  0. 3

0
1) 6. 1%  5. 1%  

太 下 筋 肉 i且

580 274 336 77 69 14 24  45  40 19  11 6  21  71  

47. 2%  57. 9% 13. 3% 11 . 9% 2.11%  4.1%  7.8%  6. 9% 3.3 % 1. 9% 1. 0% 3. 6% 12. 2% 

f--1>: ・北野 11，1辺

572 350 409 198 121  12  19  9  11 8  12  3  7  23 

61. 2%  71. 5%  34. 6%  21. 2 % 2. 1
0
'0 3. 3% 1. 6 % 1. 9% 1. 4%  2. 1

0

1; 0. 5% 1. 2 % 4 .0
0
/0 

て ｾ駅 Ｑ ＮＧＮＱ辺
404 269 279 107 33 7  8  3  12 6  4  8  29 

66. 6% 69. 1%  26. 5% 8. 2%  - 1  1. 7 % 2. 0% 0. 7
0
1， 3. 0% 1. 5% 1.0

0
.古 2. 0% 7. 2%  

:1¥ 1) 周 辺

258 190 176  119  60 17 19  4  9  15 9  15  

73. 6% 68. 2% 46.1 %  23. 3% - 1  6.6 % 7.
4Qo  1. 6% 3 .5

0
0  5. 8

0
/o 0. 4% 3. 5%  5. 8% 

Ilr k  i'; Ila j且

:163 240  263 87 35 、2 4  9  2  3  7  2  10  21  

66. 1%  72.5%  24. 0 % 9. 6% 0. 6% 1.1 %  2. 5% 0. 6
0
/0 0. 8%  1. 9%  0 6%  2.8 % 5. 8% 

今 熊 野 町.1 辺

228 203 185 54  18  6  2  4  4  9  

89. 0% 81. 1%  23. 7% 7. 9%  - 1  2. 6% 0. 9% - 1 0. 4%  1. 8% 一 1 . 8% 3. 9% 

維 f ノ 辻 I，'J 辺

2∞ 152  138  86 39 B  23 42 11 11 6  3  3  10 

76. 0% 69. 0% 43. 0% 19. 5% 4. 0% 11. 5%  21. 0 % 5. 5
0
:。5. 5% 3. 0

0
'0 1. 5% 1. 5%  5. 0% 

11 車: 11.1 辺

230 160 153 79 21  2  14 18  7  15 8  4  15  

6 9 6 % 66. 5%  34. 3%  9. 1%  O. 9l! 't; 6.1%  7. 8l! 'o 3. 0
0。6. 5% 3. 5% 0. 40匂 1. 7%  6. 5% 

川中 (; JJ j!，j 周辺

307 185 209 50 10  4  B  2  6  12 3  35 

ω 1%  67. 9% 16. 2% 3.2 % - 1  1. 3 % 2. 6l! .色 O. 6
0
'Il 1. 9%  3. 9

0
1) 1. 0%  11. 4% 

1，'，1 辺 合 計

3535 2184 2357  938 427 38 124 175 82 106 93 21  93 248 

61. 8%  66. 7% 26. 5% 12.1%  1. 1%  3. 5% 5. 0% 2. 3% 3. 0
0
il 2. 6% 0. 6% 2. 6% 7. 0% 

.L‘  貯s

1032 135 136 56 159  28 50 92 184 90 55 60 114 135 

13. 1
0

0  13. 2% 5. 4%  15. 4%  2. 7% 4. 8%  8. 9% 17. 8% 8. 7% 5. 3
0
'O 5. 8% 11. 0 % 13. 1%  

京都商業の全売上高は、昭和6 1年実績で l

兆4 0 0 01意向 ( 車の販売額を 11;余< ) で あった。

これを消 費似11から Jまえると、家計消費分ががJ

l 兆円、観光によるみやげ物の売上高が約 10 0 0

i百円、事業所消費が10 0 0億円 、周辺他都市か

らの流入が2 0 0 0億円と推計される 。

一方、売場而績は、約 100 7J m'であ り、この

ことから 、1 m'当 りの売場効率は、約 140万円 /

年となる 。売場効率は地域によ って かなり差

が認められ、百 1' t 庖のある中心街区では、平

均値の約 2 併のf直を示している 。

京者11の商業の特徴として 、大型胞の売場面

相比率がノトさいことが指摘される 。 しかし、

消費者の利用傾向をみると、 神戸や大阪人以

上に、京都人は百 1' t 庖をよく 利用している こ

とが4
o

lJ る。大鋭脱届 と商庖街の|話l係は 、商業 表ー 3 庖鏑形態別の シェアー

( 限数1両1符、問符人数比01> )  

ドピ

一定して

市| いん ‘ |無 lul 芥| 計 ( % )  

い 包 会 い

において大切な 問題であるので、ここで大規

棋院j発の功罪とい った問題を考えてみよう 。

泣い将来、京都駅、北大路ターミナル、二

粂駅、山科駅、六地蔵、桃山などに大鋭院な

(  1 万 m'以上) 商業施設が計画されいてる 。

これに呼応して、中心街の百 i ' t 庖でも売場増

床が計画されており 、総計て' ' I j : 約2 0万 m'fl'! 度

の売場面積が. P ! :}J11する予定である 。 これらの

ｭ 床は 、 当然者 Ｑ Ｑ 市交 通 など、 都市 へのＺ［Ｈｾ響を

ｈＱＮＮぽすが 、 商業内部にも大きな ［ｪＡ ｾ 特をづ ｼ き起

こす。

2 0万m'の売場 1( IHj ' 1 が成立するためには 、少

なくとも 年間3 0 0 0億円程度の売上げが必要で

ある 。これを自然地でまかなうためには 、2 0

万世帯、約6 0万人の人工閉が必要である 。 し

かし 、京都の人工は極めて停滞的であり 、消費重要は限られている 。

もしパイが一定ならば、客の取 り合し、はかな り様車IJ なものとならざ

るを得ない。

実際に 、雨嬰が一定という条件下で行われた場合、その ;iU響ヵ、周

辺商庖街にどのような Ｚｪｦｾ 響をもたらすかをハフのモデルを用いて分

析した所、品般による差を 均 らすと、ひどい所では 25%程度の売上
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表 - 4 観光，肖費

年次 総 千子 市内交I Ul ' l ' l l(iii' 1  Ｇｬ Ｎ ｾ＠ み や げ品代 食 事 代 そ の 他

6 1年

4 ，242f.i!:同 536f意円 806億円 1.074f:i WI  1，0301，i!: 円 796f意円

( 100% )  ( 12. 6% )  ( 19. 0% )  ( 25. 3% )  ( 24. 3% )  ( 18 .8% )  

62年

4 ，4 101志向 552億円 843f音問 1，12 I W':f
I
j  1. 077fi!: Pl I  86f i!:円

( 100% )  ( 12. 5% )  ( 19. 1% )  ( 25. 4% )  ( 24. 4% )  ( 18 .6% )  

i成が予想、されている 。

一方、増床によってもたらされる経済的効用を考えてみると、近

隣他都市との競争力の増加、 大阪や神戸に流出 して いた客をと りも

どし、近隣都市からの流人容を地加させ、京都の消 費議要そのもの

をl 1 r l 大させられること、などが考えられる 。

また 、2 0万m'の増床がもたらす建設投資の経済波及効果、或るい

は又、雇用促進によ っても た らされる代金総量の増加が、消費の増

加 とな って還流してくる ことが期待される 。産業連|刻表から考えら
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表

一

日 何1

6 ，088阿

6. 244円

宿 泊

30 ，118円

30. 032円

11 . 462円

11 ，606円

れることは、市全械のI色床がもたらす波及効果は、J t : 床にともなう

売上高の約 1/ 3位度になるということである 。

地床の功罪を金の流れだけに |浪ってみても、大規模庖の進出を姫

絶していた時代は過ぎ去り、むしろ積極的 な受入れの時代に入 りつ

つあるということではなかろうか。そしてこれらの開発が本当の立

i床て切J 用をもたらす為には、新たな全体像 = 即ち適正な規模と配置、

更には、開発地区の効果を周辺部に広くしみ出させていく為の設計

手法が求められている 。

( ふるやま まきお/ 京加工 i主軸HII :. . k: 学教授 ・工"'I"IW1:) 
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京都人気質

尽都らしさを感じる地域

京都はここ数年、景観論争で喧すしし、。毎日のように新聞紙上を

にぎわしているが、なかなかよくなる気配はなし、 。けれども、日本

の有11市のなかでー総合的にみていちばん魅力があるのは京都である、

という意見には大多数の人が111百l してくれるであろう 。「や っぱ り京

都 はい い なあ 」 ということばがよく 聞 かれるのも、そうい っ た ｦｪｾ ＱＡ本

が含まれているのだと思 7 。歴史や文化のことはいまさらいうまで

もなく、現代者11市としての魅力も他の歴史的な都市に比べるとず っ

と多し、 。 よく京都らしさとは何か、ということが話題になるが、議

論すればするほど、 rlf l(i1gな答えが :Bなくな ってしまうが、ヴイジ ユ

アルな景観的な而と、もうひとつはそこに住んでいる人の生活態度

が与える雰囲気みたいなものが、京都らしさを餓し出していること

も確かである 。

例 えば京都市内 で、 比較的京行11らしさを感じられる 地域というの

は上京、中京、下京の低層高官! 立に町家や商家などが並んでいる I也

践であり、他は伏見の一部やまた: i ! 11 った意味て¥郊外の神社仏閣の

周辺も然りであるが、それ以外の地域はあまり京都らしさが! ぷじら

れないところが多し、 。

これらの京都らしいと感じられる地域は、だいたい r
t
円、建築が比

較的 多〈残 っており、そうでないところはそれが少ない、というこ

とが第ーのj京因ではあるが、もうひとつの l点|刻は住んでいる人の住

まい方の姿勢があげられると 思 う。前述の地域に住んでいる人の多

くは税の代やそれ以前からず っ と住み続けている人が多〈、年 '1]行

事や近所づきあいを当然のこととしてや ってきた人たちが多い。 そ

うい ったことが自然にその街やI l U りの顔とな って表 l而に出てくるの

であろう 。街の表情というのは形態的な面だけでなく、そこに住ん

でいる 人たちの住まい1 ] や近所づきあいの方法、また季節iの行 ，] >;へ

の参加の仕方などによ っても変 ってくるものである 。 そうい ったこ

とでおのずと京者11 らしさが! 必じられると ころと、そうでなし、 I也肢と

が通り を歩くだけでわか ってしまうのであろう 。

大文字が見えるかど うか

以前から京都に{ 主み続けている人たちは、家 ( 建築 ) を建てると

きは 必ずとい っていいほど、 「大文字が見えるかどうか」ということ

を立織する 人が多し、。紙図然は 地域によっては直桜関係のない 人 も

いるが、五 山の送 り火は市内のほとんどの地域から何かひとつは必

らず見えるはずであ った。 ところが最近は中心部が高層ビル化して

きているので、いままで見えていた人たちもだんだん見えなくな っ
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口

てきているのが現状である 。だから「うちからは大文字は見えるが

船形は見えなくな った」とか、 「あのビルが建 ったのでもう大文字は

比えない」 とし寸 言葉がよく聞かれる 。 そして三階建てにする場合、

「屋上へ上 ったらまだ大文字が見えるかもしれないので上れるよう

にしてほしし、」とか、「大文字を見るための展笠室のような場所をつ

くりたい」とい った姿望が設計中にでてくることがよくある 。 また

「もう、うちからは 31滑建てくらいでは大文字は見えな いからしょ

うがないですよ」とい ったあきらめ引の人もいる 。

このように大文字 ( 五山の送り火 ) というの lは二京者都11の人にと つて

は1非|ド2デ汁?常J

B下iドLなのだけれども 、生活に密接に| 具! っていることがわかるのは般か

である 。 しかしみんな見えなくな っても仕方がないと思 っている人

が多い 。つまり 中心部は高層建築が建ち並んで行くのは H寺代の流れ

であると 思 っている 、あるいはあきらめている 人が 多いのである 。「大

文字が比えなくなるから 、高層ビルは建てない方がよ い」と い うふ

うに主娠する人は非常に少ないのである 。 また送り火を実際に担当

している人たち、 WIJ えば私の家の近くの、、妙法。の{ 呆勝会の人たち

はjLI < に高層マンションが建 って比えなくなることについては比較

的無関心らしし、。 というのは自分たちは宗教的行事として行 ってい

るのだから、見える見えないの論争については |掲知しない立場をと

っている、という話を 聞 いたことがある 。 ことほどきように、京都

のたちは、私を合めて話題にはするが 自分からはあま り行動を起さ

ない人が多いようである 。 ただ、今般の京都駅のことについては、

ちょ っと，]>; 悩が巡 ってきているようだ。

もうひとつ、年中行事として 「地必盆」がある 。私自身は郊外で

生れ育 ったのでい地蔵盆 η は体験したことはないが、まちなかの人

たちにと っては庄の風物誌として欠かせないものらしし、 。近所に適

当なオープンスペースがない場介は、ある家のガレージやカーポー

トなどを 利用して 地蔵盆を行 っている場合があるし、また道路 を通

行止めにしてや っている場合もある 。 いつれにしても 地蔵食は町内

主の行 ー] > ; であるため 、家を建て{ ，1 えたりする場合も、「地蔵設のとき

はここを使 ってもらいます」 というような会話もでてくる事もある 。

/'1'，の床の間

また京都 の人は家に 必 らずとい っていいほど、 由緒ある持|市111 をも

っているので、! 末の |十nにどういう HHil 1l をかけ るか話題になる ことも

多い。「この掛制l をかけるためには床の 11II の巾 とか仕上げはこれでよ

いか」 というようなチエ ンクを受ける場合もよくある 。 このような

会話が日常的に出てくるのも京都ならではの ことであり 、古くから



写真 立派な仏壇を 露 出させてデザイ ンさ れた床の問 抽i彩太} ; ，Ij 勝 ' A

ずっ と住み続けている人たちが多いからであろう 。 いちばん巾の広

い掛制lの寸法を損IJ って、物入の奥行の寸法を決めたこともあ った。

また和室の飾りものとして桃の節句の雛飾りをどう置くか、とい っ

たようなこともある 4呈度考慮に入れておかねばならないこともある 。

そして 、極め付け は仏壇である 。古くから住み統けている家は必ら

ず立派な仏壇があり、それをうまく納めないと京都の和室は成り立

たない。仏壇はふつうは床の間の横の仏聞に入れて 、ふだんは観7T

聞きの襖をしめて見えなくしておくことが多し、。が 、ある旧家を，建

て直した際、そ この仏壇があまりにも 立派であったため、あえて隠

してしまわず 、そ れを見せることを前提として床の閉まわりをデザ

インし、比較的うまくい った例もある ( 写真) 0  11下今のように和室と

いえばへ丘仕上げの部屋H とい った室が多いなかで、床の閉まわり

のしつらえをきちんとするといっ習慣は、京都に永〈住み続けてい

る人が自然に身につけたものである 。 こうい った内容の会話が設計

中に日常的なことがらとして出てくること自身、京都の文化の層の

! 写さを示しているといえるし、そうい ったことすべてが京都らしさ

を感じさせることにつながるのであろう 。

京都人の倹約精神

そして最後にな ったが、京都人の話をすると必らず出てくる のが、

やお茶i貨の話。である 。「 ちょ っと上 ってお茶漬でもどうぞ」といわ

れて本当にそうしたらあつかましい人だといわれる、という話だが、

これは京都人は本心をなかなか言わない 、 ということの喰えの極端

な例であ って、本当にそんなことはあり得ない。一種の伝説であろ

うし 、私がおつきあいしてきたクライア ン トのなかにはそんなに極

始iな人はいなか ったように思う 。 また 「考 えときます」と いうのは

腕曲に断るときのことばだという話もあるが、これも笑際にはそん

な経験はない 。 これらは、京都以外の人がー緩めや っかみ、あるい

はひがみとして極端に 言い表わしているのではないかと思う 。 また

京都人についてよくいわれるのがケチである 。ケチというと懇く聞

えるが 、 ｾ ｉｊ な 言 い ￯ Ｇｪ をするとや倹約家 。 なのである 。 これは無駄な

ことにはお金を使わない、とい 7 ふうに解釈すれば、これほどあた

り前ですばらしいことはない。

ところが必要か不必要かをは っきりみさだめるための調査をし、

支払いを最小限にとどめる、という努力をすればするほど* あの人

はケチや" と判断されてしまうわけである 。けれどもある意味では

このケチ精神が今までの京都を支えてきたのだと 言 えるし、実際に

お金はあ っても支払いはできるだけ少なくしようという人は京都に

は非常に多いようである 。 もちろん無駄なことにお金を使うのは意

味のないことであるから 、必要かどっか見極める努力をすることは

惜しまずやらなければならない。最近のようにものが世高で、お金

さえあれば何でもいつでもほしいものが手に入る世の中にな ってし

まい、金銭の価値が見失なわれがちにな ってきているからこそ、必

要かどうか検討して見極める努力をすること、即ち ホケチ精神" が

これからはますます必要にな ってくるのではないかと思う 。京都人

の よい意味で・の *ケチ精神々を広めること によ って、 地球資源の無

駄使いや、自然似壊を少しでもくいとめていくことができるのでは

ないか。 これは京都だけの問題ではなく、全地球的な環境を論じる

場 合、必らず京都人のケチ精神が役に 立っ ときが来る のではな いか

と期待している、などといいたくなるのは自分も京都人からなのだ

ろうか。 ( よしむ句 とくいち/ 建 築 家 建築環境研究所所長 )
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京都の昭和

石田潤一郎

現代京都の原像

悔やド忠夫は、現代の生活で身の回りにあるｾｪ｜Ｍ物は昭和初期にたい

てい出そろ っていたという ( r変革と情報 J ( 中央公論社、 1971年 ))。

「街には地下鉄が走り、タクシーが氾波していた 。家庭にはラジオ

が普及し、屯気 ＱＧｾ ｈ 徐機や洗 Ｑ 程機がはいりはじめていた 。 全然なか っ

たのはテレビぐらいである 」ーー と。この凡! 併は、「大都市では」と

いう限定をつけさえすれば、きわめて正しい。

さて、ここに ur，和 3 年 ( 1928) に出版された『京ところどころ』

という f!?物ヵ、ある 。昭和 2年に大阪毎日新/lF/ 京都付録に連載したも

のを一井にまとめたものである 。京都市内を 54 もの地域に 小分けし 、

その一つ一つについて、そこに住んでいる知名士に随想を書いても

らっている 。名所だけではなく、ふつうの住宅街から工場地帯やス

ラムまでも対象とする 。 この編集者のアイテ' アが奏功して、京都と

いう都市のある決定的な時期の様相が生々しく脳出されている 。決

定的というのは、まさしく、今現校 、京都が直面している都市変容

の起点だからである 。

執筆者の大半は、京都の変容を I嘆く 。「誰もが亡び逝〈京の古絡を

痛ましいこととしている」。慨嘆の対象は 3 つに大別 できる 。以下で

写真 l  昭 和 10年頃の四条通 (l JI 典 . 参与文献 8 )

54  越穏と社会/ 1991'f- 5月号

試みるのは 、その歴史的検証である 。

1  .  自動車の 氾濫

n動- t 4 王は今すでに頻繁なり 。轟々 、線維、プープ、ポーポー ( r 衆

楽組」羽田亨 )

イ' j ' t : f j ' [ 山のただ中を、向山公園から本堂前に通じる自動車道の新

設によって 、大きな 11民玉を持 った怪物自動車に 、平民共がフン

ゾ リ返 って、ブウブウと疾躯するなどは、夢にも述恕i l l : ばした

ことはないだろう 。( r知恩院」大河内 n，w. )

郎通しの粋人が大門前の見返り伺1I に、とつおいつ思案にくれた

思案紙の畔も今は昔の夢。近年花屋町に立ち並んだカフェの窓

モ ダ ノ

ごとに、℃断嬢の秋波しげく、井筒自動車の往き交うベルの音

もかまびすしく思案どころではない 。( r  !:h JJR J  I;IJ¥回イ栄)

このように自動卓が版の仇にされるのは、もとよ り、 この時期、

人力 1/1に変わ ってタクシー( いわゆる 円 タク) が普及しはじめたか

らだ。 よ り正確にいえば、人力卓のピークは明治35、 6 年で、これ

に最初に打撃を与えたのは自転車だ った。 そのあと、大正 2 、 3 年

にさらに人力卓の数はガクンと i成る 。市街電車網の鐙備のためであ

る。 しかし、以後の大正年間は横ばいのまま推移していた 。 3 種の

交通機関が鼎立したまま安定状態にあ ったといえるだろう 。 ところ

が、昭和の声を聞いたとたんに 3 度目の低孫をみせ、昭和 7 年には

ついに統計の項目から消え去 ってしまう 。 この人力車絶滅を引き起

こしたのが乗用車の普及にほかならな いのである 。 その増1mの割合

は、京都府下において、大正 7 年 ( 1918 ) に公用車を含めて 70台に

すぎなか ったものが、昭和 4 年 ( 1929 ) には 36倍般の2529台となる

すさまじさだ ったのである 。

大正後Jtf lから昭和初頭の自動車普及の原因として、第一次大戦後

の好況と舶来自動車の価格低下が挙げられる 。だが、京者11の場合に

は、道路の拡幅と新設という、より基本的なレベルでの fJ; l境幣備が

あったことを見逃す こ とはできない 。

よく知られているように 、明治末期の「三大卒業」 で、東山 ・烏

丸 ・千本 ・丸太町 ・四条 ・七条一ーの 7 街路の拡幅が進められてい

た。 それは、近世ーまでの京都市街地、いわ ゆる洛中の外周を画し、

従来からの幹線街路を主主備する性質のものであ ったといえる 。
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写真 2 - 4 サカエヤ楽器庖k 正15年頃、設計者不謀、河原町三条 (11 )

写真一3 京都宝塚劇場昭相10年、竹中工詰由、河原町三最(rjfrjt 挫筆画譜J )

写真2ー l 森田牛乳庖k 正15年頃、 設計者不詳‘ 河原町御池現存 (11)

写真2 - 2 京 都 ホテル 清水組ー河車 町 御池 Ｈ ｲ ホテル 也 事写 ｬｾ 拠ｊｬ

写真 2- 3 京都市役所崎市工事完麟昭和1年金量堤工作沖野ト現存[明 偽 写真 2- 6 佐野洋品広k正15年民設計割、謀、問条河原町角 ( 11 ) 写真 4  朝日新聞京都支局昭相10年. 竹中1 聴白河原町三量1唯事と社会J J

拡幅直後の河原町に現われた建築群

これに 対 し、大正 8 年 ( 1919) 、都市計画法の施行にともなう第二

次街路拡築が企てられる 。いわゆる 「都市計画道路」の設備 である 。

これによ って、河原町 ・今出川・ 西大路 ・北大路などの 15街路一 一

総 延 長 40 .6キロ ー ー が広げ られ、場所によ っては新規に開削され

るこ ととな った。

その結果が真っ 先に現われたのが河原町通である 。

従来の河原町通は 5 メート ルそこそこの l隔員しかなし¥さびしい

裏町にすぎなか った。地元は拡張と電車敷設に 強 く反対 し、 一旦は

高瀬川 を控め立てて木屋町通 を広げる代案に決ま りかけた 。 これに

は木屋町の猛反対があ り、市民のなかに 、木屋町通では東に寄りす

ぎる、高瀬川は保存すべき、など の意見も生まれ、足掛け 3 年篠め

たあと 、原案の河原町線の拡張に決したといういきさつがある 。

新街路が立ち現われる情景を 、当時の若い建築家は こ う拙いてい

る。

都市計画の路線が出来て、 二十何間道路一杯にアスフ アルトや

木煉瓦が倣き詰めら れ、 静かな郊外の苗床から移し地えられて、

交差点の音響と砂ぼ こ りとにたじ ろいだ田 舎娘の様に、業を出

しそびれて居る街路樹の裸の幹の半面を 、一本二百数十円の街

灯がようやく! 慣らす様になると、あち こちの板固いが取り除か

れて、 相互の利主主と法律とに依 って後送した ( 主として ) 商庖

が、その新しい装いを 以て市民にお目 見 えする 。 ーたと えば

京都の河原町 を歩いて 見給え 。三階建の鉄筋 /10疑土造 、或は ま

た鉄筋/ 1 U 髭土造に見せんとする木骨貼ばての (主 として ) 商庖

が 、 ＱＹ ｉ ｊ えば場末の女給 の 洋服姿 の ｾｲ ｬ < 、なんとまああけすけに

立 ち並んで居る事よ ( 新名種夫 「商庖建築印象記J ) 。

その「女給の洋服姿」がし、かなるものかは、 :写』誌を見てほしし、。

ここでは、そのだだ っぴろい 「都市計画道路」が、者[1市機能と 地域

統 ｩ 斉に及ぼし た ［ ｪｩ ｾ 響ーの大きさについて 、簡 単 に触 れた い 。

昭和 に入るまでは 、京都の繁華街と いえば、四 条i邑 ・寺町通 ・新

京極 と決ま っていた 。平安京以来、京の中 心軸である四条通につ い

てはいうまでもない。 その繁栄の度合は 、こ の通りに大正 4 年 、 日

本最初の屯灯による街路照明 ガス燈やアーク燈ではなく ー ーが

設置されていた ことからも f! ;!像 でき る。

寺町通は、丸善がこの通り にあ ったことが示すように 、骨n来品 を

扱 う庖が立ち並ぶ「高感度な J I日] だ った。梶井基次郎は、 小説 『梓

機』 のなかで 「寺町通は一体に賑やかな通 りで、飾り窓の光が紗 し

く街路へ流れ出てい る」 と描写 している 。今でも洋品庄の 多さにか

つ ての 「ハ イカラ 」 さの名残を み ることができる 。

新京極が浅革 と並ぶ娯楽の街であったこと は多言 を要しないだろ

う。 いまでこそ、修学旅行用相手のみやげ物屋は. か りが目 立つが、
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元来は、芝居小屋 ・峡函館 ・カフェー ・射的屋 ・温泉などが、まさ

に櫛比していた 。「 活動写真の石板函が奇体な趣きで街を彩 っている

京極 J ( fls井基次郎) だ ったのである 。

四条通から寺11町通を 三 条あたりまで上がり、平行する新京極へ入

って、今度は四条まで南下するといっループが、京都のウインドウ

. ショ y ピングの 基本線一 - ] j { ブラ ・心ブラに相当する 一一ーだ った。

この三 l同対に張り合えるものとい ったら、大正初めに市電開通以降

急成長した千本通の商庖街、いわゆる 「西陣京極」 ぐらいであ った

ろう 。

河原町通の Ｔ ＱＮよ ｬ 陥と電車 ｾｦｾ 設は、この安定した構図を転倒させた 。

広い舗装道路と鉄筋コンクリート構造の「新興建築」は、京都市民

の うちに隠れていた 「モタン 」 な都市景観というものへの慣れを 一

挙に顕在化させたのだ。

それまでなら他に立地したであろう施設が、この新しい街路に進

出してくる 。映画館なら新京極という通り相場を破 って、京都宝塚

劇場が白々とした姿 を現わし、また、新聞社は三条通に集ま ってい

たものが、朝日新聞が大胆なデザインで萱場する 。 それはまさに自

動車で疾娠するにふさわしい街であ った。かくして 「この五十年間、

京都の街も随分変わ ったが、その変化の第ーは、なんとい っても河

原町だろうと思う J ( 田中時= 京都電灯社長 ) と回顧されるにいたる

のである 。

2. 郊外の住宅地化

『京ところどころ 』の執筆者たちは口を揃えて、周辺音11の市街化に

t1れ、てみせる 。

5 6  

不都合といえば、この美 しい岡の一日 一 日に破壊されることだ。

私有地な ら文句もいえないが、結構な・752紫木の林を伐り倒して、

あとからあとから 米松の普請が揃える 。 一 ここ数年の聞に料

ｊＧＡｉＡ Ｎ 屋 、 ｊ Ａｬｬｾ呂 屋 、食堂、カフ ェ一 、玉突 屋 と、建つこと建つこと

紗しい勢いだ。( Jfl I智俊宣 「神楽 ヶ阿J )

卜.立J 己に弔 って烏丸通は尽きていたが、その北方、すなわち今

の市立工業学校 の辺りは 一倍に竹厳であ った。 こんなと ころに

学校が建てられた り Ｇ電車カ、 通 っ たりしようとは桝Ａならぬ身 の ｾ ｕ ー

が想像 したろう 。( 神田喜一郎 「今出 川J )

その頃 Ｈ 大正 Ｑ Ｒ 年 Ｉ はまだ大将軍一帯に家はなく、槻 ［ｪ｛ ｾ 所は広々

とした畑の 中に建 っていて、その南には大学 ( 府立医科大) の

分|淀と第三 中学が あっただけ …ーー今から見ればそれも夢 、た っ

た四五年間にす っか り家が建て込んで、 現ギ1 では立派な新開地

と化して、その頃の寂しさもなければま た古都の床しい趣 きも

あ りません。( i 阿井米子「大将軍J )

j!l 頃新築の安普請が知! といわず回といわず、見る見る建ち重な

って、もう今では白河も新開地気分の最も位かな処とな って了

った 。( 沢村占f J 夷 「向河路 J )

この鹿 ヶ谷は あまりに変遷が急激すさる ・・・・・ー あたりに家のない

さびしい処だ った。秘が一年半ほどの欧州旅行をおえて帰 って

きて 、何だこれはと思わず声を発した 。-一-一 回の中の一つ家が

裏長屋みたようにな った。( 聖子長瀬u免花 「鹿 ヶ谷J )

大正十年頃には追剥が出て住民を脅かした程の一条通が、電燈

も

J 九

語F

ミ抽 ‘E昆

襲麓 山 2年の市 !h) 也

大正 11 年の市街地
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図 l 大正期までの京都市街域
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の灯の明るい商庖街に化してしまし¥喫茶応や玉突場が軒を並

べ るようにな った。( 1吹田草牧 「衣笠 J )

今から十二三年前まで盟公の築かれたお土居の外、島原壬生ミザ=

から西、西院一帯は佳自 ｦｾ 宮辺まで 一 望の水田、くわいで目を妨

げるものもなか った。…・・・ その当時の茄子やかぼちゃの花畑、

くわいの水田にも欧州大戦後畑に押し寄せたモダーン風がl吹き

姐し御多分に洩れず今日では白いエプロ ンが右往左往し、円タ

クが通うということにな った。( 伊沢為吉「西院J)

京をぐる っ と一回りしてみて山河は依然、たる旧態を保ちながら、

型f といわず山といわず、至る所新しい落ちつきのない普請場に

なった。なかんって西南部、汽車の煤煙のかげにゆくと、それ

はとてもお話にならぬ狭い借家建の縦続き ( 桜田元春「郊外の

民家J )

長々しい引用とな ったが、京都の周縁百11は束といわず、西といわ

ず、 j島村地常に住毛が広がり、しかも、その速度は数年間で風景が

一変するほどであ ったことが硲認されたと思う 。実際、大正末まで

京都西郊には盟臣秀吉が築いた御土居が残存していた 。それぐ らい、

市街地と近郊農村の違いは画然としていた 。そんな状態が、第一次

大戦後の好況を背景に崩壊したのだ。

京都の代表的な住宅地である北白川も、その形成は昭和 4 、 5 年

以降のことにすぎない。紡総業者 ・藤井善助が北白川の地を取得し

たのは実に明治43年にさかのぼり、以後、開発の機会をうかがって

いたが、結局、大正末期からの市街地拡大の機運を待たねばならな

かったのである 。

さて、市街地拡大においても、先の「都市計画道路」が大きな役

?ilJ を果たしていたことに触れておかねばならなし、。 白川通や北大路

などの街路は 、今や京者I1の幹線道路にほかならないが、この時点で

は、その大半は市街地の周縁をめぐるにすぎなか った。都市計画の

対象範囲は、 1952年の人工を 128万人と推定して定められた 。1925年

では約 ＶＸ 万人であ っ たから、ほとんど倍増するＴ￯ ｲｾ にそなえようと

していたのである 。 こののち、京都市とその周辺を包括的に捉えて

都市行政を進めようとする 〈大京都〉構想が広ま っていくことにな

るが、「都市計画道路」は、そうした広域の都市圏のイメージを実体

化し、 〈大京都〉を促進する役割lを果たしたといえる 。すなわち、御

同居に代表される旧来の空間噴界を越えた者11市像を成立させてい っ

たのである 。

「都市計画道路」の多くは、市街化が進行していない地域を通る

こととなる 。農地が多か ったことは、路線の公表後、その周辺に罰L

wなスプ ロール化を呼び起こす結果となり 一 一先の引用の多くは、

そのあたりを慨嘆していたわけだ一一、当局は、 1930年代、道路拡

築と並行して広範な区画皇室理事業を遂行する必要に迫られる 。それ

によ って、北郊の下鴨 ・紫竹といった住居地域では「区画盤然たる

敷地と新道路に依り明朗なる市街地は京都旧市音I1の陰惨なる建物と

画然たる対照をなし」ていると評価されることとなる 。

そもそも、都市計画法の適用は、東京の市区改正事業の準用には

じまるのであった 。 そのことが示すように、都市計画の実施は、あ

る極普遍的な近代都市という目標を京都も追求しはじめたというこ

とにほかならない 。それは袈を返せば、「古者IIJ の最鋭の否定一一「旧

いん うつ

市昔11の陰惨なる建物」とい った表現に見られるようなーーをも苧ん

でいた 。すなわち、周辺地域への市街地拡大は、単に「京の中の田

舎」を消していくだけではなく、「京」そのものを 「田舎」視する契

機ともな ったのである 。

写真 5 ー l ー l 紫野の土地区画整理前

写真 5 ー 1 - 2 紫野の土地区画"整理後

写真 5 - 2 千本北大路付近

写真 5 - 3 北大路堀川付近

写真 5 - 4 千本七条付近

郊外の土地区画整理
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3 . 公園都市の古格

ここまで 『京ところどころ』から多くの引用を 1Tってきたが、彩、

がこの書物でも っ とも 印象に残 っているのは 、次に掲げる河井究次

郎の言葉である 。

「此の橋〔四条大橋〕の改築は先ず古都の心臓を横から切った。続

いて京阪電車が、再びよみがえらない様に縦からその動脈を刺した 。

この十字の傷跡は深い。建築物の乱暴はそれから続〈 。骨のないこ

れ等の姿に向か つて 、何と挨拶したらよかろう 。」

四条大橋の鉄骨コンクリート橋への架け替えは大正 2 年のことで

あ り、京阪電車が鴨川沿いに三条まで乗入れてきたのは 同 4 年であ

った。 この時点で京都が死んだとした河井究次郎の鋭敏さ、 i繁癖さ

に私はある種のショ ックを受けたのである 。河井の意見は何も芸術

家の独りよがりではなく、実際、京阪の延伸の申請に対して、京都

府は美観を問題にして許可を与えず、容認しようとする京都市当局

と対立した 。結局、桜並木で隠せばよいとする市当局の言い分が通

ったわけである 。三 、四年前に、切る切 らないで採めた 、あの桜で

ある 。

河井は触れていないが、大正 8 年には 11出川の改修工事が行われ

ている 。広い河 川敷に多くの中州を作 って浅く流れていた鴨川は、

帳を切り詰められ、ｾい護岸のあいだを狭〈、深〈通る今の姿に

なっ た。当時は、 「運河のような」と形容されたものである 。ちなみ

に、先年、さらに川底 を深くして流量を増す計画が提示された 。「 ど

ぶの ようになる 」 と猛反対されて、 一応は棚 Lげされたことは記憶

している読者も多いだろう 。

鴨川から急速に自然性を奪ってい ったとどめが二つのレストラン

であった 。河井寛次郎のいう 「建築物の乱暴」 もこのことをいうの

であろう 。大正末年の矢尾政と菊水の建設である 。 どちらも 、単体

としてみると魅力に富む作品であ った。だが、いかにも高さを競い、

大衆的訴求力を競 っている感じがあからさまで、鴨川に対 して借越

な態度であるような 印象を多くの市民に与えたことは 間違いない。

人工の手は東山にも伸びた 。比叡山 にケーフルカーが開通、つい

で、円山公園にも同様の計岡ヵ、持ち上がる 。施行されたは、かりの都

市計画法の 中には 「風致地区」を設定できるという規定があ った。昭

和初年、 この地域をどこにどれだけ指定すればよい のが検討が重ね

られ る。それまでの指定地域といえば、東京での明治神宮周辺だけ

であっ たから、参考にはならない。 どう風致地区を定めるかは、京

都府にと って、京都岡有の風致のあ りょうを明雄化し、今後の都市

経営の方針を決定することと同義であ った。

すでにこれより前、大正 11年 8 月に都市計画区域を決定した際、

計画対象区域の約 4 筈IJ は東山 と北山を中心 とする山地を包含した 。

このような 地域区分の理由として、「京都の特色ある風光が主として

これら山地により発揮せられ ・・・ 施設をなすの緊要なるものある

を認め」たためと、当局者は述べている 。そこでは同時に、 〈大京都〉

の将来像を 、「ー商商工業の発展を期すると共に、他商、公園都市た

るの特徴を発鐸せしむる」 一 ー と描いていた 。

これを受けて、昭和 5 年 2 月、風致地区3400ヘクタールが指定さ

れる 。その立案方針としてまず考慮されていたのは 、

一、風致が最も破壊されやすいと思われる山地部
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イ. 平地に近〈、かつ中央に近い場所、 wリえは、東山、 吉田山、

北山など。

ロ. 平地に近く交通機関の{ 足利な場所、例えば天王山、長岡な

ど。

ハ Ｎ 交通機関の発達にｻ半い観光客多く、売庖及び 別 荘の新設ｾ

写真一 6

レストラ ン菊水

大正 15年 、J - . r [ J 工務町、 114，最

大儒来訪 ( r J: ff1 :Uf i l 円建築図

滞J )

写真一 7

レストラ ン矢尾政

大正 Ｑ Ｕ 年 、 ヴ才一リズ Ｇ ｉ ｾ 務所、

四条大橋西諸 ( r新建 築J )

写真一 8 東山ダンスホール 昭和9年、 清水組. 山科区目 的問 ( r画諦J ). 風致委目全で帯識の末恕められた.

ｾ＠

写真- 9 ダンスホール桂会館 明利8年、大林組. 阪急佳駅北間 (ri酉譜J ). これも風致胤制を辛ヲじて通過した.



んならんと する場所、 WIJ えば比叡山。

二、風致上最も重要と 認める平地部、仔IJ えば鴨川及びその沿岸、

岡山奇公園、 M物固など。

三 、第一項に よって指定せんとする土地に接壌する風致あ る寺社、

境 内及びその参道、但し開放的なものを主とする 。例えば岡

崎神社、 仁和寺の類。

四、第二項に よって指定せんとする土地に楼壌せる社寺 、境内以

外の風致あ る場所、例えば出町噴IJ 先、葵橋下流西側など 。

この ように、明 らかに自然環境の保全を主 目的とする 姿勢を 打ち

出していた 。翌 6 年の市域拡張に併せて、さらに 4500ヘクタールが

指定されて、市城の27% が風致地区に繰り込まれるにいたる 。『京と

ころどこ ろ』では、衣笠山、左大文字 山の樹木が伐採さ れかけたこ

とが語られているが、さすがに風致地区指定後、その磁の企ては押

しとどめられる 。

そこでの取締 り基準 は細かい内規によ って運用 されてい たが、 許

可を与える際の大きな方針としては、苅谷勇雅氏の研究によれば、

①建築物はなるべく西洋趣味を排し、屋根の形、瓦の色、壁の色

及び その材料は 在来の日本趣味( 京都 風) を係用 させ るように

努める 。

② 山林地の樹木伐係の場合は軽度の間伐 を許し 、また宅地造成す

る場合も大きな樹木、風致ある樹林はできるだけ残す。 そこに

建設する場合は建築面積を制限し、また二階建てを 禁ず る、な

ど周閤から見え ないようにすること、

があったという 。

二番目の基準は、風致地区設定の邸 ｊ 因からして首尾 ＭＭ ｔｾＮ している 。

やはり興味を惹くのは、第一項の「屋根」 だろう 。 この適用を受け

た例としては、紙園石段下のフルーツ ・パーラ一八百文、その南西

の弥栄中学校が知ら れる 。 これ らの屋根は、今日問題になっている

付け庇そ のものであ る。八百文などは、モダンな業種だけに、イン

テリアや背面はアール ・デコ風なので、かなり奇妙である 。

この背景には 、おそらく、昭和 の京都で関かれた政大のイヴェン

ト 昭和の御大礼がある 。「燦たる歯簿」を伏し拝み 、「奉祝踊り 」

に熱狂しながら、京都の重要性を市民は実感したはずである 。伝統、

それがまさに失われようとするときに、その存在がクローズ ・ア ッ

プされる 。京都に、深い 〈尚古〉 の念がただようことになるのであ

る。建築に 「京の古格」を与えようとして、いわゆる帝冠様式が次々

と現われる 。南座、市公会堂、勧業館、市美術館… ・。 それらは、

他の地のものとは異 なり、ナ ショナ リズムとは直接には関係して い

ない。単に、古典主義にまで成熟しきれなか った古典意識の断片で

ある 。 そして、その 「断片」が八百文にもとりついていたと考えら

れるのである 。

『京ところどころ 』に、大原女がゴム長を履くようにな って困る

という ことを綾数の執筆者が話題にし ている 。書き 手は苦笑し、今

の読者は大笑いする エ ピソードだが、すでにこの時期、京都らしさ

の基底が路実に失われてきたことがわかる 。 そこでは、京都の伝統

はイメージとしてしか追求できなくなる 。

いや、イメージが一人歩きしているうちはまだ良か った。す ぐに、

イメー ジの追求さえも不可能にな ってい った。大不況の到来である 。

鳴り物入りで改築した南座は、世情を見て竣工式を自粛せざるをえ

なか ったほどである。

数年後、ようやく景気が回復したとき、高揚した 伝統意識は もう

消えていた。かわ って現われたのが高層ビルであ った。高層とい っ

ても 8 階建て止まりだが、市民たちは陸自した 。大丸百貨広、丸物

百貨宿、京都電灯本社、丸紅京都支底など、いずれも竣工式には見

写真一10 フルーツパーラー八百文 昭和10年、竹中工務応、祇園町南側

写真一 川 南座 昭和 4 年、白 j庄漸工務庖、四条大儒束詰 ( r問符J )

写真一12 昭和 10年頃の四条通 中央が大丸百円筒、右端が藤井大丸、 左端は三菱安田銀行

物人が押し掛けた 。

昭和15年、若手修品の製造販売が禁 止的に制限 され、京都の和装産

業は致命的な打撃を蒙る 。 それは、伝統と現代とがともどもその存

立基盤を失うことにはかならなか った。戦後復興も 、さらには高度

成長も物の役に立たなか ったことは誰もが知るとおりである 。「昭和」

の冒頭に顕在化してきた事態は、解決もせず、 別の問題に隠されも

せず、ただ塩漬けにされたまま、深刻化していた 。京都の「 オン リ

ー ・イエ スタデイ 」は、文字どおりに「つい昨日の こと」 として振

りかえ らさ' るをえないのである 。

参考文献

1  ) 岩井武iを縦 『京ところどころ J ( 金尾文出|堂、 1928年)

2 )  r京都の歴史』第 8 巻、第 9 巻 (学芸f!干林、 1975年)

3  ) 京都府総合資料館編『京都府百年の年表』第 7 巻 ( 1970年)

4  ) 京都府総合資料館編 r京都府統計資料集』第 3 巻( 1971年 )

5  ) 都市計画京都地方委員会『都市計画概要J (1929年)

6  ) 京都市総務部庶務課 『京都市政史』上巻( 1941年 )

7  ) 京都府 ・京都市 『京都土地区画監理事業概要J (1935年)

8  ) 小林美樹雄 r京都市に於ける商脂街に隙lする調査J (京都商工会議所、 1936年 )

9  ) 大槻官官編 『悶中博翁夜話 京都M界半-t! t記J ( 田中翁夜話刊行会、 1952年)

10)  ｾＺ￯ 谷勇雄 『 京都 大 正 ~昭和!被前のまちづく りと景観盤備J ( 私家版、 1984年 )

11 ) 新名種夫 「商庖建築印象記j ( r新建築』第 3 巻第 10号)

( いしだ じゅん いちろ う/ 京都大学助手 )

59 



by Si no Toseki  &  Ti l es Archi tectural  Cer ami cs  

るあでボル

るお都市は建築

ンシ

日

々

進

歩

す

る

建

築

技

術

そ

し

て

絶

え

閉

ま

く

求

め

ら

れ

る

新

し

い

素

材

志

野

陶

石

は

建

築

用

セ

ラ

ミ

ク

ス

と

窯

業

の

分

野

か

ら

そ

れ

に

無

限

に

対

応

し

て

美

し

い

都

市

づ

く

り

に

貢

献

し

た

い

と

考

え

ま

す

。

- 外装用「せっ器質タイルJ

・イタリア製各種r最高級インテリア・タイルJ

・ドイツ製「スイミングブーlレ用タイルJ

プールアクセサリー各種・水処理設備・オゾン発生装置

・建築用装飾大理石 ・テラコッタ・石彫オーナメン卜

建築用装飾ガラス・美術陶器

・新復合製昂

・オフィス用セラミックグッズ

JJ，l .代建築に「日本の土I 日本の色」を従fJt する

本桃派せっ日注目タイノレー 法 楽地

般日i-}. Y'(/:末タイノレ・..11lf 方似

T雲をふfJ ' tJ 后

京都営業所〈ショ→トム〉

TE L (075)255-302α 的
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中央物流宮里センター

TE L (0572)55-5105附

米原営業所

TEL (0749)  52-0899 

浅井工場

TE L (0749) 74-2571附

1名古屋営業所〈ショールーム〉

TEL  (052)21ト3731附

九州営業所

T  E  L  (092) 475-8980附

横浜営業所

TEL( 045) 664- 6961附

広島営業所

TEL (082)261-401O間

東京営業所〈ショールーム〉

T EL (03) 3797-0501附

高松営業所

T EL (0878)  21-1 030附

東北営業所〈ショールーム〉

TE L (022) 263-28181伺

大阪営業所〈ショールム〉

TE L  (06)  943-1536附



特 集

建築家のための設備知識

一複合商業ビルによるケーススタディ一一
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第 1章 は じ め に

建 築 基 本 計 画 に 必 要 な 設 備 知 識

この特集は 、意匠設計者が効率的に建築設備を理解し、建築の基

本設計段階で計画に盛り込むために利用できれば、との目的で企幽

されたものである 。 1990年 7 月号「建築家のための設備知識一中規

模オフィスビルによるケーススタテ' ィ一」に続いて、今回は 「商業

施設ヒソレ」をとりあげ、種々の建築設備計画上の基本的な要点をと

りまとめている 。

ト 1 複 合 化・ 多 機 能 化 す る 商業施 設

「商業焔設」とは一般的には不特定多数の人々が利用する物品販

売業広告ili 、飲食業庖舗であり、具体的には百貨席、量販応、シ ョッ

ピングセンタ 一、専門庖、商庖街等であるが、近年は文化施設、ス

ポーツ施設、アミューズ施設、サービス施設等々をも加えて複合化

させ、単純機能、単純用途の商業施設ではなく、施設全体が一つの

街っくりの様相を 呈 しているものまである 。

社会的条件および、人々のニーズに合わせて、多種用途、多種業

態を集積することにより、複雑化、大規模化の傾向があり、多様化、

個性化、高度化をも含めて、これからの動向を設計者は認識してお

く必要がある 。

ト 2 ソフ トと ハ ー ド の 調 整

商業施設計画は、調査 (マーケ y トサーベイ ) から始ま って、企

画 (マーケ ッ トリサーチ) 、コ ンセプ トづ くり、 事業計画という基

本構想段階に多くの時間がついやされる 。建築設計者には、設定さ

れた開発コ ンセプトを具現化する役割lがある 。基本計画、基本設計、

実施設計、施工、竣工に至るまで、各ステ y プごとにあらゆる角度

から種々の検索 ・検討が行われ、ソフト内容が固められ、並行して

ハードとの折り合わせがすすめられ、オープン当日まで厳しい調整

業務に多くの人々のエネルギーが投入される 。

一般的に商業施設は短期l採算重視事業て前り、設計者には、低廉

な建設コストの計画であることが要求される 。商業は、その表問的

な華やかさとは相反して、 トータルな経済性の視点から事業投資の

回収期間が短〈、また、建築 ・設備のライフサイ クルとは全く異な

り、商業空間 ( 内装) のリフレ ッシュサイクルは極めて短い。 その

ため設備面での将来対応、維持管理をも配慮しながら検討し、イニ

シャルコストとランニングコストの岡聞からのバランスをとる必要

性がある 。

平面的には、有効率を高め売場面積をできるだけ多くとるべく、

機械室、 D S 、 P S などの設備スペー スの最小限計画が求められ、

断面的にも、商業空間イメージア ップのため、限られた階高の 中で

最大限可能な天井高が要求される 。 また、商業施設計画ではドラマ
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性、テーマ性をも った商業空間演出づくりが大きなポイントであり、

一方情報化社会としての情報発信機能に 付加 して、情報受信機能を

も兼ねそなえた商業施設づくりが見受けられる 。

そのため、建築設計者は、開発コンセプト、用途、機能等の条件

に適した室内環境を確保すぺ〈、建築計画の当初から建築設備計画

を並行してすすめていくことが必要である 。

ト 3 可変性( フレキシヒ、リティー) の必要 性

商業施設は不特定多数の人々が利用することから 、 まず安全性に

関して十分配慮すべきである 。特に最近の複合化、大規模化 に対し

ては、防災計画上、避難計画面、防災設備商、避難設備而など種々

の方向からの検討により、防災計画基本方針を策定することが重要

なポイ ン トである 。

基本計画承認決定後、基本設計 ・実施設計に移行するフローでは

あるが、商業施設計画の場合は、実際にはスムーズに進行せず、計

画途中での与条件変更は日常茶飯であると思 っていた方がよい。オ

ープン後も、単純な内装リフレ ッシュだけではなく 、時代の変化、

人々のニーズに対応して、配置変更、用途変更が発生する 。商業施

設では、着工後、工事経過に伴 ってテナントが決定し、詳細lが決ま

っていく性格をも っており、基本計画当初より、これらの変更に対

応できるフレキシビリティーをいかにもたせるかが大きなポイント

になる 。設備システムの部分変更、設備容量の変更への対応、およ

び付加価値を高めるための新しい設備導入への対応などに 関 しての

基本的方針を立てておく べ きである 。 また、設定された貸方基準を

十分に理解するとともに 、営業l時間帯の違いへの対応も十分に配慮

しておく必要がある 。

1-4 中 規 模 商業 ビルモデル

今回のモデルピルは物j仮底、飲食底、カルチャーセンターからな

る複合商業ビルで、施設内平等については、ソフト面、事業面からの

検討の上で作成したものではなく、あくまで設備計画の検討のため

のケーススタディー用に想定したものである 。 また、設備計画上も

物件ごとの特殊解であり、 一例をまとめたに過ぎず、 f改良の選択解

でない部分もあることを了解しておいてもらいたい。

*  

以下、各章とも商業施設に対する設備計画上の要点をできるだけ

要領よく記載すべ〈努力はしたが、概念的なところ、特殊的なとこ

ろもあり、また全体として統一不備もあることをお 断り しておく 。

建築設計者にと って今後の商業施設計画の際の簡便な参考資料と

していただければ幸いである 。 ( 岡本弘之)
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. 1' 1し方

・駐車台数

・防 火 対 象 物

i商業ビ J レ ( 物版応飲食! 市 カルチャースクール)

一般的な市街地

l マ 150m'程度'

鉄骨鉄筋コンクリート造

地下 l 階 地 上 8 階 俗 屋 2 r.皆

7，960m'  

860m'  

1- 3 階物販庖， 4  - 6階飲食庖

7 - 8 階カ l レチャースクールの対応設備を計闘

例別庖ｾｈ￬ごとの対応、

保守艮常駐

応舗区画ごと ( 貸方法雄i作成)

付置義務台数分

消防法施行令別表第 1 ( 16)墳のイ飯合防火対象物
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第2章

商 業 建 築 の 設 備 的

特 徴

笠経量鉄骨下i也

石こうボード下貼り

笠仕上け⑧

/  

( または切リー卜素地⑪ 1  

または‘ コンクリ トプロック素地⑨j

==t___Eラコ

排気ダクト⑨

今回は商業建築の設備計画を対象にしているが、基本的な設備機

成については、前聞の 7 月号 「中規快オフィスビルによるケ ー スス

タディ一」を見ていただければはぽ間迎いない。 したがって次に商

業建築の設備上の特徴をまず列記したつえで各設備ごとに説明して

いくが 、 前回の記事の繰り返しゃ重複があるのはご容赦 ｬｾｦ￭ いたい 。

2 ・1 貸方基準

商業建築の場合、オフィスビルとは異なり 、テナント 内の設備が

標準設備で使用されることは少なく、用途によ りさまざまな 内装が

なされる 。 そのために建築主とテナ ント 間で貸方基準を作り、それ

にそ ってテナントを出庖させるが、その基準には工事区分があり、

一般的に甲、 乙、丙の工事区分に分かれている 。

月l 工事とは、建築主の負担で建築主側が設計 ・施工する工事をい

い、おもに一次1"IJ 工事範囲の基本設備工事である 。 乙工事とは、出

広者の費用負担で建築主が定める設計者、施工者により設計 ・施工

する工事をいい 、l勾工 目ドとは出庖者の費用負担で建築主の承認を得

統一右傾l

( 文字は丙工事 i

匡亘

コンクリート木ζ て押え⑨

統 一 石 板 "

( 文ずは丙工事

匡亘

〔物販庖舗〕

⑨ ー甲工事範囲

② ー乙工事範囲

@  丙工事範囲

〔飲食庖舗〕

⑨ー甲工事範囲

。 - 乙工事範図

。 丙工事範囲

図 2 ー 1 内装工事区分図
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て、出 l苫者が設計 ・施工する工'f . . である 。ゆえに 、そ れらに準拠で

きるシステ ムを検討する必要がある 。

図 2 ー 1 、表 2 ー 1 に貸方基準の一例を示す。

2-2 計 量 設 備

商業ビルでは、エネルギの使用量がオ フィス ビルに比べはるかに

大きく、また庖舗形態によって大きく iS うため、エネルギへの料金

徴集方法が明機でないと問題になる。上水、ガス、電力の使用量は、

テナ ン 卜ごとのメーター検針で計量がは っき りしているため、問題

はないが、最もむずかしいのが受剰の使用量計測で 、これを スムー

ズに行える空調方式を選定する必要がある 。

2・3 安 全 性

表 2 - 1  工 事区 分表

[)(分 生II 築主負w

汀i l' l Ｑ ＱＧ工 Ｇｉｾ

ｊ ｾ日 コンクリート木ごて 1
1
1
1
え

-i]l ｉＺＮｾ＠ .  fl コノタ I} ー ト C B素地・石こうボード

ｾ＠
天 共 続$: l ; 下J也イ[ こワボード

工

n・板 ・サ イン ( 共用部統一サイン工事)

防煙量壁 ・点検口 ｴ 車市設計による金工 Ｇｉｾ

ｾｉｗ Ｇ コ ンセント設 備 ｊ， Ｕｾｩｬｩ 内 分電総まで

商業施設は不特定多数の人が集まることから、安全性が重要な問

題となる 。

最近、約 18年前に生 じた囲内ビル火 災史上最大の惨事とな った千

日デノ f ートビル火災で当時の管理者が有罪の確定を受けた 。 また 、

最も新しい火災事例として長崎屋の惨事が記憶に新しい 。 このよう

に、位Ａｾ計画の一分野として防災計画の重要性が叫ばれて久しいが、

依 然 災害は繰り返され、尊い人命が奪われている 。

これは、増大する潜イ1・的危険性に対し、安全や防災技術の対応に

立ち遅れが見られるためで、行政商 では 、幾度ーも繰 り返される災害

や大惨事の後に法律が改正され、徐々に行政指導が厳しいものとな

ってきている 。 このような災害が発生した防災計画 上の要因は次の

ような点にあるといわれる 。

① 法で義務づけられた設備を羅列するだけで、それ以上の検討がな

されていない。

②建物の危険度を定量的に把怪しにくい 。

③ 名専門分野が{ 附々に検討され、総合的に検討されない。

④ 防災計画にそった適切な維持管理がなされない。

⑤安全性に関する認識が低い 。

以上の要因は、建築計画の段階 で各方面の専門家が集まり、安全

入 居 者 !'l 11! 

側i j'} 

乙エーli ( '1りこιli 業者に委託) Iλ.j I  'Ii 

11' エー)' ; 以降の全工・li

Ｑ ＱＧ 工 Ｇ ｉ ｾ 以降の全エー Ｑ Ｇ［

'1
1
工事以降の金工ーli

n板プレート 取 1) 付け以降の全工・1' ;

I刑 事設に f' j ' . う金工目li

容量W! IJII に1ドうIII 工・l与変更 乙工・IC以降の金工 目1' ;

l会正t  

制iuiti  

動力 設備 応 ｾｾ￬ 内初 ｊ 力盤まで 谷主l : W! IJII Iこ1ドう Ijl 工事変更 ムエ 'IC以降の全工目1'; 必要 ｊｾｩｾｩｬ￬ のみ

物

電話設備i 包括受口 ( 1 ヵ所) まで ＱＱ Ｑ 工 ， Ｇｉｾ 以降 の全工 ｾ ｉ ｾ 空間己fi のみ

二に

テレビ共干且聴 t&isU テレビ受口 ( 1 ヵ所) まで 叩 工 事以降 の金工 ー ｉｾ

販

1年5 給水設備 Ｑ 汚 ｾｩｬ￬ 内五 ｴ 水骨量取リ付けまで Ｑ ＱＧ 工 ι ｉｾ 以降 の全エー ＱＧ［ 必要防ｾＱｉ￬のみ

15k 
排水設備 府古li 内床 1-.1-.11除口取り付け まで 111

工・IC以降の全工白IC

f出i
ガス設備 府知i内ガスメーター取り付けまで Ｑ ＱＧ工・ ｉ ｾ 以降 の 全工 Ｇ ｉｾ 必l美術舗のみ

二E

冷却水設備 応百li 内O.5mパルプ止めまで 11
1
エーli 以降の全工目1'; 必要! 汚舗のみ

庖

-ゃ$' ¥調和設備工 '1'; 保守1
1
¥設計による全工事 ｉ ｪｬ 工 事以降 の金工 Ｉ ｉ ｾ

舗
排Ii ! (設耐ii

スプ リンクフー設14il

l設災>}j 
向釦J 火災報知機設備

熱復感知苦手設備

際 ｩ ｜ ｾ 設計による全工 Ｇ Ｑ Ｇ［ ｗＡＭｉ事 ｉｾ にｦＧｉう金工・ Ｑ Ｇ［
{桁

ド:}j 火ダンパー排煙ダンパー設備

工

ｾＱ Ｇ Ｑ 古 ｉ 嗣 Ｑ 開設備

誘導灯設備

非常放送設備

床 コン1
1
) ート木ごて111

1
え 防水および抑えコンクリート木ごて抑え 乙工 Ｔ 以降の全工・ ｉ ｾ

-ill t世 ・ 村 コンクリート ・C B素地 ＧＱ Ｑ 工 ｐ れ以降 の全工 ・ ｉ ｾ
築

天 井ー 経$: 1; 下I也71; こうボード 11' 工事以降の全工事

I  

希板・サイ ン ( 共用者11統一サインエー1';) . f i 似プレート取り付け以降の全工。ド

防煙垂壁 ・点検口 際 ｩｖ ｜ 設 計による 全 工目 ｉｾ li':移設に i ドう金工 ι)' ;

'主，江t  1li 灯 ・コンセン ト訟備 ｭｾｩｬｩ 内分 ｭ 昔話まで 容量W! 1JI Iにf ' I ' う叩工J IC変更 乙工，)' ; 以降の全工 ι)';

{i ld止iI 

動力設備 府 ｾｩｬ ￬ 内世 Ｗｊ 力量 ｅ まで 容量W: 1JII にwう1'[1工 'F変更 乙工 'F以降の金工4 必 ｾｭｾＱ Ｑｩのみ

飲

電話Z生保i 包括受 口 ( 1 ヵ所) まで fjl 工事以降の全工事 空自己管のみ

エ

テレ ビ共視聴設備 テレビ受口 ( I ヵF斤) まで 中工事以降の全工・li

食

生I設Q;i  
給水設備i 応舗i内量水総取り付けまで Ｑ Ｑ Ｑ 工目 ｉ ｾ 以降の金工・ Ｑ Ｇ［

排水設備 Qi 舗内グリーストラ yプ取り付けまで 111
工 ・ド以降の全工 'IC

{出i
ガス設備 民 ｾｩｬ￬ 内ガスメーター取り付けまで Ｑ ＱＧエード以降の全工‘ ｉｾ

エ

冷却水設備 庖f.1Ii内O，5mパルプ止めま で 11 ' 工事以降の金工・1'; 必袈l古舗のみ

庖

守f気調和設備工 '1' ; 保 i¥l ¥設計による全工・1'; Ｑ ＱＧ 工・ ｉ ｾ 以降の金工事

舗
排煙設備

スプ リン7 ラー設備

|設災坊
自動火災報知機設備

熱榎感知1総設備

撚司 ｦ ｜ ｬ 設 計による 全 工 ・ ｉ ｾ 沖 Ｑ 移 設に伴う金工 ιｉｾ
制ii 防火ダンパー ・排燦ダンパー設備

'F  

非常照明設備i

誘導灯設備=

非常放送設備
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表 2 - 2  ー需要家当た り停電回数 (H自利58年度 )

K  

ｾＮ，，｟＠ 作
ぷrォ泊、

j|甘qll  

屯

m 

総lJ:! _  

一般
，八日 Z回l '  

a-t 

m 
i家tEF  

北r毎道 0. 4 1  
。

0. 4 1  0. 93 1. 34 2，74 1  

ｾｾ＠ ｾヒ 0. 44 0. 01 0. 45 1.04 1. 49 5，719  

東 京 0. 27 0 .09 0. 36 0. 51 0. 87 16，560 

中古1 ¥ 0 .58 0. 58 0. 88 1. 46 7，354 

北 陸 0. 35 0. 35 0 .80 1. 15 1，459 

関 西 0. 15 0. 15 0 .42 0. 57 9，460 

中 国 0. 35 0 .02 0. 37 0 .93 1. 30 3. 571  

114 国 0. 48 0. 48 0. 74 1. 22 1，876 

i L 外| 0. 56 0. 56 1. 12  1. 68 5，761  

{'i 8十 0. 36 0. 03 0. 39  0. 73 1. 12  54 ，501  

ｲ ，ｾ託 ｈ 手 ｩ ｖ Ａ Ｇ 走商 ｾＱ ｴｬＮ ￱ＮＡ｜ｊ 調Ｑｴ報 管 ＨＡｾ ｊＨ ・Ｘ 正気設備・ Ｗ 会 ・ 千 そ ｈｈ 草地 受 配 ｩ ｴｕ ￯ Ｂｾ＠
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回

数

凋

U
『
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4
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〔

回

/

年

〕

n

4

1

1

・

T  =  12(固/ 年) iso 

0 2 0 4 0 6 0 8 0  

電圧低下度( % )

年合，11' : T = 12( 回/ 年 ) ( 20%以上向m圧 低 Fをす

る回数は5固/ 年 )

Ｈ注Ｉ ニニでいう回 Ｏ 年とは、 ＶＮ Ｖ ｫｖ ｩＡＧＱｪ圧配 ｭｾ

l 回線当たり l 年 当たリ の 回数である .

図 2 - 2  全国平均の瞬時電圧低下の実態

ｈｾ ＴＡＡＭ Ｚ＠ ｩ ｬｌ 気協同研究 会「瞬 時ｾｉｬ 圧 ｦｲ｜［ 下対策 ｬ 平 ｉＢｉ ｈ ｾ 会 報 Ｑｔ ＩＡｽ J  

性の高い建築プランと設備計画の提案を行い、建築主の理解を得て

排除してゆかなければならない 。特に商業建築は災害要因の11'} え方

と災害対策 の11'} え方の二 il!lhにj)f えた場合、生前 ( 人間 ) I向l での災害

危険度が高くなるので、建物 ( 宅H1J ) の計画が重要となる 。

2-4 信頼 性

商業ビルでは、設備の信頼性もまた重要である 。例えば電力設備

の信頼性が{ 氏〈、不要の停電や防災設備の誤発報により人々の心 理

を不安な状態にすることは避けなければならなし、。 そのため信頼性

の高い機器を 1;;: 用するとともに、設備の設置位置に十分配慮し 、i!ll

水などにより設備の信頼性を打i なったり、故障したりすることがあ

ってはならない 。

(1) 漏水対 策

庖舗の中には水などを利則したディスプレイをすることがあり、

屯気設備の計画にも ＺｪＡ ｾ 響する場合がある 。 電気設備は水 ・ 湿気に弱

〈、水漏れなどが大きな事放に波及する場合があるため注意が必要

である 。特に受変電設備 ・中央民視設備 ・防災設備等の設備や床配

線設備に対しては注意仁が必要である 。

(2)  停電対策

商用電源、の停電は、 表 2 - 2 に示すように年に 2 回弱程度発生す

る。 また、 l瞬時屯圧低下は 図 2 - 2 に示すように電力 10社における

夏 ｬｾ ｊ 3 ヵ月の実 itil Jテータから実態を推定した結果、

①20% 以 上の電圧低下をする回数は全国平明で 5 巨1 / 年程度である 。

② 継続時間別分布で、 0 .2秒( 10サイクル ) 経度までに 8 0 %以上が集

中する 。

③ 発生矧! 変の絶対値は、地域 (I(J に呉なるが、 {ll 下電圧耳Ij . 継続時間

別の分布の形状は変わらない。

等の定量的特性が見られる 。 しかし、一般的には停電) 1 寺のための予

備電源をもつことはない 。停 電H寺聞は比較的制〈数分以内であるか

ら商業ビル機能として大きな問題とはならない。 しかしながら人々

の心理不安を憎大させるといっ問題もあり、速やかに事態を伝達し、

パ ニ y クに陥らないように配慮しなければならなし、 。 また不 iJjl Jの事

態が生じた場合、長時間の停電も予想されることから、予めビルオ

ーナー ・テナントに設計内容についての了解を得る必要がある。

66  

%

m

 

j

白

v

'

n

u

n

U

9

/

叩

叩

s

d'

2

5

 

日

一M
w

d

n

u

7

r

o

，
，
 

。。『

J

7

'

d

'

B

〉

)

四

M

M

M

ロ

b

F

一

度

引

l

l

引

6

4

肝

l

回

数

〔

回

/

年

〕

庄電

50 

注 )

<  )  :  ｾ Ｇ ［Ａｾｊ 血減

(  )  少a;' 地 域

2-5 現 地調 査

設備計画を始めるに当た って、倣J也問辺の都市設備 ( 給水 ・排水

. ガ ス ・電気・ 7丘話 ・有線等 ) の状況を十分調査する必要ヵ、ある 。

また現地の状況視察だけでなく、それぞれの供給先 ( 水道局 ・下

水道局 ・電力 ・ガス会社等) とも十分打ち合わせ協議を行っておか

なければ、設計者の思い込みだけで計画をすすめていると大きな附

述いのもとになり、ひいては設計のやり直しにもなる 。 これらの詳

しい調査方法については、前回の第 2 常にまとめられているので、

ぜひこれを参考にして、すすめていただきたい 。

今回のケーススタディである! 苫Mi ビルでは、各エネルギを相当 ;11;

必要とするので、供給iJt ，( であるこれらのインフラを十分割べておか

ないと、建築計画だけの先行では、計画が成立しない場合もでて く

るだろうし、無理gに計画をすすめても、完工してからのビル運営上

の トラブルをひきおこしかねない 。 このことを念頭において現地調

俗、供給卓業者との協議をおろそかにせず、重要性を認識しておい

ていただきたし、 。

2-6  その他

(1) 騒音・ 振動対策

断業ビルは、テナント内容により騒音の原因になることがある 。

f9IJ えばディスコ、エアロビクスなどには大音響を発生させる音響設

備が設置される 。 この場合上下ｼ渚 ・ 同階に大きな ［ｪＡｾ 響を与える 。 前

述の戦争F以外であ っても音響を売りものにした飲食応舗もあるため

|分気をつける必要がある 。 また 711ニ科のみならず振動も問題となる

ことが多し、 。 したが って隣接するテナントの種類への配慮が必要で

ある 。 また隣接するビルへの Ｚ ［ｩ ｾ 響として、騒音だけでなく、気流に

よる換気の Ｚｪｽ ｾ 響 Ｈ 特に厨房持Ａ気の央会 ｴ の 問題 Ｉ もよくチェ ッ クして

おかなければならなし、 。 これについては、前回の第 6 章「建築と設

備の接点」のｾを参ＡＡ｜｜されたい 。

( 日根東治/ 蔵岡茂/ 瀬戸良昭/ 弓崎幸治)



第3章

給 排 水 衛 生 設 備

3-' 給 水 設 備

給水方式については、大きく分けて直圧給水方式と受水槽による

給水方式がある 。直圧方式は、水道本官: から直接器具まで配管され

て供給する方式であるが、 2 階建てまでの小規模建築にしか採用で

表3ー1 給水使用量

大阪市 ・業態別の使用水量

使用水量 単位床而4貨当たり ｬ 日ＺｱｺｪＢｾＩ
備 考業態・用途別

(  I/day 人) 使用水晶( I/day' 人) 使用時間

ｾ ｬｾ 官 有効床面積

50- 100 10- 20 8  小売庖鋭i含む

務所 公 3 ，000m'未満

ルピ 署含を
有効床而桜

40- 80 8- 16 8  小売庖舗含む

む 3，000m'以上

デパート 20- 30 25- 35 8  

神戸市 ・受水 タンク容量算定例

l 日l 人当たり

受水櫓

業態 ・用途別

使用水量

l 個当たり 計算例 イ結 考

椋準貯水量

1 日10時間 20 ，000人の場合 従業貝および2 u 寺

デパー ト 25 として 4 師寺 25 X  4/ 10 X  20，000 l間当たり外来客よ

間分 4/ 10 = 200m'  リ算定すること

ビルデイング

1，000人の場合 在Ml J者および外来

官 公 器

100 向上 100 X 4/ IOX I ，000 者数から算定する

= 40m'  こと

300人の場合 3 時間当たり外来

料理業 190 同上 190X4/ IOX300 者数から算定する

= 22. 8m'  こと

..・」 .  Ｎι 『 ・ ｾ - ｾ｟ Ｎ Ｂ噌ＮＮ ... ｵＮ ＮＮＮＮＮＮ ｾ＠

飲食庖給水負荷算定 ｲｾ 気調 和 ・ 衛生工学 ｊ ( 昭和50- 1)  

項 目 営業内容 設計基準値 決定値

中華 60- 80 75 

有効前積率

洋食 65- 83 75 

手日食 55- 80 75 

( %)  
ノマーラー・喫茶 67- 88 80 

中華 0. 4- 0. 8 0. 60 

1[(; 数率

洋食 0 .5 - 1. 0  0. 60 

和食 0. 55- 1. 0  0. 75 

(rf(; / m') 

パーラー・喫茶 0 .65- 0. 95 0. 85 

中華 1. 5- 4. 5 3. 0 

答の回転率

i羊食 2. 0- 5. 5 4. 0 

和食 3.0- 5. 5 4. 0 

〔回/ 日〕

パーラ ー・喫茶 5.0- 10. 0 8. 0(推定)

中華 60 

客 l 人当たりの

洋食 55 

給水量

手口;食 60 

(  e  / 人〕

ノマーラー 喫茶 15 

中華 2  

給水負荷ピーク率

洋食 2  

和食 2  

パーラー ・喫茶 3. 5 

きず、 3 階建て以上の建物では、必ず受水槽を設ける必要がある 。

受水槽給水方式にも高架水槽による重力給水方式、圧力タン夕方式、

ポンプ直送方式、警圧タンク方式があるが、それぞれの方式の特徴

・比較は、前回の第 3 章を参照されたい 。 また高架水槽の設置高さ

を決めるための器具の必要圧力、さらに受水槽のスペースを決める

ための受水僧周囲の六而点検用ス ペース なども記il主されているので、

あわせて参照されたい 。

ここでは、今回のケ ーススタディであ る庖舗ビルの場合の、水糟

容量を決めるための給水量計算の要領を述べる 。

給水量の計算基準については、各自治体の水道局でそれぞれの値

が示されているので、具体的な容量計ｾＺに入る前には、各水道局と

の打ち合わせにより、確認しておく必要がある。 ( 近畿主要都市の

基準値は、大阪府建築士会発行の「給水引込み基準実務必携書」に

拘載されているので、参考にされたい )

特に飲食庖の場合 、業種により給水量も大きく逃うが、計画段階

では、まだ業種も決まらない場合が多〈、水量計算には、一番頭を

悩ますところである 。

参考として、大阪市、神戸市の基準例また一般的な業種別の使用

水量を 表 3 - 1 に示す 。

これらの数値から飲食庖 ・物版庖 ・カルチャースクール別に一日

の使用水盈を計算し、受水槽の容量は一日使用水量の半日分、高架

水機は 1 - 2 時間分貯水できるように大きさを選定する 。

建物としての、水道局との取引メーターは、引込音11で税メーター

を取りつけるが、各テナントにはそれぞれ子メーターを取りつけて

計量できるようにしておく必要がある 。 この子メーターには、自動

検針装置を組み込んで集中検針できるシステムもある 。図 3 ー 1 に

集中検針のフローを 示す。

コ ネ 7 タ

図3ー1 集中検針 フロー図

3-2 排 水設 備

建物の生活排水として、汚水 ・雑排水があるが、者11市設備で普及

が最もおくれているのが公共下水道てゆある 。 そのため、公共下水道

が完備されているところは、生活排水をそのまま下水道に放流でき

るが、完備されていないと浄化槽を設置しなければならなし、。 浄 化

槽の設置には意外に大きなスペースを婆し、コストもかなり高くつ

くので、計画当初の現地調査でおろそかにできないのが、この下水

道の完備状況である 。 また今回のケーススタディのように飲食庖建

物の場合、事務所ビルと違い、便所排水だけでなく厨房排水が大き

く占めるので、浄化槽の計画には卜分な検討をしておく必要がある 。

また水質汚濁防止法で、昭和63年 8 月から飲食庖が一定規 模以上に

なると特定施設に指定され、排水量によ って は瀬戸内海特別措置法

に基つ' き、アセスメントが必要になる 。 アセスメントが必要になる

と、申請から許可まで約 5 - 6 ヵ月要す場合があり、この許可がな

建築と社会/ 附 年 5 月号 6 7  



ければ建築碓認が受理されなし、 。 こうなると設計ーから申請 ・許 可 ま

で 予 想 以 上 の 日 数 が か か る の で 、着 工 で き る ま で の 工 程 を 十 分 チ ェ

y ク し て お く 必 要 が あ る 。 ま た 排 水 規 準 も 各 地 域 で そ れ ぞ れ 上 乗 せ

規 準 が あ る の で 、 各 自 治 体 の 環 境 局 ・保 健 所 ・建 築 指 導 課 な ど と 綴

密 な 協 議 を し て お か な け れ ば な ら な い 。

表 3 - 2 に 浄化 槽 の処 理 対 象 人 員 の 算 定 基 準 を 、表 3 - 3 に 飲 食

庖 の 特 定 施 設 の J幸雄を、 表 3 - 4 に 特 定 施 設 と 瀬 戸 内 海 措 置 法 の 関

係 を 示 す 。

な お 、 水 質 汚 濁 防 止 法 施 行 令 が さ ら に 改 正 さ れ て 、 総 量 規 制 地 域

( 東 京 湾 ・伊 勢 湾 ・瀬 戸 内 海 の 周 辺 地 域 ) の 規 制 強 化 が は か ら れ 、

この 地 域 の み 対 象 と な る 「指 定地 域 特 定 施 設」 の制度カ古出来 、 その

対 象 施 設 と し て 処 理 対 象 人 員 201- 500人 の し 尿 浄 化 槽 が 指 定 さ れ る 。

この政令 の施 行 は 、 平 成 3 年 4 月 l 白 か ら で 、 こ の 容 量 の 浄化 槽 の

取り扱し 、については 、 ま だ 行 政 庁 か ら 具 体的 に 示 さ れ て い な い の で 、

今 後 十 分 注 意 し て い た だ き た い 。

表3- 2ー1 浄化槽の処理対象人員算定基準一底舗関係ー

類 似
処 理 対 象 人 民

用途別 建 築 用 途

番 号 算 定 式 算定単位

イ 16 詣Ii・ 7 ーケ ッ ト n= 0. 075A 

ロ 百 l't 庖 n = 0 . 15A 

忠

一 般 の 場 合 n= O.72A 

告Ii

汚 濁 負 荷 の
n  人貝 ( 人)

5  

|対
，、

飲食 l苫 if r . い場合

n= 2 .94A 
A  延べ而W ( m')

f主 汚 濁 負 荷 の

n= 0. 55A 

低 い 場 合

一
喫 高与 庖 n= 0 .80A 

処理対象人員算定に用いた原単位 庖舗関係の汚水量 と8 0 D-

矧 似
合併処理対象 単独処理対象

用途別 建 築 用 途

番 号 汚水量 B O D  汚水量 B O D  

イ 脳 出li ・7 ーケ y ト

15  150 3 .7  

(  e  I耐日 ) ( mg/  e  )  (  e  I rri 日)

ロ (1 l't 応

30 150 7.5  

(  e  Irri 日) ( mg/  e  )  (  e  I rri ・日)

応

36 

一般の場合

130 220 

ｾｩ＠ (  e  I rri ' 日) ( mg/  e  )  (  e  Irri . 日)
260 

5  

( mg/  e  )  
|刻 汚濁$' 1. 有I の 260 450 147 

ノ、
飲食 J市

高 い 場 合 (  e/m" 日) ( mg/  e  )  (  ( 1m' 日)

{不

汚濁負手if の 110  200 28 

低 い 場 合 (  e  Irri 日) ( mg/  e  )  (  e  I rri ・日)

ニ 喫 占E li5 

160 150 40 

(  e  I肘 日) ( mg/  e  )  ( e /rri 日)

住 1 ) 一般飲食応の中には、いわ由るラーメ ン宿、レ ストラン 、ピアホ ル、 パ一 、キ ャ

パレ一、ナイトク ラブなどが含まれる 。

住 2 ) 汚濁負荷の高い飲食底の中には、中華料理Vj. I
J 1

1Ji 可( ラーメノ脂を除< ) 、フラ ンス料

理専門 l古などが含まれる 。

住 3 ) 汚濁 it 荷の低い飲食応の中には、そば底、ヲどん底、すし応、貸! 町、料亭などが含

まれる 。

表3- 2- 2 ; 争化植の処理対象人員算定基準一事務所関係ー

類 似
処 理 対 象 人 貝

用途別 建 築 用 途

番 号 33 2E 式 算定単位

事務所

業務用厨房設備

n  = 0. 075A 

9  イ ｽ ｊ ｾ 務所
を設ける場合

n  . 人員 ( 人)

関 業務用厨房設備i
A : 延べ面積 ( m' )

係 を設けない場合

η = 0. 06A 

処理対象人員算定に用いた原単位 事務所関係の汚水量と 8 0D-

'綴 似 I I  創井処理対象 |  単独処理対象

用途別| 連 築 用 途 l  

番 号I ｾ＠ ｾ＠ ... ｾ＠ I 汚水量 I B  0  D  

事 I I  I業務用厨房設備 I 15 I  200 

務 I I  Iを設ける場合 I  (  e  I耐・日) I  ( mg; e )  

9  I所| イ| 事務所 l

関 I I  I業務用厨房設備 15 150 

係 I I  Iを設けない場合 I(  ( 1叶日 ) I  ( mg/  e  )  

68 

B O D  

260 

( mg/  e  )  

表3- 3 水質汚濁防止法による特定施設

番 号 特 定 施 設 対 象 規 以 業 俸 の 概 要

63001'以上

そ1%屋， うどん屋，寿司

66<7) 6  飲食庖の厨房施設 屋，喫茶庖，お好み焼屋，

( 総床面積 )

酒場， ビアホーノレ等

料亭，パ一、キャ

1500m'以上

料.1J!. ，スナ '/ 1 ，パー，

66の7 バレー等の! 肝房純i

Ｈ 総床而Ｚｦ ｾｏ
キャバレー，ナイトクラ

設 ブ等

72 し尿処理施設

処理対象人貝が500人以

下を除〈

表 3 - 4 水j罰法と瀬戸内法との関係

特 定施設 を設置す る か

干105

公共用水域に水を排出するか

N O  

対象外 ( 下水道に放流の場合)

YES  

日最大排水量 50耐以上か

N O  I  

I 水濁法に基づく 届出

Y  

瀬戸内法に基づく届出， 許可

表 3- 5 グリーストラ ップ性能の表示と食数による型式選定早見表

大きさ

8∞X 500 9∞X 550 1，000X 600 1.100X650 1. 250X  750 

X 450H X 450H X 450H X 500H X 500H 

笑容量

50 75 100 130  160  

性

( e)  

ム"kじニ
許容流入

σ〉

流量 37 5  56.2  75 .0  97 .5  120 .0  

( (  Im;n)  

表

司之

標準匝集

グリ ス量 11. 8  17. 7 23 .6  30. 7 37. 8 

(kgf)( 見)

中華料理 95 145 190 250 310  

廊

i芋 食 95 145 190 250 310 

房
和 食 110  165 220 285 350 

Hi. そ I! 155 235 310  405 500 

月Ij

軽 食 170 255 340 440 545 

喫 茶 375 560 750 975 1，200 

グレーチング

慣IJ 溝

耐火彼覆 (ケイ酸力 l レシウム板)

図3 - 2 グリーストラ ップ納まり図

1，450 X850 

X 500H 

235 

176 .2  

55. 5 

450 

450 

520 

735 

800 

1，760 

( 食/ 日)

飲食庖の場合、厨房があり、厨房排水は骨器具ーより厨房内↑ 目IJi常へ 接

続され、{ 目1) 講 の 集 水 に グ リ ー ス ト ラ ップ を 設 け て 、 ト ラ y プ か ら ビ

ル 内 主 排 水 管 に 接 続 さ れ て排 水される 。

こ の ク リ ー ス ト ラ ップ は 、 建 築 構 造 の 床 |井j 口 となるので、 構 造 的

補 悠 が 必 要 に な っ てくる 。 し た が って 、 床 ス ラ ブ の コ ン ク リ ー ト 打

設 ま で に ク リ ー ス ト ラ ップ の 位 置 ・大 き さ が 必 要 と な る 。 しかし、

テナントヒール の 場 合 、 そ の 段 階 で は 厨 房 の レ イ ア ウ ト が 未 定 で 位 置

が 決 定 で き な い ケ ー ス が 多 く 、想 定 で 開 口 を 設 定 し て し ま う 場 合 が

多 い が 、 ほ と ん ど あ と で 手 戻 リ と な る 。 そ う い う 意 味 で 飲 食 庖 の 設

計 では 、 まず厨房の決定が急カ、れる 。

ま た 飲 食 庖 の 業 種 ・規模により 排 水 量 がi主 う の で 、 グ リ ー ス ト ラ

γ プ の 大 き さ も 違 っ てくる 。 次に業種別、脱線7 J IJ の一 般 的 な 大 き さ

を表 3 - 5 に、 lft1)鴻 と グ リ ー ス ト ラ y フ。の 納 ま り 関 係 を 図 3 - 2 に

示 す 。

地 下 ピ y トに汚水ピ ッ ト を 設 け る 場 合 は 、 前 回 の r 3  - 2 排 水 設

備」の項を参! l ¥l . されたいが、飲食屈の厨房排水をJ tiニ留する場合は、



8， 

届6r (aJ 男子大使器 「一一一一

、:::; - l I  ［ Ｇ ｟ Ｇ Ｍ ＧＺＧτ］Ｍ ｟ Ｇ ＧＺ τ ｲ ＺＮＮ Ｇτ ］Ｍ］ｾ＠

(  j  : - '  .，.....: .  ._.._._i _ _ _ _ _ _; 

ｾ＠ Ｔ ｾ＠ ｲ ー下］ー ｾ Ｍ ｾＭ］ＭＧ Ｍー一 ｟ｊ
叫，r ￭ 戸ｾＢ｟ • ..l _ _ J  

綿 ζ ｾ Ｍｪ

。目 . . I  ，.  I  

o  100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 

j 'J 間人員 [人〕

8， (bJ 男子 小便緩

恩 6f

l  r  

まま 4r 1  ' - ' ; =-.ム

岨 ｾ 一一話 Ｒ ｴＡＱＭＭ ｟ ｾ ｾＭＺＡＮ｟Ｍ ＭＭＭｾ

。内 o 200 300 400 500 600 

利用人員 [ 人〕

戸=- : - =- : - よ=二士二

- J  

700 800 900 1000 

【 8[ (c) 男子 洗面銭

哩 6

まま 4  

22 

レベル l 待ち時間がほとんどないサー ビスレベル

レベル 2 レベル l と3 町中 1111
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図3 - 3 百貨庖・ 量販庖の適正器具数 (空気調和 ・衛生工学会)

図3 - 4 身障者周トイレの例

グリースによるスカムが発生しやすいため、悪臭を発生するケース

が多く、このためピ y ト内に l爆気 . 1ft持 ・スカム破砕を行える装置

を設備するのが望ましい。

3-3 衛 生 器具 設 備

衛生昔器具数の決定については、前回の r 3  - 4  J の項に事務所ビ

ルの算出基準が示されているが、今回は庖舗における衛生器具の算

出基準を掲載する (図 3 - 3  ) 。

また、大使総の i洗浄方式、 小使itit の洗浄方式も前 回の r 3  - 4  J  

項に説明されているが、最近の i洗浄方式としては大便器はフラ ッン

ュ方式が大半を占め、小便器の洗浄方式は 、衛生的であり節水をか

ねて感知フラ y ンユ弁方式が多くなってきている 。 また福祉施設と

して身障者用の便所も計画されることが増えているが、スペースが

大きくなるので注意を要す (図 3 - 4  ) 。

100 

90 

80 

同 7日

間 60

250 

率 40

( %)  30 

汁卜十L
20 

10 

0  

1.000 2.000 3.000 4.000 5.000 

備設報警

官

」

漏
ス

ガ

ガス遮断弁 ガス漏れ

開閉表示悠 集中監視悠

図3 - 6 ガス安全設備 フロ ー図

表 3 - 6 業種別庖舗の設計時ガス量

ロ

D

q

N

庖舗i業;種

設 置機若手が決定している 設置機 器が決定してい主

場 合 い場合( l 3 A )

レストアン 設置 機 器の 時 ガ ス 位
! 苫舗面積 X O.08- 0 . 1

手日 食 合 計 の 80%  ml/ ml ・h

中 華 錘，ut 9 0 % 

庖 舗 面 積 X O. 14 - 0 .1 6

m'/ m" h  

喫 茶 70%  

庖 舗 面 積 X O. 04 - 0 . 0 6  

m'/ m" h  

( 大阪ガス )

3-4 ガ ス 設 備

飲食庖の厨房には、ガス の供給が必要になる 。ガスの使用量も !古

の業種により幅があるので、一般的な業種別の単位基準当たりの使

用量を 表 3 - 6 に、共用内管苦[1の同時使用率を 図 3 - 5 に示す。 ま

た最近ガス設備の安全設備は随分開発されてお り、特に今回のケー

スのような飲食庖をテナントとしてもつ複合ビルには、このような

安全設備を設け る必要がある 。

テナ ント カス緊急遮断弁、テナント方、ス 開閉確認装置， カ‘ ス漏れ

箸報装置、フ ド消火設備のフローを 図 3 - 6 に示す。

3-5 消 火 設 備

今 回のビルは、飲食庖 、物版庖、カルチ ャース クールなど 不特定

6 9  



多数の人々が出入りする複合用途ビルであ り、消防設備計画上でも

最も注意を要する建物である 。

消防上 の防火対象物の区分は、消防法施行令 ・令別表第ーによ っ

て区分される 。( 前回の r 3  - 5 消火設備」の表 3 - 8 参照 )

各消防設備のうち、屋内消火栓の説明は前回の r 3  - 5  J 項で説

明されているので、 今 回は、 スプ リンク ラー設備の概要を述べる 。

3- 5ー1 ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 設 置 基 準

表 3 ー 7 に、 スプリンクラー設備の設置基準 を示す。

表3 - 7 スプリンクラー設備設置基準

令 別 表 防 火 対 象 物 智量 I也| 者無 4  - 10階 階 数 がI I 以 II 階 以 上 l

第 一 ( 延べ 窓、階 ( 床 ( 床 上のもの の 階

項 目 凶l積 m') 関械 m') 面積耐 ) ( ただし、

以 上 以 上 以 上 I也階除く )

イ 料 理 庖 等

会苦1¥

3  ーーー+ ー・. _ - - - - ーーーー 平家建て 1，000 1，500 

ロ 飲食宿 等 以外

( ただ! し

市条{ f IJ で

6 ，000 

31 m をこ

4  百 貨 庖 等 1，000 1，000 

全 苦1¥ える 1:皆と

15  前 各 号 以 外

している

ところカず

特 定 用 途 の 楽 3 議 4 ※ 5  

多いので

16 イ

存する階

在意)

業 3 (3X4) 項の用途に供される部分の床面積の合計3，000肘以上の場合( その用途が存する

階は、他用途部分も含的、当 該階すべてに 必要)

軍 4 (3X4)項の用途に供される部分が存する階で当該部分の床面積 1. ∞Om'以上の場合

蝶 5 (3X4) 項の用途に供される部分が存する階で当 該用途の床面積 1. 500m' 以上の場合( た

だし (4)の場合( ; t l ，OOOm'以上)

表3 - 8 同時放水個数

I也| 穏を除〈階数が10 令別表第 1 (4)項 およ
百貨庖 ( 大規模な小売庖舗 ) 30 

以下の防火対象物 ぴ( 16) 項イて'''( 4) 項のも

のが存す るもの
その他 20 

へy ド取りつけ面が 8 m以 上 20

その他のもの

その他 10  

地階を除く階数がI I 以 上の防火対 象 物 30 

10. 56m 

8.82m 

，主1 ) 未. 戒鶴分を つ〈らないニと
/ 個l虚

間仕切

E三ヨ 未警戒部分

左図のような未警戒部分を

.  つくらないように、ヘ ッド

注 2 ) 梁、量鑑などで散水障害とならない二と

ｾ占 日

をI曹設しないといけない。

d( m)  

0. 75未満

0. 75- 1. 00 

0. 3以下

i主3 ) へッドの取りつけ薗から O. 4 m以上突き出した梁等によって区画された部分

ごとに、へ ッ ドを段ける二と 。ただし、梁等の相互間の中心距般が 18 目cm以

下の掲合は、叡けないことができる 。

i主 4 ) 幅、奥行きが1. 2m以上のダクト、棚などがある場合は、ダクト、欄などの下

部にもへ ッドを段ける 。

図3 - 7 スプリンクラーヘッドの配置

70 

(1)同時放水個数 (表 3 - 8  )  

(2) スプ リンクラー設備の基準

ヘ ッ ド1 個当たりの水量 80 ｾ Ｏ 個

7KiJ 原容量 1. 61げ x ( 同H寺放水個数)

(3) スプ リンクラーへ '/ ドの配置 (図 3 - 7  )  

各部分からへ y ドまでの水平距離は 2. 1m (耐火建築物は 2 .3m )以下

3- 5- 2 補 助 散 水 栓 設 備

スプ リンクラー設備を設けた場合 、s p へ y ドの未警戒部分 ( 階

段 ・シャフト等 ) を補完するためには、従来、屋内消火栓設備が必

要とされていたが、改正により補助散水栓を設けて補完すればよい

とされた 。 この基準は下記のとお りであ る。

・消火栓 水平距縦 15 m以下

放水圧力 2 .  5kg :t /cm'  - 1  Okg :t /cm'  

放 水 量 6 0 ｾ＠ / mi n以上

. 7 K 滅容量 スプリンクラ ー設備の水量; に加算しなくてもよい。

3-6 ご み 保管 設 備

都市機能のひとつとしてごみ収集があるが、建物から排出される

ごみは年ごとに増加しており、社会問題化している 。建物機能とし

ても、ごみ集積スペースが必要であるし、スペースを有効にするた

めに機械式のごみ貯留排出装置 ( ロータ リードラム) を設置する場

合もある 。 これらは、各自治体の環境局 ・清掃局で設置の基準が決

められており、また飲食庖 ・庖舗iは特に厨芥 ・ダンボール等のごみ

が多量に排出されるので、設計に当た っては当局と協議によ り、集

般スペースの位置、もしくは機械式を採用するか否かの打 ち合わせ

を要する 。 また集積場は、収集率が容易に出入りできる位置に設け

表3- 9 ごみの発生量 (参考他)

業 種 発 生! 京単位

事 務 室 0. 675 e j m" 日

| 厨 房 3 .6 e j m' 日

飲食応

| 客席通路 J . o e ; m人目

物 版
0 . 8 4 H/ m" 日

図3- 8 ごみ貯留排出装置

なければならない。 さらに臭

気除去の ための換気設備や給

排水設備を 忘れてはならな い。

表 3 - 9 にごみの発生量と、

図 3 - 8 にごみ貯留排出装置

の例を 示す。 (日 ;根東治)



第4 章

空 気 調 和 設 備

4 - J 空 気 調和 設備

商業建築の空気調和設備計闘を行う場合、基本的な部分は事務所

建築の場合とは大差ないが、第 2 主主に記載の設備的特徴をどう生か

して計画するかがポイントである 。

4  - 1 - 1 室 内 温 湿 度 条 件 と 熱 負 荷 特 性

(1) 室内温湿度条件

基本的には事務所建築とは変わらないが、容は、短時間しか鹿内

に滞留しないため、夏期は i1il d支を低い設定とする方が効果的である。

冬期も外気温度に合わせた服装で来庖するため、温度を上げる必要

がない。

表 4 - 1 に温湿度条件を示す。

仁E

冷温水発生機

+ コ・ジェネレーション

( 吸収式冷凍機)

冷温水発生機

+ 氷蓄勲殺備

( スクリュー冷凍機)

空気勲源ヒートポンプ

パ y ケージ型空間後

水熱源ヒートポンプ

ノマッケージ型空E闘機

水冷式パッケージ型空調機

+ ポイラ

大規模庖舗の室内温湿度条件

対 象 乾球温度 [.c] 関係i:J. 度[ % ]

物販 ・飲食 l苫 25 - 27 50 - 60 

通 路 26 - 28 55 - 60 

物販・飲食庖 20 - 22 40 

L 一塁

路 18 - 20 40 

(2)  熱負荷特性

事務所建築とは違い、建物の構造は商品陳列等の関係から無窓に

近〈、外的な熱負荷は少なく内部負荷が大きい。

内部負荷としては、人体負荷、照明、コ ンセント負荷、商品PR用

の展示、実演負荷等があり、数値的には年間一定している 。 その内

部負荷の影響は夏期の冷房負荷はもとより、冬期には暖房負荷を上

回り、冷房が必要にな ってく る。

年間的に考えると日曜日、中元、歳暮の時期などは顕著である 。

また庖舗構成的にみると、飲食庖舗等はその傾向が強〈、物販底舗

等は電気庖を除けば少ない。

4  - 1  - 2  熱 源 計 画

(1) 容量決定

! i 5 舗を物販庖舗と飲食庖舗に大きく区分し、原単位 議i をもとに算

出するのであるが、飲食庖舗等は排気風量の関係で外気負荷を加味

する必要がある 。

上記で決定した値はあくまで計画時点の基本数値であ って、実施

設計の進捗に合わせて調整する必要がある 。

表 4- 2 に原単位表 ( 冷暖房負荷、厨房換気量) を示す。

(2)  熱源選択

熱源については、地域の特徴( 電気かガスかの経済性 ・泊燃焼の

不可) 、冷房負荷と i暖房負荷の比率、設置スペースの問題等を考慮し

て決定する必要性がある 。 また年間およびその日の時間帯によって

も負荷変動が大きいため、対応策として、熱源は複数台設置とする

ことか望ましい。 さらに、キーテナントと専門庖とがある場合や、

外向き庖舗等がある場合は、言集金のために熱源分離が必要である 。

熱源選択については、空調方式( 2 次似1 ] ) の決定が大きく影響す

るが、大規模庖舗の場合は中央熱源方式が多く、その選択になる 。

以下に、商業建築に多〈採用されている熱源システムを示す。( 図

4  - 1 、表 4 - 3参照)

巨E

空気調和機( 外気処理)

+ フアンコイルユニッ ト

空気調和機( 外気処理)

+ 誘引吹出ユニット

空気調和機( 外気処理)

+ フアンコイルユニット

図 4 - 1 熱源と空綱方式の組み合わせ
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表 4 - 2 原 単 位 表

※ 1  原 単 位 め、絶対のものではないことを踏まえて使用する。

庖 舗 構 成 と し て は 、 大きく分けて物販底缶詰と飲食庖舗とに分けられ あくまで庖舗構成が明確でないときに計画するための数字であり、

る 。 計 画 す る 場 合 、 そ の 用 途 に 区 分 さ れ て い る 程 度 で、 ど の よ う な 庖 そ の 時 点 か ら 具 体 的 に な る 過 程 に お い て 完 成 後 の 実 態 に ど れ だ け 近づ

舗 が 入J苫 す る か は 、 そ の 時 点 で は 予 測 が つ い て い な い の が 現 状 で あ る 。 け る か が 課 題 で あ り、 過 剰 に な ら な い よ う に 気 を つ け 、 竣 工前 の 変 更

そ の 場 合 、 計 図 す る た め の 拠 り 所 の 数 値 と し て 原 単 位 が あ る 。 そ の 値 に容易に 対 応 で き る シ ス テ ム を 採用 する 。 通 常 、 テ ナ ン ト 設 計 に は l苫

は庖ｾｩＱｩ規模によっても大きく違うものであり、キーテナン ト が変われ 告I i コンサルタン トが実際の庖古li設 計 ( 乙 ・丙 工 事 ー前 記 第 2 1，1' 貸方基

ばその数字も変化する。 当主の項参照) を行うため十分な打ち合わせが必要である。

原 単 位 は 庖 鉛i負 荷 の 笑 級 デ ー タ を 数 多 く 集 め た 上 の 分 析 値 で あ る た

原単位 ( 冷暖房負荷)

人 只 照 i列 機骨告発熱等 構造体: f < 荷 内部負荷 外 気 量 外気負荷 合計負荷

1;5 ｾ､ｪ 在 ｕ ｉ ｊ 区 分

(man/ m' )  (k回 I/ m' .h) (W /m') (k阻 !/ m' .h) (k皿 I/m' .h) (k田 !/ m' .h) (k田 !/ m' .h) (CMH/m') (k田 !/ m' .h) (k田 I/ m'・h)

キーテナント 0. 3- 0. 5 33- 55 50- 100  50- 100 35 118 - 190 8 - 13  72- 120 190- 310  

物 版

専 門 庖 0. 3- 0 .5  33- 55 90- 150 90- 150 35 158- 240 8 - 13  72- 120 230- 360 

飲 食
客 11(， 0. 5- 0 .8  55- 88 60- 100  60- 100 35 150- 223 13- 20 120- 192 270- 415  

( レストラン等)
Ju干 湧 182- 228 38- 48 365- 456 182- 228 

飲 食
客 1市 0.6 - 1. 0  66- 110 60- 80  60- 80  35 161- 225 15- 25 144- 240 305- 465 

(rl ' 1([; ・題 類)
厨 房 319- 365 67- 76 639- 730  319- 365 

軽 飲 食
答 !市 0.6 - 1. 2  66- 132 40- 80 40- 80 35 141- 247 15- 30 144- 288 285- 535 

(喫 茶 等)
l百 房 91 - 137 19- 29 182- 274 91- 137 

カノレチャ一教室 0. 3- 0. 5 33- 55 30- 50 30- 50 15 35 113 - 155 8 - 13  72- 120 185- 275 

ｊ ｊｾ＠ 務 室 0.1- 0. 2 11- 22 20- 40 20- 40 35 66- 97 3 - 5  24- 48 90- 145 

食品 ス ー パ 0.3- 0. 6 33- 66 50- 100 50- 100 35 118- 201  8 - 15  72 - 144 190- 345 

パ 十 ン コ 0.3 - 1. 0  33- 110  60  - 100  60- 100 100  35 228- 345 8- 25 72- 240 300- 585 

構造体負荷 最 終的には fl 桁計$ 1 : によるが、参考数値として方位別には、 機 器 ここでの数値も推定数値て' ある 。笑際の数値はテナント設計時に

N  :  32 E :  43 S:  41  W :  204 H :  23とする。 決定される 。 fc' (荷発熱巾位は 860kω /kW.hとする 。

上記表では簡易的に平均的な値として一律にしてある。 外 気 負 荷 外気量は 25m' /h.人、室内空気と外気のエ ンタノレピー差 (エネ J レギ

人 | 剖顕熱を約50k回 1/ 人・h、潜熱を約60k岨 1/ 人 .hとし、合計 110k凶/ 人 の差) は夏期で 8 k国 1/旬、冬期で 9 k回 I/kg として計算。

.hとする .
夏期 1. 2x 8. 0=  9. 6k国 I/m'

照 明 概略の推定数値である。実際には向熱灯や蛍光灯が混在するが、 冬期 1. 2  x  9. 0=  10. 8kcal /  m' とする 。

計算上、照明発熱単位は 1000k回 l/kW.hとする。 1.21立空気の比重量kg/ m'

内 部 負 荷 厨 房 内 の 内 部 負 荷 は 外 気 負 荷 の 約50%とする。

原単位( 厨房換気量)

広告j j { 重別 区 分

ガス消費量 換 気 i証

(m' / m' ・h) (CMH/ 耐)

レストラノ等 0.08- 0. 1  38- 48 

飲 食

中華 ・酒類 0.14- 0. 16  67- 76 

- ガス消費量は広告l I i 預i積当たりである。

軽 飲 食 喫 茶 等 0. 04- 0. 06 19- 29 - ガスは者s市ガス( l 3A) 、 11000kcal / m' 

表 4 - 3  熱 源 シ ス テ ム

冷 温 水 発 生 機

l古舘i内 部 は 常 時 内 部 発 熱 が あ り 、 ヒ ー ト ポ ン プ方式が適しているが、

実 際 は 暖 房 負 荷 が 冷 房 負 荷 に 比べ て 極 端 に 少 な い た め 、 最 近 は 冷 温 水

発生機の採用が多い。

三 男E四iM.. の 冬期 初 旬 の 切 り替 え の タ イ ミ ン グ が 難 し い と い う 点 も あ

る が 、 冷 凍 機 専用 設 置 の;場 合 の l暖房熱源、j羽に ポ イ ラ が必 要 で あ る と い

うデメ リ y ト を カ バ ー し て い る た め 、 採 用 例 が 多 い の で あ ろ う 。

エ ネ ル ギ は 都 市 ガ ス を 利 用 し て い る の が 大 半 で 、 特別 高 圧 受 電 の 心

配 が な い の も 大 き な 利 点 で あ る 。

熱 綴 送 媒 体 |  水
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合放嗣

臨 掴
-語B 四 国. . . .  珊 吾・田I : !: 量蓋勝.

冷水

( ; 畠水)

- 冷熱源と温熱i ! . . ' i ( がコンパクトに一体化しており、省スペースである。

電気の使用が少ないため、特別問圧受1 l i の心配がない。

- 煙突が必要で、ある 。

- 外気条件による能力への影響が少ない。



表 4- 3 熱源システム (つづき )

冷温水発生機+ コ・ジェネレーション( 吸収式冷凍機)

最近は商業建築も多様化、複合化傾向にあり、建物規模も大規模に

なり、エネルギにガスを使用しても特別高圧受ｾになる場合がある 。

その対策のために電力オーバー分にガスエンジンを採用し、ピーク

カッ トを行う 。 その排熱を利用し、 1昆水焚の吸収式冷凍機を夏場の最

盛期に冷 ilii 7 k 発生機とともに運転し、冷水を供給するシステムである 。

イニシャルコストが高いため、ガスエンジンを空調布B機用電力の j防

いだけでなく、非常用発電機として兼用してコストダウンをはかる必

要がある 。 また、設置スペースについても軽減がはかれる 。

冷温水発生後| 吸収式冷凍般

熱 織 送 手 段 | 配 管 | 配 管

水

備 考

コ ・ジェネレーションは、

ガスエ ンジンを使用。

す放熱

|冷却水

ポンプ

電力容量の軽減がはかれる (特高受電対策)。

・排熱利用で、省エネ J レギ性がif:; い。

ガスエ ンジンの騒普対策が必姿。

・ガスエンジンの排気ガスの公; 害対策が必要。

冷水

(; 且水)

冷水

冷温水発生機+ 氷蓄熱設備( スクリュー冷凍機)

前述のとおり庖舗の熱負荷特性上、年間を通じて冷

房依存度が最近では地えてきて、暖房がほとんど必要

でなくな ってきている 。 そのような建物に適している

のがこのシステムで、上記の特別高圧受電対策に、深

夜電力を利用する氷蓄熱設備によ って対応している 。

氷蓄熱設備 の最大の手IJ 点は、安仙! な深夜電力 i立て・ラ

ンニングコストカ吋民j威でレきることで与ある 。

商業建築においても、売場面積の確保にレンタプル比が大きい方が

よいのはいうまでもない。 この方式は空冷方式で屋外設置が原則であ

るため、主熱源のための機械室が不安である 。 また電気式であるた

め、冷暖房の切り替えがスイ ッチひとつで簡単にできるのがメリ y 卜

である 。

しかしさE冷であるため外気の影響を受けやすく、外気温度の低い寒

冷地 では使用できない。

- 特殊型として、年間1を通じ

て冷暖房が可能な熱回収

型もある 。

- 深夜電力の使用で、低ラ ンニング コスト化がはかれる 。

- 低温送水、低温送風化によ 1) 、熱機送動力の削減ができる 。

目蓄熱量の利用により、熱源機器容訟の大幅な削減ができる 。

・害tt ｾ戦五 ｴ をピ ＭＷ 時に使用することにより、契約 ｭ カの減少がて Ｇ きる 。

二次側システン( 空調方式) に制約がある。

空気 c::::>

E - ー置l i a・ョ.岨.  ......::圃・

冷水

(温水)

- 冷却俗が不要で、屋外設世のため、 f Uスペースである 。

. 冷房ーと暖房の切り替えが簡単である。

- 外気1且度が能力に影響する 。

寒冷地には使用 しにくく、デ7 ロスロ運転時には暖房に支障がでる。

- 答量が大きくなれば、高圧ガス取締法に基づく有資格者A が必要になる .
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表 4 - 3  熱源ンステム (つづき)

空気熱源ヒートポンプノ〈ッケージ型空調機

上記、 8 1の シ ス テ ム と ほ ぼ 同 じ 特 徴 を も

っ。異なる点は、熱媒体が81では冷水である

ところが、冷媒であるところである 。

大規模庖舗での使用に際しては、かなりの

出内ユニ ッ トが必要であり、イニシャルコス

トが高〈つくため、部分的用途に使用する方

が賢明であろう 。特 に ン ー ズ ンに 関係なく冷

暖房の切り替えが必要な特売会場等に適して

亡: >

室内の黙をうばい

J 大気に政黙

U 放 黙

いる 。
コイル( 冷媒 空気)

' i i F- ，，1  

保i 考

熱 搬 送 手 段 | 配 管

熱 搬 送 媒 体 | 冷 媒

水熱源ヒートポンフ。パッケージ型空調機

大気ではなく水を媒体として熱の授受を行うシステムである 。

一番のメリ y トは、その水( 熱源水) で熱回収できる点であり、熱

負手I j 特性の違う複合の庖舗形態に適している 。 屋内ユニ y トも単独で

冷暖房が可能で点、冬: l t J 1など飲食脂舗が冷房のとき、その他の庖舗は l暖

房が可能である 。 また空冷式と違い外気温度に左右きれないため、買E

J令t也にも f変用できる 。

備 考

.  1mJ l } J 熱源に、ガス焚ポイラ

を使用。

静

岡

一

ー

ド

u

-

E

目

-

M

富

一

一

水

配

一

段

一

体

手

一

媒

送

一

送

搬

一

搬

熱

一

然

水冷式パッケージ型空調機+ ボイラ

このシステムは、中小規模庖告i I i に多く

白F

.. 
芭 ｾ ｉＭ

採用される 。 イニシャルコストが上記の

システムに比べ一番安価で、とくにスー

パーマーケットに多い。

置 園

⑧ 

作|
冷媒配管

圧 縮 機

園置l 1l i

民

- 熱源機械室は不要。

・織送機者告がなく、その分だけ省スペース ・省エ ネルギである。

- 大規模! 苫告I i には、イニン ヤルコストが高〈つくため、不向きである。

寒冷地には使用しにくく、デフロスロ運転時には暖房に支障がでる 。

- 容量が大きくなれば、高圧ヵ・ス取締法に基づく宥資格者が必要になる。

- 熱回収が可能であり、建物内の冷暖房負荷がバランスすれば省エネ効来が

大きい。

- 例別制御が可能。

・衆冷J也でも使用でき、屋外温度条件に左右されない。

⑧ 

加湿ノズル
吸込口( リターンガラリー)

国置冨掴

配 管
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- 中小規模広告I i 、 スーパーマーケットに多〈採用されている。

イニ シャ ノレコストが安い。

- 空剰のグレードが低い。

寒冷地でも使用でき、屋外温度条件に左右きれない。



以 上 の シ ス テ ム か ら 評 価 基 準 の 検 討 を 行 い 、 ま た 建 物 の グ レ ー ド

等も考え、決定する 。

(3)  予 備 冷 却 水 設 備

直接の熱源ではないが、もう一つ商業建築の特殊性てーある飲食庖

CT ， 食品 Jfl 冷却熔

C P- ]  11 冷却水ポンプ

C T， 冷房用冷却l浴

CP-2  11 冷却水ポンプ

バイパス ff

図 4- 2  

表 4- 4 空調システム

鋪 ま た は 食品売 場 等 の 冷 凍 庫 お よ び 冷 蔵 庫 等 の た め と 、 用 途 の 違 い

に よ る 熱 負 荷 対 応 の た め の 補 強 冷 房 用 に 、 冷 却J71 < が必要である 。 そ

の た め に 共 用 の 冷却 塔 を 設 置 す る が、 こ れ もキーテナン トと専 門 庖

とがある場合はそれぞれに必要である 。

上 記 の 冷却 塔 は 工 事 区 分 に お い て 甲 工 事以 外になる可能性もあり、

冷却 水 配 管の み が 設 計範囲となる 場 合 が あ る 。

パ ッ ク ア ッ プ 対 策 と し て 、 冷却 水配 管 は 冷 房 用 と 食 品用 にノ〈イパ

ス配管を行う 。 容 量 的 に は 同 一 に す る 必 要 は な い。 (図 4 - 2 参照)

4  - 1  - 3  空 調 方 式の 計 画

(1) 空 調 方 式 の 種 類 と 選 択

空 調 方 式 に い ろ い ろ な 種 類 が あ る の は 1990年 7 月号「第 4 章 」 の

空 気 調和 設 備の 項 を 参 照 さ れ た い。 こ こ で は 、 商 業 建 築 に 適 し た 方

式を 表 4 - 4 に 記 載 し た。 方式にはそれぞれメ リッ トとデメリ ッ ト

が あ る の で、 どのメ リッ トを優先させるかによ って 方式を選択する 。

図 4 - 1 は 、 熱 源 と 空 調 方 式 の 組 み 合 わ せ を も 示 す。

空 気 調 和 機

一番スタ ンダー ドな方法て胡あり、熱源との組み合わせも選ば

ない。

テ' パートおよひ' ンヨ γ ピングセンターなどは、方イ立別のゾー

ニングを考える必要がないので、空気調和機によるセントラル

方式が多い。空気調和機の設置は各階ごとに分散させて設置す

る各階ユニット方式とし、 |渚当たりの風髭が増大する場合には、

さらに階において分割設置する。

イニシ ャルコス トが一番安価ではあるが、負荷変動に対して

は空調機単位でしか対応できない。 また将来の更新に対して追

従できないのが難点である 。

冷水

( 温水)

@

 

行
…
…
品
川
一

…
………………

…
…

民

J々

川

ス

p

ィ

た

一

ア

l

l
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岨

士、

l

h
い

い

間

十

U

一

羽

-

M

ト

「

l

「
l

ン

。

J

吸込口( ' ) タ ンガラリー)

空気調和機

エ ネ J レ ギ | 冷 温 水

機 械 室 | 必 要

1ili 
来

J

匡盟国圏

熱 搬 送 手 段 | ダ ク ト

熱 鍛 送 媒 体 | 空 気

.  J肢も単純な方式で¥設備費が少な く、保守、管理も容易である 。

特| ・換気最を十分に確保することができる 。

・2E調機単位でしか負荷変動に対応できない。

徴| ・将来の用途変更による対応ができない。

Ｍ ｾ制機動力が年 ｉ ｈｉ 一 定しているため、搬送動力が大きい 。

言l' 1  1* '<1; 

価|
。

空気調和機+ フアンコイルユニット

外気の処理を主に空気調和機で行い、室内負荷をファンコイ

ルユニ y トで処理する方式である 。

上記の A H 1のシステムに 比べ、熱源括性送の主体が冷温水と

なり 、ダクト方式より階高の低減になる 。 またファンコイルユ

ニッ トにより負荷変動、将来更新の対応、が可能である。

ーーー一一一一一一一一一一- ，

ダンパー 「一一寸

「一一ーー一一ー十， !  円¥吹出口

日比気) 出白 V  

，サーモスタット ー-→@
ヒューミディスタッ卜 .  

26' c 

加湿ノズル ・吸込口( リターンガラリー)

匡墨田園

空気調和機 77川ルユニ 汁| イ砧

エ ネ ル ギ 冷 温 水 冷 温 水

機 械 室 必 要 不 要

熱 搬 送 手 段 ダ ク ト 自己
会田吹

熱 搬 送 媒 体 ｾ＠ 気 水

考 I  I  ・ファンコイルごとに運転が可能なため、部分負荷変動に対応できやす L 、。

特| ・将来の用途変更には、ファンコイ J レの増設により対応ができる。

' 7 7 ンコイルユニ y トのフィ/ レターのがf婦等、設置台数が多いため、保守

徴 | に手聞がかかる 。

- 将来の用途変更には、ファンコイノレの増設により対応ができる。

評 1 1* 守

。
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向調システム ( つづき)

空気調和機+ 誘引吹出ユニット

大安は A H l のシステムと同じで、その発展系である。

特徴として、氷蓄熱設備から低温が得られるため低温送水、

低楓送風が可能となり、熱搬送動力の削減ができる。また、送

風ダクトが高速ダクトのためダクトスペースの縮小も行える 。

天井に誘引ユニ y トの設澄が必要で、それごとにゾーニング

を行う 。このゾーニング数が増えれば、ユニ y 卜が高価! なため、 冷水

イニン ヤルコストは高くつく 。 5"C

ポンプ

サプライ7"7卜( 高速) 冷風B " C

コl

l

l

白

目

、

勺

帆

二

寸

白

苧

一

-

釦

誘引

吹出

空気調和機| 誘引吹出ユニット 考

匡翠冨圏

{蔚

エ ネ J レ ギ | 冷 温 水 | 空 気

機 械 室 | 必 要 | 不 要

然 搬 送 手 段 | ダ ク ト | ダ ク ト

熱 綴 送 媒 体 | 空 気 | 空 気

- 低温送風により給気iJEが減少し、送風機の運転動力が小さ くなる。

特| ・高速ダ クトにて鍛送するため、ダクト面積が縮小でき、省スペースである。

・誘引ユニ ットが高価なため、イニ シャ J レコストが高い。

徴| 高速ダクトのため、受闘機廻りに消音が必要である。

- 胤量的に却| 気の多い広告I i はf無理である。

評 I 1* 守

{耐 i
。

今までのシステムは中央熱源に対してのものであり 、個別熱源に

関しては熱源システムを参照のこと 。

(2)  空調方式以外に留 意する点

a) 生鮮食品売場の場合

生鮮食品売; 場の場合は、売場そのものと食品加工場等とで構成さ

れるが、加工場で発生する熱と臭気を売場内に影響させないために、

排気量とバランスするための外気量を 導入せねばならない。 その風

量バランスを取るために、排気風量すべてを 外気処理 ( 空気調和処

理) す る全外気方式の空調と、加工場内部で換気のみてい排気と外気

をバラ ンス させる方法がある 。

前者の方式は、後者の方式に比べて外気負荷分が大きくなるため

熱源谷量は上がるが、空調空気の流れが力11工場へいくため、売場内

への央気の進入は確実に防止でき、加工場の温度環境もある程度保

つことが「できる 。

また、生鮮食品売場の設置対象階は 主と して地階であるため、建

築的にはその臭気を上階の売場にも影響のない所までも っていける

ダクトスペースの確保が必要となる 。

b) 外向 き庖舗

大規模庖舗の 中には、 一部ではあるが、喫茶底、ケーキ屋または

居酒屋等て営業展開が外部に向いてできる庖舗が存在する 。 それら

の広告! 日は、ビルの営業時間外にも営業が可能なように、また、言I l 金

の面も考慮して、単独空調方式とする 。

4-2 換 気 設 備

4  - 2- 1 換 気 計 画

換気方式の決定については、空調方式とリンクしているため、ま

ず、空調方式を決定しなければならない。

商業建築の場合は、再循環空気の汚れが事務所建築に比べて激し

いため、外気の導入量を増やし、換気回数を上げ炭酸ガス濃度を下

げるようにすべきである 。 また、外気負荷が増すため、全熱交換様

により負荷削減に努めるべきである 。 その際、外気冷房ができるシ

ステムを組む方が、経済的にも有利である 。

76 

4  - 2  - 2  飲 食 庖 舗 の 換 気

厨房の換気は、実際の設計時点では厨房面積も厨房: i t 器具の仕様も

決定していないのが実態てあるため、できるだけ厨房内のみで換気

風量のバラ ンスの取れる第一種換気方式が好ましい。 また、中央方

式よりできれば個別方式とし、各広告描ごとに給排気ファンを設置す

る方が、時間惜の違い、言集金の問題、風量の設定など問題が少ない。

厨房内の排気風量の設定については、原単位表を参考に飲食 ( レ

ストラン等) ・軽飲食 (喫茶庖等) ・その他飲食 ( 中華 ・麺類等) の

3 分類程度で決定する 。 その際の V = K Qの乗数は、フードが取り

つけられるかどうか、厨房仕様がとうなるのか未定のことが多いの

で、 40を採用して換気風量に余絡をも っておいた方がよいだろう 。

厨房排気はほかの j苫昔前 (物販庖舗等) に影響のないように 、でき

るだけ最上階に導くこと 。 その場合、最上階の用途 ( ビアガーテン

等) を十分に確認の上、排気口の位置を決定する 。

4-3 排 煙 設備

商業建築は、前述したように無窓に近いために、機械排煙が一般

的である 。

パ ックヤードや広告m事務室、食堂などはできるだけ有窓にし、自

然排煙にする方がコスト商やダクトスペー スの確保も不安なため、

レンタブj レ比も上がり、有効である 。

庖舗部分の排煙区画はおのおのの庖舗区画ではなく、 一つの大き

な区画にまとめる 。 また、排煙系統も平面を 二分割したりして排煙

機を系統} j IJ に設けて、できるだけ排煙ダクトを庖舗の天井内に納め

ず壁でで取れるようにし、階高を抑え、天井内を有効に使用するよ

うにする 。 そのために、おのおのの庖舗では j苫舗区画の壁は天井よ

り500H を欄間開放とする方法が取られている 。 ただし都市によ っ

ては庖舗区画ごとに排煙を義務づけされている場合もあるため注意

が必要である 。

排煙手動BOX の位置は、盾舗構成を十分に把握し、できるだけ共

用の通路に設置し、 l古舗音11分には設置をしない。 ( 弓崎幸治)
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電 気 設 備

表 5- 1  原 単 位

NIl 

延べ! 車両似 契約電力

③/① 

Ｇ ｩ ｬ ｾＱＱ 変圧総
@/I① 

( m) ① ( k W) ③ ( k V A)  @  

ショ ッピングセンター

50，579 1，500 29. 6 2，300 45. 4 

2  45，000 2.950 65. 5 2，175 48. 3 

3  39，386 2，800 71. 0  2，200 55. 8 

4  32 ，006  1，800 56 .2  1，500 46. 8  

5  29 ，575 2，000 67. 6 2，100 71. 0  

6  18，348  1，500 81. 7  1，600 87 .2  

7  14 ，255 1，400 98. 2 1，100 77 . 1  

8  11 ，049 600 54. 3 600 54 .3  

9  10.879 250 23. 0 800 73.5  

10  8，436 645 76. 4 450 53.3  

II 5，183 800 154. 3 450 86 .8  

12  5.101  495 97 .0  475 93 .1 

h止 大 154 .3  W / m 93 .1 V A/ m 

JIJ( 23 .0  W / m 45 .4  V A/ m・

ｪｾｊ＠ 72 .9  W / m 66.05 V A/ m 

スーパー、その他J吉舗

50，533 1，500 29 .6  2，300 45 .5  

2  35，814  1，400 39 .0  1，550 43. 2 

3  32 ，291  2. 100 65 .0  2，400 74 .3  

4  29 ，225 1，050 35. 9 900 30. 7 

5  19，858 1，300 65 .4 1. 100 55. 3 

6  5，800 365 62 .9  300 51. 7  

7  4，623 320 69 .2  250 54 .0  

8  4，479  385 85 .9  300 66 .9  

9  3，109 30 9 .6  

10  2.785 425 152. 6 225 80 .7 

II 16，125 1，010 62 .6  1，200 74. 4 

12  14，487 750 51. 7  375 25. 8 

13  11 ，184 1，200 107. 2 900 80 .4 

14 7，360 465 63 .1 300 40. 7 

15  6，935 300 43 .2  

16  5，183 700 135 .0  450 86 .8  

17  2，818  320 113.5  250 88.7 

18  2，757 660 239 .3  500 181. 3  

19  2，672 425 159. 0 400 149. 7 

20 2.462 475  192 .9  500 203 .0 

21  2，447 397 162 .2  400 163 .4  

JIぜ 大 239 .3  W ! 川 203.0 V A ! m'  

崎ズ 29 .6  W ! 川 9.6  V A ! m・

町F ｴｾｊ＠ 99 .5  W ! 川 81. 9  V A ! I1l '  

ニ相変庄日誌

( k V A)  @  

2 守 250

3，800 

1，700 

2，050 

1，800 

1，000 

1. 500 

1，000 

400 

900 

700 

500 

5-1 電 力設 備

5- 1- 1  電 力 引 込 設 備

本項は 、前回 の* オフィスビルH に準ずるため 、前回 の記事を参

照されたい。特に庖告iIi ピノレの場合、美観が重要であるから、引き込

みの ための機内柱の位l I Tには 注意が必要 である 。 また場合に よって

は、 既設の電力柱 を移動することもあるが、費用は建築主負担とな

る。

なお、昭和59年には建設省と通産省の聞で、 60年度以降 10年間に

全国の主要都市 て' 1000km程度を 目処に電線路 の地中化をすすめるこ

とが合意されているため、都市部の商業地の ように道路空間が過密

化するゾー ンにおいては、ますます供給管共同溝からの地中化引き

込みが多くな るであ ろう 。

5- 1- 2  - 受 変 電 設 備

r 'f [ L 設工業 J 89年デー タより

@ /，① 

発ｾ ｴｉ機
②/ 包)

-?i i '4I J也

⑦/① 1lii 々
( k V A) ① ( A h) ① 

44. 4 300 5. 9 450 0.009 

84 .4 1，200 26.6  ( 30)  

43 .1 500 12.6  400 ( 30)  0.010  

64. 0 1，500 46. 8 200 0. 006  

60 .8  800 27 .0 

54 .5  300 16. 3 

105 .2  250 17.5 200 0.014  

90 .5  200 18. 1  

36. 7 200 18. 3 

106. 6 180 21. 3  

135 .0  120 23 .1 

98 .0  200 39 .2  

135 .0  V A/ m 46. 8 V A/ m 0 .014  Ah/ nl' 

36. 7 V A / m 5. 9 V A / m 0 .006 A h/ m 

76. 9 V A/ m 22. 7 V A/ m 0. 009 Ah/ nl' 

1，950 38 .5  300 5.9  ( 60)  スーＭＯＧ ｾ

1，000 27 .9  300 8. 3 スＭｾ ｾ

1，525 47. 2 320 9. 9 300 ( 50)  0 .009 スーパ

800 27 .3  300 10 .2  スーパ

800 40 .2  350 17.6  スー パ

350 60 .3  100 17. 2  スー パ

300 64 .8 80 17.3  
ス- ，/ {

400 89 .3  150 33. 4 スーパ

75 24. 1  
ス- r':

241 86 .5  170 61. 0  スＭ，Ｏ ｾ

1，500 93 .0  320 19 .8  200 0 .012  1"d ｾｩｬｩ＠

450 31. 0  250 17. 2 ( 280)  ｪ 苫 ｾｩ ｬｩ

1，000 89 .4 250 22 .3  1.5 :lHi 

400 54 .3  400 54.3  120 0. 016  府 割Ii

400 57. 6 180 25 .9 250 0 .036 ! 苫布I i

700 135 .0  120 23.1 1; !i ｾ Ｂｩ＠

300 106 .4  20 7. 0 飲 食 l苫

600 217. 6 240 87 .0  l苫 舗i

400 149 .7  20 7.4  飲 食 応

400 162 .4  45 18 .2  飲 食 庖

300 122 .5  80 32 .6  飲 食 応

217. 6 V A ! I1l '  87 .0  V A ! I1l '  0. 036  A h! I1l '  

24. 1  V A! I1l '  5.9  V A ! m'  .  0. 009 A h! I1l '  

85 .0  VA! r n'  24 .7  V A! n1' 0.018  Ah / m'  NO. 91ま除〈

建築と社会/ 1991年 S JI サ 7 7  



商業施設の' 屯力原単位は、

①施設内容により異なる 。

② テナント脱般により異なる 。

③ 設計時点て‘ すべての条件が設定されることはまずない 。

④竣工後も頻繁にテナント ・間仕切り変更カ、ある 。

ことが考えられる 。

したが って、当初より受変電設備容量を設定することが困難であ

るため、設備は設計変更に耐えられるよう、また設備の増設ができ

るよう設計しておくことが必要である 。表 5 ー 1 に、庖舗純類別の

原単位を示す。

この表のように l テナントの而積が小さい場合、単位面積当たり

の容量 ( V A/ I11 ) が大きくなる傾向がある 。したが って商業ビルを

計画する場合、 1 I苫舘i当た りの平均面積 ・J苫舗の種類を明縦にする

ことにより、建築計画を容易にすることができる 。

図 5- 1 には、近年の原単位の推移を示す。 この数年で原単位が

大きくなる傾向が見られる 。

ＧＱＩ 庖 ｾｩｬ￬ 内の ｴ 何 度の高度化

② 白熱灯の利用の増大

③ 非日常性 ・アメニティを追求したさまざまな仕掛け

などカぜこの{ 頃向に f白車をかけているといえる 。

75 

70 

65 

60 

翌日

目50

a  

力 45

E 40 

の 35

230  

1直 25

K ， 

，...; 20 

3 1 5  

ｾ＠ 10 

5  

年度別の電灯用電 力密度 K ，( 中央値) の推移

59 60 61 

年度別の動力用電 力密度K ，( 中央値) の推移

62 昭和〕

年 度

一 ー 一 事務所

一一 ーー 庖鋭、テワマー卜

一ーーーー ホテル

ー ー ー 住宅

一一一一一 学校

一ー 一一 病院

テ パ ト

85ト テ ハ ト 「 ー 一 一 一 一 - 86 

83 一 一 一 一 一 ー 寸 病院 81 :  

80 

75 

70 

65 

60  

0 凡 55

x  

勢50

E 45  

2 40 

ｾ＠ 35 

230  

F 25  

ｾ＠ 20 

き15

10 

78 

i一 一 一 一 一 -1 I  

一 一 一 一-i 一 一 一 一 ー ト 一 一 一 一 J

」ーーーーーーーーーー

」 ー ー ー 「

し一 -一 一 一

二」τfJ -

59 60 61 62 

- ーーー 事務所 ーー 住宅

一一一 『ー庖舗‘ テfパート ー一一一一 学佼

一一ーーー ホテル _ . . 一一 病院

図 5 ー 1 原単位の推移 (' 屯設工業J I989年 1ｊｊ ｾ ［ よ リ Ｉ

〔昭和〕

年 度

省エネルギの点から、不必要な Ａ Ｑ ｾ ｦ ，度ア ッ プは避け、効率の高い照

明掠具を利用することを心がけるべきである 。

設置条件については、オフィスビルと本質的な: i A いはない。 した

が って、設置場所は湿気が少なく漏水の恐れのない場所とし 、厨房

・トイレ等の下部に電気室を設けることは避けなければならない。

また綾合ビルの場合、保守時間ヵ、とれない場合が多〈、保守計画を

考慮して系統計画を行う必要がある 。

本規模であれは、契約電力が50k W以上の物件となるので、電力会

社からの電力の供給屯圧は 6.6k V以上となり 、' 必要家敷地内に設置

された受変電設備で !ml l J' j ' 空調設備等の負荷で利用する電圧 ( 200V

/ l OOV ) に変成して電力を供給することとなる 。受変電設備の設置

位置は 、オフ ィスと同じように地下もしくは最上階とする こと カ、多

いが、活舗ビ ルは腕房やディスプレイ等に 7Kを使用することも多い

ため、地下階に設置する場合は漏水対策に十分配慮しなけれはなら

ない。

また変圧器のリプレース ・増設11寺の搬出入のためのルートを僻保

する必要がある こ とは、いうまでもない。

月号舗の必要電源は増える傾向にあるから、予備スペースをとるこ

とが必要である 。

形態はオフィスビルと同様であり、前回の記4会を参与i こしていた

だきたい。 当然のことながら建物の特徴、コストを与[ をして決めな

ければならないが、保守 - 安全性 ・品質の確保の点から屋内キ ュー

ピクル方式が望ましい。

5 - 1 - 3  非 常 用 発 電 機 設 備

商業ビルは不特定多数の人々が利用するため、停電11与に通路の照

明を点灯させるなど安全上の配慮が必要である 。 またエレベータは

非常用エレベータだけではなく、一般エレベータも発屯機回路とす

ることが望ましい 。 したが って、発屯機容量はオフィスビルよ りも

大きくなる傾向がある 。

他については、前回記事と同等である 。

停電 ｈ 与の問題点として、ィ令 ｬｩＺ 主席 ・ Ａ市 ｾＱ Ｑ￬内 ＡｉＨＨ 日月の電源供給があるが 、

商用電源停電時の電力供給を発電機回路から供給した場合、

m発電機I¥l ! : 障時の営業保証問題が発生する 。

② 発電機容量は| 浪られているので、テナ ン トに対してノミ γ クア ップ

屯源供給の公平を欠くことがある 。

③ 設計上テナントの要求に応えるために、発電機容量の設定が過大

になる 。

など多くの問題が発生する 。 したが って、 一般的にはテナントへの

J'I家発電電力の供給は行わない。一方、このようなテナントビルで

は受変電設備の保守のために停電することが図難である場合が多い

ため 、保守H寺に発電機回路を 使用 して電力供給を行うこともあるが、

当初J よ りシステム 的に配慮することはコスト上雛しいので、仮設に

より電源舷保をして保守停電を行うことが多い。

発電機設備の設置場所の是非は受変電設備のmと同等であり 、i¥41

水 ・3一気には十分考慮しなくてはならない。 また電気的には受変電

設備の近くに設置することが理想的て“ あるが、電気室の位置と関連

なく給排気のとりやすい屋上に設置することも多い。原動機の般類

は、オフィスビルの JJi て'j & べた内容と同等である 。

5 - 1 - 4  蓄 電 池 設 備

オフィスビルと同様に 、必電池 i設備は主として停電11寺の非常照明

用電源として利用される 。

設置場所は 、電気室に接して設けることが一般的である 。



5-2 管 理 設備

商業建築では入居容が安心して快適な環境の中で買い物や飲食が

できるよう 、常に安全な設備管理が要求される 。

商業建築電気設備の保守管理が他の事業所ビルなどと異なるのは、

主として営業形態によるものであり、その特徴 を列記すると下記の

ようになろう 。

① 飲食庖舗、物! 仮庖t I 1i等各種の庖舗は、顧客: の多様化したニーズに

応えられるよう 、ト レンドに応じて大小のリニューアルが行われる 。

② 左若男女さまさまな年齢層の答が入信する 。

③営業時間がさまざまとなる 。

④事故や故障が発生した場合は、危険な状況や営業上支障を来たす

事 態 となり、管理j '{ 任を 問われ る。( 刑事責任や営業保証の責を負う

こともある)

⑤ 土、目、祝は平日に比べ客数が増加するが、一方、メーカ一、メ

ンテナンス会社と の連絡がとれない場合が多い 。

そこで 、以下の管理設備によって自動化 、省力化を図り、安全而、

保全面および省エネルギ函で刻j 果を発揮している 。

5- 2- 1 中 央 監 視 盤 設 備

中央監視館設備は、電力設備 ・空調設備 ・衛生設備の監視制御を

目的とする 設備であ り、

①安全性、 ②快適性確保の支援、 ③ 省エネルギ、 ④管理性の向上 、

⑤ 省力 化、 @ 予防保全 、⑦予知保全

などを目指して、後述する防犯設備、防災設備などとリンクして設

置される設備である 。建築、設備の利用と運用および管理を自動的

に行うという意味で、ビルデイングオートメーションと広くいわれ

るようになった 。新しい動きとしては、 トータルなビル管理システ

ムとして、ファシリティ マネージメントシステムの導入や A 1 技術

の応用が注目されている 。

商業建築における中央監視盤は、事務所ビルの中央監視盤の機能

と基本的には変わらないが、営業時間中の事放 . ｾￍｬＺ障を避けるため

の予防保全や故障診断が重視される 。

設誼 場所は、 今 回 の モテルビル のように建築 Ｉ ， ｾ準法 上、防 災セン

タ ー ( 中央管理室) が必要 となる場合は 、他の防災民視盤設備とと

もに防災センター内に設置されるのが一般的である 。

5- 2 - 2  防 災 監 視 盤 設 備

商業建築は、消防法でいう複合用途防火対象物として、事業所と

比べ消防設備の設置条件も厳しいものとなっている 。表 5- 2 にモ

デルビルと 同等の事務所ビルとの義務設備の比較を行う。

したが って 消防法上あるいは建築北準法上の 多数の設備 が設置 さ

れる ことにより、 設備管理者に高度な管理技術 と不安全対応が要求

される 。

しかし 、人間 のさまざまな特性と、建築設備から与えられる情報

は、複雑で' 膨大なものとなるため、管理人に限界が生 じる。 そこで

各種防災設備を相互に有機的に機能せしめ、管理人の支援を行える

防災民視盤の設置が必要とされる 。

防災センター ( 中央管理室) は 、避難階または直上階、直下階に

設置す ることとな っているが、消防署によ って は、機能上、避難階

に設置 し、直接屋外に面する出入口を 設 けておく ことを義務づけて

いるので注意を要する 。

地方自治体によっては、 31 m を超えなくても建物種別・収容人員

表 5 - 2 本モデルビルと同規模事務所ビルとの義務設備の比較

! 建築基準法 策ケースス 7ディーは一例を示す。詳細は挫築指噂諜との打ち合わせを裂す.

チェ ックリスト ケーススタディー灘

本記事 同規模

条 文 設備i名 内 谷 のモデ 事務所

ル ピ ル ビノレ

法28粂

換気設備i

- 用途 。 。
令20条 ( ガス使用箇所)

令20条ー2

中央管理方式のｾ - 向き 31111 以上の建築物 。。
気調和 . 1，00001 をこえる I也下街

- 而椴区画 01 以内

令 112条 防火区画 - 縦穴区画
。。

- 典徴用 j全区画

令 121条

避維階段
- 芹li 主 。 。

~令 123条 Ｎ ｾ乱悦

令 126条 2 排憾設fiii

- 用i主 。。
- 鋭校

令 126条-4 非'i ，'; 1'1' 1の!!(i ，Dfl 装置
- 用途 。。
- 規模

令 126粂- 6 非常用のi 1主人口

- 高さ 31川以下、3階以上の階 。。
- 緩和成脱

令 126条ー7

非常用のi 1主入口表

( Jii l上による )
。。

可ミ

. m途

令 129条 内装制限 . t/出造
。。

- 規模

法34粂

非常用エレベータ - 高さ 31111 以上の建築物
。 。

令129条13-2

ｾｾＲＰ 条 ＲＭＲ Ｍ ハ 中央省ー耳II 室
。 。

法33条

経常設備 - 高さ 20mをこえる苦11分
。 。

令 129条14

消防法 総ケーススタディーは一例を示す. 詳細は消防曹との打ち合わせを嬰す.

令 1i長ー2-3 ｾｪ￮ 火管理者 - 収容人民 人以上
。 。

令 10条 消火総. s

- 区分ごと延べ m以上 。 。
. 1血、無(3 F )、床 50m以上

令 11粂 庭内消火怜設備

- 区分ごと延べ m以上 。 。
. 1由、無(4 F ) 、床 m以J :

- 脱線、 l末而織の合計 "'以上
11 [: 特

令 12条 スプリンクラー . 1帯数 。
以上

. 1也、j ! 臣、床川以」

令 13条

水日貫流 ii'j 火設備 駐( i包JIι ) 0場 駐(泡車)士OJb 

令 14- 18条

(泡・C O. ・ハロ ゲ - 用途

f，k、ロ気ゲン室)0  

電気室
ン・粉末)

(ハロゲンIX

. 1、2 ド告の床面積の

令 19条 屋外 ii' j 火怜設備 合計が I耐火9，000山以上

fi1j耐6，000m以上

- 区分ごと延べ m以上

令 21条ー l 自動火災報匁l設備 - 用途
。 。

- 地、無( 3 F ) 、床 m以上

脱Ut l23条 煙! 必知総 - 廊下、通路、地、無、 11F 以上
。 。

非常者報設備i - 収容人民 人以上

令 24粂 - 階数
。 。

非常1ft話 F 以上

令 25条 避難総具

- 収容人貝 人以上 。。
- 階数

- 区分ごと (全部または I也、

。 。
令 26条 誘導灯

無、 11 F 以上の部分 )

大型、 小山

中ｾ

- 敷地20， OOOm'];，' 上かつ l 、

令 27条 消防用水 21者の床関績の合計が面，t火

で15，00001'以上

令 28条 排地設flii

- 用途 。 。
. 1也、無、床 nf 以上

令28条ー2 連結散水設備 . 1也! 析の床面積700m'以上
。 。

. 1也階を除〈階数7以上

令 29粂 述結送水管 . 1也階を除< [指数5以ヒで
。 。

延べ6，000111'以上

令 29粂-2 非- ; r ; コンセント . 1也! 者を除〈階数 11以上
。。

令 21条ー2

ガス漏れ火災警報

設備i

4伝説町内寄欄はチェ y クリ ストとして使用できるよ う. 基準値は主として空1' 1にしてあるので、品者

向 Ｏｪ で うまく ｦＧｊｭ していただければ幸いである Ｎ また張ｾ［は結果的み ｏ 向 ｬ て Ｇ 必要設備を示した Ｎ
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等により防災センターを義務づけられるので、注意が必要である 。

5 - 2 - 3  防 犯 設 備

防犯システムの提案を行う前に、下記の内容について建築主と協

議し、防犯システムの目的を把爆しておく必要がある 。

①守るもの

②保管状態

③ ゾーン設定

④無人化箸備か有人箸備、またはその併用か

⑤向 社管理か委託管理か

@ 管理| 時間帯

守るものと管理状態がわかれば、下記のゾーン設定から選択する 。

① 縫物周辺敷地部分で、の第一次笹戒、ノーーン

②建物外壁面( 出入口) での第二次笹戒ゾーン

③特定部分での第三次箸戒ゾーン

無人化する場合は、答戒ゾーンに適したセンサーを選んで、異常

をキャ y チするよう計画する 。 この場合、委託管理形態をとるので

あれば異常は委託先に移報するか、または人材によって終日管理あ

るいは特定時間 内管理を行う 。

モデルビルの場合、建物外壁面と各テナント等特定部分を鋒戒ゾ

ーンとするのが一般的で、各テナントは伽| 別に笹備会社と笹備契約

が結ばれることが多い。

防犯主装置の設置場所は、防災管理人と答備員が異なる場合、警

備室や守衛室に置かれるケースが多いが、今回のモデルプランのよ

うに防災センターがあり、館内が24時間有人の場合は、省力化のた

め防災管理人と答備員を兼務することもあり得る 。 いずれにしても、

連築プランに ;μ 響を及はすので注意が必要で舟ある 。

5 - 2 - 4  計量 設 備

オフィスビルの場合の計量対象は電力・ 2E『澗が主体で、常利につ

いては電力消費量による換算値を使用している場合が多い。商業ビ

ルにおいては、さらに上水使用量・カス使用量 ・給湯使用量が加わ

るため、計量点数がオフィスビルに比較し増大する 。

ガス使用量は、通常方、ス会社とテナントとの直接取引となるので、

1J ス使用量の集中検針設備は不要てーある 。一方 、水 ・電気はビルオ

ーナーとテナン トとのやりとりとなるので、省力化のために集中検

針設備を設け、検針や請求書の発行を自動化することも多い。 設置

場所は、中央監視盤設備に隣接しておくことが一般的である 。

しかしながら、コストの問題もあり、小規模のビルでは計電器の

みを設置し、目視による例別検針が行われている 。

5-3 通信 設 備

5- 3一 1 電 話 交 換 機 設 備 ( P8X)

商業ビルにおける電話の利用は、電話回線 ・ファクシミリ回線 -

P OS 回線の 3 回線が基本となる 。しかし、トラフィ ック( 呼び量

通信量 ) の多い場合は、公衆回線( 加l入電話回線) よりも定額制の

専用回線を使った方が経済的になるので、庖舗と関係会社間で全国

的なネ ッ トワークを構築する企業が地大している 。 これは、競争力

を強めるために商業ビルに来る 川下の顧客とのネ ッ トワークで顧客、

商圏、 i仮売! 被田島に対応できることが重要とな っているためである 。

このため、 小規桜庖舗の場合はこの 3 本を l セ ッ トとしてテナ ント
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に供給しているが、大きな企業になれば専用回線の導入と、これに

伴う各経伝送装置に必要な専用回線とその環境条件について、予め

通信事業者との打ち合わせが必要となる 。 またオフィスのみならず、

役近は商業ビルにおいても P B X のン エアー ドサービスが行われて

いるため、基本計画H寺にオーナーの考えを聞き出す必要がある 。

5- 3 - 2  L  A  N設 備

この設備は、電話と異なり機器 ・通信手順の標準化がされていな

いため、各種の方式が使用されており、奥種ンステム閉め互換性も

ほとんどないことから、テナントビルに導入し、異な った企業にサ

ー ビスを提供することは難しい。 しかしビルオ ーナー側で P OS 設

備を導入し顧客官: 理 ・在庫管理 ・仕入れ管理等の業務をテナントサ

ービスとして行う場合も最近は多い。 この場合、コ ンビュー タ一室

. L A N  倣設経路が建物内に必要となる 。

しかしながら、このような設備をもっビルオーナーも少ない こと

から、一般的には、配線の経路のみ設けることが行われる 。

スペースに関しては、電力 ・情報経路の項目て" 述べる 。

5 - 3 - 3  衛 星 通 信 設 備

商業ビルの術! r ) 通信設備は、一般的には不要である 。 しかし将来

映画の配給カ、衛星通信設備を通じて行われた場合、通信アンテナを

地設可能な建物とすることにより、ミニシアタ一等が可能となり、

テナントビルとしての付加価値を高めることとなる 。

この設備は L A N設備と同様に、当初からビル設備として施設す

る必要はないが、テナントで必要となることに備えて、屋上にパラ

ボラの荷重および方位角を考慮しておくことも考えられる 。

しかしながら、現状ではノ f ラボラの重量 ・大きさもかなりなもの

となり、パラボラを必要とするテナントもほとんど存花しないため、

荷重 ・スペースさえ計画することは希である 。

5-4 電 力 ・情報 経路

本項目もオフィスビルと同等であり、電気用配線スペース (EPS)

を通じて各階に供給される 。 当然のことながら経路は十分な広さを

もっとともに、点検 ・保守 ・増設が容易にできるよう考! をされてい

なければならない。

5- 4ー 1 E P S  ( 電 気 用 パ イ プ シ ャ フ 卜 )

E P S に設置される設備内容としては、電力幹線 ・電話幹線 ・弱

電幹線・ ｌ ａｎ 幹線 ・ 分ＧｩＱ｛幣 ・ 電力量計然 ・ ω 電端 Ｋｾｩｩ . アース端

子銭 ・L A N分岐稔等があり、保守性 ・拡張性を考慮した十分な広

さが必要である 。

5 - 4 - 2  床 配 線 設 備

商業ビルにおいては、すでに述べたように厨房やディスプレイで

水を利用することがあるため、床配線設備と瑚11染まない場合がある 。

実際にはショーケースなどに床から配線を取 り出したい場合も多い

と考えられるが、! 未の利用状況を考慮すると、フロアダクトなどに

漏水することもありうる 。 したがってコンセント ・電話アウトレ ッ

トは柱 ・壁の上部 ・下部に設けることが一般的で、床に設置するこ

とは希である 。

( 藤岡茂/ 瀬戸良昭)



第6 章

モテソレビノレにおける

設 備 計 画

商業ビルの設備知識として 、各設備ごとに説明を行ってきたが、

この章では、最後のまとめとして第 l 章にかかげた 商業ビルのモテ

ルプランをもとにして 、設備の基本的な計画の すすめ方を示す。

モデノレビノレにおける

給 排 水 衛 生 設 備 計 画

第 2 、 3 章で述べた商業 ビルの特殊性 を念頭に お き、特に、

。①エネノレギ消費が多 い飲食庖への、エネ ルギ源の十分な確保

②不特定多数の人が多 いため、 安心し て利用できる安全性の充実

③ ごみ、排水等の よごれ源に対する衛生上の配慮

④テナ ン トの対応しやすいフレキ シビリティのある設備

を重点に置いた給排水衛生設備計画を行 う。

6- 1- 1 給 水 設 備

3 - 1で記述し た各庖舗の使用水量 をもとに、 l 自の給水量の算

定を行い (表 6 - 1 ) 、受水槽、高架水槽の大きさを求める 。

表 6 - 1 1 日の給水量の算定

・物 販 庖

有 効 商 積 590m'  X  3  F =  1， 770m'  

客 数 0. 5人/ m' (単位使用水量 25 Q/ 人)

従 業 員 数 0. 05人/ 耐 (単位使用水量 100 e / 人)

1770m'  X  0. 5人/ m' X 25 e / 人 = 22，125 Q/ 日

1770m'  X  0.05人/ m' X 100 Q  / 人 = 8，850 Q/ 日

- 飲 食 広

庖 舗 面 積

客 席 数

答 回 転 数

従 業 貝 数

客使用水量

従業員使用水量

. カルチ ャー

合計 30 ，975 e  / 日( l 7.5 e / m')

390m'  X  3  F =  1，l 70m'  

( 客席面積 O. 7X  l ，170 m'  = 820 m' ¥ 

厨房面積 0. 3  X  1，170m'  = 350m'  /  

0. 7 X 客席面積 = 574席

5 回/ 日X 574J 市= 2，870人

1，170耐 X O. 1人/ 耐= 117人

60 e / 人 X 2，870人 = 172 ，200 e  / 日

100 e / 人X 117人= 11 ，700 e  / 日

合計 183，900 e  / 日 ( 15 H/ m')

有 効 面 積 515m' X 2  F = I ，030 m'  

0. 5人/ m' として 1，030m' X O.5= 515人

使 用 水 量 50e / 人 X 515人= 25 ，750 e  / 日 (25Q/ 耐)

*  

1 日給水量

30 ，975  e  +  183  ， 900 e  +  25 ， 750 e  =  240，625 e  / 日 ( 240mゾ 日)

受水 糟 240m'  X  1/2=  120  m'  

高架水槽 240m'  X  1/8=  30 Is'  

6- 1- 2  排 水 設 備

合流式の公共下水道施設が完備 された地域では敷地内 で雨水と合

流して放流する 。飲食庖舗には、各テナ ン トごとにグリ ース トラッ

プを設ける 。 また地下ピ ッ トには排水槽を設け曝気 . t先枠・スカム

破砕装置を設置し、臭気対策を行 う。

6- 1- 3  消火設備

複合多目的商業 ビルのため、 全館 スプ リンクラー設備を完備する 。

地下の駐車場は、機械式のため、 ハ ロゲン化物消火設備を設置する 0

・スプ リンクラ ー用水源 1. 6 m' X 30個 = 4 8 m'

・ハ ロゲンボ ンベ 4 0 0 m'  X 4  . 5mh = l ，8 0 0 m'  (駐車場容積)

1 ，8 0 0 m'  X  0  . 32- : - 50kg =  11. 52本→ 12本

建築と 社会/ 附 年 5 月号 81 



6- 1- 4  ガ ス 設 備

基本的なガス設備系統およびガス安全設備システムを、 図 6 一 1

に示す。

ガス本管

( 低圧)

ガスポイラ

業務用連動遮断

システムロ」

回

Eコ

ガスもれ量産報器

ｉｾ＠
盟麿習

力. スメーター

引込管ガス遮断装置

図 E ー 1 ガス設備系統図

6- 1- 5  ご み 処 理 設 備

ごみの発生量の算定を行い( 表 6 - 2 ) 、ごみ処理スペースを収集

車が寄りつきやすい位置に設ける 。

表 6 - 2  ごみの発生量

- 物 販 1770m'  X  0.847 e  /  m' ・日 = 1，49ge / 日

・ 飲 食 厨房 350m' x 3.6 e / m' ・日= 1，260 e  / 日

客席 820m' X l. O  e / m' ・日= 820 e  / 日

.カl レチ ャー 103001'  X  0. 675 e  / 耐・日 = 695 e  / 日

合 計 4，274e / 口

*  

以上の給排水衛生設備の概略容量をも とに、建築計画上必要な設

備スペースのチェ y クポイントを 図 6 - 2 に示すので、基本的な考

え方の参考にしていただきたい。 ( 折り込み頁参聞 )

6-2 

6 - 2 - 1  

モデルビノレにおける

空 気 調和 設備 計 画

基本方針

両 ｾｊ 述の特殊性と建物の特徴および要求される機能より、機能展開

を行い、基本方針を決定する 。表 6 - 3 に、その展開j 9 l J を示す 。

6 - 2 - 2  熱 源 計 画

本建物は複合ビルであり、熱負荷特性の違う用途が混在している 。

物販 ・飲食庖舗は内音1¥発熱が大きいため冬期にはほとんど暖房は必

要ではなく、冷房が必要な場合が多い。 カルチ ャーゾーンは逆に l暖

房を 必要とする 。すなわち物i仮庖舗は排熱を必要とし、カ ルチャー

82 

ゾーンは給熱を 必要とする 。その熱の授受を共通の熱湖、7 ) ( で熱回収

できるンステ ム とし 、省エネルギをはかる 。

エネルギi事は大気汚染および騒音等に配慮し、環境保全のために、

電気および都市方、スを利用し、前述の方式比較にある水熱源ヒ ー ト

ポンプ方式を採用する 。

熱源7Kの冷却には冷却塔を使用するが、従来の開放型て、は熱源7 / <

が空気と触れ、溶存酸素が増え配管系統に悪影響を及ぼす。 この方

式の熱源水配管は、大動脈的働きをする大変重要な苦1¥イ立のため、密

閉型冷却熔 を採用する 。

熱源7Kの加熱には都市ガス焚きのボイラを採用し、取り扱い者資

格の不要なシステムとする 。

6 - 2 - 3  空 調 計 画

前項の熱源、計画の熱回収システムとして、水熱源、ヒ ー トポ ンプ方

式を採用する 。 その採用の条件は、下記事項による 。

1  ) 各ゾーンおよび庖舗の個別制御が可能なシステムである 。

l苫舗の業種によってはシーズンに関係なく冷暖房が自 由に行える

ことが条イ牛である 。

2) 営業時間に応じた運転も可能になる 。

3) 更新対応性が良い。

テナントビルにおいては品物の変化、 H寺町iの変化に対応し衣十字え

が頻繁に行われる 。水熱源ヒートポ ンプ方式は個別機器で椛成 され 、

機Hi も多いため、追従できるシステムである 。

4 ) レンタブル比が大きい 。

熱iJhl としては補助熱源のみ で 主熱源機械室が必要ではないため 、

機械室岡fi'!が小さくてすむ。 また設置機器は 天井吊りとし、 空調機

械室 も不安となる 。 さらに、熱搬送媒体が空気ではなく水のため、

搬送容績が小さ くてすみ( ダクトから配管) 、1;皆高が jfll えられる 。

5) 保守の細分化

テナントビルの場合、機器が故障したとき、 他 のテナン トに 影響

の少ない方がよい。 このシステムは機器ユニ ッ トが細分化している

ため、その影響はユニ y ト単位となり、最小限に とどまる 。

6) 談金が幸子易である 。

個別機総の運転動力の計量を、おのおのの庖舗の動力盟主で' 1 ' rう。

空調 ・換気方式とそのゾーニングは表 6 - 4 に示す。

6- 2- 4  換 気 計 画

水熱源ヒートポンプパ ッケージユニ ッ トと全熱交換器の組み合わ

せ方式とする 。

全熱交換器のゾーニングは、物販庖舗は営業時間帯も営業日も同

ーのため各階ごとに、飲食庖舗は厨房があるのと業種によ って人口

密度が大きく違うために各庖舗ごとに、ゾーニングをする 。 カルチ

ャーゾーンについても 、各教室ごとに使用時間が違うのと、授業内

答によ って換気風量に差があるため、教室ごとにゾーニ ング を行う 。

厨房換気は第 l 種換気とし、庖舗ごとに給排気ファ ンを設置する 。

概算風量を 表 6- 5 に示す。

6 - 2 - 5  排 煙 計 画

物j仮広告mは、本建物短辺が約22m程度で排煙口までの規定距離の

30m以下のため、 l苫舗区画ごとに排煙せずに平面を 2 区画として横

引きダクトを短くし階高の節約に努める 。

庖斜i区画は欄間開放とし、排煙口は共用廊下の天井に取りつける 。

飲食庖舗は用途上開放性が制限されるため、庖舗ごとに排煙口を設

置する 。



表 6 - 3  モ デ ル ビ ル の 特徴 と機 能 展 開

111置
E 室璽盟盟璽 E 国

複合ビルである 熱負荷特性が違う用途がある 省エネルギ性 熱回収システムである

時間別運転ができる 個別分散方式とする

営業時間帯. 休日が異なる

課金が簡単にできる

内部発生熱が大きい 冬期の冷房ができる ヒートポンプ方式とする

レンタプル比は大きく 熱源機器を屋上に設置

庖舗展開のフレキシブル性が高い 天井吊リ型俄器を採用

階高を低く 熱徹送媒体を水とする

表 6 - 4  笠 鯛 方 式 と 換 気 方 式 表 6 - 6  排 煙 設 備 の ゾ ー ニ ン グ と 方 式

換 気 方 式

備考階 2主 名 空 調 方 式

客 席 厨 /:J j

ゾーニング 階 室 名 排煙 方 式 面積 (m') j孔ili: (m'/ h)

1  - 3  物 販li!l舗 (右 ) 機械排煙 300 18，000 

物販I，'i舗

水熱源ヒ ートポンプ 全熱交換総

1  - 3  

パ y ケージ型空問機 (各階ごと )

A  

4  - 6  飲食l苫缶Ii (右 ) 被械排煙 300 18，000 

水熱海ヒ ー トポ ンプ 全熱交換総 t1l 1槌 換気

4  - 6  飲食 Ｑ ｩＡｬｾｩｉ￬
パッケージ型空制 機 (各広告I i こ・と)

(各広告I i ごと)

1  - 3  物版庖古jfi ( 友) 機械排煙 300 18，000 

B  4  - 6  飲食l苫宮ili ( 友) 機械排煙 300  18，000 

カルチ「ゾーン

水熱源ヒ ートポンプ 全熱交換器岸

7 - 8  

パ y ケー ジ型笠宮問機 (各教室ごと)

7 - 8  カルチャーゾーン (廊下) 機械排煙 80 4，800 

C  B - 8  附室兼用ロビー 機械排煙 21 ，600 

外向 きli!l告Ii

空気熱源ヒー トポンプ 全熱交換君主

1  

パッケージ型空間機 (各広告目ごと )

排煙機の風量

A  36，OOOm' /h  (最 大区画面制 x 2)  

表 6- 6の注釈 1)  1階外向き l市古li 、カノレチャ 一教室、事務室は自然排煙とする. B  36 ， OOOm'/ h  (最大区間而紋 x 2)  

2) 飲食脂舗については適当に分糊し、 11古舗ftJt 大40m' 程度 とした.

3) 詳細i基地につい ては、 ' 90年 7 月号 r 4  - 3 排煙設備」的取を参照.

C  21，600m・/h (6m'/ sec)  

表 6 - 5  簡 易 計算 書 に よ る 空銅 機 器 の 決 定 ( 例 )

J占舗 J苫舗

[Ji ! l :¥iIiあたり ]

面積
階合計

階 庖舗磁}jl] 区分

(m') 

面 積 数
庖 舗 面 積 原111位 室内 負 荷 阪 単 位 外 気 負 荷 負 荷 合 計 台 数 室内 機 器 原 単 位 外 気 量 台 数 全 熱 交 換 器 換 気7 7 ン

(k田 J/h)

(m') ( N )  
( m'/ N )  I  (室内) I(k回 l/h) I  (外気) I  (kcal /h)  I  (kω /h)  I  ( N )  I( kcal /h.NJI  (CMH! 耐，) I  (C MH)  I  ( N )  I  (CMH/N)  I  (CMH/N)  

l  外 向き l苫官ili 60  60 2  30 190 5，700 220 2，640 8，340 2  4，170 23 690 1  690 16 ，680 

物 l仮忠告I i 475 333 6  55 150 8，313  100 2，217  10，529 2  5，265 10 554 1  554 63，175 

2  物 販j苫舗 570 399 6  67 200 13，300 100 2，660 15，960 3  5，320 10  665 l  665 95，760 

3  物版活舗 570 399 6  67 200 13 ，300 100 2，660 15，960 3  5，320 10  665 1  665 95，760 

4  飲食庖舗

J幸冴子房l市

47 190 8，845 220  4，096 12，941 3  4. 314  23 1. 071 2  535 77，645 

( 軽食)

570 399 6  

20 110  2. 195 
。

2. 195 I  2. 195 24 1. 596 1  1.596 13. 167 

5  飲 食I，'i古Ii 客席 47  190  8. 845 190 3.538 12. 382 3  4.127 20  931  2  466 74. 294 

( 中叢等)

厨房

570  399 6  

20 340 6. 783 
。

6.783 2  3. 392 71 4. 722 l  4. 722 40 ，698 

6  飲食J i ! l 舗

厨客房席

47 190 8. 845 160 2. 979 11 .824 3  3. 941 16 745 2  372 70，942 

( レストラ ン等)

570 399 6  

20 200 3.990 
。

3. 990 I  3.990 43 2. 860 1  2. 860 23. 940 

7  カlレチャー教室 l  175 175 1  175 130 22. 750 100 7. 000 29. 750 6  4. 958 10  1. 750 2  875 29. 750 

2  140 140  I  140 130  18. 200 100 5. 600 23.800 5  4，760 10  1，400 2  700 23. 800 

3  70 70 l  70 130 9. 100  100 2. 800 11 ，900 3  3. 967 10  700 2  350 11 .900  

4  75 75 I  75 130 9. 750 100 3. 000 12，750 3  4.250 10  750 2  375 12. 750 

事 務室 65 65 l  65 80 5. 200 40 1.040 6. 240 2  3. 120 4  260 2  130 6，240 

8  カlレチャ ー教室 1  175 175 1  175 130 22，750 100 7，000 29. 750 6  4，958 10 1. 750 2  875 29.750 

2  140 140  l  140 130  18.200 100 5，600 23，800 5  4. 760  10  1，400 2  700  23. 800 

3  70  70 1  70 130  9. 100 100  2. 800  11 ，900 3  3，967 10  700 2  350 11 .900  

4  75 75 1  75 130 9. 750 100 3. 000 12. 750 3  4. 250 10  750 2  375 12. 750 

事務室 65 65 I  65 80 5，200 40 1. 040 6. 240 2  3，120 4  260 2  130 6，240 

合計
740. 941 

庖告ｉ￬面積広告ｉ￬而績は床関税 ￗ 庖Ｚｬ ｩｬ￬￯ｩｩ￮ 積率とし てｾ ＭｪＭｦＩ Ｚする 。 外気負荷 全熱交換総の効率を 60%として言|釘ーする .

広告Ii 荷I税率は約70% としている 。
4E3 A  数 それぞれの機器の台数は実際には天井 の納まり、自己世等により決

底 舗 数 : 1古色li数の設定は階当たり 6程度とする 。 定される 。

負 荷ー室内負荷、外気負荷に l刻してはそれぞれの j苫告I i 種別ごとの j点単 機 器 類 それぞれの機器器の参考図を図 6 - 3 に示す。

位 × 庖舗面積にて決定する 。

熱源 機 Ｎ ｾの決定

冷 却 搭 総tt 荷容量を 2500kcal/ 冷凍トンにて除する 。 補助熱溺l 冬JU! の場合は室内では内部発生熱が大きく、熱ft 桁特性の違う用

( Wt ! ! の場合ほとん どが冷E否運転で、熱回収が望めないため) 途が建物内にあるため、熱田l股が可能である 。

740，94172500キ 296 R T  ゆえに、簡易的であるが約50%削減する 。

図 6 - 3 に機器の参考図を 示す。
740，941X O.5キ 370，OOOkca I/h  

83 



概略寸法

，n  i!_ 

¥="  

機務外観図

室

内

ユ

ニ

ッ

ト

天井吊金具上部取り付け可能

CコOA

( 外気吸込)

• EA 

( 排気吹出)

S A <::コ

( 室内給気)

R A .  

( j 非気吸込)

全

熱

交

換

器

密

閉

式

冷

却

塔

機器概略図図 6 - 3  

② 

ゆ

伯

母

ラン7 開放

CBJ  G  a J  巨司

貸方基準図( 例)図 6 - 4  

84 



自 国

Aの拡大図

包主主 Ｚ も旬、松り奇怪 ｔ Ｇ ｾ ・ ｴＳ

↑  

キ宅Ｚ時 Ｎ ヒ斗炉、，Ｎ， ｏｾａι 奇生令を毛抜怠

c ζ ι 2¥在宅こ)

本ＧＦｾ Ｇ Ｚドヨ ｬ わち文

ｾ ｳ 畠 ｼ 同| 然↓ J 図 E白 U

: 1らもら
l 凋

、ｾＮｪ‘ 、争4

，ζ 恥

q  l  特性別品lキｾ毛 ｉｾ 1. 

e 当
ｾ＠ 須 田日

たートリ 1) 1，"" -

到

ー i明士 l 晴恥
仁福斗}

、 ¥ 。 土 / / +  

ら竺科やでミ B の拡大図

園 園

設備計画のための

ラフスケッチ

弘
山

J

味

収

園調

空気調和設備

ＱＡＺＺ も寄与 Ｎ Ｎ ｴＭｾＮｴ ，Ｎ，プ内 ι 十全被ぬ昆

持 'L'1: ( ' e  ｾ，Ｉ＠

冬日Ｚ防総 ι￬ｾｾ
冬ｾＢＺキ Ｔ Ｎ ｡ｴ 山 Ｇい孔

ＮＹｾＨ｣ＺＩ ｴｳｾＧ Ｚ＠ PAι T 金魚をぬE

， a 弘、口総株主♂ンt;I) ー

介 ¥.¥it 、 同品、 ι 忘ｾｩ｜ＧｾＴＺＮＮＮｾ • 
一 色シやコ ｬ 、 Ｓ 苓ｾＮ，［

マ3FL

O. A 

肘を特 ｴＱ 怖も紘 ｴｾ＼Ａ 3.0 •
1 

側室料
.tt主 4相 ys

マ2FL

マIFL i帯吟

〈仰を章。

ｾｴａ｟＠ )  
{己売

号室

，、ロー，

Ｊ ｾ ｡Ｎ＠

固

民・誌名凶，巧. のr.. ..t f¥- 't ，時去を

かてぺ・ｾＭ Ｎ

ヱA 1'It..-' ＭがＺ｜ｓ｜ ｴｨ｟ｾｾ

生き去を栓三守時 ｾＨｩｴＭｉ 、Ｚ［，，｟ヨゆ ｐａι
図 6- 5  空気関和設備計画のチェックポイント

85 8 6  



治

図 書 園 警 嶋 崎 榊州

固

ゲ ｾ Ｍ ｾｦ 与♂・

俗世1包

固

図 6 - 2  給排水衛生設備スペースのチェ ックポイン 卜

給排水衛生設備

87  

己〉くここ|

@  

民百 ｴｾ 繊同
つ_，) シグ'1"<7- Ｈ快う仇氏、ｾＱＧ

ｬＱ 乙 Ｑ す守ゴエ寸評えの偽品 ，Ｎ ￭ 干 至ｾ Ｉ

?をJ : : _

国 国

• • 
庖2・

'"・

盟国国

歩退

長時?

絢， k-tf)"、';，6'0

よh?ドオ- k雪屯

7 ¥1ゐ

m. 

( ? ? ぽ手)

背骨司l fE"' .?

也草花

図 6 - 6  電気設備機器のレイアウトとチェ ックポイント

電気 設 備

88 

巳: : : : >; くこ|
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図 6 - 9  主要機械設備のレイアウト

- 給排水衛生設備

給 水 設 備 重 力 給 水 方 式

受水槽 120m'  高架水槽 30m'  

排水設備公共下水道に放流、飲食広については、

グリーストラ ップを設置。

排水ピ ッ トは、汚水ポンプ 2 台、 i男水ポ

ンプ 2 台

消火設備 スプリンクラー設備、補助散水栓設備

連結送水管設備、ハロゲン化物消火設備

消火水源( 地下ピ ッ ト 48m') 

ハロゲンガスボンベ 12本

ガ ス 設 備 都 市 ガ ス 低 圧 1 系統引込

- 空気調和設備

熱 源 密 閉 冷 却 塔 : 300冷却トン

補助ボイラ: 400000kω V h  (都市ガス)

空調方式水熱源ヒートポンフ。パッケージ空調機

換 気 設 備 庖 舗 等 全 熱 交 換 器 ( 天 井 埋 め 込 み 型 )

! 官房第 1 種換気

排 煙 設 備 庖 舗 、 廊 下 、 附室兼用 ロ ビ ー 機 械 排 煙

カルチャー教室 自然排煙

- 電気設備

引込方式

受変電設備

地中引込方式

屋内型キューピクル

容量1000kVA

発屯機設備 屋内型ディーゼルエンジン

容量200kVA

蓄電池設備 屋内据置型 ・急放電型鉛蓄電池

容量250 Ah

中央監視盤設備 向立様方式

コンビュータ制御方式

防災監視盤設備 P型 l 級 ・地図式

機械警備用配管設備 さを配管のみ

L A N設備 笠配管のみ

衛星通信設備 空配管のみ

電話交換機設備 ディジタ/ レP B X500回線

照明設備 l!¥l.13r800 Ix、コンパクト F L、

低ボルトハロゲン電球

H QI、ほか

設 備 概 要



を繕1滅型とすることが一般的であるので、本件でも本方式を採用する 。

なお、本件においては、発電機を屋上設置とした。

(4) 蓄電池設備

本件ではコストを重視し、 HS- E (鉛蓄電池) 300Ahとす る。

(5) 管理設備

本モテソレビルでは、夜間の保守は行わないものとして、最小限の

スペー スとした。 また、レンタプル比を考慮し、地下 1階に中央管

理室 を設け、設備管理と防災管理とを同一室で行うものとした。

これらの機株は電子機器であるため、水 ・湿気に弱いので、 トイ

レ ・厨房 ・* 配管の下音11にならないよう計画しなければならない。

枇備は本規模のビルでは機械響備とし、警告備会社に外注すること

が多いため、 |坊犯用監視盤を設置せず、警備会社の警報中継盤を

設けられるスペース、一次電源および電話回線を確保することとする 。

(6) 通信設備

電話の引 き込みは、引込構内柱を経由し 、地中管路にて地下 1 階

に引き込み、電気室の一角に 500回線程度のMD Fを設ける 。

(7) 電力・ 情報経路

E P Sの配置に当た っては、ま っすぐに立ち上げ可能なスペースで

あることが必要で、ある 。建築平而図には梁が表きれないため、しば

しば立ち上がりスペースの取れない場所に E P S を計画することがあ

るので、十分気をつけなければならない。床配線システムは本モテ

ルビルでは設けない。そのため柱 ・壁の上部 ・下部にコンセン トを

設ける 。

カルチャ ーゾーンは有窓階となるため、教室は自然排煙とし、共

用廊下のみ機械排煙とする 。

方式とゾーニングを 表 6- 6 に示す。

空調システムが決定さ れた ら、機械室やシャフ ト類の大 きさや位

置を決定するために負荷計算を行うのであるが、前述のとおり設計

当初の段階では庖舗構成程度しか決定していないため、原単位をも

とに概略の計算を行う 。表 6 - 5 に簡略計算書を示している 。

機器の基本単位は 、以下のとおりとする 。

①室内機器

天井吊りカセ ット型

②全熱交換器

天井埋め込み型 交換風量 500CMH

参考までに、機器概略図と貸方基準図を 図 6 - 3 と図 6 - 4 に示

す。 また、空気調和設備計画用のラフスケ ッチを 図 6 - 5 に掲載し

たので、参照していただきたい。

概略負荷計算と 機 器 の 決 定6 - 2 - 6  

冷房能力 : 5400kωI / h  

モデルビルにおける電気設備計画6-3 

昇 降 機 設 備 計 画

商業施設ビル (百貨庖) のエレベータ設備はエスカレータの補助

的役割として、 百貨庖のサービス方針に大きく左右される 。一般に

建物内のエレベータの配置にもよるが、日 l曜、祭日に入居客がピー

クとな ったときの交通量を輸送できる能力をもたなければならない 0

・定員 ・速度

6-4 

基 本 方 針

前回の記事と重複するが、モデルビルの基本方針を下記の 3 項目

に重点を置き、電気設備計画を行う 。

①レンタフ' ル比の向上を目指し、コ ンパクトな性能の高いシステム

を採用する 。

②管理設備を 一元化し、省力化 を目指す。

③テナントビルで、あるため、できるだけローコスト機器を採用し、

イニシャルコストの増大を 防 ぐ。

6- 3- 1 

8 9  

150ml 剛

定員

一一一一 27人

一ー ーー - 24人

- - - 20人

一一一一一 17人

操作方式シグナル方式

図 6- 7  
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図 6- 6 に、概略機器レイアウトと注意事項を記載している 。

(1) 電力引込設備

前回のオフィスビルの記事と同様に、設定されたモデルビルの規

模では受電電圧は6. 6kVとなるため、通常の立地であれば受電に支

障を来たすことはないが、電力会社の配電線の状況により引き込み

の形式が異なるため、予め電力会社との打ち合わせが必要となる 。

ここでは前回のオフィスビルと同様に 、構内柱方式とする 。

(2) 受変電設備

電力設備容量は さを調熱源システムの種類、機器の有無により異な

るが、本モデルビルでは、大まかに 1000kVA程度とする 。

モデルビルては、機器の耐久性と保守性から、屋内設置のキュー

ピクル方式とする 。

(3) 非常用発電機設備

本モデルビルも前回のオフィスビルと 同様に、高さ 31mを超える

物件であるので、非常用エレベータの電源として非常発電機が必要

となるが、設備内容はほとんど同等である 。

発電機の容量は、負荷内容により異なるが、モデルビルの規模か

ら概略 250k VA程度とする 。本件のようにこの程度の規模の場合、

燃料消費量は63Q/ 時程度となり、 A 重油であれば指定数量の1/ 5

未満の設備となるため、建築的な配慮、は不要となる 。 また法的にも

2 時間運転分の燃料タンクがあれば良いので、原動機の燃料タンク

6 - 3 - 2  



回 交 通量 の算 出

表 6 - 8 により、ピーク 1 時間当たりの入庖客数を算出する 。 中

規模商業ビルであるので、 l  げ当た り0. 7人 と す れば、交通量は、

3000m' X O. 7人 / m' . hr = 2100人/ hr となる 。

このうち 、エ レベータ ・エスカレータの利用者数を 90%とすると、

2100人/ hr X  0. 9 =  1890人 / hr となる 。

さらに、エレベータとエスカレータの利用者数比を l. 0 :  9 . 0 とす

れば、以下のよ うになる 。

〔「エスカレト一タ利用者数 l凶89卯0人 / hr X O 円

エ レ べ 一 夕 利 用 者 数 : 1児89卯0人/ h耐r X O. 1= 18的9人 / h耐1汀r  

エスカレータ の標準仕機表 6 - 7  

団 交 通 計算

(1)エスカレ ー タの検討

. 仕 様の 仮 定 800i 杉

800形 の l 台当たりの輸送能力は 6000人/ hr ( 公称) であ り、 今 回

のビルにおいて乗車率を 75% とすると 、

6000人/ hr X 0. 75= 4500人 / hr 孟1701人/ hr となる 。

よって、本ビルにおいては、 十分 な サー ビスが行われる 。

(2)エ レベ ー タの検 討

. 仕 様の 仮 定 .

仮定

エ レ ベ ー タ の仕 様 は 、主に百貨庖の規模と階数により選択される

(図 6 - 7  )。 またエスカレータの仕様は、 表 6 - 7 に 示 す よ う に 輸

送力を目安として選定する 。

百貨庖にお ける 交通 需要は、 2 階以 上の売場面積に対する 人 数の

比 として算出 される 。

表 6 - 8 に、交通需要の比率を示す。

主主 189人 / hr

. 結 果 :

結果

5分間輸送能力 l hr愉送能力

(人/古) (人/ 台)

ω案 37. 89 455 

( 防笑 38 .65 464 

(C) 案 4l. 01 492 

(D)案 4l. 72 500 

項 H イ上 機

機 干車 1200形 800形

駆動方式 交流 1 段速度 交流 1段速度

操作方式 上下可逆式 上下可逆式

迷 度 30m/ 凹 30m/ 醐

術l 干 幅 1200mm 800mm 

i ' r . 段中高 1000mm 600mm 

輸 送 力 9000人/ hr (公称) 6000人/ hr (公称)

M 
4.4 m以下 5. 0m以下 8.5m以下 4. 7m以下 17.Om以下 112. 5m以下

協平呈

ヰ土
7. 5k W 9 k W 15k W 5.5k W  I  7. 5kW I  15k W  

4. 5m以下 6. 5m以下 8. 5m以下 4.8m以下 7.0m以下 9.5m以下

12.5m 

{ieJ 刊
H  ι A ド

電動
祖

7. 5k W l l k W 15k W  5.5k W  7. 5kW l l k W 15k W 

機

T  
4.0 m以下 6. 3m以下 8. 5m以下 4.8m以下 7.0m以下 9.6m以下

12.5m 

ι A ド

社
7.5 k W l l k W 15k W 5. 5kW 7. 5k W  l l k W 15kW 

台数 定員 速度

ωヨE l. 0  17. 0 90 

( 鴎案 l. 0  17 .0  105 

(C)案 l. 0  20 .0  90 

(D)案 l. 0  20 .0 105 

百貨J吉におけ る交通需要

入 庖 客 数 大規様て1昆維がイ' 氾1される百

0. 7- l. 0人

( j - 7 1 時 加

貨庖

階以上の全売場 中小規様で比較的混雑の少な

0. 5- 0. 7人

1  m'に対し い百貨 j苫

エレベー タ ・エスカレータ の

入l苫客数の80- 90%

利用者数

エスカレータの利用者数 エレ ベー タ エスカレータ利用者数の80- 90%

エレ ベー タの利用者数 エレ ベー タ ・エス カレ ータ利用者数の10- 20%

表 6 - 8  

A - D笑いずれも、交通量を十分処理できる結果が得られた 。

囚 仕 様の決 定

エレ ベー タ

来 非 常 用

エスカレ ータ

用

定 貝 17人 17人 800形

速 度 90m/ 醐 60m/ 凹 30m/ 凹

AE A  ヨ 数 l 台 l 台

輸送人只 189人/ hr 1701人/ hr

輸送能力 455人/ hr 4500人/ hr

エレベータ ・エ ス カ レ ー タ 設 備 の 仕 様 は 、 表 6 - 8 によ って、交

通量をもとに輸送能力を検討し、選定する 。 エレベータ ・エスカレ

ータの設備計画のフ ローを 図 6- 8 に示す。
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まとめ

モデルビルにおける設備計画として、最後にまとめて設備概要と

地階、 屋上階の主要機械設備の配置を 図 6 - 9 に示す。 (P88参照)

本 内容 は 、 前 回 と 同 様、一 つの特殊解であ って、必 ず し も 最 良 の

選択とはいえないので、参考として見ていただきたい。

6- 5 

建物商31m以上の場合は、非' 品用エレベータを 士一一豆主主

必要とする.

ー 図 6- 8  昇降機イ士機決定までの流れ

今 回 の ケ ー ス ス タ デ ィ で あ る 商 業 ビ ル に お い て 、 図 6 - 8 のフロ

ー に従い、エレベータ ・エスカレ ー タの仕様を選定してみる 。

田建物仕織

地 上 高35 .8m で- あるので、非常用エレベータを 別 途 必要とする 。

本 号特 集 執筆 者

岡本 弘 之 (おかもとひろゆき株式会社安井建築設計事務所政計部長)

日根 東 治 (ひねと うじ株式会社安井建築設計事務所設備 部長)

弓崎 幸 治 (ゆみざきこうじ 株 式 会 社 東畑建 築 事 務 所 設備i部謀長)

藤岡 茂 (. J 、じおかしげる株式会社日建設計構造 ・設備事務所設備設計主管)

瀬戸 良 昭 (せとよしあき株式会社日建設計構造 ・設備事務所設備部)

階床 |精肉 (mm) 途

昇 降 機 設 備

用

エレベータ エスカレ ータ

R  F  1200 • 
8  F  4200 カノレチ ャースクー ル

。

7  F  4200 カJ レチ ャースクー J レ
。

〉 く

6  F  4200 広告Ii
。

〉 く

5  F  4200 1/ 。
〉 く

4  F  4200 1/ 。
〉 く

3  F  4200 1/ 。
〉 く

2  F  4200 1/ • 〉 く

1  F  5000 Ji5舗
。

B l  F  機械室 駐車場 • 
設 置 台 数 2 台 14台

0  サービス階

・ 非停止階

# 降行総 30.2m 旅而fn :  f. J3000m'  

(2F- 8F)  

90 



MI TSUBI SHI  

技術がつ〈る高度なふれあL‘反J C/O- TECH

厚いご信頼にお応えじC、21年。

全熱交換器以静止形〉のロヌプーピ

三 菱〈 ロスナイ〉は静止形ですから、汚れた室内の空気は、排気専用の通路を通って排出され、とり入れる新鮮な外気は、給気

専用の通路を通って供給されます。給気通路と排気通路が完全にセパレートしているため、 汚 れた排出空気 から熱エオ、ノレギー

だけを回収することができ、省エオ、ノレギー効果を発揮しながら、快適換気を実現します二

軍近の空調システムは、 集中方式から個別分倣化への方向にありま昔、

業務用( ロスナイ)1立、このような空調のニーズに応えるため多くの微種シリーズを揃え、かすかすのメリットで、空調の個別分微化に対応した憲適な績気後器で昔、

天吊埋込形イン' } ' ¥ータ付

一
唯

一ぬ

一

一
戸

均

一
一

L GH- 80RV2野5 侮準価格600，000円{ 税別)

・インノてータ駆動による風量可変式

.rロスナイ」普通換気自動切換機能付

・直線給排気方式

・点検スペースはーヶ所

. 低騒音設計

※ インノてータ付ロ スナイは、システムに応じて、システム

部材( 別売部品) の「電動ダンパー ( 電子情IJ 御タ

イプ) J r管理リモコンJ rf 固i J lJ リモコン」が必要で主

「ーーーーー園田・ーーーーーーーーーーーーーーーー・圃・・官

ロスナイ、エアコン; 照明器を一括制御。

|  システムリモコン

ロスナイ、エアコニペさらに2系

統 の O N/ O F F 制 御 機 器

を一 指コントロ ーノレ。1台のシ

ステムリ モコン で50台までの

システム コント ロー ラを制御

てきま丸また、集中管理リ

モコ ンと組み合わせれば、個

別コ ントローノレも実現しますL

システムリモコン

PZ- 10SRK形

練準価格20，000円( 税別)

・高さ 120X 幅 120X 奥 行 15mm

- シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ

ロスナイ、HA端子機器( ルームエアコ ン) 、そして照明器など システムコントローラ

接点開閉制御による機器 (2台まで) と連結し、ンステムリモコ PZ- 10SCK形 栂増価裕45，()(コ0円( 税別)

ンで制御できますL

ｌ｟ ーーーーーーーーーーーーーーーーー・園田園ＭＭＭＭＭｾ

本体しGH- 25CK形 練準価格430，000円( 税別)

イ ン テ リ ア パ ネ ル 則 休ルはシステム郵材( 別売郵船です

PZ- 25CP丹5 棟準価格 41 ，000円{ 税別}

適 用 人 員 : 8- 13人

・透 i，i 膜加湿器を採用

. メンテナンスは パネル部分より可能

・普 通 換気機 能 付

・4台までの復数台運転が可能

Ｈ スイ ッ チは シス テム部材Ｈ￭ｊ ｉｊ 売部品Ｉです ｾＩ

援また、業務用 r ロスナイJ (天吊埋込形・天吊カセット形) に子機を

取付けることにより、最大 15台までの一括集中制御ができるシ

ステム部材 Ｈｾｉｊ 売部品Ｉ rシステムコント口一%もあります.

援r ロスナイJ ( ; t ，三菱電機の登録商標で1九

・詳し( ( ; t rロスナイJ 総合カタログ( R- C2174) をご覧ください.

この 他 に 処 理 風 量 の 異 な る 機 種 を は じ め 住 宅 用 ・工

業 用 ・耐 湿 用 ・農 事 用 な ど 各 種 の 製 品 が あ り ま す。

カタログ ｉ ｾ 求Ｊ
・詳しい資料をこ1青求の方は右の請求券をハガキに貼って、干508厳阜県中津川市駒場町 1- 3三菱電機株式会社中，章川製作所・営業部マーケティング螺へどうも包 (0573)66- 2111 (代表k ロスナイ

建築と社会

9105 

あな たの電信番号

をご記入ください‘
λ 三菱電機株式会社
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〈個別制御+ セントラル方式〉

サービス

センタ

ーーコ乙

(N T T- Ll N E)  

1豊富なコントローラーが、

快適なビル空調を実現します0

. 別制御用デジタルコントローラー

ROB- v n .  

111111111 

111111111 

個別制御用 一一"

両 院J EE量

圃・・・・・司胞当 事 ｩ ｂ ｾ 蝿冨 ｅ ・・・・・・

中 国 支 社 告 ( 0829) 23-2115

四 国 支 社 f t (0878)  33- 3336 

九 州 支 社 f t (092) 41  1-4835 

名占1'1:1支主l 合 ( 052) 833-8415

大 阪 支 相 会 (06) 458- 4825 

北 陸 支 社 合 (0764)4ト6516

札 帆 支 社 会 (011) 852- 2914

(1[1台支' / [ : f t (Q22) 284- 9115  

東 京 支 社 告 (03) 3298- 3140

E vol vi ng Li fe E nVl f onmenl  より快適な生活環境を考えるYAZAKI です

可 司 矢 崎 総 業 株 式 会 祉

本 社 干 108 東京都港区三回 1-4-28 三回国際ピル17F 台 03(3455)8812

ｾ調 機器事 業部 干 ＴＳＵ 静岡県浜松市子安町 ＱＳＷＰ 合 ＰＵＳＨＴＶＱＩＵＱＱＲ }X ';U3t . はすべてダイヤルインです。
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自 ω やす ｀｀ｾｾｲｲ･ｑω

エパラ吸収冷温水機( 直焚)

135----1500冷凍トン

RADニューシリーズ

・特長

1 小 型 ・ 軽 量 化

据付面積で約30%、重量で約15%の軽量をは

かりました。( 当社比)

2 省エネルギー

28%の省エネルギー効果を発揮します。 (30

%の特別省エネルギー型・ E シリーズも用意

しています。)

3. 優れた部分負荷特性

新制御方式により実用域で大きな省エネルギ

一性を発揮します。

4. マイコン盤を搭載

補機とのパーフェクトな連動が可能です。運

転状態を記憶していますので、保守管理が一層

容易になり、高い信頼性をお約束いたレます。

5 抽 気 操 作 不 要

6. 冷却水入口温度制御不要

※ 3 0 - 1 2 0冷凍トンのユニ ット型も用意しています。

墨田制 株 式 会 社 荏 原 製 作 所

大阪支社

干530大阪市北区中之島2- 3- 18新朝日ピル

( 06)  227- 6669 

快 適 性 、 低 騒音 ・低 振 動 、 省 ス ペ ー ス を 求 め て
特長

ターミナル空調機& シス、テム

①スーパー消音チャンパを装着すれば、風量 100

m' /mm用て・吐出音N C40以下となります。

②機内で完全防娠しているので振動が少なく、通

常では据え付け時に防振ユニ ットやキャンパス

ダクトで後続する必要はありません。
業界に先がけて 開発した当社のターミナル宝剣機は、徹底した QC

活動により製品も 一段と向上し、位72なバリエーションで 、多様 化

するニーズに対応する空調機& システムを構成します。

。 束 事 暗 主 韻 ' 提 訴 宮 担

社 干541 大阪市中央区博労町4- 2- 15 ( ヨドコウ第2 ビル)

CUP型空関慢

③機体は超薄形低騒音で、機械室を設ける必要は

なく、フロアスペースの有効活用ができます。

室内露出殴涯が可能な英関金装仕上げ

前面が比鮫的広い嶋所に使用.

東 京 支 庖 TEL 03-3273- 8821 金沢営業所 TEL 0762- 2ト5480

名古屋支庖 TEL 052- 21ト5048 畏野出張所 TEL 0262- 27- 8654 

福岡営業所 TE L 092- 441- 4357 新潟出張所 TEL 025- 244- 7771 

広島営業所 TEL 082- 262- 5039 札幌事務所 TEL 01 卜222- 1181

仙台営業所 T E L 022- 26ト 1561 八尾事業所 TEL 0729-23-0621 河 芸 工 勾 TEL 0592- 45- 6500 
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温度横出センサ

温度倹出セ ノサ

RA( 還気)

OA( 外気)

機械室をなくし、かつハイレベルな空調環境を実現

ターミナル空気調和機・力一ムマルチ

空調新時代のひとつの解答として一一

高層化するピル。そこには、多彩なテナントガ入居し、

庖舗に、オフィスにと、さまざまに使用されます。新晃

工業ガ開発したターミナル空気調和機・カームマルチは、

変化するピル環境に柔較に対応する建物一体形の個別制

御システム。その最大のメ 1) ツトは、空気講和機を天井

内ヘ設置まだは、建物内のアツドスペースにコンパクト

に分敵設置することによる機械室レスの実現です。

八イグレードな空気環境を実現

気給

ユ
タ

サ

一

・

ノ

モ

セ

ン

出

1

J

ア

検

型

7

直

置

H

床型

v

 

p

u

 

鰍密な個別制御・個別運転

最 適 メ ン テ ナ ン ス 時 期 や 異 常 在

チ ェ ッ ク す る 中 央 監 視

電 動 2 方 弁

ドレントラ y プ

イ J レタ圧繍検出センサ

温度検出セノサ

中性能フィルタ

漏 木 セ ン サ ス テ ン レ ス 製 ド レ ン パ ン

イニシャ J レコスト上t

高い省エネルギー効果

1∞%  0%  イニシャルコスト低減

新晃工業株式会社

本社・大阪支社: 干530 大阪市北区南森町1 - 4-5 f i ( 06) 367・1801 ( 代表)

東 京 本 部. 干100 : 東京都千代田区有楽町1-10-1 f i ( 03) 3216- 4311 ( 代表)

名 古 屋 支 庖 :f i ( 052) 581-8661
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ヲ; 千本レインバーター・リニアV R Vエアコン

ｼ回 ｴ 田ｾｾフ紗
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一般使用から、特殊使用まで/

低温取出、急速取出、大温度差取出ができます。

- 低 温送風方式、低温送水方式に最適です。

• 1 時間 - 2 時間 の短期間に、 急速に、 大容量

を必要 とする場合( ホール用、ピークカ ット用、

非常用 等) にも 柔軟に対応できます。

・温度差 を大きく取ることにより 、搬送動力の

低減が計れ ます。

日本B A C株式会社

本 社 干100 東京都千代田区有楽町ト10-1 有楽町ビル

電話( 03)3213- 3001 ファックス (03)3213-3006

大阪営業所 干530 大阪市北区南森町 1 - 4 - 5

電 話 (06)315-6310 ファックス (06)315-6277

西日本営業所 〒730 広島市中区上八丁堀8-20 上八丁堀井上ピル 303号

電 話 (082) 223-8998 ファックス (082) 223-8980 

PS，' I' JE，' s/J/P &  C，' esl l o' J  
お客様と共に新しい空調を創造する

制 日本ピーマγ ヲ 株 式 盆 祉

本 社 干 1 0  8 点 肌 郎 港 11 三 11I 3- 13- 16( 三 111 '1  3  ｾ年 ヒル Ｙ F )  

tt 0 3 ( 3 4 5 5 ) 6 135 F A X  03( :1455) 6 13 9  
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l  大空間用空調システムデイリベントシステム

地下駐車場からダクトがなくなります。

デイリベン卜システムは、ノズルから吹き出す高速ジェット気流のエネルギーを利用して、外気ファンま

たは吹出口からの新鮮外気を誘引摘おきし、ダクトレスで地下駐車場の換気を行う画期的システムです。

|特 長 I 1  ダクトレスでJ央公ができます。

2  .  ｽｪ 血ょ が 行弘 て｜設 備 Ｇ ｉｾ ｢ｻｬ ｾ 減 できます 。

3  f;V'J i が良 くなります。

合

システム概要図

fzfJ 二I

4  給排気ファンのランニングコストが下が リます。

5  .  1椛向が{ J ¥; くて出み、住設1'( が削減てゆきます。

|その他の用途 | ・工場 fiJ. H  ・体育館 展示場 ・文化ホール

・室内il i.. 水フール ・図占館 "，'} /'I I  ・2E調機械を

• Flakt 
社 〒101 東京都千代田区神田駿河台4 2 お茶の水ピルf i 03 (3255) 0095 (代)

阪 支 庖 干530 大阪市北区芝田 1 4  8  ｾｴ 阪急ビル 窓 口6 ( 374) 1355 (代)

名古屋支后 干460 名古屋市中区錦2 18 5 白川第 6 ヒル 合 052 (211)  6230 

国旗コレOト練武愈社
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舵 ｾｎｉｅｉｌ
l rANl 1、

.  ベ 7 -
1
) ビノグ偵良 lE ' t 部品必定

高11市 の24 時 問 機 能 を 支 える ミナリ の 各 般 タンク

・ストレージタンク 、熱交換総 ( ステンレスアノード，没

i丘1¥' 1) (第一干i回: プj 容総)

・圧力水将lj 、へ y ダー( 第二何百) ) 谷昔話)

・ステンレス鋼ノマネルタンク( 湖水 )j 式引)

・ステンレス鋼製キ y トタンク( ねじ締めh式ベリ)

・必然柁i

Ｎ ｪ 也 ｆ タンク 、 サービスタンクほか 弁や ｛｜ ｩ ｬｨＱ Ｇ ｾ ｩ

N 匂司 ベターリビング認定工 I ! 第J j 壷圧力容器創造許可工2

立主三成鉄工株式会社

本 幸土/ 干547大阪市平野区加費北1丁目 22番23号

電 信 (06)758- 191 1

F A X ( 侃 ) 7珂ー5666

東京 本部/ 干 104東京都中央区八丁堀4丁目 2番2号共 同ビ ル ( 新京橋)

電 信 ( 03) 3553- 2027 

F A X  (03)3553-2129 

工 場/ 〒547大阪市平 野区加費北 1丁 目22番27号



ヒトとテクノロジ ーの調和を求めて

ヒューマン・キッチン・プランニンク‘

11相対立し、ま、人間を中心とした新 しいキ ッチンづく りを求めています。

大阪目前は、コ ンビュー タやエレ ク トロニ クスを駆使して、厨房機械若器

具、 業務用キ ッチンプランニングに生かしていますが、模範とする のは

常に家庭料理に見 られるぬく もり と思いや り。そこに は作る人と食べ る

人の心の交流があり 、「おいしい食事を」 と願 う気持ちが、使い勝手の よ

い段高のキッチンを創り あげてい くと考えます。

最来i J Tのテク ノロジーに、人の優し さを インプッ ト。それが いヒューマ ン

・キッチン ・プランニンク叩 と考え 未来へ向けて創り 、伝えてい きた

いと思います。

テク ノロジーが発達したこれか らだか らこそ人聞が中心 それが私た

ちの考え です。

人置の旺盛信ゐ探却H 'ニを米

l四 E 否 問 )

府m設j4ii 設計地工・厨房機械器共販先

大阪日本調理機株式会社

干560 大 阪 府 豊 中 市 走 井 2 - 9  - 2  T E L 06- 853- 4901 FAX 06- 853 - 3777 

クラコは高度な安全と信頼性授術を開発する企業です。

即湯式ば待たぜまぜんグ

いまA B Oシステムが湯沸器・ 温水器の概念を変えました。

スピーディに連続した給湯が得られ、より瞬間式に近づきました。

即湯式電気湯沸器・温水器/ ｊ ， ＰＵｾＺＺＧ＠

Paf amam 

E 護ヨ摩藩i雲南.

ボイリング仕様で連続給湯

( 用途〉

・給湯室での

給湯周

(仕様〉

・12Q- 30Q

{ オプション〉

・専用減圧弁

付混合往

- h 崎 耐 創 司

A 8 0システム倒略国

東 京/ 干104 東京都中央区京橋2丁目9番E号( 第lぬり彦ピル)

大 阪/ 〒542 大阪市中央区島之内 1丁目20香川号( 白水ピル)

研究所/ 干51日三重県上野市大野木2126番

コンパクトボディでどこでも設置

〈用途〉

・洗面所での給湯用

〈仕様〉

. 1，OkW- 3.0kW 

( オプション〉

・専用逃し弁排

水処理用トラ・

・専用内蔵式自

動混合栓

個室田弔ヨ

まま(日3)3564-6621 ( 代表) F AX.  (03) 3564-6625 

f i  (06)  245-6771 ( 代表) F AX.  (06) 245-6756 

合 (0595) 24-3221 ( 代表) FAX.  (0595) 24-3206 
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日本で初めて耐火被覆厚45mmによる

2  時間耐火構造のクリーストラップ・ガソリントラップ

グリーストラ y プは、その使n J 環境からグリース阻

集効率 ・耐火性能の良さがつよく求められています。

下EU機工のグリーストラップは、 H A SS 213・214に適

介しており、また防災性能評定委員会の JJII 熱実験( 2  

H寺Itl J) で、その優れた耐火性能が立証されています。

SK製品は品質、性能、技術で業界を一歩も二歩もリード。

17;tf な{f:ニIni 、盟;討なバリ エー ションで、 申1

1

，';).よいニー

ズにお! 志えしています。

特 長

- 製品をコンパクト化し、軽量になりました 。

・スラブ関口が小さくて、済みます。

・耐震構造( フレキシブルジョイン 卜使用) にな って

います。

- 取付施工が簡素化されました 。

優 れ た 阻 集 効 率 ・Ifo，j 火 性 能 が 認 め ら れ て い ま す 。 営 業 品 目

・ S K式グリース卜ラ y フ。. S K 式ガソリントラソブ。

( ステンレス製 . F R P製)

. 各陣[1) ドノド桝・nxノド怜ボソ 7 ス

. _，( - 7' ます・1也ステ ンレス裂"II' ，JJII I. 全般

※ カタロ グ御請求下8 い。

S K式耐火型

クリーストラップ

( SUS 304製)

f  

圃匝圃下回機工株式会社

4 . h 一

回 評 定 番 号 一 則77

本 社 干 13日東京都豊田区東駒形4丁目 15番3号 倉田 (3625)602回世

流通センター 干340 j奇 玉 県 八 濁 市 浮 縁 日25番 1 号 合04B9(97)7911聞

大 阪 支 居 合06 (304)54BI 附 札幌営業所 ft 011 (271) 474目的

名 古 屋 支 后 宮日52(733)212聞U 倹浜怠業所 g 日45(253) 956日f1')

仙 台 営 業 所 念日22(224) 1  9目前1' ) 信岡営業所 宮日92(291 ) 77B6(f1') 

、I A mA T o

ｉｾ］ｾｾｾｾ＠ 安全先鳥
• 

、 、 広 い 視 野 か ら 、 い ち 早 く 危 険 を 察 知 す る 、 言

. ってみれば「安全先鳥」のパーズアイ・ビュー

感 覚 。 防 災 の 基 準 を 高 い レ ベ ル で ク リ ア

しているヤマトプ口テツクの基本思考です。

，園.

'
'
，
 

_....，" t 句，

(>fi i .U司

、_._.，、. • 
E 長 幸 言 明 司 幅 削 岡 崎 慰 霊 欄I司a

ｐ マ ｆ ・ ＺＺＥｄＷ ＡＡＱｾ 株式会社
本 社 干537 大阪市東成区深江北2- ト 10 T E L . <D6) 976- 0701附

東 京 本 社 干 10日 東 京 都 港 区 白 金 台5- 17- 2 T E L.( 03) 3446- 7151附

a.... 置 国 権 潟信田監l :iil 監量滞珂「庁藩刻周忌I盟国首臨{綜 f k... Ｑ ｾ 司 崎重 ＱＱ ，Ｇ ＩＧＩ帯 ｦｪ 温盟諸ｾ掴Ｎ

名古屋・札幌・仙台・新潟・大宮・八王子・千葉・償浜・静岡・富山・神戸・尾道・広島・松山・福岡・鹿児島・大阪工場
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ビルの制御ネットワークを

中央監視盤から端末器まで。

電気設備群の制御ネットワークは、ピルの付加価値を高める

大きなポイントで‘す。松下電工では多くのビルに中央監視盤から端末まで

ピルオートメーションのフルシステムを納入。

PBXとの接続、群管理、テナント別の水道・

電気料金伝票発行などの機能をフレキシフルに

プラスしてお届けしています。

大綱慢ヒル内外の［ｾ万点 、 の

哨 中i見倶ヒルの設備管理に適した

ヒルトアップ方式の4票率タイプ

小型監視盤 ME C S司丁

Ｍ ぉ ｪＺ ＺＱｌ イト わせは、〔 〒 ＵＷ ＱＩ大阪府 門 良 川 ｩ 門 ［Ｚ｛Ｎ Ｑ ＰＴＸ 松卜む ｼ て Ｎ Ｇ ｨＧ ｦｦ ｬ ｾ システム・ ｰ［Ｚ 業苦 Ｑ Ｑ f i (Q6) 908- 1131  

A色2
Ameni l y and InteUi genc e .lf. 恩臥しま弘

Nat i onal  

松下電工

99 



Y A N MA R  

小ささは、新しい価値を呼ぶ。

省スペース・コンパクト設計

地価が上がれば上がるほど、非常用発電装置は小さくする必要が生まれてきます二

小形・軽量化は、ヤンマーお得意、の分野、定評あるテ河ーゼノレエンジ、ンをベースに、

業界初の超コンパクト設計の非常用発電装置を実現しました。

据付面積は約Y3( 当社比) 、

重量も約泌( 当社比) と業界に例のない設置性の良さを誇ってL、ます二

ＭＭＭｾ 寸ー ーーー‘ーーー

「ご ーー“Ｍ ｾ

!  i 当祉従来種

:  ｙａｐｾ リＭ［［Ｈ

!  _ - ムー- - -

比二二二ー 一一ー

YVGシリーズ

重

ぎ

で
/
、

、. ♂〆

‘ ・・・・・・"

. 要目

E 幽 盟 国 需 掴

項 目

YVG20 

一

戸、】

一

E

di

 

相

一
四

一

Y

一

宍
】

単

一
叩V

 

Y

 

一
相

YVG27 

行:@ヨr 量

kVA 10 15 20 27 

k W 10 15 16 21. 6 

電 圧 V  100/ 200 200/ 220 

周 ;皮 数 Hz  50/ 60 

回 転 速 度 r pm 3000/ 3600 

力 率 %  100 80 

ヌ

υ
内

J

V

シ

山

川

州

e

M

M

 

v

u

u

 

Y

伊

ゆ

- 非 常 用 一

E 豆ま亙

Ｍｾ起 ｡ ・
Ei 22圭社E・

@ヤンマー予言- 1! jル稼武喜本土

〈本 社〉大阪市北区茶屋町1番32号(=r 530) TEL (06)  376-6223 

〈大阪支庖〉大阪市北区茶屋町1番32号(干530) 西部 ・陸周 TEL (06)  376-6266 
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-一
.…

T OS HI BA  

とにかく薄形。

. ユーライン 3 6 W3灯用、 4灯 用 全20機種をラインアップ/

・超薄形だから直付タイプで・も、天井がすっきり見えますL

下面 ｉ ｬｾｴ 放形で ＺＧＳＹ ｭｭＯ

・埋込タイプも埋込高さ26mmと超薄形/

・Cチャンネノν を切らずにすみま札

・下面カノ f ーもワンタッチ着脱 /

'90 

| 超薄形ベースライトシリーズI

36W4灯( 電子式) 格子ルーパ・直付形

FT- 34606K 

￥73.000( 税 制 @ '90' 州 制 ン 凱

L _ 一ーーーーよミゴ五二ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」

36W4灯( 電子式) 下面開放・直付形

FT- 34604 

￥56.000( 税 制 @ '90" '"円 引 制

36W4灯( 電子式) エクセルルーパ・i I 付形

FT- 346日6K

￥75.000( 税 制 @田川デザイン帥

「・超薄形/ インバーターミニ J 嬢 私 1  

1 薄さ1/2( 当社比) 世界一の ; 1 "  ｉｾｉ｟￘ 想議議遜援護 該Ｇｰ I  

i  20聞を実現/ ι ぷ 炉y I  

L _ ーーーーーーーーーーーーーーlーーーーーーーーーーーーー」

+  

「・小形・軽量のユーライン J ぐ三£ 1

1 光色さわやかなメロウルック / 二4 穴 : d

｟ｲ γ イ二組 弱齢 ｆ 二組 曲ｾ I  

3 6 W F P L 3 6 E X - N P 主主遁醤伊戸二唖溢師W F 1  

L _ _ _ ーーーーーーーーーーー士- ーーーーーーーーーーー」

干 541 大阪市中央区本町4-2-12(東芝大阪ビル) 宮 (06) 244-2864 西日本支社東芝ライテνフ 株 式 会 社

そじC今、新たなる未来八の

挑戦がはじまりました。

発

電

シ

ス

テ

ム

変

電

シ

ス

テ

ム

送

配

電

シ

ス

テ

ム

ビ

ル

管

理

シ

ス

テ

ム

電

鉄

シ

ス

テ

ム

巡

回

開

監

視

制

抑

制

御

シ

ス

テ

ム

水

処

理

・

水

系

選

用

シ

ス

テ

ム

廃

棄

物

処

理

シ

ス

テ

ム

省

エ

ネ

ル

，キ

l

a転

シ

ス

テ

ム

産

業

プ

ロ

セ

ス

制

御

管

理

シ

ス

テ

ム

a
-

働

力

応

用

シ

ス

テ

ム

彊

m
a加

熱

応

用

シ

ス

テ

ム

ダ

イ

ナ

モ

メ

l

タ

応

用

シ

ス

テ

ム

ラ

イ

ン

用

エ

ン

ジ

ン

テ

ス

ト

シ

ス

テ

ム

画

血

樟

M

盟

漫

シ

ス

テ

ム

ぞ

の

他

電

力

応

用

・

白

幽

劃

化

シ

ス

テ

ム

プ

ラ

ン

ト

建

設

・

電

気

工

事

株 式 会 社 明 電 舎 東京都千代 田区大手田T2十 I (新大手町ビル )n (03) 3246- 7111 支社・支庖・ 関西支社 (06) 203- 5261 ・中部支社 (052) 231 ー7181

・九州支広 (092) 77 卜 7041 ・北海道支后 (011 )26卜 5531 ・東北支庖 (022)227- 3231 ・北陸 支庖 (0762) 6卜 3176・中国支后 (062) 22卜 4255 ・四国支庖 (0878) 22- 3437
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F t1J I T E C 
ELEVATOR I  ESCALATOR I  CI TYPARK 

そ

れ

、

が

エ

リ

シ

オ

の

コ

ン

セ

プ

ト

で

す

。

やさしさを、フォノレムにして新登 場。

• • 
I S10 
エリシオ

ものの盟かきから、 心の充実へ。そんな時 代のこだわりが、 新 しいエレベータを生みました。

それが くエリ シオ〉。最先端技術に 培 われた確かな走 行性、洗練されたフオノレム、

そして格調高 くゆとりある空間。そのすべてカミ乗 る人の快適さを考えた

やさしさあふれる 設計です。移動のための乗 り物から、ゆ とり のシーンを創造する空間へと

エレベータを変えた くエリ シオ〉。

テクノロジーとヒューマニティの調和をめざす、フ ジ、テックからお届け します。

ｾＡｪｾＡＡｊ ヨ撤武主祉

限

り

な

く

人

に

や

さ

し

く
。

本社/ 〒567 大阪府 茨木市圧 ト28- 10 TEL  (0726) 22- 8151附 東京/ (03) 3443-5231聞 大阪/ (06) 441-8521附

札幌/( 011)28ト1070 東北/ (022) 222-0271 横 浜/ (045) 314-5231 名 古屋 / (052) 261-6851 金沢/ (0762)6ト5108

京都/ (075) 23ト7144 神戸/ (078) 391-4795 広島/ (082) 223-6733 高松/ (0878) 31-0015 福岡 / (092)  281-0045 
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⑤ HI T A C HI  

- 一一一一授術の目立一一一一一

|  ヒル 川 山 … はμ エ

日立工レべ一夕一 I

|  

ビルの個性に応じて選べる

ワイドバリエーション。

. エレベーター空 閉そ華麗にi寅出する天 井デザインは、

ヒツνのイメージl二あわせて白巾に選ぶことができますL

・快適さやピノレのグレート港高めるために、かごの側板、床

なども豊市に揃え、より倒性的な空 間づくりをサポートしますL

| 最新の技術課現した

省エネルギー。 ( 当社比15%低減)

. ロープ式・il I l 圧式エレベーター

とも、先進のテクノロジーから生

まれたインバータ制御を採用。

省エネルギーはもちろん、快適な

釆り心地を実現しています。

. ロープ式エレベーターには、

巻き上げ機に動力伝達 効 率 の

高い「ヘリカルギア」を採用し

ていますL

ミ

ム

昌

・

4

ん

〈

さ

わ

h

，

三

に

わ

ら

、

ピ

w

y

カ

予

イ

r

k
パ

l

nア

l

k

お問い合わせは= 関西支社 干541 大阪市中央区本町三丁目5醤7号( 御堂筋本町ピル) 電話 (06)26ト1111 (大代) または最寄りの支后・営業所へ

株式会社日立製作所

京都支后 (075) 223-5611 兵庫支后( 078) 26卜9670 姫路営業所( 0792) 23-3337 滋賀営業所( 0775)2卜0020 奈良営業所 (0742)36-2321 和歌山営業所 (0734) 33-12臼

酬 がつ〈 る州立な」、れあい 筑 χ) 1ひTECH

MI TSUBI SHI  

三菱ホームエレベーターι忽

@ク y t' 7' -IJ ' イン

福祉商昂賞受賞

V お 問 い 合 わ せ は 下 記 へ

東 京 ... . .. (03) 3218- 2722

キL ｾ Ｎ晃 ＮＮ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮ (011) 212- 3728 

仙 台 .. .. . . ーー ー(022) 264- 5631 

事庁 j局ーーー ーー ーー(025) 241- 7221

大 宮 ・ー ... . (048) 653- 0255

横 浜.. .. . .••• (045)  201- 0951 

金 沢 ... ... (0762)  52- 7135 

名 古屋・ ・・・ ・・ (052)  565- 3165 

大 阪 ー・ ・・・・・ ・(06) 347- 23日

広 島 ... . ... . . ( 082)  248- 5285 

高 松 ・・ ・・・・ ー・ (0878) 25- 0006

福 岡 ・・ ・・・・・・・ ( 092) 721- 2172

人三菱電機株式会社
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機械室不要の省スペース設計です

4 フロ アまで昇り降り

'
・
4

4

4

6

a
噌

E

d

z

o

広々とレたエ レベータールーム

プライバシーにも 配慮しました

木 造 住 宅にも設置できます

家庭 用電 源 で 稼 動 します

‘ -



始めませんか、土地を活かす駐車場経営。

._...... 
ぐ_ . -， 

‘ 一--_..._._)

/ ' -一

、J 凶-'"

，-' 戸、 ¥

、一一

¥
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¥

戸

/ 、』ヘ

/ 、 一 ¥

(  _ )  

-_.------_. 

ζｾ＠ 艦盟瞳曹 麗諸経多j 噛閤監議議、議設ぬ とｾｾ

あなたも、パーキング ・オーナーに。 最 初j に完成したタワーパーキンク、も、その成 果。限られ

実 績ナンバ ーワンの IHI が 応 援 します。 た土地 をiit 大限に活用する、とL 、うテ ーマのもとに誕生 し

街には、あふれるばかりのクルマ。呪在、 駐 車 場 不 足 は ました。あらゆるニーズ‘ にフレキシフツレなパーキング・シ

深 刻 な 社 会問題になっています。超過密都市て; 駐車 ステムで対応する I HI です。あなたの土地を活かすの

場をL 、かに石雀保するかが問われているのです。I HI はこ はもちろん、資産 運 用 商 てι メリッ卜が 生 まれます。あな

の問題に早くから取組んで、きました。昭 和37年 に日本で たを支 援する駐車場づく りは I HI にご相 談 <1. ご色、。

畳順ハーキノク〆軍10回大阪革らなみ貰 畳貰

IHIEEEU石日引刷川11阜播麿重琳 式 会 社 蜘問……一…営糊加恥…襲制即恥部炉恥fι一…
関函支社/ 大阪市中失区本町4丁目 2番 lロ2号( 東芝大阪ビル)

⑥ 541 電 話 大 阪 ( 06) 281- 2025

東京 Ｈ ＰＳ Ｉ ＳＲ ＴＴ ＭＶ ｾＰＴ 膏森 Ｈ ＰＱＷＷ Ｉ ＲＳ Ｍ ＳＱＸＵ 新調 Ｈ ＰＲＵ Ｉ Ｒ Ｔ ＵＭ ＰＲＶＱ 浜松 Ｈ ＰＵＳ Ｉ ＴＵＷ Ｍ ＵＶＱＱ 姫 路 ( 0792) 84- 2821 高 松 ( 0878 ) 21- 5031 熊 本 ( 096) 352・5595

札 幌 ( 011 ) 221 - 8121 秋 田 ( 0188) 35- 8815 富 山 ( 0764) 4 ト 4808 豊 田( 日565) 29- 2331 広 島 ( 082) 249- 2486 福 岡 ( 092 ) 77 ト 7241 宮 崎 ( 0985) 53- 0451

釧 路 ( 0154) 24- 7521 千 葉 ( 0472) 27- 8681 名 古 慶 ( 052) 565- 7720 和 敬 山 ( 0734 ) 73- 6488 岡 山 ( 0862 ) 33- 5480 北 九州 ( 093 ) 522- 1  061 鹿 児 島 ( 0992) 23- 7485

仙 台 ( 022) 262- 3688 横 浜( 日目 ) 664- 4501 静 岡( 0542) 55- 8961 神 戸 ( 日78) 331 - 3221 徳 山 ( 0834)3 1- 8100 大 分 ( 0975) 36- 2291 那 覇 ( 0988) 62ー7758
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あなたの設計図が、都市を変える。

HEX イメーシノ f ース

走g r'i'Dj 亙 ・走互フレキシフラレ馬主弓三シ ス テ ム

HE X誕牛島

1連続入庫、連続出庫の所要時間は

従来機種の3分の1。

HEXI.1、コンベアによるクルマの移動を

はじめて可能にしたパレットレス駐l li シ

ステムで「九 パ レットを使用しませんの

で、台車lま経量化され、移動スピード

は300m/minを実現 。しかも、台車上 で

人がクノレ? に乗り降りするのでなく、コン

ベアで釆り l咋り専用スペ ースにクノレ?

を移動する方式を採用することにより、従来機種の致命的デメリットで・あった来り降

り11寺のロスタイムを大幅に解消。jlli 絞入庫、連続出庫とも、 l 台 当たりの所要時聞は

30秒強と、従来機種の3分のl になりました。

174× 5 M3 mの基本ユニットを

組合せる完全自由設計。

HEXは、 2台駐車ユニ・ノト( 上記 モメムーノν) 、4台駐車ユニット(12.0x  5.5 x2.3m) 

をタテ、 ヨコ、 上下に組合せて設計する超フレキシフ〉レタイス変形した土地にも、高

お閉会せは

速道路の紺l長 L 、スペ ースにも、縦術無尽に対応します。しかも、述結は無制限に可

能で、 ー ケ所の出入り口て'，150台までの駐車がOK。出入口を噌やせば、超大

型駐車場も実現します。また、台車の位也、数も自由で、駐車場から再1 f . れた場所か

らクノν ? を送りこむことも可能です。

Eクルマ1台当たりの必要面積は

自走式の約60%の省スペース

HEXは、: l ' l : 重な土地をムダにしません。自走式の場合は、タノレマの通路、クル? と

クルマの聞のドアを聞けるスペース、利用者の通路、階段室などのスペースが必要

になってきますが、 HEXは不要。自走式ならl 台 当たり30m'が必要ですカ t，HEXは

その60%の20m'でOKです。

E人車完全分離 により

高い安全性を確保。

乗 り降り H寺を除いて、人がクル? と接触する機会はありません。しかも、来り降りは装

置f の中に入らないため、乗 り降り時の足元 l;t ;'常に一定。安全性もlW'をt郎、てL、ます。

また、 tJI ，気yゲスが設備 |恥こ入りませんので、 L、つまでも美 しく、優れた保全性を発長li

しま す。しかも、騒音 が気 になりませんので、マンションの地下駐車場にも最適です。

⑧ 目 立 造 船 続 長 曾 枇

東京/ 東京都千代田区一ツ橋トト1 干100 合 03(3217)8518代表

大 阪/ 大阪市此花区西九条5-3-28 〒554 fi 06 (466)7557代表
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λ 三菱重工

-
境

協

・
環

一

対

・
駐

外
〈パーキングは、ホと鋼5rli の共作を支えています〉

社会問題化した駐車難。車社会を、正常に保つためにも

パーキングと、周辺の環境整備が必要で、す。

私たち、三菱重工は、機械式駐車場メ ーカーとして、この

問題に取組んでいます。設置条件に合せた、豊富な機種

を提供する一方、機能のソフト化に、力を入れています。

開発済みの大規模駐車場インテグレーテッド・パーキング・

システムもそのひとつ。数10凹台規模の入出庫を、同時

進行で高速処理するとともに、入出庫の予約、混雑状況

など、利用客への情報サービス機能を、充実させました。

私たちのテーマは、車と都市が共存できる、環境づくりです。

ｾ＠

三 義 車 体 駐 車 場

三菱重工業株 式会社

本 社 パーキングシステム部東京都千代田区丸の内2-5- 1 干 100 ft (03)3212- 9157- 61 

大阪支社 立体駐車場課 大阪市北区中之島2-2-2(ニチメンビル) 〒530 ft ( 06)20 卜0413- 4

支 社 名 古 屋 (052)562- 2153/ 九州 ( 092)44ト3866/ 北海道 (01 1  )  26 1-1 54 1 / 中国 ( 082) 248- 5185/ 東北 (022) 264- 181 1 / 北陸 ( 0764) 32- 8089

営 業 所 四 国 (0878)34- 5706/ 金沢 (0762)3ト6339
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S&A芸室長選b1基本です

b  

悶

外装から内部機構にいたるまで、

開発テーマはセイフティ8アメニティ。

流れるような美しい外観デザイン。ロビー感

覚の快適な内部。使い易さ最優先の操作パ

ネル。それが、人と車にやさしく、街と美しく

溶け合う

駐車場。

ー ユ 一

口ータリ

パークで

五

華町日目玉日機械式駐車設備

a ロータリパーク

新 聞 和 Z 業 械 式 奮 枇 てでft 器533: ; ! ?ZffJ322ぉ;2115tfJ tiZ3ZZ63
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1 9 2  

パイルドラフト基礎の

設計

彰角

地盤剛性、建物剛性を考慮した地盤内応力分布、

沈下量、杭軌力、基礎ばりの応力を解析により求

める 。 図- 4 に示すように 、洪積粘土天端以上の

地盤と建物地下階および杭 をFE M立体モ デルに

置換し、弾性解析を行う 。 F E M立体モ デルの下

端には弾性パネを仮定する 。 このパネは洪積粘土

層の圧密沈下を表現する 。洪積粘土の圧密沈下は

パネ反力を粘土層天端に平面的に分布する荷重と

して与え、プシネスクの方法により地中応力分布

を三次元で求め、 eo一 C c法により圧密盆を求め

る。圧密計算によ る洪積粘土層天端の沈下盆と

FE M立体モデルの下端の沈下量が等しくなるよ

うパネ定数を変えながら、圧密計算、 F E M計算

を繰り返し、最終解を求める 。F E M モテソレの杭

要素の先端は笑大杭の載荷試験結果より求めた。

地銀要素の剛性は 歪レベルを考慮しながら、 PS

検層、繰り返し孔内様方向載荷試験、動的変形試

験およびN 値か ら総合判断して求め た。設計結果

を表ー 1 に示すが、荷重の分担は杭が6 0 %、! 底版

が40%程度とな って いる 。

なお、設計結果の確認と今後の資料 を得るため、

長期にわたる計測を実施している 。

( すみ あきら 妹式会社竹中工務庖設計部構造謀長)

匪三百

一ーーーーγ ー- ー一一ーーーー- ー? ーーーー

ロ
ロ

N

，

D

円

-

基礎設計

ノマイルドラフト基礎とは杭を持つラフト ( いか

だ) 基礎と直訳できるが、要するに 「杭と直接基

礎を併用する基礎構造」と 言 える 。 これは不同沈

下を生じやすい従来の異種基礎構造ではなく、基

礎底版と杭をそれぞれの鉛直剛性に応じてバラン

ス良〈荷重を分担させ沈下を抑制し、かつ経済的

な基礎構造を狙 ったものである 。

本文では、神戸六甲アイラ ン ドに建つ超高層集

合住宅で採用 したパイル ドラフト基礎を紹介する 。

断面図図- 2

基準階の平面図を 図ー 1 に示す。平面は単純な

中央ポイド形であり、地下 1 階、地上41階のSRC、

R C構造である 。

地層構成、および断面図を 図- 2 に示す。地悠

は、約25 mの埋め立てが行われ、約 10 mの沖積粘

土の下部に層厚40m程度の洪積互層がある 。杭は、

この層のほぼ中間にセ y トされた場所打ち拡底杭

である。洪積互層の下部は、層厚20m程度の洪積

粘土層が堆積している 。iqJ積粘土層で13cm、洪積

粘土層て"-21cmの残留沈下が予想された。

埋め土材料の多くは六甲 山地に分布する凝灰岩

等であ り、液状化の可能性は少ない。

建物概要および地盤概要

総重量94 .000t on、基礎底面積当たり約45t/ m'

の建物を圧密、未了の埋め立て 地に支障なく支持す

ることが、設計者に与えられた命題であ った。

まず建物規模から 判 断し、洪積互層を支持層と

する杭を採用した。杭の採用により、沖積粘土の

圧密沈下による負の摩祭カが作用し、また杭先端

Ir.'BJ aI  

- 一ーマー廷転丙末商疋予ー-7型初任周辺地盤

『二二二-よぶムニニムーイ 間のギャ y プ

下ー - T T一一丁了一羽偏玉石面の傾斜

. H杭頭の突出

11  ｾ 負の摩悌力

担II 土用

沖 積 粘 土J百

洪 積 互 府

基礎梅造計画

基礎一地盤系F E M立体モデル

設計結果のまとめ

項 目 設 計 値

沖積粘土用 2  - 13  cm 

広域沈下 洪 積 互 熔 o  cm 

洪積粘土府 21  cm 

建物重量による沈下 16  cm 

基礎底版の接地圧 18t/m'  

建物と周辺地盤の

3  cm 

ギャ y プ

建物内最大部材角 1/2. 000 

周辺地盤の傾斜 1/500 

から伝達される建物荷重によ り、杭先端以深の洪 巳⑪き

積粘土層の局部的な圧密沈下が促進され、絶対沈 巴

下 不同沈下ともに増大する 。以上の問題点を 図 旨@

- 3 に示す。 け@

本基礎は、これらの問題を克服するために、 白日@

①地下階を深〈し ( GL - 12m) 、掘削排土を多< ｾ打。

し、有効上載圧を軽減する 。 ｉｾ

② 剛 強 な 基 礎 ば り ( 幅 × 成 = 1. 0x  12 州 に よ 催。

り、杭軸カの再配分をはかる 。 門@

①により、特に 沖積粘土は過圧密となり、基礎 1
8  

底版と土が接することか ら、杭先端に即時沈下 が
朋@富

生じ、建物が沈下すると底版に接地圧が発生する 。
日bo 1  1  1  1  1  1  1苅 0

このため建物荷重は 、基礎底版と杭の両方により ?  $ 2 0 0 2 4 0 L E注 Hf E 3 d 7 1 0 0 ?

し→ r， 46，800- 一一ー一一一一一ー_ J

荷重伝達が行われ、地盤内における建物荷重載符fj ¥J  

図- 1 基準階床伏図

位詮が上層にひきあげ られることになる 。ま た剛

強な格子状基礎梁により杭軸カは 中央より端部へ

と再配分される 。

以上により、杭先端以深の有効上載圧の増加は

均一イじされ、不同沈下 を極力小さ く抑える ことが

でき る。

表一 1

図- 4

、
、
、
、

、
、

-72/11 11¥ 

土層 現 杖 問 題 占 対 策

坦l土府
N ;  5  - 20 

- GL-25m 

Ill! i E盟圧曹

3中 概

推定堕也下量 . 撞骨t 周辺 - 地主主改良、盛土

粘土層

ドL-ぉm

2- 13co 地盤聞の￥ 織荷による圧宮、

ヤップ 促 進 (既 集 地)

. 肱頭の費出 圃 錨削排土による

洪 積 過 圧 密
- 且の摩擦力

有 効 上 級 庄 内 低

互 府 介荘粘土多
減

卜GL-57m

- 搬削俳土による

洪 積 過 圧 密 有 効 上 級 庄 の 低 l

互 府 介 在 粘 土 少 減 l  

- 撞抽内平岡 ・基礎底版接地圧|

!-GL-76m I  I  it下 による杭先端到|

やや圧膏未7 ・圃辺地盤の 逮荷量的低減

洪 積 傾斜

粘土府 推定費立下量 ・会剛杭強軸な力基的礎問によ I
ＲＱｾ＠

LcL-95m 

f刊1111j

有効上較庄の均一化

性 土 層

問題点と対策図- 3
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光ファイバー・イJレミネーション

宮 本 功 一 / 北 村 聡

ここのところ、街の夜の表情がとても 12かにな

ってき た。光によるさま ざまな演出が私たち の心

をなごませる 。それは、従来のように 「目立てば

良い」のではなく、光と陰、色と動きを巧みに用

いた、ひとつのアートである 。そして、光ファイ

パーによる演出も、重要な表現手段のひとつとし

て活躍している。

カラーフィルターによ って新色されたハロゲ

ン ・ランプの光が、アクリル ・ファイパーを通 っ

て、その端音11から発光されるしくみを、 図 1 に示

す。

モ タ カラ フィ Jレター

「 ‘ 一 一 一 一

一 一 」

J 、口ゲンランプ

図 1 発光のしくみ

光ファイパーのしくみはとても簡単でーある 。 1

台の光源機で300- 500倒の光点をフォローするた

め、ランニング ・コストがとても低〈、しかも光

点のメ ンテナンスがいらないという大きなメリ ッ

トを持っている。例えば写真 1 では、 20. 000個を

越える光の点が、コンビューター制御された 47台

写真1 ビル全体を星空に

の光板、機によ ってまかなわれている 。光源機は建

物内部に f泣かれ、 UL球交換などのメンテナンスは、

すべて建物の 1:1:
1
で行われている 。

やわらかな光と表現力のための手法

光ファイパーがこれほどたくさん使われるよう

にな ったのは、意匠 ( 表現) 上で大きな特徴- メ

リッ トカずあ ったからにはかならない 。

①点滅でなく呼j 滅 寸

ドソフトな動き

②色が変わるというより、流れる」

③T. P. Oに応じた幅広い表双方法

光そのものがとてもやさしい表情を持つという

ことは、光ファイパーの大きな魅力である 。11L球

やネオン、 L E Dなどにはない自然なイメージを好

んで、光ファイパーを採用するオーナーやデザイ

ナーは少なくない。

そして、さらに「幅広い表現」のために、主に

次のような手法を駆使している 。

①回転板上のカラーフィルターのレイアウト

②結束部、発光部の光ファイパーの配列

③光源機のi制l街J (同期 ・リレ ーetc.)

光ファイ パーから発する 光のさまざまな色は 、

ポリカーポネ ー ト樹脂の透明な円悠に塩ピ製のカ

y テイングシートを貼ることでq!j られる 。ハロゲ

ンランプの光がこのフィルターを透過する際に着

色され、光ファイパーを通 って、われわれの自に

伝わる 。 ただし、ファイパー内を通過する Ii ¥j に少

しずつ失われる光があるので、ファイパーの長さ

は10mぐらいまでにおさえるのが望ましい。

また、ファイパーの並べ方も演出上大きな役割

をはたす。例えば発光部分で右から友に順序よく

ファイパーをセットする 。 それを光iJ Jil illlJ でもカラ

ーフィルターの回転方向に沿 って同じ順序で援べ

れば、色は右から左へ流れるように変化して見え

る。逆に光源似IJ でランダムに並べると、さまざま

な色がまたたくようにランダムに変化して見える 。

さらに、最近外部空間で使われ、演出規紋が大

きくなるのに伴い、さまざまなかたちで光源機を

コンビューター制御する機会が増えてきた。写真

l では 、カ ラーフィルターの回転を検知するセン

サーにより、 47台の光源機の回転周期は常に 一定

に保たれている 。写真 2 では放水口部分に光ファ

イパーが鎖状の桜様に見えるように配置され、光

は右から左へ流れる 。この! t I ) きは各橋脚でズレを

生じないように、やはり制御されている 。

この 3 つの組み合わせ次第で表現の可能性は無

限に広がってゆく 。 そして、 一皮設定した動きを

時間帯や季節に従い、また各種イベントに応じて

随時変えてゆくことができる点も大きなメリ ント

で与ある 。

今後の可能性

装飾用の光ファイパーは、商品化当初j は主にデ

ィスプレイ用の材料として用いられてきた。 それ

がインテリアの空間演出として使われるようにな

り、現在、内から外へ、プライベートからパブ リ

ックへと大きな広がりを見せτ いる 。表現上もゴ

ージャスできわもの的な印象の強力、 ったものが、

モダンデザイ ンの中でこなされることにより、き

わめて洗練された意匠 ・イメージへとレベル・ア

ップしてきた。今後も内 ・外という枠を越えて、

トータルな空間 ・環境演出の一環として、さらに

惚広い発展が期待される技術である 。

また、そのような動きの中で、最近は異素材、

異手法との組み合わせを試みる例が特に多くなっ

てきた。ガラス、アク リル、各種金属と光ファイ

パーを巧みに組み合わせたり、他の照明や音、機

械的卸J きとコーディネートしたり、その使い方は

きわめて多岐にわた っている 。 こうなると使い手

の力量がますます重要になってくる 。ハード、ソ

フト岡市で幅広いノウハウを務精したデザイナ一、

設計者の存在こそが、今後の光ファイパーの発展

のカギをにぎることになると思われる 。

さらに、最近では点で発光する光ファイパーの

みでなく、線発光、而発光技術も実用段階に入っ

ているが、これらについてはまた別の機会に被 り

たいと思う 。

( みやもとこうい ち、きたむらあきら妹式会社倒来工房)

写真2 光と水のハーモニー
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平 成 2年度・第 4 回若い会員の集い

原広司作品展・講演会

都市の発想、

新梅田シティ開発計画の出発点

レポート

作品展一新梅田シティ開発計

画 に よ せ る 熱 い ま な ざ し 一

3 月19日から 24 日までの 6 日間、原広司氏の作

品展 「都市の発想一新悔回シテ ィ院1党計画の! J J 発

点 ー」が 、心 ｅ 訓告のソニータワーでｉｬｾｊｦ ｭ された 。

これは、 3 月22 日に朝日生命ホールで行われた

講演会と合わせて、今、関西で最も注目を集めて

いるプロジェクトの一つである「新抑止山シティ開

発計画」を 、広〈 一般の方々に初介するとともに、

税収、日本の控築 界で最 もアクティプな，建築家の

一 人であるＡ点広司氏が、 「空 ｬ ド 嵯ｼ重 ｬ をもっｾ封古超高

層 」 という ｾ ｾ ｪ￼￬ｬｪ 的な計画を、いかに発泡 Ａ したのか

を探求しようという企画であ った。

{乍1日展の会場とな った「ソニーサロン 」は、約

60111 ほと' の小 さな展示場である 。 このため、展示

作品は、 「新侮田シティ開発計画」のみ に絞り込ま

れたが、結果的には、このことが作訂J 長の主旨を

明快なものとし、会場を訪れた人々に強いイ ンハ

クトを与えることに成功したようである 。

今回展示された作品は、I ; ' ; j 辺地域の股引が l 点、

プロポーザル案、J J i . - j i . : 設計案のt失明がれ l 点、フ

「新梅田シティ IJH党計闘」に雫るまでの-iili のデ

ザインの iJ l しれを説明したもので、立ち見ながら、

常に十数人の人垣をつくり、見学者の原広司氏へ

の関心の向さが、白1 [; 々ならぬものであ ることを物

;ft っていた 。

Ｖ 日聞の総入ｪＭ ｾｈ ￭ ーは Ｔ ， ＰＰＰ 人を超え、特に最終日

には、日目 ｉｉｾ 日ということも手伝 っ て、 ｬ 日で Ｑ ， ＳＰＰ

人近い見学者が訪れた 。土地州からか、若い男女

を中心とした一般の比学者が大多数を jli めたが、

原広司氏の関西での初めての 11制民ということもあ

って、建築系の t学生の安も数多く見られた 。 また、

外国人の比' 字: 者が多数訪れたことも、今回の特色

の一つである 。

今回の企図がこのように成功裡に終わったこと

を、企画を j [ 1当した 一 人として大変うれしく思う

とともに、この企画が実現できたのは、新悔 jIj シ

ティ| 制発協議会をはじめとする協資企業各社の協

力と、企画の初期l段附から、われわれ但当委員と

共に考え、アドバイスして下さった(仰アトリエ ・

ファイ，建築研究所の ，t，谷俊治氏のご尽力の賜物で

あることをつけ加えておきたし、。

( 黒 田 和 夫/ 阪急電鉄株式会社)

講演会一原広司の世界一

ァーストスケ ンチや a没計の初WI 段 lmでの 各主袋地 3 月22 日、あいにくの雨の中、原広司氏の識ilii

設のドローイング等のパ ネルが10点、プロポーザ 会は定 li 一杯の 394 人もの参加者を集め、朝日 '1，:

ル奈の設計図のパネルが 14点て。ある 。 これらの l乍 命ホールで行われた 。 若い会民のｾい 小 委員会を

品は、原広司氏の 「待相論」に J，! i づく多僚な住吉長 代表して除限氏の挨妙の後、原広司氏の講演が! f ，i

表現の探求と 、本プロジ ェクトに 対する的然と 5. まった。

気込みをわれわれにJ : . . i ! I:i 1比せてくれた 。 最初に、現イl' 進行，t，の同際的な都市計画のコン

特に、会場中央に向己遣された周辺地域の怯引は、 ペティションであるケルンのメ ディアノ マークと、

「新梅田シティ 開発計画」 と日l : J l 似れ縦しんでい 2 等楽にな ったカナダモ ント リオールのインター

る怖回地域の他の建物との対比により、本プロジ ナショナルシティについて粍〈触れた後、新悔 111

ェク卜のスケー ルの大きさを印象づけるとともに、 ンティに雫る 郎i li の発泡! について述べられた 。

完成後の存絞! 感の大きさを 氾! 伐させてくれた 。 IJ;( 広司氏は、高11市( ，せなものを与署長するとき、必

また、展示会場の一角て¥原広司氏のプロフィ ずしもそのまま持 ってくるのではないにしても、

ールビデオ r 0  V  E  R  L  A  Y  J  ( 25分 ) が30インチ 20年米調伐を行 っておられる集係の研究をその発

の T V 函聞に放映されていたのだが、これは、 「ヤ 恕のメデ ィアとしておられるようだ。 多数のスラ

マトインターナショナル」、 「 飯 十 ｆｉ 市美術博物自 ￭ｾ ｊ 、 イドを通して、それら集/ 高についての説明がなさ

「相鉄文化会館」等の代表作を紹介するとともに、 れた 。 モスク、チチカカ湖lの浮品、 J色気筒の建つ

110 建築と社会/ 1991年 5 月号

住居、横穴式住腕、水の港、 ｊ Ａｒｾの塔 、 一つのＪ稀

をなす家など、それらのmii併は固有の仕掛けを持

つ。 こうした僻究の l わから OV E R L A Y 、多層

f ，Yi 造、機本Il，j命とい った現代を代表する建築思 jt! が

産み出された 。

集格調伐の釘i 介の後、近年の作品群 飯 田市美

術w物館、 j郎新市立械凶小マ: 校、ヤ7 トインター

ナショナルーと、コンペ 2 .1，'，i:の説明がなされた 。

飯岡市美術陣物館については、透明な EE気の

I也にいかに澄 Il} j なものを造るか 、空気の設計はで

きるかということについて考え、 ＧＱｾＺＱ 移民般を大き

な' ! ( ( ' 別総. u ーとして作製されたそうである 。 別; 刷 rl1

立城，ｊ｟ｉＮｪ 小 学校については、 ｾ￯ｩ 高としての家並みの

I J g見と、昼似をとると全部がつなが っているよう

なオープンスクールの実現について巧えられ、ま

たヤマトイ ンター ナショナルでは、その敷地周辺

がH高いので周辺を 明るくする建物をということで、

ファサードの凹ど ｬ を多くし、光により主 Ｇｉｾ と変化

し内然とも共感する建築を実現したそうである 。

2 つのコンペのうちケルンのメディアノぞークに

ついては、インテリジェント化は結局、建築の形

態には何ら lJ37半を与えないことが解り、メディア

とは何かについて巧え、人の出会いの坊の自11i1tと

いった古いコミ ュニティ論に戻 って 、ケルンの符

名な街角をよｾめてリ ｉ ｊｕ 也内 に交差任を作り、人の 出

会いの土品を巧- えたなど。 カナダモントリオー j レシ

ティではグリ y ド郎市を考え 、 4 つの ゾーンを 作

り、その rl
'
心に全長 500 mのストリートを設け、

オフィスをはりつかせた ことなどが制介された 。

こうした近作やコンペを断まえて、原広口J f たが

J7えられてきたことの集大成が新傍 111 : / ティであ

るということであ った。 そこで基本とな ったのは 、

今までに登場した袋ぷ一手1杉A 恨と光の関係、フ

ァサードのリフレクション、表情の変化する級制 |

治 ＨｉｾＩ 控築 ー と、セ Ｇ Ｑ Ｇ 庭園である 。 新仰 ｉ ｬｊシティの

起i応用は、 j位上苦11で全中庭園によリ按令されてお

り、その嵯 l羽より下部をミラーガラスにより ii'i す

ことで、チチカカ; . 1 ) 1の浮島のように比せたいとい

うことであ った。ff 、大阪の淀川下流域には八卜

jみと H手ばれる 小 さな美しい J:h が々見られたとj J f I < 。

水の郡大| 坂を思い浮かべるとき 、この I宇品は大阪

のi ! f j : のゲートにふさわしいもののーっとなるかも

しれないと思 った。

終了 10分 ，jIJ にや っと新線川シティの E話題に到達

し、午後 8 ｉｌｾＳＰ 分、議 ｩｬｩｩ 会は無・ ｪＧ［ｴＺ 冬了した 。 ｉｗＮ ム

，; Ij 支は、，1'，f I 識がi 会の30分前に歪II ，{f 、終了後す ぐ

の新幹線て市II 京というハードスケジ ュールであ っ

た。新 l1i i 川シティは、そうしたスケジ ュールの小

て 2年後の93年イド峻工を迎える 。大阪の北の去、

1)¥1 として、 1，';1 ill を明るくするものとなるだろう 。

淡々とした語りの中に、自分のi ! i; をjl ちあtけ、

それを与えられた諸条例ーに負けずに、 l つの作品

にしていく情熱を感じた 。 また、今なお、| 伏木: へ

11 のIIf j きがちな日本にあって、発展途 上国とされ

る地践のパナキュラーなものに目を lujけられ、 20

il 三の長期lにilli リ訓告を続けてこられた 地道な努力

に感動した 。一般1"1けの講副会としては、 |品j[J_l.j闘

では 初めての講演会に企画、参加させていただき

大変幸運であった。

( 佐守木晴子/ 大阪市都市登備局)

. 作品展

日 時 平 成 3 年 3 月19日- 24 日

午前 11時半→午後 7 時半

会 場心斎橋ソニータワー 9 階・ソニーサ ロン

入場者数 4，094名

.111演会

日 時 平 成 3 年 3 月22 日( 金)

午後 E 時半→ 8 時半

会 場 朝 日生命ホール

総 師康広司氏( 東京大学生産技術研究所教授)

参 加 者 394名
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日本建築協会

月間の動き

平成 3 年 3 月分

定 時 評 議 員 会

26 日 5 時 - 5 時40分 j庁本会会議室

出席者 向僑保夫議長ほか48名 ( 委任状共 )

議事 (1)評議只会議長、/ . i IJ 議長立選の件

印刷会長 2 名、理 'J';.24名選任の件

(3) 平成 3 年度J f ，. 業計画承認の件

(4) 平成 3 年度収支予算 if>: 認の件

理 事

第 4 回常任理事会

.0. .  

: IJ ;  

26 日 411寺- 511寺 於本会会議室

出席者 佐野会長ほか 13名

殺事 (1)定時評議員会提出議案決定の件

1) ヂ成 3 年度事業計画 ( 案)

2) ヂ成 3 年度収支予算 ( 笑)

3) 役員改選 ( 案)

(2)村野雄吾生誕百周年記念 村野総吾 J存作

集記事転載許可のf牛

(3) 入j J } 会者承認の件

Ｈ Ｔ Ｉ 報告ｌｪＺ ｾｲｦｩ その他

編 集 委 員 会

第 8 団法令分科会

19 日 4 時- 611寺 於本会会議室

出席者 jゐ団幹'1';. ほか 4 名

殺事 (1) 法令特集の企画の具体化

(2) r法令コーナー」の企画

(3)新年度法令分科会委_ Q 附成

第12回編集委員会

14 日 411寺- 6 時 於本会会議室

:H席 者 構 神 委 只 長 ほ か 4 名

殺事 (1) 4 月号 「建築家のための設備知識ー断業

施設WJ ・「大阪東京海上ヒ' ルデイングI き

んでん」特集経過報告

(2) 5 月号 「今、京都J ( 仮称 ) 特集経過報告

(3) 6 月号 「建築と土木」・「近畿地建」特集

続過報告

第12回作品作風小委員会

14 日 6 時半 - 8 時 於 本 会 会 議室

，Ｇ Ｑ Ｇ， Ｑ 常者宮下 ｾｩｉｊｾμ 長ほか Ｓ 名

議事( 1)最近の作品掲載状況 ・予定報告

(2) r新佳築調査表」の作品選定

(3) r  G all ery J 内容報告 }{I_ ぴ今後の予定

(4 )次年度 「新建築調査 J f夜中! [ について

(5) 次年度の委只編成について

平成 3 年 6 月号「近自陸地建」特集第 2 回編集会織

20 日 101侍- 11時半 於近畿地主主会議室

ｮｾ 席者 以古11正窓 、入谷俊之 ( 近畿地建)

1淡・1'; 平成 3 年 6 月号 「近畿地主主」特集家検討

第12回広告企画小委員会

27 日 4 時 - 51時 半 於 本 会 会 議室

出席者 波辺刷会只長ほか 3 名

議事 (1) 3 月号 「東海支部」・「きんで与ん」特集広

特 i主，cp経過報告

(2) 4 月号 「商業施設の設備」・「大阪東京海

上ビルデイ ング」特集広告注中経過報告

(3) 5 月号 「今、京都」 ・「何日放送本社ピル」

特集広告途中経過報告

(4 )収支状況報告及び平成 3 年度予S' ) : 報 n

平成 3 年 6 月号「近畿地建」特集第 3 回編集会織

平成 3 ｾ手 Ｖ 月号「近自陣地建」特集第 Ｑ 回編集会議 I  27 日 1  11寺半- 311寺 於近畿地建会議室

1 日 l  時半 - 3 時 半 於 近 畿 地 建 会 議室 1  ｮｾ 席者集部正態、入谷俊之、守作勉

出席者 金田興一 ( 近畿地建) ほか 5 名 | 議 事 平 成 3 年 6 月号 「近畿地建」特集案検討

議事 平成 3 年 6 月号「近畿地主主」特集笑検討 | 第 5 団施工材料分科会

第 9 回計画系ーイ ン テ リ ア ・ 住 宅 分 科 会 29 日 41時- 5 時 半 於 本 会 会 議室

4 日 611寺半 - 9 時 半 於 本 会 会 議室 ，IH席者 有光斡ーJ'; ほか 3 名

:H席者 力日必幹事ほか 8 名 | 議事 (1)乎成 3 年度第 l 回特集の企画

議事 平成 3 年 2 月号 「オフィス ・プレジ ャー J (2) 施t 材料の貞の企画

特集反省、検討 (3)平成 3 年度編集委只選任について

￨ ｬｦ ｾ み ・ 都市を訪ねて 」 経過報告

(()) 新年度以降の企画、その他

第 B 回広報小委員会

B 日 6 時 半 - 91時 Ji' i、本会会議室

出席者 奥村、川村、 11円井各幹事ほか 5 名

議事 (1)第 l 分科会からの報告と今後の企画

(2) 第 2 分科会からの報告と今後の企画

(3) 新年度の委只会編成について

第 7 回見学会小委員会

7 日 6 11寺- 811寺 於本会会議室

出 席 者 南 副 委 只 長 ほ か 5 名

議事 (1)前回事業委只会の報告

(2) 凡学会の笑施報告

(3) 今後の見学会の予定報告

(4 )今後の企画について

(5) 新年度の委只会編成について

第10回「原 広司氏」企画分科会

13 日 711寺- 9 時 於 本 会 会 議室

出席者 ゲスト 中谷俊治氏 ( アトリェ ・7 7

イ建築研究所)

t公限主ft ほか 4 名

議 :J';. (1)作品展の最終的認

(2 )講版会の最終w必

第 7 団事業委員会

14 日 l  時40分 - 311寺15分 於 本 会 会 議室

出席者餓田委只長代行ほか 4 名

1議事 (1)谷小委只会からの報告と検討

ＨＲＩ 委只の主娠ｾについて

(3) 新年j支の卒業委只長 ・代行に ついて

か1)委員の任期について

教 育 委 員 会

第37図工高生デザインコンクール募集規定作成会

26 日 611寺- 8 11寺半 於本会会議室

出席者 中川洋- 1華街委只長ほか 9名

片倉教育委員長ほか 8 名

議ょJ';. ・jZ/ぷ 3 年度工高生デザインコンクールの捗

llHJ . I . 定について

第 2 回教育委員会

29 日 61時- 7 時半 於本会会議室

:H席者 片倉委只長ほか 5名

議事 (1)講ずl会 ・工高生教育両小委只会の本年度

，tJ'; ; ( j ; 報告並びlこ次年度の事業計画について

(2旧本建築協会創立75周年記念事業

(3)次年度の委只編成について

平成 3 年10月号「大林組」特集第 1 回編集会

5 日 ) 111寺- 12時 於大林組会議室

出席者 雌縄i正俊 ( 大林組) ほか 8 名

事 業 委 員 会

]1 [  建 材 委 員 会

1  第 9 回建材委員会

議 事 平 成 3 年10月号「大林組J ( 仮称)特集案検討

平成 3 年度合同計画分科会特集第 1 団幹事会

8 日 6 時 半 - 911寺 於本会会議釜

山席者 l王I' P幹' f ¥- ほか 5 名

議 事 平 成 3 年 9 月号「合同計画」特集築検討

第12回会員企画小委員会

12 日 6 時 半 - 811寺 於本会会議室

出席者 向図面IJ 委只長ほか 9 名

議事 (1)シリーズものの報告と掲載予定

(2) 次年度の委只編成について

第 7 回若い会員の集い小委員会

5 日 6 時 半 - 911寺 於 本 会 会 議室

出席者 宮野副委員長ほか 4 名

E淡'1';. (1)前回事業委只会の報告

(2) r海外建築視察旅行ーイスラムの建築を

訪ねて - J 延期! 報告

(3) r関西の祭 'J'; の研究」経過報告

Ｈ Ｔ Ｉｲ 都市の発想 ー 原広司氏作品展 ・ 議 ｩｾ￭ 会 一 」

13 日 3 時半 - 511寺半於本会会議去

出席者 金井委員長ほか 13名

材料説明: ヶラミ y ト ( 大型陶装板 ) / 係野委只

議事 ( 1)今後の検討建材

(2)今後の「新建材対i 介コーナー J -tlJ d院予定

出 版 委 員 会

経過報告 |  第10回出版委員会

(5) r関西の近代建築を訪ねて」、「関西の街 1 22 日 5 時 - 6 時 l庁本会会議室

組築と社会/ 1的 l年 5J J サ 111 



出 席 者 須 t ' i委 只 長 ほ か 6 名

殺 事 ( 1)  <プ ロの ノ ウ ハ ウ 〉 と特装4 ' の統治報告

(2) 今 後の テ ー 7 と執筆 fi 選 定について

ｼｾＮ｝ｾｾｴＺＮｬ￯Ｎ｛Ｇｒｬ＠
お知らせ l

(3) プ ロの ノ ウ ハ ウ 講 座 シ ト ズ に つ い て | エアリアル・フォトグラフも遠隔操作の時代に

第 5 回 「ニュー組制建築のすすめ」

建 築 ク ラ ブ

第 227回 朝 食 会

12 日 8 時 半 - 101侍 於大阪グラン ドホテル

iii( 題 「デザイナーから凡たまちづくり 」

，;IIir. m 岩 井 珠 忠 氏 ( クリエイティブフォーラム

代 表 取締役 )

参加 者 54名

新旧役員会

26日 3 時 - 4  U寺 於 本 会 会 議 室

出 席 者 塚 本 代表、 佐 野 会長 、里村委員長ほか

6 名

殺 事 ( 1 ) 役員半数交代と正副委員長T f _ jきの件

(2)平 成 2年 度 収 支 決 幻e*訟 の 件

(3) 平成 3年 度 収支 予 算 本 認 の 件

(4)今 後 の 講r. m決定の{ 千

GALLERY.  MA講演ビデオ映写会

20 日 6 時 半 - 8  U寺 於本会会議室

(l) t 綱殺峻 「者11市 の泣伝 ( J

(2) 六角鬼丈 r!也水火 風 空」

参 加 者 36名

原 広 司 氏 作 品 展 ・ 講 演 会

都 市 の 発 想 新 梅 田 シ テ ィ 開 発 計 画 の 出 発 点ー

. 作品展

|井Jfli¥Wlr，f! ＱＹ 日 ｾＲＴ 日 11時 半 - 7 時 半

会場 ソニー タワー ( 心 1活情) 9  F ソニ ー サ ロン

参加 者 4，094名

圃 講 演 会

|井Ifli ¥日時 22 日 6 時 半 - 8 1時半

会 場 制 日 生 命 ホ ー ル 〔例 日生命館 8 階 〕

講師 ! 点広司氏 ( J R京大学生産技術研究 所 教 佼 )

参加者 394名

3 月の入会者 (Qi 柏、目的

〔団休会員 l 社 〕

(附 P P  1  

(fI司 人会只 6 名〕

尼崎 ｈｾ＠
( 1己崎建設)

駒 場 一 仁

{ 大林組)

〔準会只 I 名〕

川 下 美 椋

( j 丹市大学 )

4 会只の言卜報

(11司人会員〕

川*1: )支 北 野 必 日1¥

デザイノルーム円l ドＨ 大阪 ｲｬ￯ｬ 品 ｊｾ 公社 ｬ

ｴｾｴＡ 奇 ｊｅ [- 桑 原 義 文

( 神戸市 ) ( 桑原i . s 泣)

松原 山 ( 71歳 ) 千成 2 年 6 月 死亡

行 川 清一 (88歳 ) 平 成 2 年 9 月20 日 11 

浜田正二郎 ( 70歳 ) 千成 3 年 1 月 2 日 11 

litj 西 宮山人 ( 55歳 ) ‘ ド成 3 年 3 J' 125 日 11 

112  建築と社会/ 1991年 5 月号

良薬の散布などではよ く知られているラジオコ ころです。 それを図面などではなく実際の映像で

ン トロールのヘリコプタ一。操作が少々厄介なの 説明できます。次 に 倣通 がきくと い う こ と で す。

でオペレーターを必要とするが、航空写点に実機 至急に写点が必要な場合でも天候 に 問 題がな けれ

を使用することを考え れ ば費用は非常に安い。 こ ばすぐ にでも加 ［ｪＡｾ にかかれます 。 」 とのこと 。

の R Cへリにカメラ をfl'l ん で 空 中微出品を行ってい きて 、こ の r ｊｾｪ の 目 写点」 、どれだけ建築業界に

るのが大阪 ・谷町 6 丁目に事務所をかまえる (附ア 氏献してくれるか、これからが楽しみなところだ。

ビリティーグループ。 この件に関してのお問い合わせは、 (附アビリテ

関西ではじめてのニュービジネスということだ ィーグルー プT EL 06- 765- 3753 ( 川j頼) まで

が 、何と 300m上空 ま で 上 外可 能 と い う か ら実際の

へリでの 搬 ［ｩｦｾ と 比 較しても十分な迫力がある 。 ビ

ジュアル時代にそ ったアイデアて¥リゾート地の

1)[1発や市街地構想な どの予備調査資料としては、 ｉ ｾ＠
説得力のある写兵になる こ とは健かである 。

オペ レータ ー の 同 社 ・川瀬氏によると、 r R  C へ

リが実機 と比べ て 有利 な点は、まず低空飛行が可

能であるということ 。 20階建ビルの各階からの展

望は、 そこに 住む 人も、周り の住民も気になると

カメラ を結んだ R C へ リ

R  C へ リで撮影 した 写真

第 1 回「病院建築賞」公募

一船日本病院建築協会

(紛日 本 病 院 建 築 協 会 ( 会 長 . ini 良一) てすま、

このほど厚生省の後彼で、 優 れ た 病 院 建築の1I i ' i 杉

・1'; 業 を行う こ とにな った。 本 年 を 第 l 固と して 、

以 後 、継続して行う予定て¥ 近 年 、 竣工 し た 病 院

- 対 象

日H杉の対 象 となる病院は、 過 去 3年 nil に新築ま

たは、地改築を行い、 l 年以上を 経 過 し た 病 院。

j q し、初年度の本年に限り、昭和60年 4 月 1 日

か ら 平成 2 年 3 月31日までの 5 年 間に新築、また

はｾ改築を行 っ た病院とする 。

・応 募 資 格

のうち 、応募 のあった Ｂ Ｑ ｾ Ｑ から選考する 。 優れた病 病院等の開設者、管思!者、設計者、施工者のい

院建築とは、建築として質が高いことに加えて 、 ずれて' もよい。

忠者や職貝が快適でレ使い勝手がよいことを条件と ・応募J t l I日

する 。 平 成 3 年 7 月 1 日- 8 月末日

・ ll i'i彩 ・従出先及び| 間合わせ先

「病 院 建 築 'UJ 若 ー|二点数に対して 、n状、1 ' t 牌 (他 日 本 病 院 建築 協 会

5Y，板 が贈 ら れ 、このう ちからさらに「厚生大臣 'Ct J 〒108 東 京 都 港 区 芝 5 - 26- 20建 築 会 館

「建 築 政 策 局 長 賞」 各 1 点が贈られる 。 T EL 03- 3453- 9904 

-・

• 



-・・特集・・・

3にはいたすら

その原因と対策

i繍・凍害・カビ・変形・腐食・舗の対策l

， . 建築材料の水分とその移動

2. 水のいたすら、その原因と対策

G2 咽全国書庖で好評発売中/

建築技術建物の劣化診断と

4 月増刊号 補修・改修工法

建物の劣化状態 をどう正維に診断するか、 11:. し

L 、補修 ・改修 1 事の方法など、古li位別 ・uよ別

にフロ ーチャー卜などでわかり やすく解説。

折笠覇監修 A4判 296頁 税込定価3，500円

建築において、水は常に曲者で

あり、さまざまなトラブルを引き

起こす張本人といっても過言では

ありません。今回の特集では、水

ガ引き起こすトラブルの原因を探

るとともに、その具体的な対策法

を紹介します。

住宅の防音と調音のすべて

サ ウ ン ド ・戸メ二ティの設計技術A t o Z  

防音設計の考え方を建物部位別に紹介したうえ、

住宅の音響設計例を豊富に盛り込み、快適な音

環境づくりのノウハウをわかりやすく解説。

久我新一 監修 A4判 214頁税込定価3.2∞円

~建築実務者に俸ぐ~地下水の常陽

[第 1固] 水は地下でどのように存在しているか?
極珍

温鼠/ 隈界状態股酎法~その可能性を求めて~

【第3 固] 現行額計法ととこか遣う

復旧事例による

耐震診断・補強設計の実務

既 存 お よ び 被 災 し た R C建 物 の 診 断 と 補 強 計

画 ・設計 ・施工のノ ウハウをわかり やすく解説。

建設省建築研究所

広沢雅由・山崎裕監修 A5判 572頁税込定価8，500円

株 式 会 社 建 築 技 術

干151 東京都渋谷区幡ケ谷1-1-2 福西ピル

T E L.03-537ト3811 FAX. 03- 537卜8282

工

場

も

庖

舗

も

会

社

も

学

校

も

7

月

1

日

は

事

業

所

統

計

調

査

商

業

統

計

調

査

の

日

。

調

査

に

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

• 

‘  

総務庁・通商産業省・大阪府・市区町村

113 



空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施 一

φ  

本 社

大阪支社

支 lお

営 業 所

様式盲目t : : I T 省 島 各4

合 粧 罰n 日ーι ヲ畏 JI ' ..L

東京都港区浜絵町 ト 25- 7  電話 (3434)6171 ( 大代)

大阪市淀川区加島 1 - 58- 59 lli 話 (302)2271(代)

北 海 道 ・* 北 名 古 屋 ・rl" 凶 ・九州、l

￮ｊ ｬｬＺ 裕 ・ 函館 Ｎ ｾ岡 ・ 俄浜 ・ 静岡 ・ 京都 ・ 神 戸

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防災 ・ 産 業廃 水 設 備

設 計 施 工

- ・ヲイヲシ株式会社

広庫大臣本社 干 650 大阪市岡IK i : I 戸端 IT Ll 91幹部号 電 話 (06)441 8231  

東 京 本 社 干 102 東京 都千代田 区市上l . ! . 2 T D15酢 10号¥11. <1/0(03)3261 8231 

支 社 名 山 以 M岡

支 庖 札 附 仙 " 新，iI • .kH .  r 車 ・横 浜 金 問 ，j( r . r s . 神戸災用 l品1山

広 川 町 松 開 1 =

営車所 帯 ＯｬＺ 耐航 Ｎ ｉ ｦ ｾ 杭 ｕｉ ・ 盛岡 ＮＱ 可 ｦ ，ｬｪＩ民肝静岡 Ｎ ｾＲＱＱＱ＠ .  il t  .  i;r 山

出 遅 所

海 外 支 庖

投 楕 研 究 所

ｾ，￭Ａ ｴ Ｎ 徳山 n: 山 町 知 北 九 州 ・ 鹿 児 品 。鵬副

地川ｾ ，・ Ｑ 品川崎松ｬｌ .  ItH.¥ . 下 l瑚 l長崎 k 分 山 崎

ン- - " ポール ホ ン コ ン

干 ＳＵＴ 埼ＱＧＮ県入川ｉＡｉ ｉ 三野町大Ｇｻ北，［ ､ｾＳＹＰ 番地電 品 ＨＰＴＹＲＩＵＸ 1511 

空気調和設備

給 jJt ノ'k ， ｾｬｚ＠ fiI，i  

電 気 設 (ilii ⑧ 

産 業 設 備

水 処 理 施 設

環 1究 施 設

三機工業株式会社

大阪支庖

本 底

支 庖

φ  

取 締 役 社 長 白 谷 清 二

大阪支 ｊｦｾ 長 三 田村 嘉也

大阪市 "1'央区北浜2- 2- 21 電話06(202)3071(代ぷ)

東京都千代田区有楽町1-4- 1 ・忍話03( 3502) 6111( 大代)

名 ｉｬ￯ｾ . 九十H ・北海道 中国 ・東北 ・北陸 ・IIq国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

三建設備工業株ま竃社

大 阪 支 庖

本 社

支 社

大 阪 市 北 区 .%1 村正問f 3 添 5 -i.j- 屯お ( 352) )  I  3  1  ((¥j 

!<Iu;r f，11中央灰 11 本紙蝋殻阿 2 - 2 2  電 話 ( 3667) 3431( 大 代 )

名 古 l長 ・仙 台 ・札 帆 - 広 島 ・桶 岡 ・てを沢 ・新 m. 備 J兵

。
本 社

東京本町

大阪本的

支 l古

営 業 所

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

晃 空 調

大阪市中央区織見2丁目 Ilf 61号y イン21MID.? ワ- '; rt :羽 06- 949 - 1371

東 京 都 新 稲 区西新宿新宿住友ビル 電話03- 3344ー1911

大阪市北区西天満 4 丁目 6 番 18号 iti 話 06- 363- 1371

ｦｾＱ れ・償 浜 ・ 才ｾ ｉｾ Ｚ ｪ＠ hl . 広島 ・偏l司

- 岡国‘

-

-ー

韓式会祉

札帆 ー京 側 担)，戸 松 江

1'(' :足・秋s ] . 盛! 剤大宮千葉 ・川 崎 市 山 liMl 和歌山

鳥取 ・岡山 ・高松 ・下関 ・熊本 ・鹿児向 ・f'l'制u

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

1・よりよき鵬へ繍で挑む一 一 一

守 株 式 会 社 精 研
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主f: 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号(オートセンタービル 1. 2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1  代 表

メンテナノス部電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1  代 表

東京支 l古 東京都文京区小石川 1丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ビル 7階)

郵便番号112 電話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1代表

商昂は宇気ですo V  r-
圃 掴 熱と空気の工ンジ二 ? ー ー 一

〉ー〈J 5t t
・宮

空 気 調 和 L' -. . . . .  搬 送 機 設 備

給排水術生 、てτ 7 設 計 施 工

人に優 しい環境づく り

第一工難横式怠誼

大 阪 支 庖 干 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

本

ｾｉｉ 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

キ土 干 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁目 3 寄 1 号

電 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住設 機 器 特 約l吉

。
本 社

大阪営業所

枚方営雛所

大晃設備株式会社

大阪市北区西天満 5 - 1112 ｾＱｬ ＰＶＭＳ Ｑ Ｓ ー Ｑ ＸＴＶ

枚方市 'T' 1J ! 凹東町 9 - 3  ' ; 110720- 49- 2128 

給 ・排 水 ・衛 生 ・防 災 ・空 調 設備

3525 西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区中 d! 6 丁目 8 番 4 号 電 話大阪 ( 458) 3628番

支出 ・営 業 所 福 岡 ・京 都 ・神戸 ・天理 ・川西

⑧議誕白歯法式会社

代表取締役社長 依

藤

干534 大阪市部品区中野町2丁目 10番11号

孝 f丁

T E L ( 06)351- 5428(( ¥j 

F AX ( 06)351- 5299 

• 

• 
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⑨日本管工業株式会社

設計並施工

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 ・ . ， 司 : 1: 11 唱: 掴

唱 F電'ー....

③時掛王軍最長持

京高11市南区内九条盟J l l 町 2 0 番 地 の 1

1丘iri; ( 681 )  5  1  0  1  - 5  ・夜ｼ筒 ｾｊＮ 用 Ｈ ＶＹＱ Ｉ 1045 

大阪市北区天満 1- 5- 20 ，{1話 ( 06)352ーー3501(( り

iltrli 栄 町 2 ー 1 1 1 '，II 話 ( 0592)26- 361ω u

pq 日 市 市 首 末 広 町 屯 話( 0593)53- 7431刊

大ill 市中央 2 了間 4- 28 屯話( 0775)22 - 9738(( tI 

本社亙京都支庖

大 阪 支 底

三 重 支 l吉

四日市営業所

滋 賀 営 業 所

電 気 設 備 設 計 施 工

⑤ 

気 株

に

を

/

切

来

卜

大

未

イ

を

る

エ

境

あ

り

環

夢

く

然'自

事L

社

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営業所 TEL 京都075(311)1l 85(代)

東京営業所 TEL 東京03(3574) 0665  福岡出張所 TEL 福岡092( 771 ) 6 1 6 8  

ム

玄式

士

.) 1' -

H  本山

電

代表取締役

陽朝

{コ

e  

融 嵐 長 叡 ｾ＠
本 社/ 〒530 大阪市北区角田町 l番 l号( 東阪急ピル)

T E L  06( 313) 11 日1 F A X  06( 315) 0050 

。
{:? 

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

横 田 幸 一専務取締役支社長

大阪市中央区白隠橋 4' T目 3番7号 ' i 1I 話大阪 ( 202)0325- 9 帯

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 間 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内新宿 ・神奈川・東関東・中古11.九州|

電 気 工 事 設 計 施 工

締 式 会 員 三 輿

代表取締役 土 井 敏 裕

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂 ビ ル 5 階)

屯 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 紙茅 場町 2 丁目 1 7 祷 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8  (代 )

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 ｦｾ＠

面I。
キ土本

庖支

営 業 所

電気設備・計義制御段備・空間往備・ク リー ンルーム設備・プラ ン ト設備

給排水衛生段備 ・エヰルギー集中監視シ ステム 設計施工

三 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 相 長 戎 納 禿

l?o 

ー一一誠 実 と 技 術 で お 応 え す る 一一一

住友電設株式会社

取締役会長 代 谷 正 元

J l X. 締役社長 相 馬 一 男

志召斤 553 :i<IO市福島区彊l B7T殴 2-l! ft (侃l452-1151( 武代) 買京/干1白 車京畠車E芝2T包2-17 雪〈閃l3454-7311( 夫代〉

。

事 在 干5却丈阪市1臨豆荻盟12-6- 8哩ピM TEL 田αo4)1471.FAX 由(3倒)5関

東京支在 干11l i 東京都港区新個12-16( ニュー新蝿ピJレ) TEL悶( お加) 023HAX (l1(似)0268

昌o t i 2 i 干462 名古置市1怪 童 銅-12-14 TEL052( 矧 )5131. FAX052(引4)7臼5

神戸支庖 干 旬神戸市置 ｅ 岩盤明司 ＱＭＲ ＭＹＨ 工 ピスビ ｉｾＩ TELO市(881)5>'1， FAX078(871 )6矧

層研究所干5叩大飯府堺市三宝町七;T3関 TEL0722(27) 胸HAX0722(2月1似

Standard 

奉仕感謝の庖

タイル工事施工

⑩ 25 川 岸 窯 業 商 底

司b

⑤ 550 大阪市西区西本町 i ー 13- 33

- ; l i . 話大阪 06( 532)代0461 <IiIJ 550 

天 理 市 丹 波 市 新 町 50

ヰ土本

，

p

t

 

代)

⑩日本写植印刷株式会社

代表取締役 神 田 都 義

天理営業所

干545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 ft 06(606) l l l l 代

干892 鹿児島市名山田T4-7 三宝ピル 宮ω92 (26) 4371 

〒708 津山 市 福 田 1 3 7 2 - 1 ft偲 68 (28)4377 

115  

本 社

日本写植センタ

;章山写姐センタ
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Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

株 式 会 主 士 工 又 工 ム ピ . 一

株 式 会 主 士 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 間 ｩ 港区六本 ｾ￧ 3  - 16  - 26 

大阪支底 大阪市 中央区北浜3- 2-23(似量ピ J レ)
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特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一:c::17〉

(株)訓 O! J : J ! J D:2

場

一

ニ

エ

第

第

『町
。. .T1_¥¥)*- 鴨代の断熱用シ~人

J参づ戸 . '-'，J-d{有T

8 n/，11イナ11ーシート P

自 主 電 線 株 式 曾 批 判 開 刊 田 区 丸 の 内 2 T 晴 海{干代田ピJ lJ )

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布| 坊水 ・シー ト防水 ・モノレタノレ防水

・樹 脂 注 入 接 着工 法 各鶴間脈注入按消補修工・ ｊ ｾ

・亀 裂 補 修 工 事 各 般 樹 脂注 入 ・充 填 ・コ キ ン グ

・シ ー リ ン グ 工 事 シ リコ ン ーチ オ コ ーノレ ・ウレタ ン ・アクリノレ

・吹 付 工 事 アクリノレ ・リシン ・'J 単性タイ ノレ ・そ の他

。 建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事 許 可 ( 般 5 3 ) 第 5 12 2 5号

く〉 日本 シ ーリ ン グ工 事 業 協 会 4 員

大阪市北区末広町 3 - 21  ，...，..¥品.:1:. ' J J I署・ ..... ← 主 主 主

J，! . 布1 ) 也所扇町ピル201S  ｜句 Ｑ ィ τｔ ヲヨ医ｾＭｲ可 ＷＴＱＱＱ

T E L 0 6( 315 )  0  7 0  1  、 .  - .......・-....同・.-， ・

デンカC S Aファミリー製品

. 7. 1ニ.I n C S A ( 膨張性 j昆和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二Ｎｉ ｮ ，，ｾ，ヨニ Ｎｉ Ｈ グ ラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・誓ニＮｉ ｮ 司 ｆ ＺｊＺーデ Ｂｊ Ｇｊｾ (建造deT) コンクリート躯体の漏水補修に

・安ニ. In E S(土質安定用 急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・者二. I nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

TEL  本社 ・京都 . Ｊｉｾｉ 野 Ｈ ＰＷＷＲＷ Ｉ 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

A

Q

玄式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 店

;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

a

v

・

J

L

w

f

v
A

ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 )

A

Q

玄式

4 4 3 - 6 1 8 1  

株業産

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 束京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

コトネ土

A

Q

玄式株ネ土

A

Q

玄式株産物羊光

TEL  ｩｾｴｮ＠ . 守山( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6)  
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テトカッパー防水
奥 4 弘吉山イt工業1 武

本 社 東 京 都 中 央 区 銀座 8- 4- 9 奥山ビル T E L 03(3571 )27031仰 F AX03( 3571 )0264 

大阪恵輯所 TEL06(391 ) 1081- 2FAX 06(395)21凹 名古屋出張嗣 TEL052(811 )3660ｩ カツｾー防水帯 =ーパー7イドヤ? 竺臥.
構A 宮' 医師 TEL045(320)4832 FAXO時 (320)4165 嘩 木 出 明 朗 TELO岨2(21) 116IFAX日刊行23) 1341 

ー司.ーー

---

Ｍ・・ｾ .圃，

可.‘・E

・圃，

-園田

資料をご・5 1 < 下さい。

崎王宮寮踊 TELO岨 (114)2845 王 織 出 張 所 TEL0292(28)0878FAX0292 (18)2614  

Shutter 

東洋シャッター株式会社

本 キ土 干 540 大 阪市 中 央 区 常 盤町 1 - 3 - 8 ( 日本 生 命 谷町 ビ ル )

T  E  L  ( 0 6 ) 94 3  - 6 5 7 1 げて)

・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/岡崎/名古屋/富山/大，章/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

特 許 ・耐酸被覆鋼板

耐 久建築屋根・外壁材料 ｔｬ ｉｊｉｾＹｊ 乱歩 Ｙｊｬ

大和郡山市九条ス ポーツセンター屋根 エターノコアーF

ロ

岡田

長 尺 物 色 彩 豊
喧 '

E回 責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5 PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ー ( ETC- F)

i皮板規格 S小i皮- s大 i皮 ・Vi 皮 ・ボ y クス j皮 ・W ジャンポi皮・V デ y キ

ｓｖ ジャンポ ｪ 皮 ・ ボルトレスルーフ ｂｌ ・ ｾ Ｇ ｴ のｻ也

用 途 平板・渡板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置〔モニター ・ベンチレータームーパー ・エキ ゾスター (強制) )  

ボーロイド( 断熱材) O，G K ※ カタログをご前求下さい。

護雲 市I J I !J 9 品 川 製 造 線 式 会 組

〒660 尼 崎 市 町 和 市 通 り 3 - 26 (ll Jf ; 大阪 ( 06) 412- 5131刊

大阪 ・ 九件ｼ ・ 名古島 ・ 広 ＱＧＰ ・ Ｊ 粂 ・ ｾ ｉ ｾｾ 告

干 115 城 山I家主主 5 丁 目 6 帯 32 号 ';ll li i ; 政 ( 0484) 42- 3115 (f l:l 

Ｊ ｾ ｴ＠ .  Jl [)j¥ . 関 東 ・熊 谷
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さんさんと輝く太陽、 ほとばしる水し ぶ き。そんな美しい自然

のディテールも、床には過酷な条件ですLタジマアクサンスは、直

射日光や水に変質・変色しにくい ノンスリ ッフ。長尺床材。さらに

遮 音 性、耐摩耗性など数々の機能に優れ、ブ ールサイドや

マンションの開放廊下、ベランダなどに最適で 1九 シ ー ル 工

法によりめくれ、業IJ がれ対策も万全。太陽と語り、水と遊ぶ。

時代の屋外・半屋外 スペースに、安心と快適をお届けしますL

水と太陽に強いノンスリップ床材。

ラシヨアクサンス

営業本部 東京営業所 大阪営業所 |  

Ｇｾｬ ・Ｂ園、 〒IDI 東京都千代田区岩本町1 ! mI D ] 干 ｉｄｉ 東京都千代田区岩本町ｾｬｉｉ ｉｄ 山源ヒル 干[;1，11] 大阪市西区京町仮ト

株式会社ｾ、 ｦｩ ＰＳＭＳＸＶＶ 引日 Ｑ F AX 03叩 _ l i I U= Ｇｩ ｾ ｉｒｉ 叩 Ｖ 卜 ＳＱＰＱ F AX03- 1- 窓口6-441-5951 F AX06- 444-

雑誌 03379- 5


